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			第一章　鮮烈なる出会い

			


			　短くも濃厚な船旅を経て、獣人国にやってきた翌日。

			『とりあえず角車組合ってところに行ってみるか』

			（ん）

			　宿を出た俺たちは、町はずれに向かって歩いていた。

			　ギルドで王都への行き方を尋ねたら、角車を使うといいと勧められたのだ。

			　俺たちが獣人国に来た最大の目的は、王都ベスティアにいる、キアラという黒猫族に合うことだ。

			　ウルムットのギルドマスターであるディアスや、顔役であるオーレルの古い馴染みであり、獣王たちの師匠であるという黒猫族の老婆である。

			　一応、冒険者ギルドの指名依頼として、消息不明だったキアラの安否確認ということになっていた。

			　本来は、敵だと思われていた獣王への牽制として、ギルドの庇護下にあると示すために指名依頼が用意されていたんだが……。獣王は敵じゃなかったどころか、味方と言っていい相手だったからな。

			　本来の目的は失われ、半ば物見遊山と化していた。指名依頼を出す準備を整えてしまった以上、それをキャンセルできなかったらしい。

			「ええ？　あれって──」

			「う、うそだろ──」

			　周囲にいる獣人たちの視線が、フランに突き刺さる。

			　進化している黒猫族という存在を目の当たりにして、無視することなどできないのだろう。

			　ここから先、俺たちはフランが進化しているという事実を隠すつもりはなかった。むしろその逆に、どんどん広めていくつもりだ。

			　フランの存在が広まれば、黒猫族が進化するための条件も、一緒に広まると考えたのである。

			　フランの目的は、黒猫族の地位の向上だ。それには、進化できないできそこないの種族であるという認識を改めることが重要である。

			　すでに獣王から、獣人国の貴族や商人に進化の条件が少しずつ広まっているはずだ。フランが進化していると言う事を見せつければ、より早く事実が広まってくれるだろう。

			「あれ？」

			『多分そうだな。屋根も青いし』

			


			


			　たどり着いた建物は、ギルドで聞いた通りの外観をしていた。

			　真っ青な色の屋根をした、巨大な厩舎の様な建物だ。看板は『角車組合支部』となっている。

			　中は冒険者ギルドに似ていた。

			　受付があり、制服を着た女性が出迎えてくれる。

			「いらっしゃいませ～」

			　対応は丁寧だが、あくまでも客に対する態度だ。

			　種族が人間なので、フランの正体には全然気付いていないらしい。

			　ギルドの受付嬢は下にも置かない扱いだった。道ですれ違う人々も、黒こく雷らい姫きの話は知らずとも、進化した黒猫族と言う存在を見て足を止めて驚いていた。老人の中には拝み始める者までいて驚いたぜ。

			　何と言うか、見たら幸せになれる伝説の珍獣的な？　ありえない物を見てしまった様な反応が多かった。

			　だから、こういう普通の反応が逆に新鮮なのだ。今後獣人国で活動するならどこに行っても同じような反応をされると思うし、早く慣れないといけないが。

			「話を聞きたい」

			「角車は初めてですか？」

			「ん」

			　受付のお姉さんが基本的なことを説明してくれる。

			　角車というのは、デュアルホーンというサイに似た魔獣に引かせる乗り物のことだ。

			　足も速く、スタミナも馬を上回るので休憩も少なくて済むらしい。

			　そのお陰で、馬車の倍近い速さで目的地に着くんだとか。

			　しかも脅威度Ｆの魔獣なので、盗賊や他の魔獣などにも襲われにくいのだ。

			「なるほど」

			「こちらをご覧ください」

			　お姉さんが一枚の羊皮紙を見せてくれる。それは角車の料金表だった。乗り合い料金に、貸し切り料金、距離別の料金などが細かく記載されているな。王都の名前もあるぞ。

			「王都に行きたい」

			「ベスティアですか？　それですと、乗り合いで四万ゴルド、一車貸し切りですと一二万ゴルドとなります。日数は一〇日ですね」

			「結構かかる？」

			　時間もお金もね。

			　だが、それも仕方ないらしい。お姉さんが簡単な地図を見せながら、説明をしてくれる。

			「ここがグレイシールです。それで、こちらが王都ベスティア」

			「そんなに遠くない？」

			　地図では、結構近く見えた。

			　今俺たちがいるグレイシールは、クローム大陸の東海岸に位置している。そこから見て、真西の場所に王都ベスティアがあった。縮尺がいまいち分からないが、一〇日もかかるのか？　だって、同じくらいの距離にある他の都市へは、三日や四日と書かれているぞ？

			「直線距離ですとそうなんですが……。こちらをご覧ください」

			　お姉さんが王都とグレイシールの間に描かれた、緑のエリアを指差した。

			「蠍さそり獅し子しの森？」

			「はい。ランクＣの魔境に指定されている深い森となります。脅威度Ｃの魔獣であるマンティコアの生息が確認されています」

			　脅威度Ｃと言えば、一匹で大都市を滅ぼしかねないようなレベルの魔獣である。

			「この森が南北に広がっているせいで、かなり大回りをする必要があります」

			　それは流石に、角車であっても通り抜けることは難しいだろう。

			「森を抜けられる場所とかもないの？」

			「一般人には無理ですね。ある程度の腕の冒険者であれば、通り抜けているそうですが」

			「私も冒険者」

			「ですが、お一人では難しいと思いますよ？」

			　優しい人だな。フランを駆け出し冒険者くらいに思っているだろうに、お前じゃ無理だとは言わない。そもそも、金があるのかとかも聞かないし、質問には丁寧に答えてくれるし。

			「えーっとですね、大抵の冒険者さんは、この町まで行って、そこから魔境を抜けて行くそうですよ？」

			　お姉さんが指し示したのは、蠍獅子の森の手前にある町だ。

			「アルジェントラパン？」

			「はい。この町から蠍獅子の森に入れば、森の一番薄い場所を抜けられるらしいです。ここまで行けば、同行できるパーティが見つかるかもしれません」

			　なるほど。じゃあ、とりあえずその町まで行って、森を抜けるか、迂回するか考えるか。ランクＣの魔境だったら、俺たちなら通り抜けられるとは思うが……。

			　問題は、アルジェントラパンまでどうやって行くかってことだ。

			　簡易地図上で見れば南西に向かえば数日で到着しそうだが、そう簡単にはいかないだろう。山あり谷あり魔境あり。地図には描かれていない難所がたくさんあるに違いない。

			「アルジェントラパンまではどれくらいかかる？」

			「角車でしたら一日ですよ。乗り合いで三〇〇〇ゴルド、貸し切りで九〇〇〇ゴルドです」

			『なあ、俺としては、角車でアルジェントラパンまで行っちゃってもいい気がするけど』

			（私もそう思う）

			『だよな？　迷う心配もないし』

			　角車にちょっと興味もあるし、俺たちは明日の朝一の便を予約することにした。

			　乗り合いと貸し切りで迷ったが、乗り合いにしておく。道中でも、黒猫族の宣伝をしないとね。

			「では、身分を証明できるものはありますか？」

			「冒険者カードでいい？」

			「はい」

			「じゃあ、これ」

			「ありがとうござ──ええ？　ランクＣ？　ええ？」

			　お姉さんはカードとフランを何度も見比べている。やっぱり信じられないか。だが、水晶のような物にカードをかざして真しん贋がんを確かめて、本物であると分かったようだ。

			「本物……よね？」

			「ん。本物」

			「あ、すいません！　これはお返しします。大変失礼いたしました」

			「へいき」

			「しかし、ランクＣの冒険者様でしたか」

			　元々丁寧だったので態度に変わりはないが、フランを見る目が明らかに違う。

			　それまでは微笑ましいものを見る目だったのだが、今は格上の取引相手に向けるような視線である。

			「ん」

			「実はですね、現在護衛の手が足りておらず、冒険者の方でしたら護衛を引き受けていただく代わりに割引をしているんです。ランクＣの方でしたら半額でお乗せできますよ？」

			「なんで護衛が足りてない？　ここは冒険者が多い町じゃないの？」

			「多くの方が船の護衛メインというのもありますが、現在の国際情勢の緊張が最も大きな理由です」

			「どういうこと？」

			「ああ、もしかして船でやって来られたのでしょうか？」

			「ん」

			「実はですね、国王様が不在ということもあって、隣国との緊張が高まっているんです。そのせいで兵士の多くが国境付近に集められてしまって、国内の巡回に回される兵士の数が減ってしまったんですね」

			　兵士が減ったことで魔獣の数や盗賊の出没数が増え、旅の危険性が上がっているらしい。しかもそれらの駆除に冒険者が駆り出され、護衛の数も減っている。

			「戦争になるの？」

			「いえ、協定を結んでいるので戦争にはならないと思いますが……。隣国であるバシャール王国は、獣人国と非常に仲が悪いのです。犬猿の仲と言っても良い程に」

			　現在では種族差別を嫌う人も多い平和な獣人国であるが、過去には獣人を優遇するあまり、他種族に対する排他的な政策を実施している時代もあった。さらに前の時代には、他種族を弾圧していることもあったらしい。

			　バシャール王国は、獣人国を逃げ出した、もしくは追い出された人間によって造られた国だった。それ故、獣人に対して非常に攻撃的で、譲歩をしない国であるのだ。

			　また、人間種族への優遇が行き過ぎるあまり、最近までは人間至上主義に傾倒していた。

			「同じ人間種として恥ずかしい限りですが、人間こそ至高であり、その他の種族は一段劣る。そして、獣人は奴隷にするべき劣等種であると、声高に叫ぶような国だったのです」

			「でも、だったってことは、今は違う？」

			「一〇〇年程前に穏健派の王家が実権を握り、現在では獣人国と緩やかに無視し合う様な状態ですね」

			　だが、互いに心を許している訳ではなく、監視し合っている仲であるらしい。

			　現在の獣人国は国王を筆頭に戦力が充実しているので、バシャールも手を出すわけがないというのが獣人国民の認識であるそうだ。

			　それでも、隣国が兵士を集めているという情報があれば、こちらも兵を集めざるを得ない。一応、バシャール王国側はダンジョン駆除のためと説明しているらしいが。

			「あんな場所にダンジョンがあるとは聞いていませんし、最近できたばかりなのであれば、何万もの兵士など必要ないでしょう？　どう考えても、獣人国への示威行動です」

			「ふーん」

			「ということで、護衛を募集しているわけですが……如何いかがなさいます？」

			　半額と言っても、俺たちにとったらはした金だ。だが、ギルドを通した正式な依頼のようだし、ここは受けておくことにした。どうせ角車に乗ることは決めているんだしね。

			「じゃあ、アルジェントラパンまでの護衛を引き受ける」

			「分かりました。明朝六時の便でよろしいですね？」

			「ん。大丈夫」

			「ではお待ちしております」

			　さて、これで足の確保はできた。

			『じゃあ、明日まではゆっくりするか。まずは宿を探すぞ』

			「ダメ。まずは名物料理を食べる」

			『名物料理？』

			「さっき看板が出てた」

			　そういう事には目ざといよね。まあ、この町なら宿はたくさんあるだろうし、最悪冒険者ギルドの宿泊施設でもいいか。

			『じゃあ、まずはその店に行くか』

			「ん！」

			　フランが今日一の目の輝きで頷く。

			「オン！」

			　フランの影で寝ていたウルシも、名物料理と聞いて目を覚ましたか。食いしん坊コンビめ。

			　まあ、俺も料理の勉強になるから、いいんだけどね。

			『どこの店だ？』

			「あっち。早くいく」

			「オンオン！」

			


			


			　ガタガタガタ──。

			　馬車を遥かに超える速度で、角車が街道を走っていく。

			　俺たちは今、アルジェントラパンに向かう角車の中にいた。護衛とは言え、敵が出なければ普通に中に乗っていて構わない。なので、ここまでは普通の馬車旅とたいして変わらないものだった。

			　違いは馬車よりも格段にスピードが速いくらいだろう。

			「フラン様もどうぞ」

			「ありがと」

			「これもどうぞ」

			「ん」

			「これも──」

			　馬車の中の雰囲気は和やかなものだ。

			　いや、ちょっとしたお祭り状態ではあるけどね。フラン祭りである。

			　獣人ばかり、それもお爺さんお婆さんが多く、フランに対して非常に恭うやうやしい態度なのだ。

			　どうも、進化できずに年老いた獣人は、進化した相手に対して必要以上に敬意のようなものを抱くらしい。

			　しかも進化不能なはずの黒猫族で進化にこぎつけたフランは、下手したら信仰の対象になりかねないくらい尊敬されるようだ。

			　おかげで、お供え物の如く、周囲の獣人からお菓子やパンがフランの下に集まって来ていた。

			　彼らの孫なのか小さな子供も数人いたんだが、老人たちの崇めっぷりを見て、フランをまるでヒーローを見るような目で見上げている。

			「しんか、しゅげー」

			「ふらんしゃまー」

			「かっちょいいー」

			　チビたちはチビたちなりに、フランに尊敬の念を抱いているらしい。

			　だが、明るい雰囲気もそこまでであった。

			「ま、魔獣だ！」

			　御者の悲鳴が響き渡る。

			「ま、魔獣？」

			「ひぃぃぃ！」

			「こ、こわいよぉ！」

			「なにがあったの……？」

			　角車の中に緊張が走った。老人たちが狼狽する様子を見て、子供たちも悪いことが起きていると理解したのだろう。怯おびえた様子で縮こまってしまった。

			　そして、全員がすがるような目をフランに向けるのであった。

			　そんな彼らに、フランがコクリと頷き返す。

			「だいじょぶ。私にまかせて」

			「おお！」　

			「じゃあ、ちょっといってくる」

			「うん！」

			「がんばってくだしゃい！」

			　フランは子供たちの頭を撫でると、自ら御者台に移動した。

			「フ、フラン様！」

			「敵は？」

			「あれです！」

			　御者台に上がると、かなり前方に小さな影が見える。叫んだ時には、もっと離れていただろう。よくあれが見えたと思ったが、鹿系獣人の御者はかなり目がいいらしい。だからこそ、こういった仕事に向いているんだろう。

			　さらに近づくとようやく、その姿が鮮明に見える。

			　一〇匹ほどの犬型の魔獣だった。大きさはシェパードくらいだろうか。

			「あのくらい突っ切れば？」

			「む、無茶言わんでください！」

			　いくら相手が魔獣の群れとはいえ、そこまで強そうには見えない。

			　サイと同じ程度の大きさを誇るデュアルホーンなら、簡単に蹴散らせそうなものだが？

			　ただ、少し近づいてみると、そう簡単な話ではない様だった。

			　相手はヴェノム・ドッグという、強力な毒を持った魔獣だったのだ。

			　雑ざ魚こではあるんだが、魔毒牙を持っている。速さを活かして魔毒牙を一回でも獲物に突き立て、あとは付かず離れず距離をとりながら弱らせるタイプの魔獣だった。

			　あの数を相手にしたら、デュアルホーンでも毒に侵される危険性は高いだろう。まあ、近づく前に倒せばいいだけなのだが。

			「速度は落とさなくていい」

			「へ、平気なんすか？」

			「任せておいて」

			「は、はい！」

			　進化の影響力は凄いな。御者はフランのような少女の言う事に、素直に従う。

			『じゃあ、行くか』

			「ん」

			　フランは俺を構えると、魔獣の群れに向かって投とう擲てきした。すでにヴェノム・ドッグの魔石の位置は魔力感知で特定済みだ。

			　念動カタパルトの勢いのまま、俺は縦に並んだ二匹を一気に貫いた。勿論魔石は吸収済みだ。そのまま、念動と風魔術で逃げられないように動きを封じた魔獣たちを、俺は次々に貫いていく。

			　魔毒牙が厄介とはいえ、それ以外は下級相当の魔獣である。俺の相手ではなかった。

			　魔石を吸収しながら、死体をドンドン収納していく。下級の魔獣なので大したお金にはならないだろうが、一応ね。

			「……」

			「ん？」

			「いえ、なんでもないです」

			　一瞬で消えた魔獣の死体を見て御者は何か言いたげだったが、結局質問はしないことにしたらしい。

			　冒険者の能力に関して問い質ただすのはマナー違反だからな。

			「……魔獣は片付けた。他にはいない」

			「そうですか。助かりました」

			　周辺にこれ以上魔獣がいないことを確認し、俺はフランの下に戻った。俺を鞘に納めたフランは、そのまま角車の中へと移動する。

			　魔獣を全て撃退したと伝えると、老人たちが口々に礼を言って来る。

			「ありがとうございます！」

			「任せておいて」

			「命の恩人じゃ～！」

			「それほどでもない」

			「ありがたや～」

			「仕事だから」

			　最初はちゃんと応えてたんだが、放っておくと延々と続きそうだった。

			　さすがにフランもどうしていいのか分からなくなったらしく、再び御者台に逃げることにしたようだ。魔獣を警戒すると言って、角車から御者台に移った。

			　黒猫族の凄さを見せつける目的は果たしたし、もう平気だろう。

			「はは、凄い騒ぎっすね」

			「ん」

			　御者も騒ぎを聞いていたんだろう。苦笑いだ。最初にそう言って軽く笑っただけで、話しかけてはこない。

			　フランにはこのくらいの距離感の方が合っているんだろう。沈黙に困った様子もなく、前方を見たまま角車の振動に揺られていた。

			　そうして、角車が街道を進むこと四時間。

			　視界の先に、壁らしきものが見え始めた。町を囲む城壁であるようだ。

			「あれ、町？」

			「そうっす、もうアルジェントラパンに到着しやすよ」

			　ようやく目的地に到着したな。

			　結局、魔獣は一度しか出現しなかったので、フランは御者台でゆっくりお昼寝状態だった。軽い振動が眠りを誘発するらしい。

			「あの町に冒険者ギルドはある？」

			「結構デカイっす。町の入り口の側にあるんで、すぐに分かると思いやすよ？」

			　ほどなくして、角車は町の外に作られていた停留所に停車する。

			　馬車などと共同で利用しているらしい。この世界のバスターミナルみたいなものなのだろう。

			「それじゃあ、これで護衛も終了っす。ありがとうございやした」

			「ん」

			　依頼料は乗車料金が値引きになっているので、金銭の受け渡しも特にはない。

			　特に煩雑な手続きなども必要ないようで、ここで角車を降りれば、それで依頼は完了であった。

			　御者が到着したと伝えると、角車の中にいた乗客たちが歓声とともに下車してくる。

			　やはり四時間は長かったのだろう。

			　もっと長い距離を移動する場合は休憩もあるらしいが、今回はそれもなかったからな。

			　角車から降りてくる乗客たちは、まずは御者よりもフランに頭を下げていく。

			「いやー、ありがとうございました～」

			「ありがたや～」

			「ふらんしゃまバイバイ！」

			「ん」

			　他の乗客の熱烈な見送りを受け、フランは停留所を後にする。

			　正直疲れた。でも、黒猫族の地位向上のためには、今後も同じようなことを続けなくてはいけないだろう。

			「師匠」

			『どうした？』

			「……疲れた」

			　まあ、俺もフランも、おいおい慣れていけばいいだろう。

			　アルジェントラパンに入るのは非常に簡単だった。

			　相手が獣人だと、進化していることが一発で分かってもらえる。すると、冒険者ランクも簡単に信じてもらえるのだ。最後なんか、敬礼までしてくれたからね。

			　アルジェントラパンの冒険者ギルドは、御者に教えてもらった通り、町の入り口のすぐそばにあった。

			　グレイシールの冒険者ギルドも結構大きかったが、こちらも負けていないな。獣人国の冒険者ギルドはどこもこんなに大きいのかと思ったが、たまたま俺たちが立ち寄った町のギルドが大きいだけだろう。グレイシールは大きな港町だし、アルジェントラパンは蠍獅子の森を抜ける冒険者が集まってくる町なのだ。

			『冒険者の数も相当だな』

			「ん」

			　中に入ると、併設された酒場では三〇人以上の冒険者が酒を飲んでいた。

			　一斉に視線が飛んでくる。最初は品定め、次いでフランが進化していることを感じ取り、手に持っていたコップを落とす程に驚愕する。獣人国では、今後もお馴染みになりそうな流れだ。

			　絡んでくる冒険者はやはりいなかった。いたとしても、獣人の仲間に止められているんだろう。

			「い、いらっしゃいませ」

			　受付嬢が、妙にかしこまった様子でフランを出迎えてくれる。

			「魔獣を売りたい」

			「なるほど。では、ギルドカードのご提示をお願い致します」

			「ん。ランクＣ冒険者のフラン」

			「や、やはり……！」

			　ギルドの受付なだけあって、フランの正体に気が付いたようだった。カードを凝視する顔は、さっき以上に神妙な表情をしている。

			「……」

			「どうしたの？」

			「し、失礼しました。魔獣の素材の買取ですね。そちらの買取カウンターへどうぞ。魔獣の素材はお持ちで？」

			「ん。少したくさん」

			「アイテム袋持ちでしたか。では、ここへお願いします」

			　受付嬢が指し示したのは、受付カウンターと酒場の間にある、広いスペースだ。

			「ここでいいの？」

			「はい」

			　受付嬢は頷くが、飲んでいる冒険者たちの真横だぞ？　そこに、血の臭いのする魔獣の死骸を並べていいのか？

			　だが、フランは指示された通りにヴェノム・ドッグの死体を取り出してしまった。

			　解体はしていない。今回はそんな暇がなかったのだ。

			　それを見た冒険者たちから唸うなり声が上がったが、そこに否定の色はなかった。ここの冒険者たちには慣れた光景なのだろう。

			　むしろ、ヴェノム・ドッグを見て感心しているらしい。

			　何でだ？　所詮は脅威度Ｆの魔獣だし、一〇体程度ならそこまで難易度が高い相手ではないだろ？

			　だが、話を聞くとそうでもなかったらしい。

			「ヴェノム・ドッグですか。しかもこの数。群れでしたか？」

			「ん」

			「はぁ、さすがですねぇ」

			　ヴェノム・ドッグは下級とは言え魔毒牙を持っているため、下級冒険者には厳しい相手であるらしい。しかも、一〇匹を超えているとなると、かなり危険な相手だ。

			　群れの脅威度はＥ相当。つまり一人で処理するにはランクＤ以上の冒険者でなくては難しいという。

			　さらに、死体を見ればどの個体も一撃で倒されている。素早いヴェノム・ドッグをこれだけ綺麗に倒すには、一定以上の実力が必要なのだ。

			　目ざとい冒険者たちはヴェノム・ドッグの死体や、次元収納を使った姿を見て、フランの実力の一端を感じたのだろう。

			「肉は食べられる？」

			「毒があるので無理ですね。毒薬の原料になるので、全てが買い取り対象となっています」

			　買い取り額は、解体費や魔石がない事などを差し引いて、一匹につき五〇〇〇ゴルドで、全部で五万ゴルドだった。脅威度Ｅとしてはまあまあの額だろう。

			　今後の宿代と食費くらいにはなるかな。

			「どうぞ」

			「ありがとう。あと、聞きたいことがある」

			「何でしょうか？」

			「王都への行き方が知りたい」

			「分かりました、少々お待ちください」

			　受付のお姉さんが、この周辺の地図の様な物を取り出して見せてくれる。

			　グレイシールの角車組合で見せてもらったものよりも、大分詳しく描かれていた。

			「まずはルートなのですが、ここを見てください」

			　受付嬢が蠍獅子の森を指差す。その場所を見ると、この町から少し南下した辺りで大きくくびれているのが分かった。

			「この場所を見ればお分かりだと思いますが、蠍獅子の森がかなり狭くなっております。ここであれば、およそ一日あれば抜けることができます。冒険者の間では抜け道などと呼ばれていますね」

			「マンティコアが出るって聞いた。遭遇率は？」

			「一〇〇組に一組ほどですね」

			　蠍獅子──つまりマンティコアの名前を冠しているにしては、遭遇率が低いな。

			　もっとウヨウヨしているものだと思っていた。

			「その程度？」

			「冒険者は良い獲物とは言い難いですから」

			　マンティコアにとって弱い冒険者であれば格好の獲物だが、強い冒険者に出くわしてしまえば逆に手痛いしっぺ返しを食らうこともある。そのリスクを考えれば、大人しく他の魔獣を捕食している方が安全なんだろう。

			　年老いて強い個体であればあるほどそのことを理解しているので、森の奥からは出てこないのだ。

			　逆に抜け道に出没するのは、経験の浅い若い個体や、他のマンティコアに縄張りを追われた弱いマンティコアが多いようだった。

			「抜け道の前までは道がありますから、迷うことはないと思います」

			　蠍獅子の森を抜けた先には、ローズラクーンという町があるらしい。今居るアルジェントラパンと同じく、抜け道を利用する冒険者が集う大きな町だ。

			「あと、フラン様でしたらお一人でも問題ないとは思いますが、そちらでパーティメンバーの募集を行っています」

			「メンバー募集？」

			「はい。実力不足であっても、数がいれば危険度は減りますから」

			　相手が強くても皆で戦えるし、戦いにならないような強力な相手に出会ってしまった場合も、他の者が犠牲になっている間に逃げられる可能性が上がる。

			　ソロや少人数で活動している冒険者たちは、町で臨時パーティを組むことが当たり前であるらしかった。

			　俺たちには必要ないけどね。と言うか、絶対に足手まといになるし。

			「やあ、こんにちは」

			「ん？　こんにちは？」

			「君は、蠍獅子の森を抜けるつもりだろ？　もしよかったら僕らのパーティに同行してもらえないかい？　これでもランクＥパーティなんだ。足手まといにはならない」

			　ギルドを出ようとしていたフランに声をかけて来たのは、まあまあイケメンの人間の冒険者だった。

			　にしても、ちょいと胡散臭いな。獣人でもない、ランクＥ程度の冒険者が、フランの実力を見込んでなんてことがあるだろうか？

			「なんで私に声をかけた？」

			「そりゃあ、皆が注目してるし、さっきランクＣって言ってるのが聞こえたからね」

			「それを信じるの？」

			「うーん。獣人は人間よりもステータス的に優秀だし、戦闘力が高い人も多いからね。先日も、メチャクチャ強い獣人の女の子に出会ったばかりなんだ。だから、君くらいの年齢でも、強い可能性はあると思うよ？」

			「なるほど」

			　疑ってすまんな。普通にフランと同行したいだけだったらしい。ただ、出発が明後日ということで、今回はお断りすることにした。

			　さすがに二日も無駄にしたくないのだ。

			　それに、俺たちはウルシに乗って、森の上を通過することもできるだろう。先の事を考えるとあまり魔力を使い過ぎるのは怖いので、できるだけ徒歩で進みたいが。

			　まあ、奥の手である。その時に同行者は邪魔なだけだからな。

			『じゃあ、行くか』

			「ん」

			　俺たちはお姉さんにお礼を言って、ギルドを出る。

			『まだ朝だし、このまま抜け道に向かおう』

			「マンティコア出るかな？」

			『期待の眼差しで言うなよ。フラグっぽいから！』

			「楽しみ」

			　フラグって言うのは、本当に恐ろしく厄介なものだ。

			　時にはモブ男と学校のマドンナの有り得ない恋を演出し、時には娘の写真を大事にする家族想いの兵士を理不尽な死に追いやり、時には99パーセント手中に収めていた勝利を「やったか？」の一言で台無しにする。

			　何が言いたいかって言うと──。

			「ガルオオオオオォォ！」

			『マンティコアに出くわす確率は一〇〇分の一じゃなかったのかよ！』

			「ん、ラッキー」

			　抜け道を使って森を通り抜けようとしていた俺たちの目の前には、体高が五メートル近い、蠍の尾を持った巨大な獅子が立ちはだかっていた。

			


			　　　名称：マンティコア

			　　　種族：魔獅子

			　　　Lv：31

			　　　生命：３９９／８１９　魔力：81／１９６　腕力：２０１　敏捷：３５０

			　　　スキル：足裏感覚１、鋭敏嗅覚６、隠密４、火炎吐息６、警戒４、硬化８、剛力５、衝撃耐性６、状態異常耐性６、生命探知４、爪闘術７、爪闘技７、土魔術５、毒噴射６、尾撃９、火魔術４、物理障壁７、咆哮５、暗視、気力操作、体毛強化、体毛硬化、魔毒牙

			　　　説明：高い防御力を持つ、蠍の尾を備えた獅子の姿をした魔獣。その防御力は脅威度Ｃの魔獣に相応しい。ただし、攻撃力は同脅威度の魔獣の中では下位にあたり、毒の尾にさえ気を付ければ比較的戦いやすいとされる。ただ、群れを作る習性があるので、その点に注意。脅威度Ｃ。魔石位置は心臓部。

			


			　過去に戦った脅威度Ｃの魔獣に比べて、ステータスはやや低めか？　しかし、説明にも書いてある通り、高生命力なうえ、硬化８、衝撃耐性６、状態異常耐性６、物理障壁７、体毛強化、体毛硬化と、守備系スキルが揃っている。

			　魔毒牙に剛力もあるし、侮ってはいけない相手だろう。少なくとも、ステータスだけを見て弱いとは言えなかった。

			　まあ、万全の状態であれば、だが。

			「死にかけ？」

			『そこまでは行かないが、生命も魔力も半減してるのは確かだな』

			　マンティコアは、全身に深い傷を負っていた。右前足は見るからに深い傷を負っているし、左目は潰されていて完全に見えていないだろう。しかも、マンティコアの命綱とさえ言える尻尾などは、半ばから千切れていて毒針部分がなかった。

			　同族の縄張り争いにでも敗れたのだろうか？　確か、抜け道に出没するマンティコアは若い個体か、同族に負けて逃げて来た個体がほとんどだったはずだ。

			　このマンティコアは正にそうなのだろう。

			「ん」

			「グルルル」

			　フランの強さを感じ取ったのか、どこか及び腰だ。だが、足の怪我のせいで逃げられず、戦闘態勢をとる。

			『さて、魔石と経験値を頂くとするか』

			「ん！」

			『ウルシは周辺の警戒だ。このマンティコアと争った個体が近くにいるかもしれん』

			「オン！」

			『フラン、行くぞ！』

			「ん！　覚醒！」

			　今回は俺が攻撃担当だ。物理的な防御力の高いマンティコアは、魔術で押す戦術が有効だと判断したためである。

			「グラオォォォォォ！」

			「ふっ」

			　防御担当のフランは察知系スキルと高い敏捷で攻撃を回避しつつ、完全障壁と剣王術でマンティコアの攻撃を受け流す。勿論、攻撃担当とはいえ、俺だって逃げるための転移はいつでも使えるように準備中だ。

			　そのうえで、俺は魔術を放ってマンティコアを攻撃していく。

			『サンダー・ボルト！　サンダー・ボルト！』

			「ギャオオオォォ！」

			　雷鳴魔術の良いところは、動きを鈍らせる効果が高いところだよな。ダメージも与えられて、かつ敵の動きが遅くなればフランがより攻撃を避よけやすくなる。

			「ん！　効いてる！」

			『よし、このまま仕留めるぞ』

			　俺はさらに数発の雷鳴魔術を連続で放った。

			　多分、開幕カンナカムイ──いや、トールハンマーでも勝てたかもしれない。だが、威力が高過ぎると魔石まで破壊してしまう可能性があるのだ。

			　このまま中威力の術で押し切る！

			『ライトニング・ブラスト！　ライトニング・ブラスト！』

			　まあ、中威力と言っても、比べるのがカンナカムイやトールハンマーだ。脅威度Ｃの魔獣にダメージを与えている時点で、高威力と言えるかもしれんが。

			　そのまま四発目のライトニング・ブラストを叩き込んだところで、マンティコアの動きが完全に止まった。生命力が尽きたのだ。

			「……やったの？」

			『フラン！　フラグ！』

			「ん？」

			　いやー、今回は大丈夫でした。マンティコアさんは完全にお亡くなりになっている。

			『久しぶりの、大物だぁ！』

			　俺はマンティコアの死体に突進し、その魔石を吸収した。

			　流れ込んでくる魔力が、俺の気分を高揚させる。

			　いやー、強力な魔獣の魔石を吸収するのは気持ちいいね！　魔石値も想像以上に多く、２００も手に入ったし、もう一匹くらいなら戦ってもいいかな？

			　そう思ったが、他のマンティコアの気配などない。そう簡単に出会える相手ではないってことだろう。

			「グル！」

			「何か来る……！」

			『かなり魔力が強いぞ！』

			　だが、マンティコアの気配はなくとも、違う気配がこちらに向かってきていた。かなりの速度だ。その魔力の大きさは、マンティコアに劣るものではなかった。

			　しかも、その後ろからさらに一体続いている。多分仲間なのだろう。魔獣であるのであれば、番つがいなのかもしれない。

			『いざとなったら転移で逃げる』

			「ん」

			「オン！」

			　油断なく俺を構え、謎の気配を待ち受けるフラン。だが、現れた気配の主は、俺たちの想像を超える相手であった。

			「あー！　我の獲物がー！」

			　茂みの向こうから飛び出してきたのは、フランよりも少しだけ年上にしか見えない、少女だったのだ。

			　美少女だな。うん、美少女だ。

			　大事なことは二回言わないといけないらしいので、二回言っておいた。

			　髪の毛は軽くカールしたベリーショートだ。横がやや短く縦に太い眉は、遠目からだと公家眉っぽく見えなくもない。やや広めのおでこも、少女のスポーティな魅力を引き立てていた。しかも白髪白耳だ。それだけではなく、肌も雪のように白い。

			　そんな白ばかりの顔のパーツの中で、真っ赤な目だけが強烈な存在感を放っていた。ただ大きくて赤いだけではない。その瞳には、少女の勝気さがそのまま宿っているようだった。その力強さが、俺の目をより惹きつける。

			　だが、身に着けている装備は真っ白な少女とは相反して、全身が黒で統一されていた。

			　光沢のある黒鉄地に金の装飾が施され、高貴さと威圧感、両方を備えている。

			　こんな子供が装備するにはごつ過ぎる気もしたが、少女には不思議と似合っていた。

			　種族は分からない。鑑定をしなかったわけじゃないよ？　この場面で遠慮する理由がない。だが、鑑定できなかったのだ。本人のスキルかアイテムの効果かは分からなかったが、俺の天眼さえも弾く強力な鑑定遮断で身を守っているらしい。

			　まあ、俺もこの世界に来てからそれなりに獣人も見てきたし、猫系の獣人ということは分かる。多分、白猫族って奴だろう。

			『フラン、相手は鑑定遮断を持っている。ただ、見た感じ白猫族か？』

			（白猫族なんて存在しない）

			『は？　まじか？』

			（ん。同じ猫系ならさすがに知ってる）

			『そ、そうか』

			　白猫族ではありませんでした！

			　てことは、何者だ？　猫じゃない？　でも、あの耳と尻尾は、確実に猫だと思うんだが……。もしくは、白豹とか、白虎とか、そういう種族か？

			（でも、進化してるのは分かる）

			『まじか？』

			（ん。種族までは分からない……。不思議、何族か分からない）

			　鑑定遮断だけじゃなくて、種族を隠す様な能力があるのか？

			　俺が悩んでいると、少女がつかつかと歩いてきた。

			　凄まじい敵意を感じるが、殺意はない。なので、とりあえず様子を見ることにした。ただ、それ以上は近寄らせんが。

			「そこで止まって」

			「ガル！」

			「……分かっておる」

			　少女は驚くほど素直に、言われた場所で立ち止まった。いや、向こうもこちらの間合いに入るつもりはなかったってことか。

			　それで分かった。この少女、相当な実力者だ。フランの強さを一目で見抜き、自分の安全を確保できる距離を瞬時に見極めた。

			　その少女は、フランを見て目を見開いている。

			　こちらの正体を見極めたからなのか、単に進化した黒猫族を見たからなのか、反応からは判別することはできない。

			　さて、何者だろうな？

			　ただ、問いかけるのは少し待とう。相手は少女だけではないのだ。

			「近づいてくるのは、そっちの仲間？」

			「うむ。そうだ」

			　少女が頷いた瞬間、その後ろの茂みから新たな人影が姿を現す。

			「お嬢様。早過ぎます」

			　その人物を目にした瞬間、俺は脳天から突き抜けるような衝撃を受けていた。ぶっちゃけ、先日リヴァイアサンと遭遇した時に匹敵する。

			　俺は、思わず呟つぶやかずにはいられなかった。

			『メイド……だと？』

			　そう。茂みをかき分けて現れたのは、見紛う事なきメイドさんであった。

			　ええ？　何でこんな場所にメイドさんが？　脅威度Ｃの魔獣が出没する危険な魔境だぞ？　場違いにも程がある！

			　俺が驚いた理由はそれだけではない。俺だって、単なるメイドさんだったら、ここまで驚かない。こちらの世界に転生してから、メイドさんには幾度となく出会っているからな。勿論、本物のメイドさんだ。

			　だが、今俺の目の前にいるメイドさんは、彼女たちとは一線を画していた。

			　本物の職業メイドさんが着るような、機能優先の地味な衣装と違い、フリルやレースの付いたゴスロリテイストの入ったメイド服を身に着けていたのだ。

			


			

			


			　機能美よりも可愛さ優先？　そんな感じだ。

			　それでも、漫画に登場するエロ派手なメイド服よりは大分控えめだけどね。

			　紺と白を基調にした、細部にフリルなどを盛り込んだエプロンドレスタイプのメイド服だ。下はロングスカートなんだが、そこがまた清楚さを感じさせて萌える。俺はこのくらいが好きだね！

			　そんなメイド服に身を包むのは、冷めた目をしたボンキュッボンな女性だ。不二子ちゃん体型だな。栗色の長髪を背中で大きな三つ編みにし、長めの前髪は額で分けられている。

			　鼻に載せられた度の強いメガネはやや前にずらされており、正面からだと目よりも下にかけられている様にも見えた。丸メガネっていうのも俺的にはポイントが高い。

			　獣耳は──あった。ブリムのせいで見え辛いが、馬の耳に似た細長い黒耳だ。髪に同化するように、後ろ向きにペタンと伏せられている。一見すると黒い髪飾りの様にも見えた。

			　こちらの女性には鑑定が通用するな。

			


			　　　名称：クイナ　年齢：29歳

			　　　種族：獣人・灰獏族・夢幻獏

			　　　職業：達人女中

			　　　Lv：49／99

			　　　生命：５３９　魔力：６５１　腕力：２９７　敏捷：３１２

			　　　スキル：暗殺７、隠密８、回復魔術10、宮廷作法６、気配察知４、気配遮断８、幻影魔術10、幻像魔術２、拘束６、裁縫７、殺意感知８、消音行動７、浄化魔術４、状態異常耐性６、尋問７、精神異常耐性８、洗濯８、掃除10、治癒魔術４、投極技８、投極術９、毒知識８、毒物感知８、魔術耐性４、魔力感知６、魔力吸収６、水魔術５、料理８、錬金４、痛覚遮断、不動心、魔力制御

			　　　固有スキル：覚醒、夢幻陣、メイドの嗜たしなみ

			　　　称号：暗殺者殺し、回復術師、幻影術師、地獄を乗り越えし者、掃除王、ロイヤルメイド

			　　　装備：神絹の女中服、神絹の手袋、魔導の指輪、幻術封じの腕輪

			


			　かなり強かった。そもそも進化しているし、スキルは戦闘職も行けそうなほど充実している。というか、暗殺者チック？　これでメイドって……。

			　冒険者で言えばランクＢクラス。いや、覚醒のパワーアップ次第では、ランクＡでもおかしくなかった。

			「お嬢様、一人で先に行かないで下さいと、何度も言っているじゃないですか」

			「すまんなクイナ。逃げ出した獲物を追っているうちについ」

			「それで、こちらの方はどなたです？」

			　メイドさん──クイナが、相変わらずの冷めた目でフランを見てくる。怜悧というよりは眠そうな、茫洋とした目つきだ。フランと似ているが、より他人への興味が薄そうだった。

			　実際、フランを見ても全然驚いた様子がない。ここまで無反応な獣人、進化してから初めて出会ったんじゃないか？　もしかしてフランが進化していることに気付いていない？

			「正直、驚きすぎて倒れそうなのですが？」

			「うむ。お主がこれほど驚いているところは初めて見るな！」

			　別にフランに対する興味が無いわけじゃなかったらしい。単に感情が表情に出ないだけだった。そんなクイナの感情をちゃんと見分ける少女も凄いな。

			　少女がフランを睨みつけながら、口を開いた。

			「お主、名を名乗れ！」

			　偉そうだ。

			　だが、人に名を聞く時はまずは自分から名乗るのが礼儀だろ！　フランにそう言わせようと思ったら──。

			「いや、まずは我から名乗ろう！　メアと呼ぶがいい！」

			「私はクイナと言います」

			　メアが腰に両手を当てて相変わらず偉そうに、クイナはその隣で綺麗に腰を折って頭を下げながら名乗った。

			　うん、調子が狂う奴らだよ。まあ、悪人ではなさそうか？

			「私はランクＣ冒険者のフラン。こっちはウルシ」

			「オン！」

			「フラン……やはりそうか。黒雷姫だな？」

			「ん」

			　黒雷姫の異名まで知ってたか。冒険者なのか？　でも、メイド連れの冒険者？　だったら商人なのだろうか？　にしては、強過ぎる気もする。それに、言っちゃなんだがちょっとお馬鹿そうだ。とても商人には見えない。

			「まさかこのような形でお会いすることになるとは思ってもみませんでした。できれば穏便な形でお会いしたかったですね」

			「はっ！　そうだった！　お主！　よくも我の獲物を横取りしてくれたな！」

			「獲物？」

			「そのマンティコアじゃ！　美味しいところだけかっさらいおって！」

			　メアが、雷鳴魔術で焦げたマンティコアの死体をビシッと指差した。

			　そして、怒りの声を上げる。どうやら、このマンティコアは縄張り争いに破れたわけではなかったらしい。メアたちに倒されそうになって、逃げてきたのだろう。

			　そう考えれば、半死半生だったことも理解できる。

			　他の冒険者なら横取り狙いの嘘つきかとも思うが、メアとクイナならマンティコア相手でも問題なく勝てるだろう。

			　逃がしたメアたちが悪い。それは確実だ。だが、美味しいところをかっさらったのは確かだし、横取りと言われればそんな気もする。多分、俺たちが同じ状況に陥ったら、愚痴の一つも言いたくなるだろう。

			『できれば揉めたくないが……どうする？』

			（ん？　マンティコアあげれば？）

			『いいのか？』

			（別にかまわない）

			　まあ、メアたちとの争いを回避できるのであれば、素材を譲るくらいは安い物だろう。

			　ただ、魔石は俺が吸収しちゃってるんだよな。俺たちは魔石を売ったことはないけど、普通の冒険者にとったら大きいはずだ。それなしの状態で、納得してくれるだろうか？

			「じゃあ、マンティコアの素材は譲る」

			　フランがそう告げたのだが、メアの不愉快そうな表情は全く変わらなかった。

			「そんなもの別にいらんわ！」

			「お嬢様。いります。そろそろ路銀が減ってきていますので」

			　咆えたメアに、クイナが冷静に突っ込む。

			「まあ、貰っても良い！　だが、素材など所詮はおまけよ！　肝心なのは、マンティコアを倒すことによって得られる力だ！　もう少しで我のレベルが上がりそうだったのだぞ！」

			　ああ、なるほど。レベリングの最中だったってことか。もしメアがクイナクラスの実力者であるのなら、レベルを上げるのにはマンティコアクラスの相手が必要だろうな。少なくとも、そこら辺の雑魚を倒してもたいした糧にはならないんだろう。

			　ただ、そう言われたところで、もはやどうしようもない。

			　それに、俺たちは不正や犯罪行為をしているわけではないのだ。

			「逃がしたそちらが悪い」

			「ぐむむ」

			　フランの正論に、メアが口を噤つぐんで唸る。ぐうの音も出ないとはこのことだ。

			「お嬢様、黒雷姫さんの言う通りですよ？」

			「むむぅ」

			　しかし、自分の過失だと理解できても、納得はできないのだろう。恨めしそうにマンティコアの死体を見ている。

			　そして、再び咆えた。

			「……模擬戦に付き合え。そうすれば今回の事は水に流してやる！」

			　やはり偉そうだ。

			　ただ、この子の威張る姿はそんなに嫌じゃないんだよな。美少女だから？　でも、フランも何となく受け入れている感じだ。少なくとも、他の貴族に同じ態度をされた時に抱くであろう、嫌悪感は微塵もない。

			　やっぱり可愛さが先に立つからか？　もしくは、威張っている姿がごく自然だからかもしれない。「ははーっ」とひれ伏してしまう様な威厳みたいなものは一切感じないが、「仕方ないな～」と笑って流せる感じだった。

			「ほう？」

			　メアの提案を聞いたフランが、俺にだけ分かる笑みを浮かべた。

			「お嬢様、いきなりそれですか？」

			「マンティコアを逃したのだぞ！　せめてその程度は取り返さねば！　噂の黒雷姫との模擬戦であれば、十分だ。どうだ黒雷姫？」

			　フランの答えは聞かずとも分かっている。だって目が完全にバトルモードですもの！　今にも「オラ、ワクワクが止まらねーぞ！」って言い出しそうな顔をしている。

			「わかった」

			「うむ！　では、場所を移すとしよう。さすがにここではできんからな」

			「ん！」

			　まあ、メアもクイナも嘘をついてないし、殺気もない。本当に模擬戦をしたいだけであるようだ。

			　ここは付き合っておこう。

			「どこに行くの？」

			「とりあえず森を抜けるぞ！」

			「森を抜ければ、雑魚しかいない平原ですので」

			　ランクＣの魔境とはいえ、マンティコアが出る以外は、難度が高い場所ではない。

			　いや、普通の冒険者からしたら十分に難所なのだろうが、今の俺たちは過剰戦力も甚だしい。

			　魔獣が出たら、フランとメアが競い合う様に襲い掛かり仕留めていった。魔獣が可哀想に思える光景だ。

			　マンティコアが出ても、楽勝かもしれない。

			　道中で倒した魔獣素材は、魔石だけ貰って、他は全部譲ることで話が付いた。雑魚に関しては、金になればどっちでもいいらしいな。

			　因ちなみに、さっき倒したマンティコアの死体はクイナがアイテム袋に仕舞い込んでいた。特殊なタイプらしく、口が小さくても吸い込むような形で大きな物を仕舞えるらしい。

			　フランとメアは好きな料理についての話など、他愛ない雑談をしながら歩いている。

			「カレー？　それはどのような──」

			「究極の料理──」

			「パンケーキ？　ほほう──」

			「おすすめはカツ丼と──」

			　クイナは黙って後をついて来るだけだ。

			　さっきはペタンと寝ていた耳が、今は周囲を探る様に動いている。やっぱり表情からは感情が読み取れんな。

			


			　二時間後。

			　フランたちは全く足止めを食うこともなく、あっさりと蠍獅子の森を抜け出していた。

			　クイナが言っていた通り、森の先には広い平原が広がっている。

			「では早速模擬戦だ！」

			「ん！」

			　余程模擬戦が楽しみだったのか、森を抜けた二人はワクワクした表情で早速向かい合った。

			　だが、クイナがメアの頭をガシッと掴んで止める。

			「お待ちください」

			「なんだクイナ！」

			　これって、不敬というか、使用人が主にしていい行動じゃないよな？　だが、メアは全く怒る様子もなく、自らの後頭部を掴む背後のクイナに問い返した。これは、慣れてるっぽいな。不思議な主従だぜ。

			「こんな街道筋であなた方が模擬戦などをしたら、他の旅人に迷惑です。もう少し平原の奥に移動しますよ」

			　言われてみれば確かに。剣だけの模擬戦では済まなそうだし、派手にやり合ったら街道に被害が出るかもしれない。

			「うむ、それもそうだ！　移動するぞフランよ！」

			「わかった」

			「では、こちらにどうぞ」

			　クイナに先導されたフランたちは、さらに一〇分ほど移動する。

			　今いるのは周囲には何もない、広大な原っぱだ。ここなら思い切りやれるだろう。

			「では、模擬戦を始めますが命を取るまではしないように。あと、覚醒は使わない事」

			「分かっておる！」

			「ん！」

			　当然の如く、メアも覚醒できるようだ。あれだけの強さを誇る獣人なわけだし、予想はしてたけどね。

			「瀕死程度でしたら私の魔術で癒せますので、多少はっちゃけても構いませんが」

			「ふっふっふ、腕が鳴るな！」

			「こっちこそ」

			「それで、その狼はどうする？　一緒に戦うか？　我は構わんぞ？」

			「二対一になるよ？」

			「大丈夫だっ！」

			　首を傾げるフランに、メアが不敵に笑い返す。

			　そして、おもむろに背中の長剣を抜き放った。

			　金に輝く山吹色の鍔つばに、ワインレッドの布を巻かれた柄つかは、派手さと高貴さを同時に併せ持っている。鈍く輝く銀色の刃は同時に剣呑さも感じさせた。

			　だが、最も派手で目立つ部分は、その刀身に浮かび上がった真紅の竜の彫り物だろう。まるで、柄元から剣先に向かって昇っていくかのような赤いドラゴンが、その銀の刀身に描かれているのだ。

			　見た目が派手なだけではない。

			　道中も気になっていたんだが、かなり高位の魔剣だろう。

			「ふははは──出でよ、リンド！」

			　少女は剣を天に掲げて、叫ぶ。

			『うぉ！　凄まじい魔力が……！』

			　メアの呼びかけに呼応するように、その内から魔力が湧きだすのが分かった。

			　剣から赤い影が浮き上がる。

			　それは、竜だった。

			　刀身に彫られた赤い竜が、剣から抜け出して顕現したのかと思う光景だ。

			　いや、それはある意味正しいのだろう。長剣の赤い竜はそのままだが、本当にメアの前に赤い竜が召喚されていたのである。

			「キュオォォ！」

			「かわいい」

			　ちっさいけどね。全長一メートルちょい？　竜は竜でも、子供の竜だ。

			「それは、魔獣武器なの？」

			「ぬははは！　凄いだろう！　竜剣・リンドだ！」

			　メアの鑑定遮断は剣には及んでいないようで、剣と竜を鑑定することができた。

			


			　　　名称：竜剣・リンド

			　　　攻撃力：９６３　保有魔力：６６９　耐久値：８８７

			　　　魔力伝導率・B+

			　　　スキル：火炎耐性、自動修復、竜魂召喚

			


			　つ、強い！　攻撃力で負けてるし！　しかも竜が宿った魔獣武器？

			　神剣とまでは行かないが、一級品の魔剣であることは確かだろう。

			　で、でも、俺だって負けてないもんね！　お、俺にはスキルがあるんだから！

			　まあ、この剣が強いことは認めてやらなくもないけどさ！

			　り、竜の方はどうなんだ？

			


			　　　名称：リンド

			　　　種族：ドラゴン・竜魂

			　　　生命：８８７　魔力：６６９　腕力：１２０　敏捷：３００

			　　　スキル：火炎吐息６、牙闘技４、牙闘術５、気配察知４、再生５、状態異常耐性５、精神異常耐性５、突進６、熱源探知５、飛行８、火魔術５、咆哮４、竜魔術５、鱗強化、火炎無効、魔力操作

			　　　ユニークスキル：操炎の理６

			　　　説明：不明

			


			　説明が不明なのは、剣に宿った特殊な個体だからだろう。それよりも、基礎能力が結構高い。ウルシには劣るが、脅威度Ｄ以上は確実だろう。しかもユニークスキルまで持ってやがる。

			　操炎の理ね……。周辺の炎を操るスキルらしい。操るって、大分ザックリとしてるが、それだけ色々な事ができるってことだろう。

			「その狼の相手は、このリンドがする！」

			「わかった。ウルシ、負けちゃダメ」

			「オン！」

			　ウルシが自信満々に頷くのを見て、メアも小竜に発破をかける。

			「なにを！　よいかリンド！　竜の誇りを見せるのだ！」

			「キュオォォ！」

			　向こうのコンビもやる気であるようだ。

			「では、模擬戦を始めましょう。勝ち負けに関係なく、恨みは残さぬように」

			「当然だ」

			「当たり前」

			　二人が同時にうなずき、クイナの合図によって模擬戦が始まる。

			　ただ、立ち上がりは静かなものだった。

			「……」

			「……」

			　互いに剣を構えて、じっと睨にらみ合う。

			　両者ともに小刻みに動きながら、相手を牽制しているのだ。見るものが見れば、高度なフェイントの応酬をしていると理解できるだろう。

			　だが、このままでは埒が明かないと思ったのか、メアが強引に仕掛けてきた。

			「はぁぁ！」

			「ふっ！」

			　少女たちの鋭い呼気と共に、激しい剣戟の音が響き渡る。

			　メアの剣術は相当な腕前だな。フランとまともに打ち合っている。ただ、剣王術を持つフランと互角とはいかず、次第にフランが攻撃してメアが防ぐ回数が増え始める。

			　それでもメアの顔に浮かぶのは焦りの表情ではなく、獰猛な笑みであった。

			「はっはっは！　凄まじいな黒雷姫ぃ！　それでこそ伝説の種族よな！」

			「そっちこそ、悪くない腕」

			「悔しいが、剣だけでは我の負けのようだ！　ここからは、少々本気で行くぞ！」

			「望むところ！」

			　激しく切り合いながら、不敵に語り合うフランたち。

			　戦闘狂同士、結構気が合うようだな。

			「剣は達人級。では、魔術はどうだ？」

			　そこからはメアが火炎魔術を放ってくるが、フランは障壁と剣で魔術を弾いてしまう。

			　後は魔術も交えた激しい攻撃の応酬だ。

			　敏捷で上回るフランが手数で、腕力で上回るメアが一撃重視で。互いに決定打を狙い、当たれば瀕死になってもおかしくない攻撃を笑みを浮かべながら、躊躇ためらいなく放ち合っている。

			　メアが時おり無詠唱で火炎を放ってくるんだが、魔術か？　それとも獣王のように火炎を操る能力を持っているんだろうか？　でも、赤猫族じゃないよな？　白いし。

			　ただ、似ているのだ。

			　外見に相似はない。しかし、もっと深い部分で、似ている気がしていた。性格や、笑い方。あとは戦闘スタイルなどである。

			　獣王も娘がいるとは言っていたはずだ。

			　だが、いくら何でも王女がメイドと二人で冒険者のような事をしているわけがないだろう。ないよな？　あの獣王の娘だから、可能性はゼロではないかもしれんが……。

			　どうなんだろうな？

			　メアの正体を考えながら、俺はウルシの戦いに目をやった。

			「グルオォ！」

			「キュオオッ！」

			　こっちはかなりの高速機動戦だな。

			　広範囲を使って、追い掛けっこにも似た戦いが繰り広げられている。その姿を目で追えない者が見れば、短距離の瞬間移動を繰り返しながら戦っているように見えるだろう。

			　驚いたのは、リンドの速さである。最高速に達する一瞬のみではあるが、敏捷で上回るはずのウルシの速度を超えているのだ。

			　どうやら、火を背後に噴出して加速を行っているようだった。火炎魔術のバーニアと同じ原理なんだろう。

			　しかも完全に制御できているようで、複雑な動きも可能にしていた。

			　だが、それ以外の部分ではウルシが上回っている。

			　特に回復力と回避性能は段違いであり、リンドはウルシに対して決め手に欠いていた。あちらは手加減しながらでも終始ウルシが押している。放っておいて平気だろう。

			「ん！」

			「ふははは！」

			　フランとメアは、終始楽し気に剣を叩きつけ合っている。

			　だが、戦いの均衡はすでに崩れつつあった。

			　メアが数ヶ所の傷を受けて血を流しているのに対して、フランは掠かすり傷以外はほぼ無傷なのだ。

			　メアは、剣でも魔術でも上手のフランに対して、打つ手がなくなってきたようだった。

			　しかし、諦める気配はない。

			　メアが火炎魔術を盾にして大きく距離を取る。放たれる戦意が一気に高まった。何かするつもりのようだ。

			　フランは魔術を蹴散らして追撃できただろうが、メアがやる事に興味があるのか、あえて追わなかった。

			　メアの目が戦闘の高揚で爛らん々らんと輝いている。そして、その喉からまるで猛獣の唸り声の様な声が漏れ出した。

			「……ぐる」

			　魔力が急激に高まっていくのが分かる。メアから発せられる魔力によって、ビリビリと大気が震えていた。

			　覚醒か？　それとも何かのスキル？

			　俺は転移の準備をしつつ、メアがやろうとしていることに神経を集中させた。

			　フランはメアとそっくりな表情で、期待に胸を高鳴らせている。だが、その視線がメアの背後の、何もない空間に向けられた。

			　そして、高められたメアの魔力は、その直後に雲散霧消してしまう。

			「にぎゃぁぁぁ！」

			「まったく、この駄お嬢様は……。今、あれをやるつもりでしたね？」

			「ク、クイナ……」

			　いつの間にかメアの背後に忍び寄っていたクイナが、水魔術で作り出した大量の水を頭から浴びせたのだ。びしょ濡れになったメアは悲鳴を上げて飛び上がり、情けない顔でクイナを見上げている。

			　当然、俺はクイナの行動に気づいていたよ？　いや、まじで。

			　戦闘中も、常に一定の注意をクイナに払っていたからな。多分、幻影系の魔術を使ったのだろうが、急に姿を消した時には横槍を警戒した。メアが負けそうになったことで、手助けに入ろうとしているかと思ったのである。

			　だが、クイナが向かったのがメアの方向だったので、とりあえず放っておくことにした。

			　フランは気配で気づいたらしいが、メアはフランだけしか見えておらず、全然気付かなかったらしいな。

			「お嬢様？　殺し合いでもなさるおつもりですか？」

			「だ、だって負けそうだったから──」

			「模擬戦での勝ち負けにむきになってどうします？」

			「むぅ」

			「お嬢様？」

			「す、すまんかった！」

			　結局、模擬戦はそこで終わりとなり、フランはクイナとメアから謝罪されるのであった。

			　決着前に強制終了となってしまい、フランは残念そうだ。それでも、ある程度満足したんだろう。大人しく引き下がった。

			　何だかんだフランの息抜きにもなり、メアたちとの殺し合いも回避できた。悪くない結果だったろう。殺し合いに見えるような激しい戦闘をしていたにもかかわらず、フランとメアは互いを気に入ったらしい。

			「フランよ！　噂にたがわぬ腕前であった！」

			「メアも強かった」

			　そう言って握手をする。

			　まあ、こちらが優勢ではあったものの、メアはまだまだ奥の手を隠している感じだし、フランも勝ったとは思っていないのだろう。

			「なあ、フランよ。もしよければ、我と一緒に行かぬか？　共に旅をすれば、いつでも模擬戦ができるぞ！」

			「！」

			「フランにとっては来た道を逆戻りすることにはなってしまうが……。どうだ？」

			　まさか誘われるとは思ってもみなかった。

			　メアは明らかに訳ありっぽいのだ。部外者を連れていてもいいのか？

			　それとも、俺が深読みし過ぎただけで、別に訳ありでも何でもない？

			　メアの提案に目を輝かせるフランだったが、すぐに残念そうな表情で首を振った。

			「ごめん。用事がある」

			「うーむ、そうか……」

			「メアが一緒に来てくれてもいいよ？」

			　おお、フランが逆に誘い返したぞ！

			　余程メアと別れたくないのだろう。

			「フランはローズラクーンから王都に向かうのか？」

			「ん」

			「すまん。我はローズラクーンや王都に行けない理由があるのだ」

			　今度はメアが頭を下げる。

			「理由？」

			「すまん。言えん」

			　やっぱ訳ありだったな。

			


			


			　模擬戦終了から五分後。

			「今度は我が勝つからな～！　覚悟しておれよ～！」

			「キュイイイィィィ！」

			　俺たちはメアと別れ、最も近い町に向かおうとしていた。ローズラクーンという町だ。

			　結果として道も教えてもらえたし、メアたちとの模擬戦は無駄じゃなかったぜ。

			　メイドさんも見られたしね。

			　それに、フランに新しい友達もできた。

			『最後まで賑やかな奴らだったな』

			「ん。次は私が勝つ」

			「オン！」

			　ウルシが自分も忘れるなとでも言う様に鳴くと、フランが言い直す。

			「私たちが、勝つ」

			「オンオン！」

			『じゃあ、もっともっと強くならないとな』

			「ん！」

			　クイナは油断ならない相手だが、メアは見たまんまの実直な闘い好きだろう。模擬戦ではフランの判定勝ちのような形だが、本気の戦いになれば分からない。メアはそれくらいのポテンシャルを秘めているように見えた。

			　フランにとっては、初めて出会った同年代でまともに戦える相手だ。

			　フィリアースのフルトとサティア、シードランの王女たちなど、友人と呼べる相手はいる。

			　だが、同じ魔法戦士タイプでここまでフランと競い合える同年代はいなかった。

			　メアとの模擬戦は、いい刺激があったのだろう。まあ、これ以上のバトルジャンキーになられると、それはそれで困るけどね。

			　未だに模擬戦の興奮が残っているのか、フランとウルシが少々激しい追いかけっこをしながら、平原を進む。

			　ああ、激しいって言っても、攻撃をくり出しているわけじゃない。

			　空中跳躍や速度上昇スキルを使うことにより、動きが激しいって意味だ。

			「師匠、町見えた」

			『お、そうか』

			　結構大きな町だな。

			『外壁も高いし、あれがローズラクーンで間違いないだろう』

			「ん」

			　さて、どんな町なんだろう。フランとウルシを満足させるような、美味しい名物でもあると嬉しいんだけどな。

		

	
		
			第二章　黒猫族の英雄

			


			　ローズラクーンの町に辿り着いた俺たちだったが、町の門の前は妙に騒がしかった。

			　いや、大きい町だし、多少は騒がしいと思うけど、何やら町の外で大勢の人が右往左往しているようなのだ。

			　さらに近づくと、そのほとんどが冒険者だと分かる。三〇人程の冒険者が、大慌てで角車に乗り込もうとしていた。

			　何か事件があったんだろうか？

			　フランが近づいて冒険者の一人に声をかける。

			「ねえ。何かあったの？」

			「ああ？　何だガキ──ええ？」

			　冒険者がフランを見て目を剥く。余程驚いたのか、角車に乗り込もうと荷台に片足をかけた状態で、固まってしまった。

			「ねえ？」

			「はっ、す、すまねえ……いや、すいません」

			　冒険者は最初は凄んでいたのだが、すぐに下手に出てくる。フランが進化していると分かり、格上だと理解したんだろう。この辺り、獣人は分かりやすくて楽だ。

			「何があったの？」

			「えーっとですね、貴族の護衛です。南の町へと至急移動しなくちゃいけないとかで」

			「貴族の護衛に冒険者？　兵士は？」

			　要人の警護に、ここまで大量の冒険者を投入するのか？　お忍びでもない限り、兵士や騎士を使う物なんじゃないか？

			　だが、そうもいかない事情があるらしい。

			「騎士や兵士は国境に向かっちまって、この町には余剰な戦力がいないんですよ」

			「この町に来るまでに率いていた兵士は？」

			「いるにはいますが、平原を抜けるにはそれじゃあ心もとないそうでして」

			「なるほど」

			　それにしても、三〇人も持ってかれたら、町が困らないのか？

			「まあ、相手が相手ですから」

			「誰？」

			「ネメア王女様ですよ」

			　は？　王女？　それって、この国の王女ってことか？

			「王女様がいるの？」

			「はい。あれが王女様です」

			　男が離れた馬車を指差す。

			　え？　いるの王女様？　冒険者が指差した方を見ると、確かに場違いなドレスを着こんだ少女が門の前に立っていた。なるほど、確かに王女様っぽい。

			「で、ギルマスがえらいはりきっちまって」

			　うちのギルドはこんなに兵力を出しますよアピールをして、王族に良いところを見せようってことなのだろう。

			　獣王には世話になったし挨拶した方が良いかな？　ただ、護衛の男性たちがにらみを利かせていて、気軽に近寄れる雰囲気ではない。

			（どうする？）

			『とりあえず近くに行ってみよう』

			（ん）

			　一応、王女様のそばに近寄ってみたんだが、何か違和感があった。こう、チリチリとした感覚がある。これって、ウルムットで強制親和スキルを使われた時に似ているな。もしかして何かスキルを使われた？　王女様の護衛に鑑定でも使われたか？　だが、その違和感はずっと続いている。

			『フラン、少し離れろ』

			（わかった）

			　二〇メートルほど離れると、違和感が消えたな。その場で魔力感知などを使ってみると、何となく違和感の正体が分かった。どうも王女様を中心に、広範囲に何らかのスキルが発動しているらしい。

			　俺は鑑定をしてみることにした。ただ、相手は王族だ。鑑定したことがバレると、色々とマズいかもしれない。王女ともなれば、護衛が鑑定察知を持っている可能性もあるのだ。ここは、念には念を入れて偽装しておこう。フランが疑われても面倒なのだ。

			　俺はフランの背中に隠れながら、分体創造で自分のレプリカを作ると、こっそり自分と入れ替える。その後、形態変形でピンポン玉のサイズまで小さくなると、転移して王女の上空へと移動した。

			　しかし、大きくなるよりも小さくなる方が難しいな。あまり長時間は無理だろう。クイナがやっていた透明化を思い出し、幻影魔術で空の風景を自分に映して目立たなくする。ステルススーツみたいなイメージだな。

			　鑑定をしてみると、確かに王女だった。だが、何か変だ。

			


			　　　名称：ネメア・ナラシンハ　年齢：16歳

			　　　種族：獣人・赤猫族・金獅子

			　　　職業：剣士

			　　　Lv：45／99

			　　　生命：１９　魔力：１２９　腕力：１８１　敏捷：２０２

			　　　スキル：（演技７）、歌唱５、宮廷作法６、気配察知５、剣技５、剣術５、盾術４、盾技２、毒物感知４、火魔術５、舞踊５

			　　　固有スキル：覚醒

			　　　称号：王女、（ロイヤルガード）

			　　　装備：神絹のドレス、（鑑定偽装の指輪）、身代りの腕輪

			


			　この（）が付いている項目は何だ？　演技にロイヤルガードに鑑定偽装の指輪ね……。もしかしたら、偽装している部分に（）が付いているのだろうか？

			　俺は天眼スキルを持っているうえ、鑑定レベルが最大だ。そのせいで、俺の鑑定に対しては偽装が完璧に働いていないのかもしれない。完全に見抜けているかどうかは分からないから、まだ偽装された部分があるかもしれんが……。

			　よく分からないのは称号のロイヤルガードって部分だ。ロイヤルなガード？　守備力特化の王族？　王族の守護という意味だとすると、王女の称号が変だし……。より詳しく見ようとしても、鑑定偽装に弾かれてしまい、やっぱり分からない。

			　にしても、獣王の娘にしてはあまり強くない。いや、どうしても獣王と比べてしまうが、一六歳にしてこのステータスは十分強いか？

			　でも、レベルとスキルが釣り合ってない気もする。スキルのレベルが低すぎると思うのだ。もしかしてパワーレベリングの促成栽培かもしれない。あの獣王がそんなことするとは思えないが、そうとしか思えん。

			『あと変な部分は……一六歳？　確か一五歳って言ってなかったっけ？』

			　いや、俺たちと遭遇する前に誕生日が来ただけか。

			　違和感の元を探ると鑑定偽装の指輪のようだし、問題はないだろう。ギルドマスターに直接依頼を出していると言う事は、身分もはっきりしている。周辺の侍女たちを鑑定しても職業は宮廷女中になっているし、おかしい部分はない。

			　俺はフランの下にそっと戻った。

			『フラン、大丈夫だ。挨拶に行こう』

			（ん。わかった）

			　そうして、フランは王女の下に向かう。

			　当然のことながら、テコテコと歩いてくる謎の少女が、止められないはずがない。

			　最初は護衛達が厳しい顔で立ちはだかったが、フランが進化していることに気づくと丁重な態度に変わる。この世界で唯一進化している黒猫族だ。しかも少女。

			　そんなの、フラン以外にありえないだろう。黒雷姫の異名を知っている獣人に対しては、これ以上ない身分証明だった。

			　護衛の冒険者が即座に王女に取り次いでくれた。

			　すると、いとも簡単に王女が馬車から降りてくる。いいのか？　まあ、あの獣王の娘っぽい気はするが。

			「まあ、貴女が黒雷姫？」

			「ん」

			「おい、王女様の御前だぞ！」

			　フランが変わらぬ態度でコクリと頷くと、護衛達がさすがに気色ばむ。だが、それを制したのは王女様自身だった。

			「おやめなさい。父上から、丁重にもてなす様に指示が来ていたでしょう？」

			　おお、獣王から話が行っていたようだ。ありがとう獣王。

			　すると、王女が申し訳なさそうに口を開いた。

			「是非おもてなしをしたいのですが、生憎緊急事態なのです……」

			　どうやら、すぐにでも出発しなくてはいけないらしい。

			　今も、冒険者たちは角車に乗り込み続けているからな。

			「ん、構わない」

			「申し訳ありません」

			　余程急いで、南部の町に行かなくてはいけないんだろう。

			　にしても、近寄って見ると獣王に全然似てないな。能力もあんまり高くないし、本当に獣王の娘か？

			　いや、もしかして本当に影武者とか？　鑑定偽装で王女に見せかけている？　そう思って見たら、そうとしか見えなくなってきた。ロイヤルガードの称号も、王族の守護兵と言う意味だとしたら、偽装する意味がある。

			　あと、よく考えてみたら、固有スキルがおかしい。今まで見てきた獣人を基準に考えれば、進化した際にその種固有のスキルを得るはずだ。黒こく天てん虎こであれば閃せん華か迅じん雷らい、黒虎で迅雷。金きん火か獅じしであれば金きん炎えん絶ぜっ火か。

			　なら、金獅子なら金炎とか絶火みたいなスキルがあるはずなんじゃないか？

			　やっぱり、何かおかしい。鑑定偽装で王女に見せかけた、影武者説が真実味を帯びてきたんじゃなかろうか。

			　ギルドで身分を証明されてる相手が、まさか偽物だなんて全く考えなかったぜ。でも、ギルドマスターだったらそういう秘密も知っていて、あえて便宜を図ってるって言う事もあるかもな。

			（師匠？）

			『おっと、すまん。この王女様、もしかしたら影武者かもしれない』

			（偽物なの？　どうする？）

			『どうするって……どうもしない方がいいだろ』

			　影武者だったからといって、それを暴いたりするメリットが俺たちに一切ない。むしろ、ここで暴いたりしたら混乱が起きるだろうし、国から目を付けられるだろう。

			　何かの悪事を働いているわけでもなし、ここは相手を王女様として、スルーするべきだ。

			（わかった）

			「それでは、失礼いたします」

			「ん」

			　結局、俺たちは王女様（仮）を何事もなく見送ることにした。

			　王女様（仮）は軽く会釈すると、自分用に用意された角車に乗り込む。そして、慌ただしく出立していったのだった。

			　本当に軽い挨拶だけだったな。まあ、王都に急いでいる今、護衛しろとか、一緒にお茶でもとか言われても面倒だ。むしろ助かったんじゃないか？

			『じゃあ、ギルドに行くか』

			「ん」

			　ローズラクーンは規模こそ大きいものの、特筆する点がない町でもあった。

			　だからこそ安定して栄えているんだろうが。

			　屋台の味も、普通だったらしい。

			　フランとウルシは「まあまあの味だな」って感じの表情で、串焼き肉を頬張っている。

			　それなりに美味しいが、大量買いするほどではないのだろう。　

			　そうして大通りを歩いていると、不意にフランが足を止めた。

			『どうしたフラン』

			（師匠、何かいる）

			『何？』

			（門の方）

			　俺はフランに言われるがままに周囲の気配を探ってみた。すると、確かに妙な気配を感じる。まるで、気配を消して獲物を狙う野生の魔獣のような、剣呑で物騒な気配だった。

			　町中に本当に野生の獣がいるはずもない。気配の主は、人だろう。結構な手て練だれだと思われた。

			『よく気付いたな』

			　俺がこの気配に気付かなかったのは、フランに対して殺意や敵意はおろか、一切の意識が向いていないからだ。

			　単に気配を消して隠れているだけなのである。むしろフランはよく気が付いたな。

			（どうする？）

			『うーん……放っておくのも気持ち悪い』

			　明らかに、そこらのチンピラが身を潜めているのとはわけが違う。

			『ちょっと俺が見てくる。フランはここで待ってろ』

			「ん」

			『すぐ戻るからな』

			　俺は転移を使い、隠れている者の正体を調べに行ってみた。

			『ふむ……いたな』

			　門のそばの路地裏に、ひっそりと身をひそめる影があった。

			　スキルを使って気配を遮断しているらしい。

			『……暗殺者ね』

			　鑑定すると、その男──ゲンロの職業は暗殺者となっていた。しかも称号に、貴族殺しの文字だ。ステータス的に見て、かなりの凄腕だろうな。

			　単なるゴロツキやマフィア程度だったらともかく、町中に隠れている凄腕暗殺者はさすがに捨て置けない。

			『さて、どうする……。とりあえず捕まえて、多少手荒でも構わんから目的を聞き出すか』

			　もし単に休暇中で、偶然この町にいただけだったりしても、相手は暗殺者だから罪悪感も抱かずに済む。

			　俺はとりあえずゲンロの動きを封じることにした。念動と風魔術で拘束し、身動きが取れないようにしてしまう。

			『で、あとは土魔術で……』　

			　俺はさらに念を入れることにした。暗殺者の下半身を土魔術でがちがちに固定し、これで捕獲完了だ。

			「が……何が……」

			『おい、お前は俺が捕まえた。無駄な抵抗はやめるんだな』

			「誰だ！」

			『探しても無駄だ。お前では俺を見つけることはできない』

			「くっ……」

			　なんてね。本当はこいつの真後ろの壁に、普通に立てかけてあるだけなんだが。

			　まあ俺、剣だし。生物的な気配は皆無だ。魔力の流れを余程上手く感じられる人間じゃなければ、俺に気づくことはできないだろう。

			『さて、暗殺者ゲンロだな？』

			「！」

			『黙っても無駄だ。全て分かっている』

			「鑑定持ちかっ」

			『この町に来た目的は何だ？　王女の暗殺か？』

			「……」

			『だんまりか？』

			　ゲンロが明らかに動揺した。まあ、ゲンロ相手に気配を完全に隠すことができる程の腕前で、不可視の攻撃を操り、魔術も使ううえに、鑑定まで持っている。

			　完全に自分の仕事が失敗したと理解したんだろう。

			　それでも、すぐに動揺を抑え、黙り込んだのはさすがだが。

			『雇い主は誰だ？』

			「……ぐっ」

			　俺の問いかけには一切答えず、ゲンロがいきなり呻うめき声を上げた。一瞬で顔が紫色に変色し、瞳孔が開く。

			　どうやら、奥歯に仕込んであった毒を飲み込んだらしい。

			『──アンチ・ドート』

			「なっ！」

			　ゲンロが驚きで目を見開く。数秒で死に至るような強力な毒が、あっさりと解毒されてしまったからだろう。

			『かなり強い毒だったみたいだが、無駄だ』

			「……」

			『もうあきらめて、全部吐いたらどうだ？』

			「ぎっ──何！」

			　今度は舌を噛み切ったな。だが、俺には通用しない。

			『──ヒール。舌を噛むのもお勧めしない。俺は治癒魔術が使える』

			「……」

			『さて、体に話を聞いても良いが、その前に口を開いてくれれば俺も楽なんだがな？』

			「……」

			『やっぱりだんまりか……』

			　その後、俺はゲンロを痛めつけつつ、情報を集めようとした。中々口を割らないが、それで構わない。時おり強がりの様に発せられる、「知らん」「違う」という一言だけでも俺には十分だからだ。

			　虚言の理を駆使して判別した結果、この男はバシャール王国の暗殺者で、この町にいるというネメア王女を狙ってきたようだ。この後、何らかの方法で馬車の王女に追いつき、殺すつもりらしかった。

			　こいつはあの王女を本物だと思っているようだ。

			　多分、こういう奴を引きつける役目なんだろうな。

			「……うぅ……」

			　さて、瀕死のゲンロをどうしようか。できれば衛兵に引き渡したいが……。

			『呼べばいいか』

			　俺は衛兵を呼び寄せるため、騒ぎを起こすことにした。

			　周囲に被害が出ない様に細心の注意を払いながら、エクスプロージョンを空中に放つ。真紅の火球が宙で弾け、大爆音が町に響き渡った。

			　これで黙っていても衛兵が来るだろう。

			　案の定、三分もしないで複数の兵士が走って来るのが見える。

			「おい、お前！　そこを動くな！」

			「はいはい、分かってますよ」

			　適当に作り出した俺の分体に対して、槍を構えながら近づいて来る衛兵たち。俺は片手を上げて害意が無い事をアピールしながら、ゲンロを指差す。

			「こいつは、バシャール王国の暗殺者ですよ」

			「何？　どういうことだ？」

			「王女様を狙っていたんで、捕えました。お引き渡ししますので、後はよろしく」

			「どういう──な、姿が！」

			「ではでは～」

			　分体を目の前で消し去ったことで、衛兵たちが驚いて固まっているが、すぐにゲンロの存在を思い出したらしい。

			　因みに、ゲンロは傷を治した後、意識を失わせてある。一応、糸で両手足を拘束してあるので、衛兵たちでも連行できるだろう。

			　見ていると、衛兵たちがゲンロを抱えて連れて行くのが見える。これで引き渡しは完了だな。

			『よし、戻るか』

			　俺は転移でフランの下に戻った。

			『ただいま』

			「おかえり。なにがいた？」

			『ギルドに向かいながら話すよ』

			「ん」

			　俺はギルドへの道すがら、ゲンロのことを語って聞かせる。

			　フランは微妙に憤っているようだ。

			　この国の生まれではないものの、獣人が治める獣人国に多少の好意を持っているのだろう。仲良くなった獣王の国でもあるし、その娘のネメア王女を狙っていたと聞かされて、怒りが湧いたらしい。

			『まあ、もう捕まえたから』

			「ん」

			　そんな話をしながら歩けば、冒険者ギルドはすぐだった。

			「人いない？」

			　フランが言う通り、ギルドの中は閑散としていた。

			　王女の護衛として、大勢の冒険者が出て行ったせいだろう。

			「らっしゃい！」

			　おお、久々に美女以外の受付を見た気がする。ねじり鉢巻きのおっさんだ。一瞬、魚河岸かと思っちまったぜ。それくらい威勢が良かった。

			「ほほう！　お前さん、もしかして黒雷姫か？」

			「ん。これ」

			「やっぱりな！　歓迎するぜぇ！」

			　フランのギルドカードを確認しながら、おっさんが叫んでいる。何か、威勢が良いを通り越してうるさいな。

			「で、今日の用向きはっ？」

			「王都への行き方を知りたい」

			「王都か……。ベスティアに行くには、普段なら角車を勧めるんだが」

			「普段なら？」

			「実は今、全部出払っちまっててな」

			「王女様？」

			「そうなんだよ！　まったく、うちのギルマスは長い物に巻かれる主義なんでな！　冒険者も角車ももっと少なくて良いだろうって何度も言ったんだがな～」

			　王家にゴマをするために、余裕を削って冒険者と角車を提供してしまったらしい。

			「まあ、王家の方々の力になりたいっていう気持ちも分かるがな～」

			「そうなの？」

			「おうよ。今代の獣王様になってから、国は上手く回ってるからな。それに、冒険者出身なだけあって、冒険者ギルドに色々と便宜を図ってくれるしよ」

			　獣王は冒険者に慕われているらしい。ギルマスも権威に弱いタイプなのかと思っていたら、王家への好意も関係しているようだ。

			　しかし、角車と冒険者が一気に減ってしまって、ローズラクーンは大丈夫なのだろうか？　緊急事態に対応できるのか？

			「ここのギルドは、大丈夫なの？」

			「ははは、何とかならぁ！」

			　抜け道を使う冒険者が国中から集まってくるので、一〇日もすれば、冒険者も角車も補充できるそうだ。

			「王都のギルドに応援を頼むつもりだしな。何人か使える奴を回してもらえば、何とかなるだろうよ。その間に何かあれば、ギルマスに解決してもらえばいいしな」

			「ギルマスは強いの？」

			「まあ、一応ギルマスだからよ。自分が見栄張った結果だ。精々、馬車馬の様に働いてもらうとするさ」

			　という事で、戦力不足などはそこまで心配しなくていいらしい。

			「ベスティアまで、馬車なら五、六日ってとこだぜ」

			「道は複雑？」

			「道か？　いや、王都まではほぼ一直線だな。馬車街道も整備されてるから、迷う事もない」

			「そう。ありがとう」

			「自力で行くつもりか？」

			「ん」

			「そうか。まあ、黒雷姫の噂が全部本当だとしたら……。いや、話半分だとしても、馬車より速く移動できるか」

			　どんな噂が流れてるのかは知らないが、ランクＡ冒険者並みの実力だと知られているのであれば、その結論も当然だろう。

			　そんな話をしていたら、受付のおっさんが何やら難しい顔をした。

			「どうしたの？」

			「ギルマスがお前さんをお呼びだ」

			「ん？」

			「ギルマスは風魔術師でな、特定の相手だけに声を届けられるのさ」

			　なるほど。振動を操れば、できなくもないな。まあ、かなりの制御力がないと無理だが。その術でおっさんにだけ聞こえるように、何やら命令を下したんだろう。

			「上に行けば良い？」

			「ああ、すまんな。馬鹿なことを言ったら、ぶっ飛ばしていいからな」

			「わかった」

			「まあ、悪人じゃないから、そこは安心してくれ」

			　その言葉だけで、どんな人か何となく想像できる気がする。ギルマスの執務室に入ると、想像した通りの軽薄そうな男がフランを出迎えた。

			「やあやあ、よく来てくれたね！　このギルドのマスターで、風ふう霊れい狸りのエルミュートだ」

			　狸系の進化獣人らしい。名前に風って入るくらいだから、種族的に風魔術が得意なんだろう。

			「ランクＣ冒険者のフラン」

			「知っているよ。いやー、伝説の存在に会えるなんて、感激だねぇ。それに強そうだ。獣王様のお墨付きなだけある」

			　メチャクチャ軽い態度でそう言ってくるが、受付で言われた通り悪人ではなさそうだ。

			　ただ、フランの肩を抱く手はどうにかならんのか？　フランが少しでも嫌がる素振りをしたら、やっちゃうからな？

			（ガル！）

			　ウルシも準備万端だ。

			「それで、何か用？」

			「話が早くて助かるよ。実は、お願いがあってね」

			「お願い？」

			「ついさっきある暗殺者が捕らえられたんだが、そいつの目的が問題でね。どうも王女様の暗殺を狙っていた様なんだ」

			「ネメア王女？」

			「そうだ」

			　それって、さっき捕まえた暗殺者の事か？　情報を得るのが早過ぎない？　衛兵の尋問で全てを話したんだとしても、その情報がギルマスに届く時間なんかないと思うが……。

			「衛兵の詰め所には通話の魔道具があってね。つい数分前に得られた最新情報さ。このタイミングで君がやって来てくれたのは、まさに天の配剤だよ」

			「それで、お願いって？」

			「簡単な話だよ。王都にこの手紙を持って行ってほしい。依頼扱いにさせてもらうから」

			　エルミュートが執務机に置いてあった手紙を手に取る。

			　渡す仕草もいちいちチャラいな。ホストが名刺を渡すみたいに、指に挟んでピッと差し出す。

			「王都のギルドで良いの？」

			「君なら、馬車よりも早く王都に着くだろ？　急いでるんだ」

			　まあ、ギルマス直々の頼みだし、断れないか。どうせ王都にも行くからな。恩も売れるし、俺たちはその依頼を受けることにした。

			「分かった。依頼を受ける」

			「ありがとう。助かるよ！　王女様への護衛を増やす様に進言する内容だから、できるだけ早く届けたくてね」

			「でも、王女には冒険者がたくさんついてるんじゃないの？」

			「そうだね……。君には教えておこうかな。絶対に失敗されたら困るし……。ただ、他言は無用で頼むよ？　というか、守秘義務も依頼に含まれているからね？」

			「大丈夫。尻尾にかけて」

			　エルミュートがヒソヒソ話をするような仕草で、フランに事情を説明する。

			「実は、この町にいた王女様は影武者なのさ。本物の王女様は他におられる」

			　やっぱりそうか。だが、影武者と分かっているのに、冒険者を三〇人も付けたり、角車を全部渡したりしたのか？　そう思ったんだが、それも影武者を本物と信じ込ませるための作戦らしい。

			　だがそこまでやっても、暗殺者の中にはその事に気づいている者もいるようだった。俺が捕らえた暗殺者も、疑問に思っていたらしい。

			「だから、本物の王女様を守るためにも、その手紙が重要なんだ」

			「わかった」

			「まあ、それはそれとして、出発前に食事でもどうだい？」

			「急ぎじゃないの？」

			「それはそれさ。腹が減っては何とやらって言うだろ？　それに、女性との食事は、全てにおいて優先するのさ！」

			　フランはまだ子供だぞ？　フェミニスト？　女好き？　ロリコン？　本気か冗談か分からんが、これはやっちゃっていいだろ？

			「ん」

			　フランは流れるようにギルマスの腹にワンパンを入れた。術師タイプのエルミュートには、結構効いたのだろう。体をくの字に折り曲げて、せき込んでいる。

			「ごほ！　何するんだい……」

			「受付で、ギルマスが馬鹿なこと言ったら殴っていいって言われた」

			「だからって……。腹パンは痛い～」

			「とっとと王都への道を教えて」

			「はい……」

			　という事で俺たちは手紙を預かり、王都への詳しい道を教えてもらったのだった。

			　事前の予定ではこの町で一泊し、名物料理を食べ歩くつもりだったんだが……。

			　王女の暗殺未遂ともなれば、あまりゆっくりもしていられない。俺たちはギルドを出た足で、王都に向かうことにした。

			　まあ、名物と言えるような料理もないみたいだし、フランもウルシも残念がってはいないのだ。

			『じゃあ、行くか』

			「ウルシ、頑張って」

			「オン！」

			　ほとんど一直線なのだが、途中に一ヶ所だけ二股になっている場所があるらしい。そこを右に行く以外は馬車街道沿いに北上するだけという話だ。

			『ウルシ、飛ばせ！』

			「オンオン！」

			　ウルシが全速力で駆け出す。角車も圧倒的に上回る速さだ。馬車で五、六日の距離なら、一日もあれば踏破できるかもしれん。

			『いいぞウルシ！　ひゃっはー！』

			「はー」

			「オンオーン！」

			　ウルシも久しぶりに全速で走れて楽しそうだ。グングンと加速していく。

			　これは予想以上に早く到着するかもな。

			


			


			　ローズラクーンを出発してから八時間。

			　ウルシが張り切って飛ばしてくれたおかげで、すでに王都ベスティアと思われる大都市が視界に入っていた。

			「あれ、王都？」

			『間違いないだろ。あんなデカイ都市がいくつもあるとは思えんし』

			「ん。おっきい」

			『遠くからも見えてたあの塔みたいなやつ、やっぱり王都の建物だったか』

			　もう夜なのだが、都市内で煌々と焚かれる篝かがり火びや魔法灯によって、夜の闇に城壁や尖塔が幻想的に浮かび上がっている。

			　考えてみたら、一国の王都を訪れるのは初めてだな。今まで行った中で、最も大きかったのはバルボラだが、王都ベスティアはそれらを遥かに上回る規模だった。

			　二〇メートルを超える高さの分厚い城壁と、その城壁に囲まれる広大な町。さらにその中央にそびえ立つ王城は、この世界に来てから見た中で最も高い建物だ。屋根から突き出した尖塔は、遥か遠くからでも見ることができていた。

			『この時間に中に入れるかね？』

			（野宿でも良い）

			『最悪はな』

			　町によっては、夜になると門を閉じてしまう場所もある。魔獣や盗賊の侵入を防ぐためであるが、王都はどうだろうか？

			　門の前まで行ってみると、まだ開いているようだった。商人や冒険者が並んでいる。

			　さすが王都。もう夜なのに、多くの人間が行き来しているようだ。

			　俺たちは入都手続きを行うため、二〇人程の人の列に並んだ。

			　ウルシは王都の手前で小型化している。ただでさえ夜ということで、魔獣に対して人々が過敏になっている中、巨狼サイズのウルシが急に登場したらパニックが起きるだろうからな。

			　静かに列に並んだつもりだったんだが、やはりフランは目立つらしい。

			　周囲からすっごい見られている。

			　弱いはずの黒猫族の、それも少女が、従魔連れとは言え一人で並んでいるのだ。夜の闇の中、旅をしてきたのだろうかと疑問に感じているらしい。しかも、よく見たら進化しているのだ。

			「え？　何で？」

			「俺、目がおかしくなったか？」

			「馬鹿、噂の──」

			「あれが黒雷姫──」

			「黒雷姫？　誰だ──」

			　商人や冒険者たちが驚きの顔で囁ささやき合っている。もう慣れたものなので、フランもウルシも全く気にしていないけど。

			　そのまま周囲の注目を浴びながら列に並ぶこと数分。

			「あのー、もしかして噂の黒雷姫殿でしょうか？」

			「ん？」

			　声をかけて来たのは、赤猫族の青年だった。後ろには、赤猫族のお姉さんと、青猫族のおじさんが立っている。

			「俺たち、六本髭っていうパーティなんですが……。猫系の獣人だけで組んでまして、黒雷姫殿にはぜひ一度お会いしたかったんです！」

			「本当に、進化してるのね」

			「ああ、噂は本当だったんだな！」

			　青猫族の男を警戒していたんだが、フランを馬鹿にするような素振りはない。むしろ尊敬の眼差しを向けている。

			　獣王が黒猫族を保護してくれているおかげなのか、獣人国にはまともな青猫族が多くいるのかもしれない。

			　特に用があるわけではなく、同じ猫族で進化したフランに興味があったらしい。進化した時の事なんかを聞かれてちょっと焦ったが、無難に答えられたと思う。

			　黒猫族の進化条件なども伝えたし、良い時間潰しになったな。

			　もう少しで俺たちの番と言うところで、再び近づいてくる人影があった。確実にフランに向かってきている。結構デカイ。身長は二メートルは超えているだろう。ただ、さっきの冒険者たちとは様子が違っていた。

			　明らかに敵意が感じられるのだ。

			「おい、お前が黒雷姫とかいうガキか？」

			「ん？　そう」

			「がははは！　こんなチビに負けるなんざ、オジキも焼きが回ったな！」

			　いきなり大笑いし始める大男。やはり感じが悪いな。今の言葉からすると、こいつのオジキとやらが、フランに負けたのか？　誰だ？

			　とりあえず鑑定をしてみると、種族が白しろ犀さい族となっていた。進化はしていないようだ。

			　名前はグエンダルファ。オジキとやらが誰の事か分かったな。

			　名前が似ているし、そもそも白犀族には一人しか会ったことがない。

			『フラン、こいつ、多分ゴドダルファの親類だ』

			　獣王の護衛でランクＡ冒険者。そして武闘大会でフランに敗北した、犀の獣人だ。

			「……ゴドダルファの知り合い？」

			「はっ！　こんな小娘に呼び捨てにされてるのかよ！　だせえ！　いいぜ、教えてやる！　俺の名前はグエンダルファ！　腰抜けのゴドダルファは俺の親父の兄、つまりは伯父だ！　残念ながらな！」

			「腰抜け？」

			　フランはちょっとイラッとした顔で聞き返した。

			　いきなり現れたかと思ったら、上から目線の俺様な態度のこいつにムカついているのもあるし、戦うことで戦士として通じ合ったゴドダルファの悪口を言われて、怒りが湧いているのもあるのだろう。

			「ああ！　ゴドダルファは、族長の座を捨てて、獣王の腰巾着になることを選んだ腰抜けよ！」

			「腰抜けじゃない。強くて勇敢な戦士だった」

			「はははは！　お前如きに負けた雑魚が、強いとは笑わせてくれるな！　何なら今からお前をぶちのめして、奴が本当は雑魚だと証明してやってもいいんだぜ？」

			「……望むところ」

			『おい、フラン。こいつをぶちのめすのは良いんだが、ここじゃまずいって。騒ぎを起こしたら、王都に入れなくなるかもしれない』

			「ん。じゃあ、場所を移す」

			「はぁ？　何だ怖気づいたのか？　いいからかかってこいよ。小娘」

			「騒ぎを起こしたくない」

			「いいからこいよ！　おら！」

			　ムカつく顔で煽ってくるグエンダルファ。

			　フランの顔から完全に表情が消えた。これはお怒りである。

			「……」

			『フラン？　ちょっと闘気を抑えようか？』

			（大丈夫、瞬殺すればいい）

			　やば、絶対に止まらん。

			「ははは！　なんだぁ？　やっぱ腰抜けだったのかぁ？」

			　おい！　フランの放つ闘気を感じ取れないのか？　力量差を感じ取れないようなレベルのくせに、強者に絡んでくるんじゃないよ！　やり過ぎたらこっちが悪者になるでしょーが！

			「大丈夫です黒雷姫殿！　俺たちが、この白犀族が悪いと証言するので！　やっちまってください！」

			　ああ、焚きつけるなよ！　俺は大慌てでストーン・ウォールを使い、周囲を土壁で囲んだ。これで死角になったし、どうとでも言い訳ができる！

			「覚醒──」

			　フランが覚醒を使用した瞬間、グエンダルファの顔が歪んだ。

			　いくら鈍感であっても、これだけの威圧感はさすがに無視できないらしい。

			「な……ちょ、ま……」

			　もう遅いんだよ。馬鹿が。

			「閃華迅雷──くらえ」

			「ごぶおぉはぁ！」

			　フランの拳がグエンダルファの腹に叩き込まれた。電撃が弾ける音と、鉄製の鎧が砕ける音を響かせながら、グエンダルファがぶっ飛んでいく。

			『あーあ、せっかくストーン・ウォール作ったのに。意味ないじゃんか』

			　自身の巨体によって砕かれたストーン・ウォールの残骸に埋もれながら、グエンダルファが大の字に寝転がっている。

			「……大口叩いてその程度？」

			　だが、フランの怒りは未だ収まり切っていないのか、ゆっくりと近づきながら、その顔を上から覗き込んだ。

			「雑魚はそっちだったね？」

			「……」

			『いや、こいつ完全に意識ないから』

			「あの程度で？　ゴドダルファだったら、涼しい顔をしてるはず」

			『まあ、あの化け物と比べたらな～』

			　それにしてもこいつどうしよう。フランはやり足りないのか、グエンダルファを鋭い目で見下ろしたままだ。

			「おい、起きろ」

			「ぐぅ！」

			　フランが起こすために蹴りを入れるが、グエンダルファは呻くだけで目が覚める気配はない。何度かゲシゲシと足蹴にしたが、結局起こすことはできなかった。フランの足元で気を失ったままだ。

			「はいはい、そこまでそこまで」

			　そんなことをしてたら、詰め所から衛兵が出て来た。

			「む」

			「いやいや、派手にやったね」

			　やばい、これはお咎めがあるか？　ちょっとばかりやり過ぎちゃったのは認めるけどさ。

			　俺があれこれと言い訳を考えていると、衛兵はグエンダルファにポーションをぶっかける。

			「あー、できればこのくらいで許してやっちゃくれないか？　殺したいほどムカついてるわけでもないだろう？」

			　あれ？　これは俺たちは全くお咎めなしっぽい？　まあ、ぶっ飛ばしてある程度は溜飲も下がっただろうし、お咎めなしにしてもらえるならそれで構わんけど。ていうか、このタイミングで出て来たってことは、見てたよね？　だったら止めろよ！

			「何で止めなかった？」

			「こいつも一度痛い目を見た方がいいと思ってね。お嬢さんの強さならこいつ程度は問題ないだろ？」

			「ん。もちろん」

			　フランもおだてられて嬉しそうにしないの！

			「こいつも色々とあってな……」

			　何やら語り出したが……。まあ、聞いてやるか。絡んで来た理由も知りたいし。

			「俺は冒険者時代にゴドダルファさんと面識があってな……。駆け出しの頃に世話になったんだ。俺にとっては憧れの人だよ。このグエンも、ゴドダルファさんに懐いててな。いつか族長になったゴドさんの補佐をするんだって、張り切ってたのさ……」

			　ゴドダルファってそんなに偉かったんだな。マジで次期族長候補だったとは。

			「それが、グエンの父親でもある弟に族長の座を譲って、陛下の護衛になっちまったから、裏切られたと思ってるみたいでな……。ゴドダルファさんを超えてやるっていうのが最近の口癖なんだ」

			　それでフランに挑んで来たのか。ゴドダルファに勝ったフランに勝てば、自分の方が強いと証明できるから。浅い考えではあるが、分からなくもない。

			「こいつにはきつく言っとくよ。すまなかったな。今回のお詫びって訳じゃないが、何かあったら力になる。覚えておいてくれ」

			　衛兵は最後に頭を下げると、グエンダルファを片手で担ぎ上げた。大男のグエンダルファをこんなに軽々と担ぎ上げるなんて、細身に見えて凄い腕力だな。鑑定してみると、かなり強い。牛の獣人の様だが、覚醒寸前のレベルだ。

			　結局、グエンダルファは衛兵に担がれたまま、退場していった。詰め所の留置所で頭を冷やさせるらしい。

			『まあ、大した害もなかったし、とりあえず許してやるか』

			「ん。むしろ良い暇つぶしになった」

			　フランも、少し暴れてすっきりしたらしい。

			　その後は、問題なくスムーズに王都に入ることができた。

			　周囲には結構な数の冒険者もいたし、グエンダルファみたいなのがもっといてもおかしくはないと思ったんだが……。やはり進化しているというのは特別なことらしく、獣人の冒険者でフランに絡んでくる冒険者はいない。それ以外の種族の素行不良冒険者たちも、仲間の獣人に絡むのを止められていた。グエンダルファが特殊だったってことなのだろう。

			　入り口で場所を聞いていたので、ギルドもすぐに見つかった。

			　王都だから大きいのかと思ったが、それほどの規模じゃないな。

			　建物の大きさは、ローズラクーンやアルジェントラパンの冒険者ギルドとほぼ同じくらいだろう。町の規模に合っていない気がする。

			「こんばんは」

			「はい、いらっしゃいませ。ご依頼で──はないようですね。フラン様でよろしいでしょうか？」

			「知ってるの？」

			「はい。獣人国のギルド職員でしたら、知ってるかと思います。アルジェントラパンのギルドから、魔道具で情報が伝えられておりますので」

			　遠距離通話の魔道具か？　ローズラクーンのギルマスも、それで衛兵の詰め所から暗殺者の情報を送ってもらってたはずだ。

			　ここにも当然置いてあるみたいだな。だが、だとすると、ちょっと気になることがある。

			『そんな便利な物があるなら、手紙を出す意味ってあるか？』

			　ローズラクーンのギルマスから受け取った手紙だが、遠距離通話の魔道具で会話をすれば一瞬だったはずだ。どうしてこんな物が必要なんだ？

			　手紙を託されたことで、勝手に遠距離の通話が難しいんだろうと納得していたんだが……。考えてみたら、ウルムットのギルマスであるディアスが、遠話の魔道具で他の都市のギルドのマスターと会話をしたと言っていた。武闘大会の後、フランのランクを上げようとしてくれた時だ。

			　大陸は違っても、同じ冒険者ギルドなわけだし、同型の魔道具があっても当然だよな。

			　まあ、考えてもよく分からんし、とりあえず預かっていた手紙を渡してみよう。

			「これ、ローズラクーンのギルマスから」

			「手紙ですね。拝見いたします……。ふむ、間違いないようですね。少々お待ちください」

			　手紙の封蝋を確認した受付の女性は、一旦席を外す。そして、戻って来た女性にギルマスの執務室へと案内された。

			「手紙はご自身でギルドマスターにお渡しください」

			「わかった」

			「ギルドマスター、フラン様をお連れしました」

			「うむ。ご苦労じゃった。下がっていいぞ」

			「はい」

			　王都ベスティアのギルドマスターは、獣人の老人だった。狐耳が生えているんだが……。腰の曲がった白髪の男性に、狐耳と狐尻尾が生えている姿は全く萌えないな。

			「儂わしはメーロス。この王都でギルドマスターをしておる」

			「ランクＣ冒険者のフラン」

			「ほほほ。知っておるよ。まあ、噂以上の実力のようじゃがな……。頼もしい限りじゃて」

			　好こう々こう爺やといった雰囲気の老人だが、その眼は非常に鋭い。

			　外見で侮ったら痛い目をみるだろう。

			「これが手紙」

			「うむ。ご苦労じゃったな」

			　メーロスは手渡された封筒を開け、中の手紙に目を通している。

			「なるほどな……。黒雷姫よ。よく届けてくれたの。王女様については今すぐこちらで対応させてもらおう」

			　やっぱり王女様の護衛に関して書かれた手紙らしい。だがそんな重要なことなら、遠距離通話の魔道具で伝えたら一瞬だし、確実だったんじゃないか？

			（なんで手紙？）

			『フランもそう思うか？』

			（ん。魔道具を使った方が速い）

			　フランも疑問に思っていたらしい。

			「助かったぞ」

			「ん……」

			「ほ？　なんじゃ？　何か聞きたいことでもありそうな顔じゃな？」

			　いや、確かにフランは手紙の事を疑問に思っていたけど、それを見抜いたのかよ。俺じゃなきゃ分からないくらいしか表情は変化していないのに。

			　思わず鑑定したが、心を読む様なスキルはない。老人故の経験か？

			「何で分かった？」

			「伊達に永く生きている訳ではないでの」

			　まじで年の功だった！　妖怪かよこの爺さん。

			「……魔道具で十分だったのに、なんで手紙？」

			「ほほ、やはり気づくか。色々理由はあるんじゃが、聞きたいかね？」

			「ん」

			「よかろう。教えてやるとしようかのう」

			　ギルマスが持っていた手紙をフランに差し出す。

			「いいの？」

			「うむ」

			　読んでみると手紙には、王女様を狙ったバシャール王国の暗殺者が獣人国に入り込んでいるという事と、危険なので護衛を増やすべきだという事が書かれていた。それ以外に、何やら暗号めいた数字などが書かれている。

			　爺さんを見ると、油断ならない目でじっとフランを見つめていた。

			「この変な数字は？」

			「王女様の向かった場所を教える暗号じゃよ。中を見られても、簡単にはばれないようになっているんじゃ」

			　そこまでして手紙を使う理由は何だ？

			　すると、ギルマスが説明してくれる。何と遠距離通話の魔道具はバシャール王国の魔術師ギルドで開発された物らしい。そのため、バシャール王国には遠距離通話を盗み聞きできる技術があるのではないかと噂されているのだという。

			　実際、通話を盗み聞きされたせいで起きたと思われる暗殺や侵攻が過去にあったらしい。真偽は定かではないらしいが……。

			　その可能性がある以上、真に重要な情報は手紙でやり取りをしているらしい。

			「盗み聞きの方法さえ分かれば、防ぎようもあるんじゃがな」

			「分からないの？」

			「うむ。と言う事で、高速で移動できて、おいそれと手紙を奪われない、お主のような実力者の存在は非常に有り難いのう。まあ、手紙を使う理由はそんなところじゃ」

			「ん。わかった」

			　バシャール王国が遠距離通話を盗聴できるという事や、暗号のくだりは本当だ。ずっと虚言の理を使っていたが、反応はなかった。だが、最後の一言、「理由はそんなところじゃ」という部分。ここは嘘だ。つまり、他にも何か理由があるらしい。

			　うーん、気持ち悪いな。いや、大きな組織だし、何でもかんでも教えてくれるわけがないのは分かってるけどさ……。悪い事に利用されたりしてないよな？　どういう悪事なのかと言われたら具体的には言えないが、段々疑心暗鬼になってきてしまった。

			（師匠？）

			　訝し気なフランに、どうするか相談してみる。

			（……何となく聞いてみる）

			『そうだな……。それで拒否されるようだったら、仕方ないが諦めよう。ギルドを敵に回すわけにはいかないし』

			（ん）

			　そして、フランがギルマスを見つめながら、口を開いた。

			「それだけなはずがない」

			　何気なくとか、さり気なくとか、一切考えていないどストレートな質問の仕方だな。何となく聞くって言ってなかった？

			「ほう？」

			「手紙を速く送るなら、鳥がいる。何を隠してる？　何故、私に手紙を持たせる必要があった？」

			「ふむ。当然、鳥も、普通の伝令も送っておるぞ。複数送るのは当たり前じゃ。じゃが、それ以外にも理由はある」

			「それは？」

			「ギルドの機密に当たる事柄じゃ、ランクＣ冒険者に教えることはできん」

			　うーむ。そう言われたら、何も言えないな。

			「……」

			「ふぅ。そう睨むでないわ。一つだけ言えるとすれば、この手紙によって、獣人国冒険者ギルドはお主を信頼に足る冒険者であると確かめることができた、ということじゃな」

			「何かの審査だった？」

			「ノーコメントじゃ。じゃが、お主がこちらに疑念を持つように、こちらとしてもいきなり現れた国内での実績のない強力な冒険者を、完全に信頼することはできんのじゃよ」

			　それで、この手紙か……。どんな方法でフランが信頼できるか判断したのかは分からんが、中をのぞいたりせずに手紙を真面目に配達してよかった。フランを信頼してくれたっていう言葉にも嘘はないし、これで獣人国内での活動がしやすくなっただろう。

			　言われてみたら、フランを警戒する気持ちは分かる。普通の獣人たちは、覚醒しているという一点でフランを受け入れてくれるが、獣人だからと言って必ずしも獣人国の味方だとは限らないだろうしね。

			「なるほど」

			「納得したかね？」

			「一応は」

			「今回の手紙の配達は本当に助かった。報酬には色を付けておこう」

			「ん。わかった」

			　その後、報酬を受け取った俺たちは、そのままギルドに併設されている宿に向かった。

			　もう真夜中と言っていい時間だが、そこは昼夜を問わず活動している冒険者を相手にしている宿だ。何と二四時間受付をしてくれるらしい。

			　フランは取った部屋に向かうと、そのままベッドにダイブした。もう深夜だし、眠いんだろう。

			『フラン、ほれ、外套は脱ごうな～』

			「う」

			『浄化かけるぞー』

			「ぬ」

			『ほら布団かけないと』

			「む」

			　すでに半分眠っているフランの体を念動で動かしつつ、世話を焼く。

			『じゃあ、お休み』

			「ん……すー」

			　おおー、三秒で夢の中だよ。のび太くん並みの寝つきの良さだ。

			『うんうん。子供は寝るのも仕事だからな』

			　明日は王城に行く。ギルマスが案内の人間を付けてくれるらしい。

			　いよいよ黒猫族の先達でもあり、フランの進化に間接的に貢献してくれたキアラに会えるだろう。

			　どんな人物なのか……。願わくば、フランが甘えられる様な人物であると良いな。

			


			


			　翌朝。

			　宿で出された朝食を食べ終わったフランは、ギルドの受付にやって来ていた。

			「おはようございますフラン様」

			「おはよ」

			「王城に行かれるのですか？」

			「ん」

			「そうですか。では案内役の冒険者を呼んでまいりますので、少々お待ちください」

			　受付のお姉さんが戻ってくるまで、ギルドカウンターの前にある椅子に腰かけて待つ。

			　他の受付を見たら、どの受付さんも蓮っ葉な感じだ。

			「今日、晩飯でもどう？」

			「他の子にも同じこと言ってるでしょ？」

			「おいおい、こんなに安いのかよ！」

			「傷が多いんだから仕方ないじゃない」

			　冒険者と軽いやり取りをしながら、軽快に仕事をこなしている。丁寧な受付だと思っていたら、どうもフランが相手だから丁重な態度であるらしい。

			　他の冒険者がチラチラとフランを見ているのだが、近づこうとすると受付の女性たちに止められていた。ヒソヒソ話しているのをこっそり聞いてみると、ギルドからフランに話しかけないようにと通達が出ているようだ。

			　お茶を出しに来てくれたギルド職員さんに聞いてみたら、理由を教えてくれた。

			「あー、ギルドマスターからの指示ですね。進化した黒猫族ともなれば、話を聞きたがる者が多いだろうけど、フラン様のお手を煩わせるなと」

			　また、実力差を理解できない下位の冒険者がフランに絡んで、怪我するのを防ぐためでもあるらしい。どちらにせよ俺たちには良い事なので、ギルマスには感謝だな。

			　特に、馬鹿にちょっかい出されないのは楽でいい。フランは暇つぶしができなくて不満かもしれないけどね。

			　しばらくお茶を飲みながらまったりしていると、受付さんが戻って来た。

			　その後ろにいるのが案内役だと思うんだが……。

			「グエンダルファ？」

			　人の名前を覚えるのが苦手なフランも、さすがに一日じゃ忘れなかったか。

			「昨日の話は聞いております。もし、彼を拒否なさるのであれば、他の案内役を用意いたしますが、いかがなさいますか？」

			　そう言われてもな。昨日の事件を知っていて、なぜこいつを連れて来たんだ？

			　疑問に思っていたら、グエンダルファがいきなりフランの前で土下座をした。

			　その巨体は、額を床に擦こすりつけた状態でもフランよりもデカい。

			「昨日は済まなかった！　黒雷姫殿には不快な思いをさせてしまった」

			　グエンダルファが謝罪の言葉を口にする。

			　昨日の態度が嘘であったかのように、殊勝な態度であった。

			「こんなことで詫びになるとは思っていないが、王都にいる間、お役に立たせていただけないだろうか？」

			　何があったんだ？　復讐するためにフランに近づこうとしているとか？

			（にせもの？）

			　フランも裏を疑っているらしい。でも、フランを見上げるその瞳には、恨みや敵意は全く感じられない。真摯に、フランの役に立とうと思っている感じがした。

			「悪い物でも食べた？」

			「あんたにブッ飛ばされ、ブラスの兄貴に説教され、自分のダメさ加減を思い知った」

			「ブラス？」

			「門の衛兵をしてる俺の兄貴分だ」

			「牛族の？」

			「そうだ。これからは心を入れ替えてやっていくつもりだ。だが、まずは俺の目を覚まさせてくれた黒雷姫殿の役に立ちたい」

			　驚きの変わりようだった。うーむ、どうするか。

			『フランはどうだ？　嫌じゃないか？』

			（ん？　別に？）

			　一晩経って、昨日のムカつきは綺麗に消えたらしい。グエンダルファに対して負の感情はないようだ。

			　フランが悩んでいると思ったのだろう、受付さんがこっそりと教えてくれた。

			「白犀族は武人の一族です。自分を負かした相手に敬意を払うのは、彼らにとっては当たり前のことですので。それに、フラン様は進化しておりますし、彼の態度もおかしくないと思いますよ？」

			　脳筋で、強い相手に従う性質ってことか。それと、兄貴分であるブラスに説教もされて、目が覚めたんだろう。

			「それに、彼は白犀族の族長の息子なので、方々に顔も利きます。案内役として彼ほど適した人物はそうはいないかと」

			　結局、グエンダルファに案内役を頼むことにした。心を入れ替えたっていうのも本当そうだし、代わりの案内役を用意してもらうのも時間がかかりそうなのだ。

			「よろしく」

			「こちらこそ、よろしく頼む」

			　グエンダルファが嬉しそうに頭を下げる。

			　完全に許されたわけではなくても、そのきっかけができたからだろう。

			「ん」

			「王城に行かれるということだが、その前に王都の観光などはしなくていいのか？　俺はベスティア育ちだ。大抵の場所には案内できると思うが」

			「いい。早く会いたい人がいる」

			「王城に？」

			　フランが獣人国に来るのが初めてであると、知っているんだろう。

			　誰に会うつもりなのかと、グエンダルファが首を捻ひねっている。

			「ん。黒猫族のキアラ」

			「キアラ師匠か。なるほど、分かった」

			「知り合い？」

			「ああ、幼い頃、ご指導いただいたことがある」

			　小さい頃はゴドダルファに懐いていたって言ってたし、一緒にキアラの指導を受けたことがあってもおかしくはないか。

			　何せ、獣王やゴドダルファの師匠だという話なのだ。

			「分かった。キアラ師匠のところに案内しよう」

			「お願い」

			「任せておけ！」

			　グエンダルファがドンと自分の胸を叩いて、自信満々にうなずく。まあ、ここまで自信ありげなんだし、任せておいて大丈夫かな？

			　グエンダルファを案内役に、冒険者ギルドを出発して二〇分後。

			　道中で問題が起きることもなく、俺たちは王城の前にいた。

			『でかいな～。さすが一国の王城』

			　ギルドからの道中でも見えてはいたが、改めて門の前から見上げると、その威容に圧倒される。

			　よく、白亜の城という表現を聞くが、こちらは全部が黒かった。どうやら、黒い石材で統一されているらしい。

			　それだけでも威圧感が十分であるが、巨大さと重厚な造りが、そこに威厳を加えている。

			　そもそも、城壁からして並ではない。王都ベスティアを囲む壁もかなりの高さがあったが、王城の壁もそれに負けない堅牢な造りをしていた。この城壁だけでも、要塞と呼べてしまうかもしれない。

			　グエンダルファの説明では、いざと言う時は王城そのものを要塞として籠城できる造りになっているようだ。

			　壁の周囲に張り巡らされた水堀も、戦時を意識してなのか、かなりの幅があった。それに相当深そうだ。

			「あっちから中に入るぞ」

			「ん」

			　城壁に沿って歩くと、すぐに城門が見えてきた。これまた巨大で、堅固な造りをしている。

			　城門の前に架けられた橋は、跳ね橋なのだろう。大きな巻き上げ機が見えた。

			　橋の脇に控えている門番兵に、グエンダルファが何かを手渡す。

			　どうやら身分証のようだ。するとグエンダルファだけではなく、フランもそのまま通してくれるという話になった。

			「いいの？」

			「黒雷姫殿の身分は、ギルドが証明しているので問題ない。王への謁見も即日できるレベルの身分証だ」

			　手紙を持ってきただけで随分と信頼されたものだと思ったが、冒険者ギルドにはフランを取り込みたいという思惑もあるんだろう。

			　フラン自身はまだよく分かっていないが、獣人国内での注目度は凄まじいものがある。何せ、進化できないと言われていた黒猫族なのに進化しているという、正に伝説的と言ってもよい存在だ。

			　獣人国を旅してみて、その影響力はよく分かった。

			　そのフランの信頼を得ておけば、今後何らかの利益を生む可能性も高いだろう。

			　獣王が身分証を発行してくれたのも、同じことを考えているからだ。いや、獣王は何も考えていないかな？　ただ、護衛兼参謀のロイスあたりは絶対に考えていたと思う。

			　その思惑を後押しする訳ではないが、俺たちは獣王からもらった身分証を提示しておくことにした。

			　王城という未知の場所に入るにあたり、より上位の者の許可があった方が安全だろうと考えたのだ。王城内で何か不測の事態が起きないとも限らんしね。

			「これ」

			「こ、これは……！　少々お待ちください！」

			　王城の入り口にも、身分証が本物かどうか判別する道具があるらしい。兵士が渡された身分証を水晶の様な物にかざしているのが見えた。

			　その後、丁重な態度で身分証を返してくる。

			　今までも十分丁寧な対応だったが、丁寧さがさらに一段増した感じだ。

			「お、お返しいたします」

			「お通り下さい！」

			　グエンダルファも、驚きの目で身分証を見つめている。

			「まさか獣王の印が押された許可証を持っていたとは……俺は必要なかったな」

			「そんなことない」

			「そう言っていただけると有り難いが……」

			　グエンダルファは自分があまり役立っていないと思ったようだが、フランが言う通りそんなことはない。

			　俺たちだけだったら、絶対に疑われていただろう。許可証が本物かどうか、もっと長時間拘束されていたはずだ。それが回避できただけでも、十分有り難かった。

			　態度も驚くほど変わったし。白犀族っていうのはそれだけ実力主義なんだろう。ゴドダルファもグエンダルファ程酷くはないが、フランに負けた後に世話を焼いていた。

			　そして門番に見送られながら門をくぐると、再び大きな門が目に入る。

			「また門と壁」

			「その向こうが城になっている」

			「どういうこと？　じゃあ、ここは？」

			「ここは外郭。城内であって、城内ではない。主に、兵士や使用人の詰め所や住まい、出入りの商人の取引所などが設置されている場所だ」

			　なるほど、王城で働く王侯貴族以外の人間が集まる場所ってことね。

			「この壁の向こうが、真の王城と言えるだろうな」

			「どうやって入る？」

			「こちらだ」

			　目の前の巨大な門から中に入るわけではないらしい。脇に逸れて、また壁沿いを歩く。

			「あの門は？」

			「あれは他国の王族や賓客を出迎える為の門だ。普段は厳重に閉ざされている」

			　人が通る度にいちいち巨大な門を開閉するのは手間だし、言わば式典用ってことなんだろう。

			　使用人や商人で賑わう外郭の中を少し歩くと、表門には負けるものの、それなりに立派な門が見えてきた。

			　だが、その門に向かうのではなく、グエンダルファはその脇にある屋敷に入っていく。

			　そこは、王城に入る際の受付であるらしい。入り口と同じように複数の兵士が常駐しており、王城の中に入るためにはここで申請せねばならないようだ。

			「キアラ師匠にお目にかかりたい。取り次ぎを頼む。グエンダルファと黒雷姫が来たと伝えてくれれば分かってくださるだろう」

			「分かりました。少々お待ちくださいませ」

			　俺たちは兵士の案内で、それなりに豪華な個室へと通された。

			　この受付の建物が屋敷サイズなのは、客室が複数用意されていることが理由らしい。

			　取り次ぐ相手によっては長時間待たされる場合もあるだろうからな。客の中にはそれなりの有力者もいるだろうし、その辺で立って待ってろとは言えないんだろう。

			　召使さんがお茶と軽食を持ってきてくれたが、フランたちによって一瞬で食べつくされてしまった。グエンダルファもその巨体に相応しい食べっぷりだな。

			　ふかふかのソファに腰かけながらしばし待つ。すると、グエンダルファが感心したようにボソッと呟いた。

			


			　

			


			「やはり黒雷姫殿の名は凄まじいのだな」

			「どういうこと？」

			「この部屋は貴族の、それも上位者用の部屋だ。先程の茶と菓子も、かなりの高級品だろう」

			　へえ、そうなのか。部屋はともかく、グエンダルファがそれを見極められるのが意外だな。

			　フランもそう思ったようで、グエンダルファをまじまじと見つめる。

			「そう不思議そうな顔をしないでくれ。これでも、族長に連なる家系の長子だ。若い頃はそれなりに御曹司をしていた事もある。すぐに飛び出して冒険者になってしまったがな」

			　意外にも貴族的な幼少期を過ごしたらしい。いやー今の姿からは想像もできないな。冒険者になったのは、ゴドダルファの後を追ってなんだろう。

			　グエンダルファの意外な姿を知ったところで、召使いではなく女官風の女性が二人を呼びに来た。

			「お待たせいたしました。こちらへどうぞ」

			「ん」

			　屋敷の外に出るのかと思ったら、女官たちは屋敷の奥へと進んでいく。

			「こっちでいいの？」

			「はい」

			　間違っていないらしい。

			　そして、屋敷の最奥に設けられた小さな扉をくぐる。この屋敷にあるだけあって素材は高級そうではあるが、扉その物に特別感はない。

			　だが、その先は紛れもなく特別な場所であった。

			　真紅の絨毯に、黄金のシャンデリア。もうね、これぞ正に王城って感じの内装である。

			「ここ、お城の中？」

			「ああ、そうだ」

			　フランの問いかけに、グエンダルファが頷く。間違いなく王城だった。

			　誰もあの扉が王城へ続くとは思わないだろう。それを狙って、あえてああいう造りにしているんだろうな。

			「屋敷の横にあった門を使うのは、貴族くらいなのさ」

			　表の正門を使う程ではないものの、それなりに身分がある相手を出迎える為の門であるらしい。

			「なるほど」

			「キアラ様はこちらのお部屋でお待ちです」

			　女官たちに先導され、王城の中を進む。

			　結構歩くな。途中何度か大きな扉を通ったし、王宮でもかなり奥に位置する場所なんじゃなかろうか？

			「以前なら、郊外の演習場に行けば気軽に会えたんだがな。お体の調子を崩されてからは、王城の奥に与えられた居室でお休みになられていることが多いんだ」

			「調子が悪い？　大丈夫なの？」

			　フランが心配そうに尋ねるが、グエンダルファの表情を見るに、そこまで深刻ではなさそうだった。

			「お歳も召しておられるので心配ではあるが、こうしてお会いできるんだ。危険な状況ではないということだろう」

			　聞いていた通りなら七〇歳近いんだし、それも仕方ないのかもしれない。

			　そうして、女官たちに連れられて王宮の赤い絨毯を歩くこと数分。

			　俺たちは一つの部屋の前にたどり着いていた。

			「こちらへどうぞ」

			「ここが？」

			「ああ、キアラ師匠に与えられている部屋だ」

			「失礼いたします。グエンダルファ様と黒雷姫様をお連れしました」

			『いよいよだな』

			「ん」

			　女官、ゴドダルファに続き、フランも扉をくぐる。

			　その部屋は、かなり豪華な造りだった。

			　派手過ぎない、気品のある調度品類。細かい刺繍が入ったカーテンや絨毯。天井の魔力灯一つとっても、その覆いはまるで工芸品のような彫刻が施された、ガラス細工が使われている。

			　姑の如く埃ほこりのチェックをしてみるが、掃除も隅々まで行き届いていた。

			　部屋を見ただけでこの部屋の主が丁重に扱われていると理解できる。

			　その部屋に置かれた、キングサイズのベッド。そこに、その黒猫族の老女はいた。

			　ベッドから上半身を起こした姿なのだが、ピンと伸ばされた背筋からも、その矍かく鑠しゃくとした様子が伝わってくる。

			　六八歳という話だったな？　確かに髪は白いし体は細いが、眼光は鋭く、とても老人とは呼べない雰囲気だ。身長も高く、立ち上がれば一七〇センチを超えるだろう。

			　襦袢に似た羽織を肩から掛ける姿からは、妙に迫力と凄みが感じられる。人間だった頃なら、睨まれただけで委縮しちゃってただろうな。

			　それくらい迫力があった。

			　だが、そんな相手にも全く遠慮しないのがフランだ。

			「あなたがキアラばあさん？」

			　無遠慮とも言える気安さで、老婆に話しかけた。

			「ほう？　誰がそんな呼び方をしていたかね？」

			「獣王」

			「くふ。そりゃあ、良い事を聞いた。今度お仕置きだな」

			　まるで男性の様な言葉遣いだが、この老女にはその話し方が合っている。全く違和感がなかった。

			「確かに、私がキアラだ。で、お前さんは誰だ？　そっちのハナタレ小僧は知っているが」

			「ハナタレ小僧って……。俺はもう二二歳ですよ？」

			「四〇より下は全員ハナタレだ」

			　それだと獣王もハナタレ扱いになるんだけど。いや、戦いの師匠だって言ってたし、おかしくはないのか？

			「ハナタレと黒雷姫とやらが来たと聞いたが。お前が黒雷姫か？」

			「キアラ師匠、知らないんですか？」

			　グエンダルファが心底驚いた様子で、思わず聞き返している。

			　驚いたのは俺も同じだ。まさか、同じ黒猫族であるキアラが知らないとは思わなかった。

			「キアラ様は、昨日お目覚めになったばかりなのです」

			　横に控える召使いが言うには、キアラはずっと体調を崩しており、何と二〇日間近く生死の境を彷徨さまよっていたのだという。

			　とてもそうは見えないが、言われてみると腕は痩せ細り、頬はややこけている。本当に昏睡状態だったのかもしれない。

			　そのせいで、フランの事は何も知らないようだった。

			「こちらの方は──」

			「ああ、待て」

			　召使いの女性がフランについて説明しようとするが、キアラは手を振ってそれをやめさせる。

			　そして、フランを軽く手招きした。

			「こちらへ来な」

			「ん」

			「まずは名前から教えてもらえるか？」

			「私はフラン。黒猫族のフラン」

			「そうか……」

			　フランが名乗ると、キアラは暫しばしの間瞑目する。

			　そして、おもむろにフランの体を抱きしめた。

			　最初は軽く、次第にその力が強くなっていく。

			「そうかそうか！」

			　数秒後、フランの体に両腕を回し、胸の内にフランを掻き抱くキアラの姿があった。

			「……フランよ……感謝する」

			　最後の言葉は、胸の奥底から絞り出したかのような深い囁きであった。

			　だが、その場にいた全員の耳に聞こえていただろう。

			　それほどの力が籠った言葉でもあったのだ。

			「私が人生をかけて求めた物が、幻ではなかった……お前の存在が、そう教えてくれた……！」

			「……ん」

			　フラン自身、キアラが感動する理由が分かっている。何せ、自分がウルムットのダンジョンでルミナに出会った時と同じだからだ。

			　しばらくすると落ち着いたのか、キアラがフランの体をそっと離す。

			　だが、肩に置かれた手はそのままだった。まるで、離してしまえばフランが幻となって消えてしまうとでも思っているかのように。

			　キアラは、怖い程に真剣な顔でフランを見つめる。

			「それで、進化に至る道とはどのような物なんだ？　教えてもらえるか？」

			「もちろん」

			「そうか！」

			「でも、キアラばあさんは、進化の方法を知ってるって聞いた」

			「誰がそんなこと言ってた？」

			「ディアス」

			「何？　あいつ……まだ私のことを覚えていたのか……」

			「ん」

			　ダンジョン都市であるウルムットのギルドマスターのディアス。あの飄ひょう々ひょうとした老人は、キアラが黒猫族の進化について重大な事実を知ってしまったことで、前獣王に攫さらわれたのだと語っていた。

			　俺たちもそうだと疑わずにいたんだが……。

			　どうやら違うらしい。

			　それにしても、キアラはディアスのことを覚えていたんだな。ディアスは、もう何十年も前の話だから自分なんか忘れられているって言ってたのに。

			「ディアスは、今はどうしている？」

			「ウルムットでギルマスをしてる」

			　フランはウルムットで出会ったディアスやオーレル、ダンジョンマスターのルミナのことを話して聞かせる。

			　キアラは驚き半分、嬉しさ半分の表情でその話を聞いていた。

			　キアラはキアラで、ディアスやオーレルは自分のことなど忘れていると思っていたらしい。

			　そして、複雑な顔で首を振った。

			　とっくに忘れられていると思っていた昔なじみが自分を覚えていてくれたことは嬉しいが、今も過去に縛られていると知って、悲しくもあるようだ。

			「それで、ディアスが言ってた。キアラは、進化の方法を知ったせいで悪いやつに狙われたって」

			「そうか……。私の情報は少々偏っていてな。確実ではないのだ」

			　キアラが、ウルムットでの出来事を語ってくれた。

			　当時、進化への道筋を探して旅をしていたキアラは、ウルムットにたどり着き、ルミナと出会う。

			　ルミナはキアラに非常に良くしてくれて、最終的にはキアラの進化を手助けしようとまで言ってくれたらしい。

			　だが、その後ルミナがやろうとしたことは、自らの邪人化であったという。

			　そもそも、邪神の加護を得た過去の黒猫族は、半邪人と化していた。ルミナは自らの意思ではなかったとしても、その影響を受けて邪人としての力も持っていたのだ。

			　そしてルミナは、ダンジョンマスターとしての権能を使い、自らを完全な邪人と化そうとしていた。キアラは邪気感知スキルを持っていたため、ルミナの変化に敏感に気づくことができたそうだ。

			　何故キアラを進化させるために、ルミナが邪人とならなくてはならないのか？　そこでキアラはある羊皮紙の存在を思い出す。それは、黒猫族が進化できない理由を探すために、各地で買い集めた様々な文献に混じっていた、古びた羊皮紙である。

			　半分以上が破れて失われてしまっていたが、残された部分には黒猫族が神の怒りに触れた理由と、邪神かそれに類する強力な邪人を倒せば呪いが解けるという内容が書かれていた。

			　とはいえ、世の中にそういった話はいくらでもある。

			　黒猫族が希望にすがるために創作した物や、詐欺師が黒猫族を騙すために作った物など、紛い物が溢れているのだ。

			　結局、ルミナを犠牲にしてまで進化をしたくないと告げ、ルミナには邪人化を止めさせたのだった。

			　なので、キアラはある程度確信はあったものの、進化の条件を確実に知っているとは言い難いらしい。

			「ある程度の邪気を保有する邪人を討伐すればあるいは……といった程度だな」

			「なるほど」

			　キアラは進化の条件を全て知っている訳ではなかった。ある程度の推測はできていても確証はなく、しかも実行が困難な種族全体の呪いを解くための方法しか知らなかった。

			　だからこそ、前獣王はキアラの命を奪う事なく、放置していたんだろう。

			　普通に考えれば、邪神級の相手を倒すなど不可能だろうからな。

			　キアラの知る呪いを解く方法が広まったとしても、誰も達成できない。むしろ、黒猫族はより絶望するかもしれなかった。

			　キアラもそれが分かっているから、誰にも自分の推測を教えなかったんだろう。確実かどうかも分からない情報で、黒猫族の希望を奪う事はできないと。

			「私の推測は合っているのか？」

			「ん。でも、それだけじゃない」

			　その後、フランは、進化について、できるだけ詳しく、丁寧にキアラに話す。

			「邪人を──」

			「なるほど──」

			「もしくは──」

			「ふむ──」

			　普段の無口なフランにしては、珍しく多弁であった。

			　それだけ、キアラに呪いを解く方法を伝えたいということなんだろう。

			「これで、全部」

			「そうか……そうかっ」

			　全てを聞き終えたキアラは、俯うつむいて体を震わせる。

			　泣いているのかと思ったら、違ったらしい。

			「くっくっく……はーはっはっはっは！」

			　ガバッと上げた顔には凄みのある笑みを浮かべ、大きな笑い声を上げている。その眼は爛々と輝き、心底嬉しそうだ。

			「ミア！　剣を持ってこい！」

			　召使いに向かって、そう叫ぶ。

			「え？　キアラ師匠？」

			　その言葉に、控えていたグエンダルファは目を白黒させている。

			　とても病人の言葉ではない。

			「ミア、何をしている。私の剣だ」

			「キアラ師匠！　お待ちを！　何をなさるつもりですか？」

			「これが落ち着いていられるか！　ちょいとゴブリンでもぶった切って来るだけだ！　安心しろ！」

			「いやいや、昨日まで生死の境を彷徨ってたんですよね？　無理ですよ！」

			「たとえ死にかけだろうと、ゴブリン如きに後れを取るか！」

			　グエンダルファが止めようとするが、キアラはすでにベッドから降り立ち、止まりそうもない。

			　邪人を千体。もしくは、脅威度Ａ以上の邪人を一体倒すという条件を知ってしまったキアラは、いても立ってもいられなくなってしまったようだ。

			「目覚めた日に、フランが私の下にやって来た。これも運命だろうよ」

			「しかし、キアラ師匠はすでに寵愛を失っておいでではないですか！」

			「だとしても、諦める理由にはならんわ！　ええい、どけハナタレ！」

			「無茶ですって！　寵愛があっても、難しいんですよ？」

			　グエンダルファが繰り返す、寵愛って言葉は何だ？

			「寵愛？」

			「そうか、フランは知らないか。私はな、闘神の寵愛を長年所有していたのだ」

			　闘神の寵愛？　やはり、意味が分からん。しかし、それは俺だけであったらしい。

			「すごい！」

			「まあ、すでに他者の手に渡ってしまったが、おかげでそこそこ強いのだ」

			　フランが目を輝かせている。こう言っちゃなんだが、フランは世間知らずだ。そのフランが知っているということは、世間一般で非常に有名なモノなんだろう。

			『なあ、闘神の寵愛って何だ？』

			（すっごく有名なスキル）

			　闘神の寵愛とは、数多くの物語などに登場する、世界的に有名なエクストラスキルらしい。

			　所有者は基礎レベルとスキルレベルが大幅に上がりやすくなり、さらにレベルアップ時にステータスの上昇率も倍化する。しかもステータス上昇の効果まであるのだ。

			　それだけだと単なる壊れスキルで済むのだが、このスキルが有名なのは、もう一つの効果故であった。

			　それが、所有者の移り変わりだ。

			　何と、このスキルの持ち主は一ヶ月に一度、必ず命の危機のある限界の戦いを経験しなくてはいけなかった。

			　命の危機というのがどの程度の危険を指すのかはいまいち分からないが、少なくとも雑魚を何匹倒しても意味はないようだ。

			　その条件を満たせなかった場合、スキルは消えてしまう。そして、消えたスキルは世界のどこかの新たな所有者に発現するのだ。

			　確かに物語の題材になりそうなスキルだな。

			「私は七つの時に発現してな。寵愛を失わぬため、戦い続けたよ。おかげで、それなりの強さは手に入れた。一〇年前までは所有し続けていたんだがな……」

			「なんで手放した？」

			「その頃、少々体の調子を崩してな。半年程、療養生活を送っていたのさ」

			　その間は戦闘などできるはずもなく、闘神の寵愛を失ってしまったらしい。

			　奴隷として王宮の汚物処理施設で働かされていた間はどうしていたのか気になったが、当時の王から一ヶ月に一回、王都の付近にある魔境への立ち入りを許されていたそうだ。

			　だが、それも当然だった。

			　エクストラスキルを所有している奴隷と言うのは、凄まじく貴重だ。前獣王としても、失わせるのは得策でないと分かっていたんだろう。

			「だがそんなこと関係あるか！　くっくっく。血が滾たぎって仕方ないぞ！」

			　何十年もの間、進化することを諦めずに修行を続けてきたキアラ。その方法を知った今、彼女が止まるとは思えなかった。

			　勢い任せなだけではなく、きっちりこの後の行動を計画し始めたのだ。

			「まずはシュワルツカッツェに向かおう。他の黒猫族にも教えてやらねば」

			「師匠が寝ている間に、伝わっていると思いますよ？」

			「それならそれでいい。志を同じくする者を探して、共に邪人を狩ればいいからな」

			「シュワルツカッツェ？」

			　首を傾げているフランに、グエンダルファが説明してくれる。

			「今の王によって造られた、黒猫族のための村だ。奴隷から解放された黒猫族が、静かに暮らしている」

			　なるほど、そこは行ってみたいな。

			　キアラはどうするんだ？　本当に行動に移すなら、同行してもいいと思うんだが……。

			　だが、今にも部屋を飛び出そうとするキアラを、がっしりと捕らえる存在がいた。

			「まだ無理をさせる訳にはいきません」

			「ぐっ、ミア！」

			　召使いの少女だ。

			「少なくとも、あと一週間はご静養くださいませ」

			　キアラは進化していないが、相当強い。闘神の寵愛を幼い頃から所持していたからだろう。素の状態で、普通の獣人の進化状態を上回っていてもおかしくはなかった。

			　そんなキアラが、ミアを振りほどくことができない。

			「放せっ！」

			「放しません」

			　おいおい。このミアっていう召使い、メチャクチャ強いんじゃないか？

			「さ、さすが王宮の女中……」

			「有名なの？」

			「ああ。王族や賓客の世話をする使用人は、幼い頃から鍛えられた、超一流の者ばかりだという。それは仕事だけに止とどまらず、戦闘力に関しても言えることだと聞いている」

			　ミアも御多分に漏れず凄腕であるらしい。進化していることは勿論、戦闘技能をしっかり習得しているようだ。

			「少なくとも、俺では勝てんだろうな」

			「ほほう」

			　そんなに強いのか。

			「フラン、お前は他国の出のようだが、この後どうするんだ？　王都にしばらくいるのか？」

			　キアラが急にフランに話しかけてくる。うわー、話の誤魔化し方が下手だな。どうにかミアの注意を逸らそうというのだろう。

			「この国には、キアラと、もう一人に会いに来た」

			　神級鍛冶師についてはどこまで話していいか分からない。国の上層部しか知らない極秘事項であるようだし、キアラにその話をしていいものかどうか……。

			　それが分かっているので、フランも言葉を濁していた。

			　その様子でキアラも察したらしい。

			「訳ありか」

			「獣王から、国の偉い人に話を聞くように言われてる」

			「そうか。私ではお役に立てそうもない。こんな場所に部屋を与えられてはいるが、特別な身分がある訳じゃないからな」

			　そう言い切ったキアラに、ミアが呆れたような口調で言い返す。

			「何を言っておられますか……。今のこの国にキアラ様に面と向かって逆らえる者はほとんどいませんよ？」

			「どの口がそれを言っている？　今まさに取り押さえられているんだが？」

			「まあ、それはそれ。これはこれでございますので」

			　マイペースな召使いだな。

			「ですが、国王様にそのお子様方。さらには親衛隊に将軍方。他にも我ら王宮の使用人含め、キアラ様の弟子は数多くいらっしゃいます」

			「鍛え過ぎだったと後悔しているよ。もう少し手を抜くべきだった。そうしていれば、ここで邪魔をされることもなかっただろうに」

			「ご愁傷様です。次はお気を付けくださいませ」

			「ちっ！　ぐっ、ごほっ！」

			「ほら、まだお体が万全ではないのですから。今は気分が高揚していて、体の不調を忘れているだけです」

			「むぅ」

			　ミアに諭され、不満げに口を噤むキアラ。相手の言葉に一理も二理もあると理解しているのだろう。

			「それに、身分がないのも、キアラ様が拒否されただけで、その気になれば名誉大将軍程度はどうとでもなるかと」

			　つまり、身分は奴隷上がりの平民のままだが、影響力は国さえ動かすと。そっちの方が凄くない？

			「まあいい、誰か上の奴を呼んでやろう。ミア」

			「はい、かしこまりました」

			　ミアが羊皮紙に何やら書いて、部屋の入り口に控えていた女中に手渡した。多分、誰かを呼びに行かせてくれたのだろう。

			「この程度で私の感謝の気持ちは表しきれんがな。何かできることがあったら言ってくれ。大概の事はしてやるぞ？」

			　この国限定だが、大抵のことはできてしまいそうだから怖い。しかし、フランはフルフルと首を振った。

			「いい。感謝してほしいわけじゃない」

			「ふははは！　いいな！　気に入った！　では感謝などではなく、単なる好意だ。気に入った相手に何かをしてやりたいというのは、おかしい事じゃないだろ？　どうだ、ムカつく奴の首でも取って来てやろうか？」

			「それもいい。自分でやるから」

			「そうか？　そうだな。その方が楽しいからな」

			「ん」

			　フランとキアラは妙に馬が合うらしい。ディアスたちも、若い頃のキアラとフランが似ていると言っていたしな。

			　黒猫族同士で、戦闘好き同士。これは気が合わないわけがなかった。

			　フランとキアラが和気藹あい々あいというには少々物騒な戦闘談議に花を咲かせている中、誰かが部屋にやってくる。

			「失礼します。キアラ殿、お呼びですかな？」

			　入ってきたのは、ロマンスグレーの初老の男性だ。法衣の様なローブを着こんだ、見るからに地位が高そうな人物である。

			　その老人に、キアラが気軽に話しかけた。

			「おう、待ってたよ。ちょっと紹介したい子がいてな」

			「ほう。そちらの──黒雷姫殿ですな？」

			「何だ、知ってるのか」

			「それはもう。知らぬは寝込んでいた貴女くらいのものでしょう」

			　男性はフランに向き直ると、優雅に一礼する。

			「陛下からの連絡で、貴女に便宜を図るように言われております。また、例の方への紹介状も準備させますので、ご安心を」

			「ん。それで、誰？」

			「おお、これは失礼をいたしました。この国で宰相を務めております。レイモンドと申します」

			　宰相？　めっちゃ偉い人だった！　にしては腰が低いな。

			「レイモンドは下級文官からの叩き上げだから、出来る奴だぞ」

			「前王様の時代は冷遇されておりましたが」

			　優秀だが元々は地位が低かったのを、今の王に引き上げられたってことか。だから腰も低いのかもしれない。

			　少なくとも、地位を笠に着た馬鹿貴族とは違うらしかった。

			「ランクＣ冒険者のフラン。黒雷姫って呼ばれることもある」

			「存じ上げております。それと、紹介状以外に、何かご希望はございますか？」

			（師匠？　何かある？）

			『いや、俺は特にはないが……。フランはどうだ？』

			（一つある）

			『へえ？　なんだ？』

			（黒猫族の村に行ってみたい）

			『うん。それは良いんじゃないか？　場所を聞いてみるか』

			（ん！）

			　黒猫族に進化の条件を広めるという目的のためには、これ以上ない最適な場所だろう。

			「シュワルツカッツェに行ってみたい」

			「おお。すでにお聞きでしたか。むしろこちらからお願いしたいくらいです。地図などをご用意いたしましょう」

			「お願い」

			「かしこまりました」

			　レイモンドが優雅に一礼して退出すると、キアラがフランに椅子を勧めた。

			　さすがに今すぐ邪人狩りに飛び出すのは諦めたらしい。

			　何か重要な話をする訳でもなく、フランとキアラは他愛のない話をする。

			　だが、二人とも心底楽しそうだ。キアラはウルシのことも気に入ったらしく、巨大化させて、モフッていた。巨狼を前にして、まず尻尾をモフりにいく度胸はさすがである。

			　しかし、楽しい時間はあっという間に過ぎ去ってしまう。

			　談笑を始めて三〇分ほど経った頃。

			　ミアからドクターストップがかかった。いや、この場合はメイドストップか？

			　ともかく、病み上がりのキアラの体に、これ以上は負担になると言われてしまえば、無理に居残るわけにもいかない。

			　キアラはまだ大丈夫だと言い張っていたけどね。

			　結局、フランを門まで見送るということで、何とか決着がついたのだった。

			「グエン、またね」

			「ああ、あの時は本当に申し訳なかった」

			「ん。もういい」

			「すまん」

			　殊勝な態度で頭を下げるグエンダルファを見て、興味を引かれたらしい。キアラが疑問を口にした。

			「お前さんら、何かあったのか？」

			「いや、えっと──」

			「グエンに絡まれた」

			「ほう？」

			　焦るグエンダルファをスルーし、フランが二人の出会いをキアラに語る。聞き終わると、キアラが深いため息をついた。

			「まったく、まだ伯父離れができていないのか」

			「伯父離れとはどういうことですか！　俺はあんな裏切り者のことなど別に──」

			「それがそもそもガキだと言うんだ。二〇歳も過ぎてまだ反抗期とは、情けない。そもそも白犀族のなかでゴドを裏切り者と言っているのは、お前だけだろうが。他の奴らは獣王に仕えるのは栄誉なことだと喜んでいると聞いたぞ？」

			「それは……」

			「結局、大好きなゴド伯父さんがお前に相談もなく白犀族の長の座を退いてしまって、拗すねているだけだろう」

			「ぐっ」

			「ふん。まあ、ハナタレのことはどうでもいい。それよりもフラン！」

			　グエンダルファを黙らせたキアラが、フランを再びガバッと抱きしめた。

			「フラン。また来いよ？　絶対にだ」

			「ん。キアラも無理しないで」

			「はははは。今無理をせずにどうする！　進化せねばならないんだぞ！」

			「ん。そうだった。じゃあ、死なない様に無理して」

			　別にキアラには進化する絶対的な必要性はないと思うんだがな。彼女にとって、何をおいても進化を目指すのは当然であるらしい。まじで無理しないで欲しい。キアラが死んだらフランが本当に悲しむからな。

			「老いてこれだけ充実した気持ちを味わえるとは思ってもみなかった。感謝している」

			「ん」

			「あー、早く邪人どもを狩って狩って狩りまくりたい！　こうなったら──」

			「キアラ様、あまり興奮なさらないでください。お体に障ります」

			「ええい！　放せミア！　なぜいる！　グエンがおるから付き添いはせずとも良いと言っただろう！」

			「このままですと、やっぱりついて行くとか言い出しそうですから」

			「む……！」

			　あ、やっぱりついて来るつもりだったのね。だが、王宮の召使いの目は欺けなかったらしい。

			　その後、キアラはフランのことを大分引き留めていたが、フランはその誘いを静かに断っていた。ここならキアラに修行も付けてもらえるし、フランの幸せを考えるならこのままここに留まるのも悪くないとは思うが……。

			　フランはドワーフの鍛冶師であるガルスとの約束を守ると言って聞かなかった。

			　神級鍛冶師に会い、その後はまたクランゼル大陸に戻ってガルスに会う。それは、フランにとっては決まった予定であるようだ。

			　城から出る前に宰相からは神級鍛冶師への紹介状ももらったし、シュワルツカッツェへの行き方も教えてもらっている。

			「じゃあ、行く」

			「またな！」

			「この恩は忘れんからな！　またこいフラン！　ウルシもな！」

			　キアラたちの見送りの声を背に、俺たちは王城を後にする。

			『フラン、良かったな』

			「ん」

			『また、こような』

			「ん！」

			　これで、王都での用事は済ませた。観光をしてもいいと思うんだが、フランとしては黒猫族の村が気になって仕方がないらしい。

			　結局、俺たちは王宮を出た足で、王都ベスティアを旅立つことにした。

			　今後の行動としては、まずは北にあるシュワルツカッツェへ向かい、そこからさらに北にある神級鍛冶師の庵いおりへと行く予定だ。

			『黒猫村への地図は貰ったけど、結構複雑なんだよな』

			　まあ、北の国境にある大山脈の麓にあるっていうし、最悪は道を無視して北に直進してれば近くまでは行けるだろう。

			　かなりの距離があるようだが、ウルシの足であれば一、二日で着くと思う。

			『まずは、中継地となるグリンゴートという都市を目指そう』

			　複数の街道が交差する、獣人国でも有数の商業都市であるらしい。

			「たのしみ」

			『だな』

			「ウルシ、ゴー」

			「オオン！」

		

	
		
			第三章　黒猫の住処

			


			　王都を出発した日の夜。

			「では、お、お通り下さい！　黒雷姫殿！」

			「ん」

			　俺たちは問題なくグリンゴートにたどり着いていた。

			　入り口で騒ぎが起きることもなく、すんなり町にも入れる。

			　道中に狩った雑魚魔獣の素材を冒険者ギルドで売る時にも、ギルドで聞いた宿にチェックインする時にも、何の問題も起きない。

			　ここまで何もないのは珍しいんじゃないか？　いわゆる大都市では初めてかもしれない。逆に不安になるんだけど。

			　いやいや、待てよ。これは嵐の前の静けさかもしれん。きっとグリンゴートを揺るがすような大事件が──起きませんでした。

			　どんな緊急事態が訪れても対応できるように、ドキドキしながらフランの寝顔を見守っていたんだけどね。

			『朝か……』

			　残念なわけじゃないよ？　平和はいいことだ。

			　ただ、未だに信じられないだけである。一晩経っても、未だに信じられない。

			「師匠、どうしたの？」

			『いや、何でもない』

			「そう？」　

			　何かが起きるに違いないと、身構えてソワソワしているのをフランが感じ取ったようだ。

			　町を出るために門へと向かっている途中、不思議そうに尋ねられたよ。

			　結局、グリンゴートを出発するまで、何も起きずに済んでしまった。いや、済んでくれたと言っておこう。

			『いやー、いい町だったな！』

			「そう？」

			『ああ！　毎回、あんな町だったらいいのに！』

			　だが、それは町を出てすぐにやってきた。

			「何かいる」

			『冒険者か？』

			　グリンゴートの門から出て、二〇メートル程度の場所である。

			　道の左右に二人の冒険者風の男たちが、何をするでもなく立っていた。どうも、街道を監視しているらしい。

			　盗賊ではなく冒険者と判断したのは、いくら何でも町に近過ぎるからだ。どれだけ大胆な盗賊でも、この場所で仕事をしようとは思わないだろう。

			　こっちをジッと見ているので速度を落として警戒していたんだが、特に何も起こらなかった。

			　獣人に注目されるのは当然なんだが……。この冒険者たちは人族だった。いや、単に目立つフランとウルシを見ていただけか？　それにしては、少々目つきが剣呑だった気もする。

			『なんだありゃ？』

			（こっち見てた）

			『完全に値踏みする眼だったよな？』

			　軽い違和感を覚えながらも道を進むと、再び複数の男たちが現れた。

			　今度は流石に無視できないな。何せ通せんぼをするように、道に立ちふさがっているのだ。彼らは、何故か焦りと怒りの表情を浮かべている。

			　盗賊かと思ったんだが、それにしては様子が変だ。

			　普通、盗賊っていうのは獲物を前にしたら、もっと下卑た笑みや、嗜虐心に満ちた顔をするもんじゃないのか？　少なくとも、最初から怒っている意味が分からなかった。

			「何とか、回り込めたか」

			「何だその狼は！」

			「速過ぎるんだよ！」

			　馬上の冒険者たちは、何やら怒声を上げながらフランとウルシに近づいて来る。

			「おい、黒雷姫のフランだな？」

			「ん」

			　どうやら無差別な物取りではなく、フランを狙っていたらしい。

			　となると、あの監視役も共犯かな？　グリンゴートからはいくつもの街道が延びている。フランがどこを通るか分からないため、複数の街道を監視していたんだろう。

			　そして、この道を通過したという連絡を受けて、慌てて移動して来たようだった。ウルシの予想以上の速度を見て相当焦ったらしい。

			「早速で悪いが、死んでもらう」

			「恨むなら、ケダモノに生まれたことを恨みな！」

			　いきなりか。そうくるとは思っていたが、随分とせっかちだな。

			　しかも、かなり強気だ。

			　鑑定をしてみても、どいつもこいつも雑魚ばかりで、とてもフランを殺せる強さではない。

			　鑑定偽装などで誤魔化されている可能性もあるので、転移と念動の準備は怠らないが、動きを見る限り鑑定の結果に間違いはなさそうだ。

			　相手の強さを感じ取る程度の腕もないだろうし、フランを侮るのは理解できる。だが、今のフランはウルシに乗っているんだぞ？　こんな巨大狼に怯えずに強気な態度でいられるのはなぜだ？　こいつらの腕では、ゴブリンにさえ苦戦しそうなのに。

			　その強気を支えているのが、懐から取り出したボールのような物であるらしかった。それを構えて、ニヤニヤと笑っている。

			『フラン、ウルシ、弱い毒の霧を生み出す魔道具だ。大した魔力は感じないが、フランは念のために俺が転移させる。ウルシはリーダーっぽい奴を残して適当にぶちのめせ』

			（オン！）

			　そして、男たちが魔道具を投げた直後、フランの姿が掻き消える。

			　転移先は場所は上空だ。奴らの仲間が他にいれば探そうと思ったんだが、どうやらフランの行く手を塞いだ五人と、街道を監視していた二人だけだったらしい。

			　眼下では、毒無効を持つウルシが毒霧を物ともせず、冒険者たちを一瞬で蹴散らすのが見えた。

			　やはり雑魚だったか。

			　ウルシの下に戻ると、尻尾を振って駆け寄ってくる。

			「よしよしよしよし」

			「オウン！」

			「ん」

			　フランがムツゴロウさんばりにウルシを褒めている間に、男たちの状態を確認した。五人中三人はすでに事切れている。

			　ウルシも手加減したはずなんだが、相手が弱過ぎたようだ。残り二人も瀕死である。あと数分も放っておけば、死んでしまうだろう。

			　俺は襲ってきた男たちにヒールをかけて、延命を図る。

			　別に助けようという訳ではなく、情報を聞き出すことが目的だ。

			「おい、お前らの目的は？」

			「ひぃ……！」

			「こ、こんなの聞いてねぇ！」

			　威圧しつつ多少痛めつけると、男たちはペラペラと情報を喋ってくれた。ただし、碌な情報を持っていなかったが。

			　元々は獣人にコンプレックスを持つただのチンピラで、素性もよく分からない男に金で雇われただけらしい。その時に与えられた魔道具も、敵だけを殺す魔毒を発生させる超強力な道具だと嘘を教えられていたようだ。

			　それが全く機能せず、男たちは愕然としていた。

			　何だろうな、この使い捨て感。これだけの雑魚に、フランを襲わせる理由が分からん。命を狙っているのではなく、単なる嫌がらせなのかもしれないな。ちょっとでもフランの事を知っているなら、こいつら程度でフランが殺せるとは絶対に考えないはずだ。むしろ、失敗することが前提だったと言われる方が余程納得できる。

			　とりあえず生きている二人は町に戻って、衛兵に付き出そう。

			『にしても……』

			「どうしたの師匠？」

			『い、いや、何でもない』

			　フランが何者かに狙われているかもしれないというのに、一騒動起きてちょっと安心したというのは内緒だ。

			「町の側にいた奴らは？」

			『まだいれば捕まえよう』

			「わかった」

			　そして、俺たちは出発したばかりのグリンゴートに戻ってきた。

			「あれ、君はさっき出発した……？」

			　出発から三〇分も経っていないからな。門番兵たちもフランを覚えていたらしい。

			「ちょっと用事ができた」

			　兵士の一人がウルシの背後を覗き込む。

			「その用事って、狼に引きずられたせいでズタボロになってる、縄に結ばれたこの男たちに関してでしょうか？」

			「ん。街道で襲われた」

			「お、お怪我は？」

			「へいき」

			「馬鹿、黒雷姫殿が盗賊如きに後れを取るはずないだろ！」

			「それ、そりゃそうか」

			「しかし、この辺に盗賊とは……。昨年、獣王様によって軒並み潰されたと思ったのに」

			　兵士たちの言葉に、フランが首を振った。

			「盗賊じゃなくて、誰かに雇われた殺し屋。私を殺すように言われてた」

			「あ、暗殺者？」

			「ん」

			　フランが、毒ガスボールの残骸を取り出しながら、ことの経緯をザッと説明する。

			「し、少々お待ちください！　すぐに上の者が来ますので！　おい、応援を呼んでこい！」

			「おう！」

			　獣人国の兵士たちの行動は迅速だった。いや、フランが関わっているからかな？

			　詰め所から応援として現れた兵士たちが、手際よく暗殺者たちを抱え、どこかへと運んで行く。とりあえず牢へと捕らえるそうだ。

			　それから数分もせず、兵士長と呼ばれる人物が泡を食った様子でやって来た。

			　某妖怪漫画のネズミ男に似てると思ったら、本当に鼠族だったよ。

			　だが、その態度は誠実そうだ。

			「黒雷姫殿！　お怪我はないですか！」

			「ん。へいき」

			　フランの言葉に安堵した顔をすると、部下に状況を確認し始める。

			「そうですか。おい、賊はどうなっている？」

			「は！　牢にぶち込んであります！」

			「よし、何としても背後関係を喋らせろ！」

			「は！」

			「では黒雷姫殿はこちらへどうぞ」

			　丁重な態度で詰め所の応接室のような場所に通された。進化した目上の相手として扱ってくれているらしいな。

			「黒雷姫殿に一番良い茶をお出ししろ」

			「かしこまりました」

			　下にも置かない扱いだ。兵士長の指示通り、高級そうなお茶が出て来た。そこまでは良い。

			　だが、フランの前に置かれたこの分厚いステーキは何だ？　一瞬ツッコミ待ちかと思ったが、真面目な顔だ。

			　フランの前に座る兵士長も、ステーキを持ってきた小間使いも、早速モギュモギュとステーキをほおばっているフランも、全員が真面目な顔だった。

			　どうも、ギャグではなかったらしい。むしろ、普通のことであるようだ。

			　獣人族の底知れぬ食生活を垣間見たぜ。お茶請けに極厚ステーキとは。

			　そうやってステーキを食べつつ、兵士長に暗殺者たちと遭遇した時の状況などを詳しく説明していたら、誰かが詰め所の階段を駆け上がってくる気配があった。

			　かなり急いでいるようで、ドンドンと荒々しい足音が聞こえてくる。

			　それでも部屋に飛び込まない程度の分別は残っていたらしく、応接室の前で足を止めて扉をノックした。まあ、ガンガンガンと勢いがあり過ぎの荒っぽいノックだったが。

			「どうぞ」

			「失礼する！　おお、黒雷姫殿ですか？」

			「ん」

			「私はグリンゴートの領主を務めております！　翠山羊族のマルマーノと申します！　お見知りおきを！」

			　声がデカイな。山羊と言うが、ムキムキマッチョで肉食系にしか見えん。

			　その体つきといい、腰に吊るした武骨な剣といい、武人であるようだった。

			「兵士長、事態はどうなっている？」

			「は！　現在賊共は尋問中であります」

			「絶対にバシャールの仕業に違いない！」

			「私もそう思います。現に証拠も！」

			　証拠？　そんなものあったか？

			　兵士長の言葉に首を傾げる俺とフラン。

			　そのまま話を聞いていると、男たちが使った毒ガスを発生させる魔道具は、バシャール王国製の魔道具と思われるそうだ。形などに特徴があるらしい。

			「絶対に口を割らせろ！　犯人を逃がすな！　何せ我ら獣人の英雄たる黒雷姫殿を狙った、暗殺未遂事件なのだからな！　まことに許しがたい行為だ！」

			　いつの間に英雄扱いに？　だが、兵士長はマルマーノの言葉に大きく頷く。

			「了解であります！　それと、黒雷姫殿が賊に遭遇した場所にも、すでに兵士を派遣しました」

			「うむ。良い判断だ。町中の捜査はどうなっている？」

			「そちらも、チンピラどもがたむろしている場所を重点的に取り締まるつもりで、兵士を編成中です。ただ、バシャール王国との国境に半数を派遣しているため、人数が不足しております」

			「ちっ、ここでもバシャールか！　よし。騎士団からも人数を回そう」

			「良いのですか？　城の守備が……」

			「構わん！　これはバシャール王国から我らに売られた喧嘩である！　必ず後悔させてやるのだ！」

			　いやー、町の中を捜査して手がかりが得られるかね？　仮に暗殺者たちが単なる嫌がらせ要員だったとしたら、黒幕は奴らが負けて捕まることも織り込み済みだろう。

			　だとしたら、町に潜伏している可能性は低いと思う。俺だったらとっとと逃げ出す。

			　とはいえ、手がかりが得られる可能性もあるし、他にもバシャール王国に繋がっている人間がいるかもしれない。ここは下手なことは言わずに、捜査を続けてもらった方が良いだろう。

			　領主は捜査が済むまで町に滞在してほしい、館で持て成すと言ってきたが、急ぐ旅だと言って丁重にお断りすることにした。

			　噂の黒雷姫とぜひお近づきになりたいのだということが明らかだったからな。

			　まあ、ここの領主の場合は権力や権威を求めたのではなく、純粋に進化した相手への敬意から出た憧れに近い感情だったようだが。食事でもしながら武勇伝を聞きたかったらしい。

			　ただ、急いでいるのは確かだし、今回はごめんなさいすることにした。

			「また来てくだされ！」

			　わざわざ門まで見送りに来てくれた領主に別れを告げ、再び街道をひた走る。

			『フラン、できればこのまま真っすぐ北を目指したいが、ちょっと遠回りするぞ』

			「なんで？」

			『狙われていると分かった以上、行き先を素直に教えてやることはないからな』

			「わかった」

			『ウルシ、この先の分岐を北じゃなくて東に曲がれ』

			「オン！」

			　そして、東へ向かう街道をある程度進んだところで、森林の中へと進路をとった。後は転移や隠密を織り交ぜながら、北の街道へと戻る。

			　誰かが後を付いてくる様子はない。

			「もう撒まいたかな？」

			『多分な』

			　今の俺たちに気配を悟らせず、しかもウルシの速度に付いてこられるような相手はそうそういないだろう。というか、それだけの力があるなら普通に襲ってきた方が、暗殺の成功率は高いはずだ。

			「あれが、町の人が言ってた川？」

			『多分そうだろうな』

			「オンオン！」

			　ウルシの頑張りのおかげで、想像よりも早く進んでいるようだ。どうやら、他に通行人がいない道を全力で駆けるのが気持ちいいらしい。

			　中継地として目指していた場所がもう見えてきた。町で道を聞いた時に教えてもらった川で、間違いないだろう。

			　あの川を越えれば、シュワルツカッツェはすぐそこのはずだ。

			「師匠分かれ道」

			『グリンゴートで聞いた話では、川を渡った後は、右を進めって言ってたはずだ』

			「オン！」

			　ウルシが一切減速せず、まるでドリフトでもするかのようにカーブを鋭角に曲がる。

			『そんでもって、そのまま道なりに進めば──』

			「師匠！　あれ！」

			『おう！』

			　シュワルツカッツェへと続く細い道。その先に、背負子を背負って歩いている数人の獣人が見えた。離れていても分かる。

			　黒くてしなやかな尻尾に、頭の上に乗っかった黒い猫耳。

			『どう見ても黒猫族だな！』

			「ん！」

			　第一村人発見だ！

			　柴刈りにでも行って来たのか、全員が枯れ枝を纏まとめて背負っている。

			　早速声をかけようとしたんだが──。

			「ひぃ！」

			「化け物狼！」

			「に、逃げろ！」

			　いきなり接近したら驚かれると思って、あえて気配を殺さなかったのだが、それが逆効果だったらしい。

			　近寄ってくるウルシを見た瞬間、背を見せて逃げ出した。完璧にウルシしか目に入っていないらしい。

			　弱いと評判の種族なだけあって、立ち向かうなど毛頭も考えないようだ。背負っていた枯れ枝をぶちまけると、即座に森の中に駆けこんで行ってしまった。

			　失敗したな。せめてウルシを小さくしとくべきだった。ただ、このまま放置するのも可哀想だ。

			　巨大な狼の魔獣が徘徊していると思い込んで、怯えたままになるだろうし。

			『仕方ない。後を追って説明しよう』

			「わかった」

			『ウルシは影の中に隠れてろ』

			「オン……」

			　とりあえず背負子と枯れ枝を収納して、逃げて行った黒猫族を追う。逃げることに慣れているのか、綺麗に三方向に逃げている。

			『とりあえず一番近くにいる人の方へ行こう』

			「ん」

			　相手は戦士でも何でもない、一般人だ。

			　フランが本気で追えば、追いつくのは一瞬だった。

			　プルプルと震えながら、樹の陰にしゃがみ込んでいる。

			「ねえ」

			「ひっ！」

			　隠れていた黒猫族の男性に声をかけると、ビクンと震えて飛び上がった。

			　顔が真っ青だな。そして恐る恐る振り返った男性は、目の前にいるのが自分より年下の同族の少女だと分かると安堵の表情を浮かべ──直後に腰を抜かしてへたり込んだ。

			「し、ししし……」

			「ん？」

			「ししししし──」

			「平気？」

			「進化してる！」

			「ん」

			　やっぱり同族なだけあって、進化の衝撃は他の獣人より大きいのだろう。いや、他の獣人もフランを英雄視したりしてたけどさ。

			　男性がフランを見上げる瞳には、驚愕と畏怖の色が強かった。

			　ウルシを見て怯えていた時よりも、体の震えが酷いんじゃないか？

			「こ、ここここ……」

			「ん？」

			「こここここ──」

			「ニワトリのモノマネ？」

			「黒雷姫様でしょうか！」

			　こんな田舎の方まで情報が伝わってたのか。しかも、同種族である黒猫族同士であれば、フランがより上位の存在である黒天虎であることも分かるはずだ。

			　男はその場でオイオイと泣き出してしまった。

			「うおおおおおぉぉん！」

			「だいじょぶ？」

			「不遇と言われた我らにもついに！　ついに！　うおおおおおぉぉん！」

			（少し待つ）

			『だな』

			　フランの目が優しい。

			　同族には特別な想いがあるフランだ。ウルムットでイニーニャに出会った時もそうだったが、同族には普段以上に優しくなるらしい。

			　落ち着くまで見守っていると、我に返った男が謝り出す。

			「黒雷姫様のお手を煩わせてしまい、申し訳ありませんでした！」

			「へいき」

			「あ、ありがとうございます！」

			　その後、他の二人も迎えに行ったんだが、ほとんど同じ反応だった。黒天虎に進化していることに驚愕し、その正体に思い至り歓喜を爆発させる。

			　その後の彼らの懐きっぷりも凄かった。言い方は悪いが、ボス猫に従う子猫ちゃんのように、キラキラした目でフランを見つめていた。彼らが落としていった背負子と枯れ枝を返してやると優しいと感激し、レアな時空魔術を使えるのかと尊敬の眼差しを向けてくる。

			　言い方は悪いがメチャクチャちょろい。出会った瞬間から、憧れのスター扱いだからな。

			　ちょうど良いのでシュワルツカッツェに案内してほしいと頼むんでみると、快く引き受けてくれた。

			「じゃあ俺、先に行って皆に知らせてくる！」

			　一人がそう言って駆けだす。気が利くね。これで警戒されたりせずに村に入れそうだ。

			「そうだ、連れがいる」

			「え、そうなんですか？」

			「ん。呼んでいい？」

			「勿論です！」

			「ウルシ」

			「オンオーン！」

			「ぎゃあ！　狼ぃ！」

			　ウルシが影から出現すると、男たちがその場で腰を抜かさんばかりに驚いている。

			「ひぃいぃ！」

			　あれ？　ウルシは小さくなってるんだけどな。さっきと同じ反応だった。

			　これを見てしまうと、最弱種族と言われてしまうのもちょっと納得だ。

			　何とか彼らを宥なだめ、村に向かう。

			　道中にウルシがそこまで怖いのかと聞くと、彼らにとっては魔獣ではない狼一匹でも十分脅威なんだとか。ウルシは見るからに魔獣だし、相当恐ろしいようだ。

			「俺、みんなに驚かない様に言ってくる」

			「おねがい」

			　ここはお願いした方が良さそうだな。黒猫村がパニックになっても面倒だし。そうして、もう一人が村へ向かって走っていった。

			　残った青年と取り留めのない話をしながら、ゆっくりと村へと向かう。村の人口は三〇〇人程で、九割以上が黒猫族だという。

			　一割の他種族も、兵士や冒険者、その家族ばかりで、一般の住民はほとんどが黒猫族らしかった。

			　村の事を聞きながら歩くこと一〇分。

			「あ、見えてきましたよ！」

			「あそこがシュワルツカッツェ？」

			「はい！」

			　道の先に、高い木の壁が見えてきた。

			　田舎の村だが、それなりに立派な外壁である。

			　青年曰く、獣王が特別に造ってくれた壁なんだとか。やはり獣王は黒猫族を、というかキアラを大事にしてくれているようだ。

			　門の前には三人の黒猫族が立っていた。二人は先程まで一緒にいた男性たちだ。その間に、腰の曲がった老人がいる。

			　ウルシの説明などするまでもなく、彼の目にはフランしか見えていないようだ。

			「おお……！　おおお……！　ほ、本当に進化しておられるとは！」

			　ウルウルさせた目を見開きながら、フランの顔を凝視している。

			「だから言ったじゃないですか村長！」

			「じゃが、我ら黒猫族から進化した者が出るなど、信じられんではないか！」

			「だって、獣王様の使者殿がおっしゃってたことですよ？」

			「それでもじゃ！　お前たちは本当に信じておったのか？　心の底から？　１００パーセント？」

			「それは……」

			「いや～」

			　獣王からフランの情報は伝えられていたようだが、半信半疑だったらしい。彼ら自身にとっても、黒猫族が進化できないという事は常識だったんだろう。

			　そこにフランが現れた。

			　この世の何よりも明確な、黒猫族が進化できるという証拠である。村長たちのテンションは最高潮であった。

			　フランそっちのけで、意見を交わし始めてしまう。

			「で、では例の進化するための条件というのも？」

			「そ、そうだ！　邪人を一〇〇〇匹倒すっていうやつ！　あれ、本当ってことか！」

			「おお、眉唾だと思ってたぜ！」

			　彼らが落ち着くまで、もうちょっと時間が掛かりそうだな。

			『まあ、喜んでもらえてるみたいで良かったな』

			「ん」

			「オン」

			　数分後。

			　ようやく落ち着いた村長たちに連れられて、シュワルツカッツェに入る。

			　土下座せんばかりに謝ってくれたけど、フランは気にしていない。むしろ自分がもたらした情報で喜んでもらえて、嬉しく思っているほどだ。

			　村の中では大勢の獣人たちが待ち構えていた。入り口を囲むように、人垣が出来ている。二〇〇人以上いるだろう。

			　そして、そのほとんどが黒猫族であった。

			　フランの姿が見えた瞬間、ざわめきが起きる。もっと大騒ぎになるかと思ったんだが、思ったよりも静かだった。

			　よく見ると、ほとんどの黒猫族は目を見開いて驚愕していた。あまりの驚きに固まってしまっており、歓声を上げることさえできないらしい。

			「ああ……神様」

			「本当……だったんだ」

			「ぐす……」

			　感涙する者も多い。

			　そのまま落ち着くのを待っていたら、誰に言われるでもなく、黒猫族たちはその場で膝をつき、フランを拝み始めた。

			　両膝を地面につき、祈る様に手を胸の前で組んで、熱のこもった瞳でフランを見つめる。

			　ある意味土下座よりも上なんじゃないか？　完全に崇拝の対象になってるよな？

			　異様な雰囲気にフランも俺も困惑していると、村長が皆に声をかけた。

			「ほれほれ、黒雷姫様が困っておるじゃろ。皆のもの落ち着け」

			　その言葉で多少興奮が収まったのか、黒猫族たちは拝むのをやめる。だが相変わらずフランを取り囲んだまま熱い視線を送っていた。

			「申し訳ありませぬ。黒雷姫様」

			「ん。へいき」

			　フランがそう言った瞬間、人垣が騒めく。

			「おお、喋られたぞ！」

			「可愛らしいお声だ！」

			　いちいち反応が凄い。未だに騒めく黒猫族たちから「可愛い」「ちょー可愛い」「女神様じゃー」という声が上がっている。英雄というよりは、アイドルって言った方が良いだろうか？

			


			

			


			「では、こちらへどうぞ」

			「ん」

			　案内してくれる村長の後に付いていくと、他の黒猫族たちもゾロゾロと後に付いて来る。中にはフランと同年代の子供たちもいるんだが、話しかけてはこないようだ。その瞳のキラキラ具合からして、怖がっている訳ではなさそうなんだが。

			　ついて行った先は、村長の家のようだった。中に入ると村長が手ずから茶を用意してくれる。

			　黒猫族たちは村長の家を取り囲んでいるようだ。気配もするし、窓からのぞいている姿も見える。

			「このような物しか出せず、申し訳ありませぬ」

			「ズズ。美味しい」

			「おお！　そうですか！　いや、良かった」

			　フランの言葉に村長がホッと胸をなでおろす。薄い壁のせいで家の外の黒猫族たちにも聞こえていたらしく、「オオーッ」という歓声が上がっていた。

			　これで不味いって言ってたらどうなるんだ？　他のお茶を持って来させたんだろうか？　いや、それくらいはするかもな。それどころか、近くの町に高級茶葉を買いに行くくらいしてくれるかもしれない。とにかくフランの一挙手一投足が注目されているようだ。

			「これはこの村で穫れた茶葉でしてな。皆も喜びます」

			　何と、村で収穫したお茶だったのか。だとしたら、フランが美味しいと言って、喜ぶ気持ちも分からんでもない。大ファンの大スターが、村の特産品を美味しいと褒めてくれたんだからな。

			「して、この村に来られたのは何か目的がおありなのですか？」

			「特にない。黒猫族の村があるって聞いて、見てみたかった」

			「おお、そうなのですか！」

			　自分たちの村に興味を持ってもらえたことが嬉しいようだ。村長が笑顔でウンウンと頷いている。

			「ご滞在の間は我が家をお使いください。何分、宿などない小さな村ですので」

			「数日だから、テントでもいい」

			「いえいえ！　黒雷姫様に野宿などさせられません！　ぜひ我が家をお使いください！」

			　テントという言葉を聞いた村長が、必死に自分の家に泊まるように懇願してきた。テーブルに頭を擦りつけて、必死だ。

			「そう？　ありがとう」

			「何かご入用の物があればおっしゃって下さい」

			　それにしても、村長の対応がまるで貴族を前にしているかのようだ。

			　進化しているとは言っても、フランは平民なんだけど。むしろ、村長の方が偉いだろう。しかし、それを知ってか知らずか、村長の恭しい態度は変わらない。

			「何もない村ですが、できる限りご用意させていただきますので」

			　そう言ってはくれるが、欲しいものなんかないんだよな。むしろフランがここに来た目的は逆だ。いや、目的というほどはっきりとしたものではないだろうが、この村が困ったりしてないか心配で見に来たのだ。

			「へいき。それよりも、困ってることがあったら言って。何でもするから」

			「おお、恐れ多い事ですじゃ」

			「魔獣に困ったりしてない？」

			「はい。この辺りは魔獣が少なく、儂ら黒猫族でも安心して暮らせます。土地は肥沃ではありませぬが、危険は少ないのです」

			　気候も涼し目で、獣人からはあまり人気がない土地らしい。

			　魔獣が多少多くとも、肥沃で温暖な土地の方が、戦闘民族である獣人にとっては過ごしやすいんだろう。

			　だからこそ、獣王によってこの土地が黒猫族のために下か賜しされても、他の種族から文句が出なかったようだ。

			「ああ、では一つだけお願いがあるのですが」

			「なに？」

			「若い者に、黒雷姫様のお力を見せてやっては貰えませんでしょうか？」

			「戦闘力って事？」

			「はい。儂らのような老い先短い者たちには、今から邪人を一〇〇〇匹狩って進化するなど不可能です。ですが、若い者でしたら、もしかしたら進化にたどり着く者もおるやもしれません。そんな若者たちに、ぜひ憧れだけではなく、明確な目標を見せてやってほしいのです」

			　確かに今の黒猫族たちは、進化の方法が分かって、一種のお祭り状態になっている。

			　だが、この熱気が落ち着いた時、進化するために邪人と戦おうと決意するものがどれだけいるだろうか？

			　村の前で出会った男性たちの臆病さを見たら、それほど多くはないと思う。

			「なるほど……わかった」

			「おお！　そうですか！」

			「ん」

			　そんな風に今後の話をしていたら、外の黒猫族のざわめきが一際大きくなった。

			　何かあったのか？

			　すると、村長の家の扉が乱暴にノックされる。同時に誰かの叫びが聞こえた。

			「村長！　村長いますか！」

			　緊急事態が起きたかな？　声の主は大分焦っているようだ。

			「騒がしいぞ！　どうしたんじゃ！」

			「ああ、村長……！　ゴ、ゴブリンだ！　ゴブリンが出た！」

			「兵士さんたちがおるじゃろう？　なぜそんなに焦っておる」

			「そ、それが二〇匹以上の大集団なんだ！」

			「な、なんじゃと？」

			「今は休憩中みたいなんだが、すぐに動き出すだろう。もしかしたら、この村に来るかもしれない」

			　二〇匹と聞いて、目に見えて狼狽する村長。

			　たかが二〇匹と思ったが、小さい村なら一大事か。

			「ゴ、ゴブリンが二〇匹？」

			「終わりだ！」

			　黒猫族たちはこの世の終わりの様な反応だ。すると、フランが立ち上がって、村長に声をかける。

			「ちょうどいい。私の力を見せる」

			　その言葉を聞いた村長が、一転して明るい顔で立ち上がった。

			「お、おお！　黒雷姫様！　お、お願いできますか？」

			「ん。ついて来る人を決めて」

			「わ、分かりました！　すぐに選びます！」

			　フランの言葉に頷いた村長は、慌てて家から飛び出していった。

			


			


			　黒猫族の村、シュワルツカッツェを出発して一五分。

			　フランの後ろには、武器を持った三〇人程の黒猫族たちが付いてきていた。

			　全員が緊張した表情である。

			　普段は、魔獣に出会ったら即逃げ出す黒猫族たちだ。フランが戦うのを見ているだけとはいえ、戦場に自ら向かうなんて考えられないんだろう。

			　だが、獣人国は隣のバシャール王国と小競り合いをしているんだろ？　誰も戦場に出た経験がないのだろうか？

			　フランが尋ねると、黒猫族は戦場に呼ばれないらしい。それで他の種族は文句を言わないのか？

			「いやー、黒猫族は戦場じゃ役に立たないですから」

			「どうせ足手まといになるだけだし」

			「俺たちなんかが行っても、迷惑がられるだけですから」

			「昔は肉壁役にされたこともあったらしいけど」

			「今の獣王様になってからはそういった非人道的な作戦は禁止されてますから」

			「そうなると、本当に何もできませんからね」

			　めっちゃ卑屈だった。でも、長い間役立たずとか、雑魚とか、無能とか言われ続けてたらこうなってしまうのかもしれない。

			　獣人国なら進化を目指す戦士タイプの黒猫族もいるかと思ってたんだが……。むしろフランの両親やキアラのように、獣人国の外の黒猫族の方がアグレッシブであるらしかった。

			　獣人国で生まれ育つと進化できない、という常識を幼い頃から刷り込まれてしまうため、進化は絶対に不可能なのだと諦めてしまうんだろう。

			　ただ、全員が全員、自分たちが弱いままでいいと思っているわけではなさそうだ。今回フランに付いてきた黒猫族の中で、唯一の少女が男たちの話を不満げに聞いている。卑屈な同族たちに思うところがあるらしかった。

			「その、我ら他の獣人族も、黒猫族が戦に出て来なくても、文句はありませんから」

			　ゴブリンがいる場所まで案内をしてくれている赤犬族の兵士も、そう言って苦笑いする。

			「そうなの？」

			「前王の時代には黒猫族を奴隷扱いして、囮おとりなどに使ったこともあるらしいです。ですが、現王様になってからは、そういったこともなくなりましたし、他の獣人族の意識も大分変わりましたから」

			「ふむふむ」

			「今では、黒猫族なら仕方ないか～という感じですね」

			　その口調に、黒猫族を見下している様子は全くない。だが、黒猫族が弱いというのは彼にとっても当たり前の常識なんだろう。

			　黒猫族＝雑魚＝足手まといなら戦場に出なくても許す。そんな考えらしい。

			「いつかは、この評価を変えてやります！」

			　そう息巻くのは、先程から仲間の弱腰な態度に不満げだった少女だけである。

			「おお、えらい。えーっと──」

			「サリューシャです！　黒雷姫様！」

			「ん。がんばるサリューシャ」

			「はい！」

			　だが、そのやり取りを聞いていた犬獣人の兵士は、どこか苦笑いである。

			「かなり頑張らないと難しいと思いますよ。そりゃあ、黒雷姫殿を見た後では、我らの考えも少々変わりましたが……」

			　とはいえ、フランはイレギュラーみたいな物だからな。獣人全体の意識が一気に変わることはないだろう。フランやキアラが特別なだけだと思われ、黒猫族への評価は今までのままなのだ。

			「そう……」

			　フランが残念そうに呟く。

			　まあ、こればかりは地道に認識を変えていくしかないだろう。

			　そうして周囲を警戒しつつ歩いていると、前方の岩場にゴブリンの気配があった。

			　村の周辺は広い荒野と、小さな森がまばらに点在するような地形になっている。森の周辺は土地が豊かなのではないかと思ったが、どうやらその森が周辺の栄養を吸ってしまうため、土地が痩せたままであるらしい。

			　伐採開墾をしたいそうだが、人手も足りず、細々と森を切り拓きながら畑を広げているそうだ。

			　そして、村の北は特に土地が痩せており、高い木がほとんど生えていなかった。

			　灌かん木ぼくや草が僅かに生える、正に荒野だ。

			　実は、この荒野を越えてさらに北に行くと豊かな土地があるらしい。だが、魔獣も多く生息しているうえ、冬の寒さが相当厳しく、開拓が困難な場所であるという。

			「あそこです！」

			「ふむ」

			　ゴブリンたちの現在位置は、村から真北に二〇分ほど行った場所にある岩場だった。

			　地球であれば観光名所にでもなりそうな、奇岩群が荒野に姿を連ねている。

			　その奇岩の陰に隠れながら、ゴブリンを観察する。

			　確かに、案内の男性が指差した先には、二〇匹のゴブリンが奇岩の間を歩いていた。すでに休憩は終わったらしい。

			　その足は南を向いており、このままでは村に接近されてしまうだろう。

			　だが、ちょっと変だな。装備が妙に良い。今まで戦って来たゴブリンは、ほとんどが腰布に木の棒。精々が冒険者から奪った革の鎧くらいだった。

			　だが、目の前のゴブリンたちは、ほとんどが鉄製の武具を身に着けていたのだ。過去に見たゴブリンの中では、ゴブリンダンジョンで戦ったホブゴブリンに近い装備だろう。

			　この辺にダンジョンがあるなんて聞いたことがないぞ？

			　だが、案内役の男性の言葉で疑問が氷解する。

			「どこかの傭兵団か何かから装備を奪ったんでしょうね」

			「ゴブリン如きが？」

			「これが全部とは限りませんし、何らかの理由で全滅した傭兵団から装備だけを拝借した可能性もありますから」

			「なるほど」

			　言われてみると装備には統一感があり、傭兵団や、兵士団などから一式奪ったんだろうと思われた。

			『まあ、装備が整っているとはいえ普通のゴブリンたちだし、周辺に他のゴブリンがいる気配もない。あれなら問題ないだろう』

			「ん。じゃあ、私が行くから、皆はとりあえず見てて」

			　フランが同行者たちにそう伝えると、皆心配そうな顔でフランを見た。それはフランが負けるとかそういう心配ではなく、戦場で置いていかれる恐怖のようだ。

			「大丈夫、ウルシがいる」

			「オン！」

			　魔獣であるウルシだが、道中で皆に愛嬌を振りまいたおかげで、黒猫族から受け入れられている。

			　彼らもその存在を思い出したらしい。一様にホッとした顔をした。

			　いくら弱い黒猫族たちでも、ウルシがゴブリン以上の魔獣であることは薄々感づいているんだろう。

			「すぐ戻る」

			「は、はい」

			「お気を付けて」

			「み、見てます！」

			　黒猫族たちの声援を背に、フランは岩の陰から飛び出した。

			　そのまま気配を消し、ゆっくりとゴブリンに近づいていく。まあ、フランにしては、だけどね。黒猫族たちからは目にも留まらぬ速さに見えているだろう。

			　本気を出せば五秒もかからず殲滅できるんだが、今回は進化した黒猫族としての力を見せる事が目的だ。速過ぎてはダメなのである。

			「覚醒──閃華迅雷！」

			『そっちまで使っちゃうか？』

			「こっちの方がかっこいいから」

			『あー、かっこよさは重要だよな』

			「ん」

			　格好良ければ、憧れる黒猫族も増えるかもしれない。それで、進化を目指そうと考える者が出るかもしれないのだ。

			「師匠、まずは剣でいく」

			『おう』

			　派手に雷が立ち昇ったことで、ゴブリンたちはすでにフランに気づいていた。

			　こちらを睨みつけながら、ギャアギャアと騒いでいる。

			　だが、フランは立ち止まることなく、駆け足のまま飛び上がった。

			「はぁ！」

			　フランは空中で俺を抜き放つと、まずは近場のゴブリンにゆっくりと斬り掛かる。あまりにも一瞬では観客もポカーンなので、彼らにもかろうじて見える程度の速さだ。そのままの勢いで三匹を斬り捨てた。

			　その時点でゴブリンたちはフランを強敵と認識し、全員で向かってきた。この辺の判断は、ゴブリンにしては的確だ。

			　だが、フランは全ての攻撃を避け、受け流す。

			　黒猫族たちからは、黒い雷を伴った美しい演舞を踊っているように見えるだろうな。

			　カウンターで三匹を斬り殺した時点で、ゴブリンたちが混乱し始めた。どうやら気づかぬうちにリーダー格を倒してしまったようだ。

			『次は魔術か？』

			「ん。派手なのいく」

			『おう！』　

			　逃げるか立ち向かうか迷っているゴブリンたちに、火魔術が降り注いだ。派手さを重視して、爆炎の上がるトライエクスプロージョンを撃ってみた。凄まじい爆発と共に炎が立ち昇り、直撃を受けたゴブリンの体が半分ほど吹き飛び、残った部分も黒焦げだ。

			　派手だし、黒猫族へのアピールはバッチリだろう。

			　ゴブリンたちは勝ち目がないとはっきり理解したようだ。残党がこちらに背を向けて逃げ出そうとした。だが、シュワルツカッツェの安寧のためにも、フランの強さを見せつけるためにも、逃がすわけにはいかない。

			「スタン・ボルト、スタン・ボルト、スタン・ボルト」

			「ギャアオオオ！」

			「ギョアァオ！」

			　フランが雷鳴魔術を連発した。弾ける電撃がゴブリンたちの命を奪わずに、その体を麻痺させて自由を奪う。

			『殺さなかったのか？』

			「ん。皆を呼んで、止めを刺させる」

			『なるほど』

			　あの臆病な黒猫族たちに自信を付けさせるには良い手かもしれない。

			『じゃあ、呼ぶか』

			「ん」

			　問題は、あの野性をどこかに置き忘れて来た感じの、ナヨッとした黒猫族たちがゴブリンを殺せるかどうかだが……。

			　とりあえずやらせてみれば分かるか。

			　フランが、遠くから見守っている黒猫族を呼びに戻る。

			「おお！　黒雷姫様！　ど、どうですじゃ？」

			「バッチリ。みんな、来て」

			「は、はい」

			「わかりました」

			　黒猫族たちはフランの言葉に素直に従って、後について歩き出す。

			　そして、　興奮した面持ちで、ゴブリンの死体を観察していた。

			「す、すごい！」

			「さすがです！」

			「進化すげー！」

			　自分も進化を目指すかどうかはともかくとして、彼らがフランの力を目の当たりにして進化に対する憧れを強めたことは確かだろう。

			「いやー、さすがですね」

			　案内役の赤犬族の男性はさすがに兵士なだけあって、ゴブリンの死体を見ても落ち着いている。ただその尻尾がブンブンと振られ、フランの強さに対する興奮はあるようだ。黒猫族たちと同じような憧れのこもった瞳でフランを見ている。

			　だが、黒猫族の興奮もそこまでだった。

			「ひえぇ！　このゴブリン、まだ生きてる！」

			「ええ？　うわ、本当だ！」

			「ぎゃぁぁ！」

			　倒れているゴブリンの胸が上下するのに気付いた一人が、大きな悲鳴を上げる。すると、他の黒猫族たちもゴブリンの一部がまだ息をしていることに気付いて、顔を青ざめさせた。

			　しかし、フランはそれに構わず、皆にゴブリンを殺すように促す。

			「持ってる武器で、こいつらに止めを刺す」

			「え？」

			「皆がこいつらを殺す」

			「ええ？」

			「なんで？」

			「な、何のためにですか？」

			　まあ、混乱するよな。

			「ゴブリンを殺して邪人を殺すことに慣れる。一回殺やれば、自信もつく」

			　その説明を聞いて動き出したのは、サリューシャだけであった。一人進み出て、ゴブリンを睨みつけながら武器を構える。

			　しかし、他の者たちが動く気配はない。まあ、今まで武器さえまともに握ったことがないだろうしな。狩猟や防衛のためではない、殺すための暴力は振るったこともないだろう。躊躇うのは分かる。

			　だが、フランは容赦しない。

			「早くしないと、麻痺が解けるよ？」

			「ひぃっ！」

			「じゃあ、右端の三人。出る」

			「いや、でも……」

			「き、今日じゃなくてもいいんじゃないかな～って思うんですけど」

			「そ、そうそう」

			　決心がつかないのか、指名された三人の青年たちは何やかやと言い訳して、前に出ようとはしない。

			　邪神の配下である、邪～という奴らを総称して邪人と言うらしいが、こいつらは一般人にとっても世界の敵だ。殺すこと自体には忌避感はないはずなんだが……。

			　ゴブリンを殺すことがというよりは、武器を振るう事に慣れていないんだろう。

			　しかし、フランはスパルタだった。

			　というよりも、放浪冒険者の子供として生まれ、その後は非合法奴隷として厳しい幼少期を過ごしたフランにとって、敵を殺せないという心情が理解できないんだろう。敵は殺せる時に殺しておけ、むしろ敵になりそうだったら殺っちゃう？　くらいのノリだからね。

			「ダメ。今やる」

			「でも──」

			「む、ゴブリンの麻痺が解けそう」

			「ひぃい！」

			「早くする」

			「分かりました！」

			　サリューシャが多少怯えながらも、武器を振り上げた。やる気はあっても、恐怖心まで消えるわけではない。ゴブリンを前に、多少の恐怖心が湧いて出てしまったのだろう。それでも、未だにグダグダ言っている男たちよりははるかに勇敢だが。

			「たあああ！」

			　サリューシャが振り下ろした剣が、ゴブリンの腹を浅く斬り裂いた。女性が初めて振るったにしては、まあまあなんじゃないか？　少なくとも、腰が引けてはいない。

			「サリューシャはオッケー。そっちの三人もやる」

			「ああ、何でこんなことに！」

			「や、やるしかない！」

			「くそぉ！」

			　フランが一切妥協する気がないのが伝わったんだろう。

			　三人も武器を構えて、恐る恐るゴブリンに振り下ろした。武器スキルもない、腰も入っていないヘナチョコの一撃だ。ペシンという気の抜けた音がした。

			　これではゴブリンが相手であっても、命を奪えるはずもない。斬られたことに対する防衛反応によってビクンと痙攣するゴブリン。

			　それを見た三人は、情けない悲鳴を上げてその場から飛びのいた。

			　逃げる時だったら速く動けるじゃないか。

			「もっと腰を入れる」

			「で、でも～」

			「もう一度。こうして、こう」

			　フランが剣の振り方を示してみせる。

			「は、はい……」

			「うう……」

			「もう嫌だー！」

			　フランの圧力に自棄になった三人は、先程よりも力の籠った攻撃をゴブリンに浴びせた。今度はきちんと頭や腹を狙っているし、一発でやめないで数度振り下ろしている。

			「はぁはぁ……」

			「どうだ？」

			「やった……のか？」

			　ゴブリンの死体は結構酷い状況だが、アドレナリンが出ているせいか三人がそれを見て気持ち悪くなるような様子はない。むしろ、見学している黒猫族の何人かが、口を押さえてうずくまってしまった。

			「よくやった。ゴブリンを殺した」

			「「「おおお！」」」

			　フランの言葉に、三人は頬を紅潮させて雄叫びを上げた。邪人を殺したという事実に興奮しているんだろう。

			　だが、調子に乗り過ぎないように、釘を刺すことも忘れない。

			「無抵抗のゴブリンを殺すのに、三人がかりで一〇回も攻撃が必要だった。雑魚のゴブリンだったら、一撃で殺せる様にならないとダメ」

			「う、そうですか……」

			「そうだよな」

			「俺たち、何浮かれてるんだろう」

			「でも、初めてにしては悪くなかった。訓練をしてスキルを得れば、ゴブリン程度には後れを取らなくなる」

			「「「はい！」」」

			　いい飴と鞭だ。上げられて下げられて、三人は完全にフランに心服したな。まあ、元々フランを崇拝していたけど、今はちょっとした洗脳レベルかも？

			　ただ、黒猫族の青年たちに、自信と目標を植え付けることはできたようだ。実際に進化を目指そうとするかは分からないけど。

			「サリューシャは剣を振ることに慣れれば、きっといい戦士になる」

			「本当ですか？」

			「ん」

			「ありがとうございます！」

			「じゃあ、次の三人」

			「は、はい！」

			　その後、フランは全ての黒猫族の若者たちにゴブリン殺しを経験させていった。皆もっとグズるかと思ったんだが、フランに声をかけられればすぐに前に出てきた。フランの視線の圧力は凄いからな。それに、仲間がやっているのを見て、多少覚悟ができたというのも大きいだろう。

			　レベルが上がった者もおり、若者たちは静かな興奮に包まれている。

			　村に戻ったら早速鍛錬を始めようと話している者もおり、フランの目論見は成功したようだった。

			　中にはどうしても戦いに慣れることができず、終始腰が引けた者もいたので、全員がとはならないだろう。だが、成果としては十分だ。

			「ん。この辺にはもう魔獣はいないから、村に戻る」

			「分かりました。この死体はどうされますか？」

			「とりあえず仕舞っとく」

			　フランは全てのゴブリンを次元収納に仕舞うと、皆を先導して帰路へとつくのだった。

			　村に戻る道中も、黒猫族たちは熱のこもった会話を交わしている。

			　どこに行けば邪人が狩れるか、真剣に相談しているらしい。この辺で邪人はほとんど見ないから、王都の近くまで行かないとダメだとか、いっそジルバード大陸に渡ろうかなどと話し合っている。

			　やる気があるのは良い事なんだが、何か心配だな。邪人を狩るために無茶して、あっさり死んじゃわないよな。

			　少し彼らを煽り過ぎたんじゃなかろうか？

			『フラン、この村に滞在して少し鍛えてやった方がいいんじゃないか？』

			（それだと、王都のオークションに間に合わなくなる）

			　俺の言葉に、フランはフルフルと首を振った。

			『そうだけど、こっちだって心配じゃないか』

			（ダメ、約束は守る）

			『約束って言っても、ガルス爺さんが手紙で一方的に指定して来たんだぞ？　約束って言うほどじゃないだろ？』

			（それでもダメ）

			『まあ、フランがそう言うならいいけど』

			　こういうところは頑固だな。決めたことは絶対に曲げないんだ。まあ、そういうところもフランの魅力なんだが。

			　黒猫族の村に戻ると、ゴブリン退治に行った黒猫族たちが、村に残っていた同胞たちに事の顛末を興奮気味に語って聞かせ始めた。

			　フランの凄さと、自分たちがゴブリンを殺したということを、かなり自慢げに語っている。

			　村長はそんな若者たちの姿を見て、深々と頭を下げた。

			「黒雷姫様、ありがとうございました」

			「大したことはしてない」

			「儂らにとっては、偉大な行いです。貴女が同胞でどれだけ誇らしいか……。ありがとうございました」

			　フランは村長に頷き返すと、収納してあったゴブリンの武具を取り出す。図らずしも手に入った、綺麗な鉄製武具だ。俺たちには全く必要ないが、駆け出し冒険者であれば十分な装備だろう。

			「これ、いる？」

			「いる、とはどういうことですか？」

			「私はいらない」

			「い、頂けるのですか？　売ればそれなりの金額になると思いますが」

			「はした金だから。これでも結構稼いでる」

			「おお、ありがとうございます！　これは村の若者たちに使わせようと思います」

			「ん。じゃあ、これもあげる」

			「こ。これは……！」

			　それは次元収納の肥やしになっていた大量の武具だった。各地でゴブリンや盗賊、海賊から奪った品々である。魔物の素材と違い、わざわざ武具屋に持ち込まなくてはならないうえ、個別には非常に安いため、売らずに次元収納に溜まり続けていたのだ。

			　ほとんどは壊れているし、このままだと使用できない。だが、ある程度修復すれば使える物もあるはずだ。修復不能な武器は溶かしてしまえばいいし、革は状態が良いものを切り張りすればいい。

			「私には必要ない。処分するのも面倒だから、引き取ってくれると助かる」

			「お、おお！　ぜひ引き取らせて頂きますぞ！」

			「助かる」

			「いえいえ」

			　フランの素直な言葉を、自分たちに武具を渡すための心遣いとでも思ったのか、村長が潤んだ瞳で言葉を返している。本当に要らないだけなんだけどね。

			「皆の者！　黒雷姫様に、村を守っていただいただけではなく、これほどの武具をいただいたぞ！」

			「おお～！」

			「さすが黒雷姫様！」

			「すげー！」

			「今宵は歓迎の宴じゃぁ！」

			「「「うおおおおおお！」」」

			　村長の宴宣言を聞いて、村人たちが一斉に散らばっていく。

			　決して裕福な暮らしをしているわけじゃないだろうし、無理をしてほしくはないんだが──。

			『これは断れそうもないな』

			（楽しみ）

			（オン！）

			　二人が期待しているような御馳走は出ないと思うけどね？

			


			


			　そして夜。

			　フランの歓迎会が開かれていた。

			「ささ、黒雷姫様。乾杯の音頭をお願い致します」

			「？」

			『とりあえず乾杯って言っておけばいい』

			「ん、かんぱい」

			「「「かんぱ～い！」」」

			　全員が天高く杯を突き上げると、最初の一杯を勢いよく飲み干す。

			　これがこの地方での作法なんだろう。

			　フランもジュースを一気飲みしている。

			　上座に座るフランの前には、大量の料理が並べられていた。

			　最初は村の備蓄庫を開放してくれようとしたんだが、土地が痩せていて作物が育たないと聞いた後だ。さすがにそれは止めておいた。

			　むしろ、次元収納から肉と野菜を提供したのだ。肉は色々と取り揃えてあるし、野菜はいつか料理に使うために各地で買い揃えてある。魚の切り身や鳥の卵、米や小麦粉などの穀類もだ。

			　最初はここまでしていただくのは心苦しいと断られてしまったが、次元収納の掃除に協力してほしいと強引に押し付けた。

			　一人じゃ消費しきれなくて困ってると言ったら、また村長が咽むせび泣いてたな。元々高かったフランの株が、ストップ高する勢いで上昇している気がする。

			　奥さん方には黒猫族に伝わる煮込み料理のレシピなども教えてもらった。味自体は大したことがないんだが、黒猫族に伝わる不思議な形の竈かまどを使って作るらしい。

			　壁の分厚い、バランスボールくらいの球形の釜だ。中で料理を作りつつ、部屋を暖める効果もあるんだとか。そして、短時間で料理が柔らかくなるらしい。多分、遠赤外線効果とか、そんな感じのものがあるんだろう。

			　そんな特殊な竈で作るのが、肉と数種類の根菜を、塩と発酵調味料で味付けしてトロトロになるまで煮込んだ黒猫煮込みである。

			　発酵調味料は醤油っぽい味がするらしいので、地球の和風煮込みに似た味がするようだ。その内これを改良して、美味しいものをフランに食べさせてやろう。こちらからは骨と野菜で出汁を取る方法を教えておいた。

			　美味しい料理が大量に供され、宴会は大盛り上がりだ。

			　最初はフランを崇めつつ、大事な時に神に捧げる歌や踊りを披露してかなり厳かな雰囲気の宴だったのだが、酒が入るにつれてだんだんと盛り上がり始めた。

			　一時間もすれば、完全にお祭り騒ぎである。

			　酒を酌み交わす者、調子外れの歌を歌う者、神秘的とは程遠い踊りを狂ったように踊る者。様々だ。

			　それでもフランへの感謝は忘れていないらしい。フランの周囲には常に人垣ができている。

			　皆、一言フランへお礼が言いたいようだった。

			　短い言葉で礼を言っては、離れて行く。だが、一向に人は減らない。むしろ順番待ちに我慢できなくなった者たちが酒の勢いで突進してくるせいで、人がどんどん増えていた。

			『フラン、大丈夫か？』

			（ん。へいき）

			　むしろ嬉しそうだ。そうだよな。フランにとったら、こんな光景が夢だったはずなんだ。

			　大勢の黒猫族が笑顔で笑い合う宴。その中心にいる自分。

			　フランの表情はあまり変わらないが、本当に嬉しそうだ。

			　やっぱりフランはこの村に留まるのが良いと思うんだけどな……。でも、フランは自分の考えを変えはしないだろう。数日後には旅立つと言い始めるはずだ。

			　なら、この村にいる間は、同胞たちと笑い合いながら、楽しい時間を過ごしてほしかった。

			


			


			　宴会の翌日。

			　少し遅めに起きたフランは、朝食をしっかり食べた後に村の中を見て回っていた。

			　皆がフランを見つけると大きく頭を下げる。もしくは拝む。特に老人は跪ひざまずいて拝むのだ。本当に崇拝対象になっているらしい。

			『長閑のどかな村だな』

			「ん。畑ばっかり」

			　いわゆる農村であるようで、多くの黒猫族たちが畑を耕している。狩猟の類はほとんどしておらず、肉類は行商から僅かに入手しているらしい。草食系猫獣人か……。

			　特に若者たちの弱々しさは、厳しい土地で生きていけるのか心配になるほどだ。

			　ある年齢以上の黒猫族たちは前王の時代を経験しており、戦場で囮や肉壁にされた時に少しでも生き残るために、体を鍛える者も多かったらしい。

			　だが、戦場に出ずともよく、それでいて自分たちは弱いと刷り込まれている現代の若者たちは、最初から強くなることを諦めてしまっている。

			　畑を耕してのんびり暮らすのが染みついてしまっているのだ。昨日のゴブリン殺戮ツアーの経験者であればともかく、それ以外の黒猫族が進化を目指すようには思えなかった。

			　そもそも、邪人を一〇〇〇匹倒しただけじゃ進化はできない。進化できないように嵌はめられていた枷かせが外れるだけだ。そこからさらにレベルを45まで上げなくてはならなかった。

			　黒猫族たちに、そこまで戦う気概があるとも思えない。

			　だが、フランは心配していないらしい。というか、俺みたいに短いスパンでは考えていないようだ。フランも黒猫族だからな。彼らがすぐには変わらないと分かっているんだろう。

			　むしろ、今から始めて何年、何十年後に進化する者が現れ始める。そのくらいに考えているらしい。

			「でも、一つやっておきたいこともある」

			『何だ？』

			「魔術の修行法を伝えておきたい」

			『なるほどな』

			　進化するだけなら、邪人を一〇〇〇匹狩って、レベルをマックスにすればいい。だが、黒天虎に至るためには、魔力と敏捷が高く、雷鳴魔術を使えなくてはならない。

			　魔力と敏捷は個人の鍛え方によるから何とかなるだろう。だが、雷鳴魔術はかなり難しい。火魔術と風魔術が高レベルで、かつ雷鳴魔術の素質がなければ開花しないのだ。

			　それでも、幼い頃から修行していけば、覚えることができる者も出てくるはずだった。だったらその修行法を黒猫族たちに広めるのは、悪い事ではないだろう。

			『いいんじゃないか？』

			　魔術の修行に関しては、アマンダに一通り聞いたことがある。実践も交えて伝えることはできるはずだ。

			　フランは村長を探して村を回った。そして、何やら若者数人と真剣な顔で話をしている村長を発見する。

			「村長。おはよう」

			「おお、黒雷姫様おはようございます」

			「どうしたの？」

			「いえ、この者たちが鍛えたいと言っておりましてな。どうするか相談しておったのですじゃ」

			　若者たちには見覚えがある。昨日、フランと共にゴブリン退治に出かけた中にいたはずだ。

			「お、俺たち強くなりたいんです！」

			「進化できるか分からないけど、もう逃げるだけなのは嫌なんです」

			「せめて自分たちの身が守れるくらいにはなりたいと思って……」

			　そうかそうか、フランのやったことは無駄にならなかったか。

			　気合十分な若者たちの言葉に、フランはコクコクと頷いた。皆がやる気になってくれて、嬉しいんだろう。

			　そして、口を開く。

			「わかった。じゃあ、ちょうどいい話がある」

			「もしかして鍛えてくださるんですか？」

			「似たようなもの？　魔術の修行方法を教える」

			「おお！　真まことですか！」

			　大昔だったらいざ知らず、現在では魔術の修行法などすっかり失われているようだ。それに、自分たちが魔術を使えるなどとは夢にも思っていなかったらしい。

			　全員が嬉しさ半分、疑念半分といった表情をしている。

			「わ、儂らにも魔術が使えますでしょうか？」

			「多分。素質がある人はいるはず」

			「おお、そうなのですか」

			「ん。特に火と風の素質が高いと思う」

			　まあ、種族の特性として、雷鳴の素質も高いだろう。ということは、火と風の素質が高い者も多いはずだった。

			「村に、魔術が使える人はいない？」

			「生憎と……」

			　そいつに修行法を伝えられれば手っ取り早いんだが……。こんな田舎の村に魔術師などいるはずがないという回答だった。

			　魔術が使えれば色々なところで引く手数多だろうからな。

			「じゃあ、人を集めて」

			「わ、わかりました！　早速集めてまいりますじゃ！」

			「あ──」

			　畑仕事が終わってからでいいと言おうとしたんだが、すでに村長が走り出していった後だった。

			　一〇分後。

			　集まった二〇〇人近い黒猫族たちは全員が体育座りをして、期待の籠った眼差しでフランを見つめている。どうしても仕事から離れらないもの以外を、全員集めてきたらしい。一番前にはサリューシャの姿もあった。

			　フランがその前に立って、彼らの顔を見回す。

			『やる気満々だな。この分なら、期待できそうだ』

			「ん！　じゃあ、修行の仕方を教える」

			「「「はい！」」」

			「まずは火魔術の修行方法から」

			　そうして、フランは魔術の修行方法を語り出した。まあ、以前アマンダに教わった事そのままだが。

			　毎日火を扱い、火に近寄り、火を見て、火傷やけど覚悟で火に触れる。そうして火のイメージを自らに叩き込み、火を夢に見るようになれば、火魔術を習得できる。

			　その説明を聞いた黒猫族たちはシーンとしてしまった。あまりの荒行っぷりに言葉が出ないんだろう。

			　やる気はあっても、ここまで厳しいとは考えていなかったらしい。

			　しわぶき一つ立たない静かな広場で、意を決したように村長が口を開いた。

			「そ、その修行を行えば、火魔術を習得できるのですな？」

			「ん。素質さえあれば」

			　フランが頷くと、村長も間髪容れず頷き返す。

			「分かりました。早速修行の場を用意させましょう」

			　村長の声を聞いた村人たちも、一斉に覚悟を決めたらしい。今まで以上に真剣な顔になった。

			　おお、凄いな。信じてもらうためにもっと長々と説明する必要があるかと思ったのに、彼らはフランの言葉を信じたようだ。

			　自分たちが修行に耐えられるかという心配はしていても、その修行に効果があるかどうかという心配は一切していない。改めてフランへの信奉ぶりを目の当たりにしたぜ。

			「じゃあ、次は風魔術の修行について」

			　フランによる魔術講座は淡々と、それでいて参加者たちの異常な熱気と共に進んでいく。　

			　口頭での説明が終われば、次は実践である。

			　集まった黒猫族たちは、松明や団扇を使い、火と風を感じようと頑張っている。

			「あちちちち！」

			「サリューシャちゃん無理し過ぎだよ」

			「いいのよ！　これくらい無茶しなきゃ、魔術なんて使えるようにはならないわよ！」

			　サリューシャが火に手を近づけ過ぎて、軽い火傷を負っている。だが、彼女の言う通り、火魔術を習得するにはそれくらいの無茶が必要だろう。ここは止めずに、見守ることにした。

			　一応、水と土に関してもレクチャーはしておいたので、そのうち魔術を使える黒猫族が出てくるだろう。だが、俺はもう一つ重要なことに気づいた。

			『なあ、そう言えば魔力操作も必要なんじゃないか？』

			　アマンダは魔力操作を覚えたら魔術も身に付く可能性があると言っていた。

			　だが、魔力を感じたこともない黒猫族たちに、魔力を操ることなどできるのだろうか？　炎や風に含まれるごく微量な自然の魔力を感じ取っているだけで、魔力操作が簡単に身に付くとも思えない。

			『魔力操作を習得するための方法を何か考えないとだめかもしれん』

			（どうすればいい？）

			『そうだな──』

			　俺たちは、可能性がありそうな方法を相談し合う。

			『──ってな感じかね？』

			「ふむ……。村長」

			「はい、何ですかな？」

			「ん。ちょっとそこに立って」

			「分かりました」

			　フランに呼ばれた村長が、指示されるがままにフランの前に立つ。そんな村長にフランが手の平をかざし、軽く集中した。

			「お、おお？　何か変な感じが……」

			「ん。村長の中にある魔力を、私の魔力で動かした」

			　魔力操作を使い、村長の体内魔力に干渉してみたのだが、上手くいったようだ。

			　軽くかき混ぜる程度はできるらしい。

			「分かる？」

			　村長が興奮気味に叫ぶ。

			「何となくですが……何かが起きておることは分かりますぞ！」

			「ん。それが魔力」

			「なるほど！」

			　この方法は悪くなさそうだ。

			「じゃあ、他の人も並べて」

			「分かりましたぞ！　皆の者！　こちらへ来るんじゃ！」

			　村長に言われた黒猫族たちが、二列になってフランの前に並んだ。一糸乱れぬ整列だ。

			　そして、俺とフランが一人ずつ彼らの体内魔力を動かして、魔力の感覚を教えていった。まあ、見た目はフランが一人でやっているようにしか見えないだろうが。

			　全員に魔力操作を行うのは少々時間がかかってしまったが、どうせ他にやることもないし、黒猫族のためだ。どこまで役に立つかは分からないが、全く魔力の感覚が分からないよりはマシだろうしな。

			「黒雷姫様、ありがとうございました」

			「大したことはしてない」

			「そんなことはありません！　進化だけではなく、魔術に関してもご教授頂き、どれだけ感謝してもしたりませぬ！」

			　魔術の習得方法というのは、普通は門外不出とか、秘伝にされる類の情報だ。それを惜しげもなく披露したフランの株が、再び急上昇しているんだろう。

			　村長の感謝の言葉に合わせて、周りの黒猫族たちも一斉に頷いている。

			　また、皆がさっそく魔術の修行を始める中、剣の扱い方を質問してくる者もおり、臨時の剣術講座まで始まってしまった。

			　握り方や振り方、鍛錬の仕方などを教えてやる。この大陸に渡ってくる時に、新人たちを指導してやった経験が生きているようだ。あの時よりも教え方が様になっていた。

			　魔術だけではなく、剣の扱い方まで教えたことで、フラン株はもはやストップ高である。

			　今なら村長になりたいって言えば、簡単になれてしまうかもしれん。村長でさえ歓迎してくれそうだった。

			「できれば我が村を長として導いてもらいたいくらいですが……」

			「数日で出てく」

			「そうですか……」

			　なれてしまうかもじゃなくて、本当に村長になって欲しいと思われていた！

			　フランに断られて、村長も皆も全員が残念そうな顔だ。

			「いる間は、何でも言って」

			「おお、恐れ多い事ですじゃ」

			　またも拝まれてしまった。この状況で平然としていられるフランを改めて尊敬するね。最初は少し驚いていたんだが、もう慣れてしまったのだろう。

			　その後、再び魔術の修行をしている最中だった。

			「そ、村長！」

			「む、どうしたのじゃ」

			　赤犬族の兵士が広場に駆けこんできた。

			　荒い息をしており、何か緊急事態が起きたのだと一発で分かる。

			「またゴブリンが出た！」

			「何と！　またか？　数は？」

			「今度は一〇匹だ。だが、おかしい」

			「うむ。これ程立て続けにゴブリンが現れるとは……」

			　ゴブリンなんて、どこにでもいるだろ？　繁殖力も高いし、何を驚いているんだ？

			　フランが質問したら、そもそもこの辺りは邪人の数が少ないのだという。

			　この村で生まれ育った若者の中には、昨日初めて見たと言う者も多かった。なのに、二日連続でゴブリンが出没したのだ。これは異常事態と言って良かった。

			「どこからか群れが流れてきたのかもしれない」

			「うむ。キングがいたら厄介じゃな」

			「ああ。巣を探さないと……」

			　昨日は二〇匹でも絶望を漂わせていたのだ。より多くのゴブリンがいるかもしれないとなったら、本当に村存続の危機だった。

			　まあ、今はフランがいるから平気なのだが。

			　このタイミングで村に来られて、本当にラッキーだった。

			「村長、私がこの辺を探す」

			「お、お願いできますか？」

			「ん。でも、今度は皆を連れて行けない」

			「分かっております。足手まといですからな」

			　村長は黒猫族を守りながらの戦闘が厳しいのだと考えたようだ。だが、彼らを連れて行けない理由は少し違う。

			　今の俺たちなら、一〇〇程度のゴブリンを殲滅するのに一〇分もかからない。黒猫族たちを守りながらでもだ。

			　ただ、ゴブリンの巣を探すのには速く移動できないと時間がかかるし、空間跳躍なども使いたい。その時に、ノロノロ動かれると邪魔なのだ。

			　なので、今回は俺たちだけで動く方が良いと判断したのだった。

			　ゴブリンどもはゴキブリのように凄まじい速さで増えていく。その巣なんて、できるだけ早く潰さないといけないのだ。

			「新しいゴブリンの群れはどこ？」

			「ぜ、前回と同じ場所です」

			「わかった。皆は村から出ないで。村の外にいる人もすぐに呼び戻して」

			「はい！　分かりました！」

			　こういう時に素直に言う事を聞いてくれるのは有り難い。安心してゴブリン退治に行けるのだ。

			「じゃあ、行って来る」

			「御武運を！」

			「ん」

			　どうでもいいけど、御武運って言葉がゴブ運と聞こえてしょうがない。まあ、ゴブリンの巣を探したいわけだし、ゴブ運でも間違ってないんだが。

			『さて、ゴブリンの巣が簡単に見つかればいいんだけどな』

			「ん」

			　俺たちはすぐに村を出発した。

			　気配を消しながら、目撃地点へと走る。

			（師匠、巣をどうやって探す？）

			『気配を探すか、ゴブリンの後をつけるかだな』

			（なるほど）

			『とりあえずウルシは別行動で、この辺に巣がないか探してくれ』

			（オン！）

			　ウルシの鼻なら、臭いで巣を発見できるかもしれん。

			『俺たちは、ゴブリンを叩くぞ』

			（ん）

			『で、何匹かわざと逃がして、巣に案内させるんだ』

			（わかった）

			　ゴブリンたちがたむろしている場所にはすぐにたどり着いた。

			　報告通り、前回ゴブリンたちを倒した岩場だ。

			（あれ、何してる？）

			『ふむ……』

			（休憩？）

			『いや、それにしては何か変だ』

			　しきりに岩場を調べている様に見える。ゴブリンが何をやっているんだ？

			　それと、もう一点おかしなことがある。このゴブリンたちも、前回倒したゴブリンと同じように武装をしていたのだ。

			　いや、同じようにというか、全く同じ装備だ。

			　前回の奴らと同じ群れであることは確かだろう。しかし、鑑定してみると、前回のゴブリンたちよりも弱い。数も少ないし、下っ端であるようだった。

			　だが、群れの末端にいたるまで、これだけ綺麗な装備で身を固めるなんて、あり得るのか？

			　近寄って観察してみる。

			　やはりゴブリンたちは岩場を調べているようだ。岩をひっくり返したり、血痕を調べたりしている。しかも妙に統制がとれている気がした。

			　何らかの目的があって岩場を調査していることは間違いないだろう。ただのゴブリンが自発的にそんなことをするわけがない。

			『やはり上位者がいるかもな』

			（ん）

			　これは絶対に巣を突き止めたい。俺たちはまずリーダー格を倒すことにした。そうして統制を失わせ、巣まで逃げ帰らせるのだ。

			『リーダー含めて、七匹は倒す。逃がすのは三匹だ』

			（おっけー）

			『よし、行くぞ！』

			「ん！」

			　打ち合わせをした後、俺は転移を発動した。

			　群れの背後に出現したフランがリーダーを斬り捨て、返す刀で左右のゴブリンたちも瞬殺した。

			　仲間の死体がドサリと倒れ落ちる音で、フランの存在に気付いたのだろう。ようやくゴブリンたちが騒ぎ出した。

			「ギャオォ？」

			「ギャギャ！」

			「遅い」

			　慌てて武器を構えるゴブリンたちに突っ込んで、さらに二匹。俺の火炎魔術でさらに二匹を倒した。

			　残ったゴブリンたちは血飛沫を上げて倒れる仲間を見てから、灰に変わった仲間を見る。

			　それを数度繰り返し、ようやく自分たちしか残っていないことに気づいたのだろう。

			「ギャヒィィ！」

			「ギョエヘェェ！」

			「ヒャホヒィィ！」

			　いまいち分かりにくいが、悲鳴を上げたらしい。そのまま背を見せて逃げ出した。隙だらけなんだが、攻撃はしない。

			　俺たちは気配を断って、奴らの追跡を開始した。

			　ゴブリンたちは後ろも振り返らずに、全力疾走を続ける。恐怖のあまりなのだろうが、走ったまま尿も垂れ流しである。

			（ばっちい）

			　フランに汚い光景を見せやがって！　後で絶対に汚物は消毒してやるからな！

			　ただ、しばらくすると、駆け足から早歩きくらいに歩調を緩めた。

			　フランが追ってきていないと判断したんだろう。奴らにこっちの気配は感じ取れないのだ。

			　それでも仲間が殺された恐怖を覚えているのか、決して足を止めようとはしない。

			　奴らなりに周囲を警戒しながら、必死に歩を進めている。仲間同士で水袋を回し飲みしたり、仕草が妙に人間ぽかった。

			　やはり違和感がある。まだフランと出会う前、魔ま狼ろうの平原でゴブリンどもを追跡したことがあるが、あの時のゴブリンはもっと馬鹿だった。途中で遊び始めたり、昼寝をしたり、本当にその行動は酷かったのだ。

			　少なくともこいつらほど知能が高くはなかったように思う。

			（師匠、あそこ）

			『あれが本隊か？　なるほど、上位種族もいるな』

			　ゴブリンを追っていった俺たちが発見したのは、一〇〇匹ほどのゴブリンの群れであった。

			　ゴブリン・ファイターや、ゴブリン・シーフなどの姿も見える。

			　群れを観察していると、フランがある一点を指差した。

			（あれ）

			『ゴブリン・キングか！　やっぱいたな』

			　普段は巣穴に籠っているはずの、キングの姿があった。

			　巣穴から出て来たようだ。好都合である。

			『それにしても、あいつら全部同じ装備してやがるな』

			　さすがに傭兵団を襲ったとかいう理由じゃ説明できないんじゃないか？　でも、理由が分からん。

			（殲滅しちゃえば一緒）

			『まあ、そうか？』

			　だが、一理ある。謎は残るが、ゴブリン・キングを仕留めてしまえば、残りは所詮ゴブリンだ。

			　泳がせていた三匹が「ギャッギャッ」とキングに報告をしている。ゴブリン語は分からないが、きっと仲間がフランに殺されたことを報告しているんだろう。

			『お、上手い具合に固まったな』

			　報告を聞き終わったキングが、周辺のゴブリンたちを自分の前に呼び寄せたのだ。群れを率いて現場に向かうつもりなんだろう。

			『まずは逃げられない様に檻おりで囲むか』

			（ん。分かった）

			『サンダー・ウォール！　サンダー・ウォール！　サンダー・ウォール！』

			「サンダー・ウォール！　サンダー・ウォール！」

			　レベル２雷鳴魔術、サンダー・ウォールだ。その名の通り、雷の壁を作り出す術である。触れた者は電撃に焼かれ、体に痺れが走るだろう。威力はそれほど高くはないが、敵を追い込むことに使える壁魔術である。

			　しかも俺たちは、魔力をより込めることで、壁の幅を広げて発動していた。生み出された五枚の電撃壁が五角形の檻を形作り、グルリとゴブリンの群れを囲んでしまう。

			「ゴゴギャオオオォ？」

			「アギャガ！」

			　ほほう。キングは冷静だな。部下に命じて壁に攻撃を仕掛けさせた。だが、斧で壁に斬り掛かったゴブリン・ソルジャーが、感電してその場に倒れ込む。死んではいないが、しばらく動くことはできないだろう。

			　あとは檻の中にいるゴブリンたちに上空から雷鳴魔術を叩き込み続ければ終了だ。サンダー・ウォールが解けた後、そこにはゴブリンが死屍累々と横たわっている。

			『終わりだな。とりあえずこの場で魔石だけ吸収しちゃうか』

			「ん」

			『武具は雷鳴魔術のせいで結構破損しちまったが、使える物もあるだろ』

			「じゃあ、収納しておく」

			『村に持って帰ろう』

			　ゴブリンでも、キングも含めて一〇〇匹も殺せば、結構な経験値が入ったらしい。フランのレベルが上がっていた。

			『46レベルだ。やったな』

			「ん！」

			　進化によってレベル上限が解放されたことは分かっていたが、こうやって確認すると感慨深いものがある。この調子でドンドンレベルを上げていきたいところだ。そして、いつか獣王クラスにも負けないくらい強くなってほしいぜ。

			


			　　　＊

			


			『陛下。ご報告したいことがございます』

			「将軍か……。このような深夜に、遠話の魔道具まで使っての報告。何か起きたか？」

			『はい……。現在、我ら征獣軍はケダモノどもとの戦端を開き、予定通り交戦中であります』

			「うむ。そのことについては、聞いておる。もしや、戦場で何か不測の事態が？」

			『……ケダモノどもの動きが想定よりも早く、すでに数千の軍勢ができあがっております。抵抗も凄まじく……』

			「そうか……。持ち堪こたえられそうにないか？」

			『現在はまだ、我が軍が優勢であります』

			「まだ、か」

			『正直、向こうの態勢が整ってしまえば、厳しいかと。兵数で優っていると言っても、練度、士気の差は如何ともしがたく……。野蛮なケダモノどもと、我ら人では、体の強度が違いますからな……』

			「場合によっては獣人国内部に入り込んで、かく乱することも想定していたはずだが？」

			『現状では不可能です。ケダモノどもの数は日ごとに膨れ上がっており、戦線を維持するだけでも苦慮しております故……。むしろ、このままではこちらの損害が増えるばかりかと』

			「だが、今さら退くわけにはいかん。すでに周辺国へ書状を送ってしまったからな。分かるな？」

			『無論、理解しております。そこで、いざという時には奴らを国内に引き入れる許可を頂きたいのです。戦線を無理に維持するよりも、時間を稼げるでしょう』

			「よろしい。許可する。今回は千載一遇のチャンスなのだ。獣王は国外。タイラント・サーベルタイガーを倒した化け物も一線を退いた。我が王位にある間に、これ以上の機会は二度とめぐってくるまい。何が何でも、作戦を遂行せよ。その為には、あらゆる犠牲を許可する」

			『了解いたしました！』

			「ケダモノどもに、我らの真の狙いを感づかれた様子は？」

			『そちらは問題ありません。密偵からの報告では、王女が戦線付近まで慰問に訪れているようです。南部戦線が主戦場であると考えている証拠でしょう』

			「そうか……。よいか、北部での動きを絶対に悟られてはならん。できるだけ南部にケダモノどもの耳目を引き付け、北部を手薄にさせるのだ」

			『それで、その……。北部の方は……』

			「大丈夫だ。すでに動き出したと、報告があった。数日の内に、狼煙のろしが上がるだろう。その時を楽しみに待て」

			『はっ！』

			「我がバシャールに勝利を……。その為に、我は奴らに魂を売り渡したのだからな……」

			『陛下……』

			「ふん。ケダモノどもより、邪神の方がいくらかましというものよ……」

		

	
		
			第四章　北から迫りくる脅威

			


			　ゴブリンの群れを殲滅した俺たちは、この周辺を巡回することにした。

			　斥せっ候こう役の部隊が、本隊の他にもいるかもしれないからだ。

			　だが、合流したウルシと共に一時間ほど村の周辺を探し回ったが、ゴブリンの影も形もなかった。奴らが使っていたはずの巣穴もない。

			　あれだけ統制がとれたゴブリンたちであれば、巨大な巣穴を掘っていてもおかしくはないのだが。魔狼の平原で殲滅した、かなり知能が低めのゴブリンでさえ、あれだけ大きな巣穴を掘っていたのだ。むしろ、広大な巣を掘っていなければおかしかった。

			『どっかから流れてきただけだったのか？　あれだけの規模の群れが？』

			　結局、新たな発見はできず、俺たちは村に戻ることにした。

			　道中、鹿に似た魔獣、チキンディアーを発見したので、ついでに狩っておく。

			　臆病な性質なようで、俺たちの気配を感じた瞬間に逃げ出したが、ウルシの足から逃げられる訳もない。すぐに追いつかれ、仕留められていた。

			　皆への良いお土産になるだろう。

			　村に戻ったフランを、黒猫族たちが歓声で出迎えた。

			　どうやら派手に使った雷鳴魔術の電光が村からも見えていたらしい。

			　フランが引き起こしたことだと知ると、全員が驚きの声を上げる。何をしても驚き、好意的な反応を返してくれるから、気持ちいいね。

			「あ、あの様な天変地異を起こされるとは！」

			「さすが黒雷姫様！」

			「かっこいい！」

			　さらに、フランが取り出したチキンディアーを見て、興奮が高まる。

			「すっげー！　あの化け物鹿を！」

			「ステキ！」

			「お嫁にして！」

			「これはお土産、皆で食べて」

			「よ、よろしいのですか？」

			「うん」

			「あ、ありがとうございます！」

			　村長が感激した面持ちで頭を下げると、他の村人たちも一斉に頭を下げる。脅威度Ｆの雑魚魔獣ではあるが、この辺では強い方に入るらしい。ゴブリンよりも余程尊敬された。

			　それに、逃げ足の速さから仕留めるのが難しく、角などは脅威度以上の価値があるらしい。時おり、寿命などで死んだ個体から角を採取できた時は、貴重な収入源になるんだとか。

			「あと、これも」

			「またよろしいのですか？　し、しかもこんなにたくさん！」

			「ん」

			　ゴブリンたちからはぎ取った装備だ。中には雷鳴魔術の熱でドロドロに溶けてしまった物もあるが、そこらは再利用していただきたい。

			「これだけは、少し強い奴」

			「ほほう。確かに、他の装備とは違いますな」

			　あえて別に取り出したのは、ゴブリン・キングが身に着けていた装備だ。鋼鉄製で、多少能力が高めだったのだ。

			　今の黒猫族たちには扱いきれないが、その内修行して強くなった者にでも渡してあげてほしい。

			　フランがそう伝えると、感動し過ぎた村長が滂ぼう沱だの涙を流している。

			「わ、わかりました！　必ずや、相応しい者に使わせますぞ！」

			　その夜は再び宴会となった。

			　昨晩の様な大騒ぎではなく、皆が剣や魔術の修行の話をしながら、穏やかに語り合う宴だ。

			　メインはフランが仕留めたチキンディアーの丸焼きである。四メートル近い巨鹿だ。少しずつ分ければ、全員に行きわたる量があった。

			「ささ、黒雷姫様、どうぞ」

			「ん」

			「こちらも」

			「モグモグ」

			「お茶です」

			「ズズ──」

			　上座にご神体よろしく座っているフランを、村の女衆が甲斐甲斐しく世話してくれる。様々な料理や、酒が飲めないフランのためにお茶を供してくれていた。それも、まるで捧げ物の様に、恭しく渡してくれるのだ。

			「ささ、姫様」

			「こちらもどうぞ姫様」

			「姫様」

			　何か、いつの間にか黒雷姫様ではなく、姫様と呼ばれてるんだけど。フランは馬鹿にされた呼び方をされなければその辺は無頓着なので、呼ばれるがままだ。

			　まあ、実害もないしいいか。それにフランは姫と呼ばれるに相応しい可愛さだからね！　この国の姫よりもフランの方が可愛いんじゃないか？　会ったことないけどね！

			「姫様、本日も大量の武具をありがとうございました」

			「邪魔なものを押し付けただけ」

			「いえいえ、我が村にしたら宝の山です。現在は鍛冶師がおらぬので、他の村へと持っていき、補修してから村民に配らせていただきます」

			「ここ、鍛冶師いないの？」

			「はい」

			　村長が言うには、数年前に鍛冶師が急な病で亡くなってしまったらしい。弟子はいたがまだ未熟で、他の村へと修行に出ているんだとか。その結果、現在この村に鍛冶師がいないのだ。

			　それだと、俺たちが渡した武具を使えるようになるまで、結構時間がかかるんじゃないか？

			（師匠）

			『なんだ？』

			（私たちで何とかする）

			『ふむ……』

			　それもいいかもしれない。せっかく育てた鍛冶スキルの使い所なのだ。

			　未だに、俺のメンテにしか使ってないからな。いい経験だろう。

			『そうだな。それもいいかもな』

			　宴会が終わった後、俺たちは村長に頼んで鍛冶場まで案内してもらうことにした。

			「ここが鍛冶場ですじゃ」

			「ん」

			　紹介されたのは、村はずれにある以前鍛冶師が住んでいた家である。

			「本当に手伝いはいらないのですか？」

			「いい。秘伝の技だから」

			「おお！　それは申し訳ございませぬ」

			　中を見ると、きっちり鍛冶場が併設されていた。

			　これなら俺でも使えそうだ。

			「掃除だけはさせていただきましたので。ご自由にお使いください」

			「ありがとう」

			「そんな！　我らのためになさってくださるのではないですか！　礼を言うのは我らの方です！」

			　感激屋の村長が去った後、俺たちは早速鍛冶に取り掛かった。

			　スキルがあるので、スムーズに動ける。

			『まずはインゴットから作るか』

			　補修さえできないガラクタをインゴットに戻す作業から取り掛かる。実はここに来る前に、武具を選別していた。

			　軽く手入れをすれば使える物は黒猫族たちに渡してある。皆で手入れをしているので、すぐに使えるようになるだろう。

			　残った物は、補修すれば使える物と、ガラクタに分けた。ガラクタを鋳潰した材料を使って、補修を行うのだ。

			『じゃあ、頑張るか。フランは寝てていいぞ』

			「へいき」

			『そうか？　じゃあ、最初だけは一緒にやるか』

			「ん」

			　と言う事で、フランが眠気に負けて船を漕ぎ始めるまで、一緒に鍛冶作業をしたのだった。

			


			


			　翌朝。

			　トンテンカン！　トンテンカン！

			　トントン。

			　トンテンカン！　トンテンカン！

			　トントン。

			　俺が念動で振るう鎚つちだけが響いていた家の中に、何か違う音が混じった。

			　トントントン。

			　おっと、誰かが来たらしい。ドアをノックしてる。

			『フラン』

			「ん」

			　フランの目がもう覚めてて良かった。フランは超寝起きが悪いからな。寝ぼけた状態で応対したら、今まで鎚の音がしていたのに、フランが寝てたって事になってしまう。寝ながら鍛冶仕事をしてなければ説明がつかないのだ。

			「誰？」

			「姫様、おはようございます！」

			　ドアの前で深々と腰を折っているのは村長だった。その手にはパンなどが入った籠を持っている。わざわざ持ってきてくれたらしい。

			「こちらご朝食です」

			「ありがと」

			「いえいえ、一晩中鍛冶をしておられたようですが、大丈夫ですか？」

			　やべ、音がデカかったか？

			「うるさかった？　ごめん」

			「そんな！　むしろ我らのために徹夜してくださり、村民一同感激しております！」

			　フランが自分たちのために徹夜で鍛冶をしてくれたと思い、感激しつつも恐縮しているようだ。魔術で音を遮断しておくべきだったかもしれない。次があるなら気を付けよう。

			　その後、村長と今日の予定を軽く話した。

			　俺たちは鍛冶の続き。村の人々は魔術の訓練と剣の修行だ。一部の老人たちは、装備の掃除をすると言う。

			「別に、魔術も剣も強制じゃない」

			「はい、自由参加だと言っておりますので。ですが、みな自分で参加したがっているのですよ」

			　やはり、魔術という特殊な力を自分が使えるようになるかもしれないという期待は、全員のモチベーションを上げてくれているらしい。

			　もしかしたら思ったよりも早く、魔術を使える黒猫族が現れるかもしれなかった。

			「では、何かあればお呼びください」

			「ん」

			　村長が朝食を置いて去った後、俺たちは本格的に鍛冶に取り掛かる。

			　今日はいよいよ武具の補修だ。

			　俺は徹夜で作っておいたインゴットで剣を打つ。フランは鎧や盾の補修作業だ。

			『スキルがあれば知識も得られるっていうのが、この世界最大の利点だよな』

			　地球にいた時には見たことも触ったこともなかった、鍛冶道具の使い方が分かる。それどころか、地球には存在しない、この世界オリジナルの鍛冶道具であっても問題ない。

			　知識だけではなく、その動作に関してもスキルが補助してくれた。鍛冶について何の経験もなかった俺でも、どうすれば剣を打つことができるか分かるのだ。

			　ただ、こっちの世界での主な武器の製造方法は鋳造であった。型に金属を流し込み、場合によっては最後だけハンマーで形を整えるのだ。

			　うろ覚えだが、日本刀は鍛造、西洋剣は鋳造というのは実は間違いらしい。ただ、製造にかける手間や、素材の違いから日本刀の方がより鍛造を積極的に用いているというのが正解なんだとか。まあ、本やテレビの受け売りだが。

			　ただ、こちらの世界には魔道具と魔法金属がある。それらを組み合わせることで、日本刀並みに頑強な剣が鋳造で容易に造れてしまうのは確かだった。金属が魔力を帯びていて元々頑強なうえ、鎚で打つ際や、魔力の籠った炎で熱する際に魔力を込めて強度を増せるので、わざわざ鍛造をする必要がないらしい。

			　もちろん、一点物の高級武器であれば最初から最後まで鍛造で造られているが、少なくとも大量生産品に関しては鋳造が主流だった。

			『とりあえず鋳造で数を揃えよう』

			　並列思考と念動を併用することで、鋳造、鎚、研ぎを同時に行い、普通の剣を大量生産していく。だが、これだけ流れ作業で作っていても、鍛冶スキルのおかげでそれなりに良い品質の物が造れるのだ。

			　まあ、俺には到底及ばないけどね！

			『よし、ちょうど五〇本だし、このくらいでいいか』

			　無傷だった鹵ろ獲かく品と合わせれば、総計で八〇本くらいはあるだろう。初心者である黒猫族たちが使うには、この程度が使いやすいはずだ。

			『さて、ちょっと試してみるかね』

			　数本分残してあるインゴットは実験用である。ちょっと、鍛造での武器作製を試してみたいのだ。

			　もちろん、強い武器ができれば黒猫族に進呈するよ？

			『まずは全鍛造の剣を作ってみようか』

			　鍛冶スキルのおかげで、俺には鍛造の知識もちゃんとインプットされている。その知識に従って、熱して真っ赤になったインゴットを鎚で叩きながら成形していく。折り返しては叩くを繰り返し、俺は一本の剣を造り上げた。

			　不思議と、完成したということが分かる。これ以上叩けば、逆に品質が下がるということも。生産スキル万能過ぎだな。

			　出来上がった剣の品質は、悪くはないけど凄くもない。そんなできだ。

			　そもそも、使った金属があまり上等な物じゃないし、仕方ないのかもしれないが。先程の鋳造品が鉄の剣という名前だったのに対して、こちらは低品質鋼の剣という名前だった。

			　今の素材とスキルだと、この程度の品質が限界だろう。

			　ただ、次からはこれに多少の工夫を施してみたいと思う。

			　まず、鍛造の際に魔力を込めまくってみる。素材的に魔力を多く含有できないが、限界まで込めれば多少はマシになるかもしれない。

			　あと、出汁を取るために取っておいた魔獣の骨を灰にして、金属に混ぜ込んでみたりもしてみた。雑魚とは言え魔獣の素材だ。この骨自体が微量に魔力を含んでおり、魔力含有量の上昇が期待できるだろう。

			　まあ、思い付きでやっただけだから、本当に成功するかどうかは分からんけど。

			『お？　いい感じなんじゃないか？』

			　先程よりも時間はかかったが、何とか剣が打ち上がった。素材に何か変化が起きたのか、鎚がダメになって驚いたよ。

			　出来上がったのは、低品質魔鋼の剣という物だった。

			　低品質の冠は取れなかったが、魔鋼という物を造り出すことに成功したぞ。微量の魔力が感じられるし、魔力伝導率も、ＦからF+に上がっている。これなら幽体系の敵にも多少は攻撃が通るだろう。

			


			　　　名称：鉄の剣

			　　　攻撃力：88　保有魔力：０　耐久値：３００

			　　　魔力伝導率・F-

			　　　スキル：なし

			


			　　　名称：低品質鋼の剣

			　　　攻撃力：１１４　保有魔力：１　耐久値：３８０

			　　　魔力伝導率・Ｆ

			　　　スキル：なし

			


			　　　名称：低品質魔鋼の剣

			　　　攻撃力：１２４　保有魔力：10　耐久値：３９０

			　　　魔力伝導率・F+

			　　　スキル：なし

			


			　こんな感じである。とりあえず残りのインゴットは魔鋼の剣にしてしまおう。あ、因みにガルス爺さんが打った剣はこんな感じだった。

			


			　　　名称：上質の鋼のロングソード

			　　　攻撃力：３９８　保有魔力：５　耐久値：６００

			　　　魔力伝導率・Ｆ

			　　　スキル：なし

			


			　ガルス爺さんの凄さが改めて分かったな。そんなことを考えていたら、フランがトコトコと近寄ってきた。

			「師匠」

			『フラン、どうした？』

			　切なそうな顔でお腹を押さえている。もしかして、お腹が痛いのか？

			「お腹減った」

			「オン……」

			『おっと、もうそんな時間か』

			　思いの外、時間が経っていたらしい。いつもの昼食の時間をかなり過ぎていた。

			『すまんすまん、今用意するから』

			「お願い」

			　朝食や夕食を準備し、甲斐甲斐しく世話をしてくれる黒猫族たちではあるが、昼食が用意されることはない。この村は二食が基本なのだ。

			　王都なんかは三食だったんだけどね。

			　そこからも、この村の貧しさが分かった。

			　ガルス爺さんの件が終わったら、またこの村に来よう。その時は種や苗をたくさん持って。

			『ほら、お詫びにカレー出すから』

			「ほんと？」

			「オン？」

			『今日は好きなだけ食っていいぞ』

			「おお、天国」

			『大げさな』

			「カレー天国。それは楽園の名前」

			　フランが嬉しさのあまり詩的な言葉を！　まあ、これで機嫌を直してくれるのであれば安いものだが。ただ、カレーが大分減ってきてるんだよね。事あるごとに大盛で食べまくってるからな。

			　カレーを切らしたりしたらフランの機嫌がどうなるか分からない。また作り置きを準備したいところだった。

			「うまうま」

			「オフ！」

			　何より、好物を食べられないなんてフランが可哀想なのだ。幸い、ここなら人目につかないし、調理場もある。残りの時間はひたすらカレー作りかな。

			


			


			　夜。今日は流石に宴会はなく、フランの講演会になっていた。

			　そもそもは、ようやくフランに慣れてきた子供たちにせがまれ、冒険の話をしていたのだ。すると大人たちも話を聞きたがり、いつの間にかフランを囲む夕べとなっていた。

			　最初に語っていたのは冒険譚だ。

			　フランは面白おかしく語れるタイプではないのだが、リッチとの戦いや、武闘大会での激闘を淡々と語ることで、よりリアルに聞こえるらしい。全員が固唾を呑んで、フランの言葉に耳を傾けていた。

			「それで、リヴァイアサンに助けられた」

			「おおー！」

			「すげー！」

			　フランの話が終わると、全員が息を吐いて、額の汗を拭っている。余程集中して聞いていたんだろう。まるで自分たちが冒険して来たかのように、疲労困憊の者までいた。またまた最前列を確保していたサリューシャなんか、ゼーゼーと肩で息をしているではないか。そこまでのめり込んでくれるなら、語り甲斐があるってものだ。

			「次は何の話ですか？」

			「もっと聞きたい！」

			「む」

			　フランが少し困った顔をする。だいたい語れそうな武勇伝は語ってしまったからだろう。

			　そこで、今度は神話について語ることにした。

			　楽しい話ではないが、自分たちの祖先が何をして、何故進化できなくなったのか。それを知っておいて損はないと思ったのだ。

			「昔、黒猫族はとても偉かった。今からは信じられないけど──」

			　今度は今までの武勇伝と毛色が違う話の様だと分かったのだろう。黒猫族たちは興味津々の様子で話を聞いている。

			　だが、フランの語りが進むにつれて、彼らの顔はドンドンと真剣になっていった。

			　雑談をする者はおらず、ただ静かに、そしてどんな言葉も聞き漏らすまいと、無言でフランの話を聞き続けている。

			　黒猫族の長がかつて獣王だったこと。その王家が暴走し、邪神の力を取り込んで世の覇権を狙おうとしたこと。そのせいで神々の怒りを買い、神罰を下されたこと。そのせいで進化に枷をかけられてしまったこと。邪人を狩るのは、その償いであること。

			　しわぶき一つ立たない静かな広場の中、フランが語りを締めくくる。

			「──以上」

			　フランの話を聞き終わると、村人たちは神妙な顔で黙りこくっていた。想像以上に大きな話を聞いて、飲み込みきれていないんだろう。

			　すると、村長が皆の前に進み出ると、フランに頭を下げた。

			「大変貴重な話を聞かせていただき、ありがとうございました」

			「ん」

			「ためになりました」

			　今度は村人に向き直った村長が、大きな声を張り上げる。

			「皆の者！　姫様から聞いたな！　我らが祖先の罪を！　身の毛も弥よ立だつ大罪を！」

			　村長の言葉に、多くの黒猫族たちが俯いた。

			　この世界の人間にとって、邪神は悍おぞましく恐ろしい存在だ。先祖がその邪神の力を利用しようとして天罰を受けたというのは、相当ショックなことなのだろう。

			「だが、嘆くでない！　その罪を償う道を、寛大なる神々は示してくださっておる！」

			　俯いていた黒猫族たちが、顔を上げた。村長の言葉にはそれだけの力があった。

			「しかも、その道をたどれば、進化にたどり着く可能性さえあるのだ！　これまでの、闇の中に放り出されたか弱い子猫の様に、どちらに向かって進めば良いかも分からぬまま、孤独と暴力に怯えながら歩いていた寂寞たる道程ではない！　力と名誉と尊厳を取り戻すための、試練の道なのだ！　儂は決めたぞ！　我らは村を挙げて、罪を償う道を目指す！　強制はせん！　だが──多くの者が共に歩んでくれることを願う」

			　さすが村長をやっているだけあるな。思わず聞き入ってしまった。黒猫族たちもそれは同じだったようで、広場に静寂が落ちる。

			　だが次の瞬間、万雷の拍手がその静寂を打ち破っていた。全ての黒猫族が立ち上がり、手を打ち鳴らしている。それだけではない。

			「私は、絶対に進化してみせるわ！」

			「わしはもう進化を目指すには年を取り過ぎたが、できるだけ手伝うぞ！」

			「私は姫様のお言葉を石碑に刻むわ！」

			　一人も欠けることなく、全員が村長の言葉に賛同している。ただ進化を目指すのではなく、同時に罪滅ぼしもする。そう決意したらしい。

			　フランの言葉を疑いもなく信じてくれたことも驚いたが、神への怒りのようなものがない事にも驚いた。

			　地球生まれの俺が想像もできないくらい、神という存在への崇拝が根付いているからだろう。神に断罪されたという事は、自分たちが悪い。自然にそう考えたようだった。

			　まあ、神様が実際にいる世界だったら、そうなるのかもしれない。

			　その後は何故か大宴会だ。

			　黒猫族の歴史が変わった日ということで、先日を超える大騒ぎになってしまった。

			　村中で盛大な酒盛りが始まったので、フランは他の子供と一緒に一足先に上がらせてもらう事にする。

			『信じてもらえてよかったな』

			「ん」

			『良い人ばかりだ』

			　だからこの村にいた方がいいんじゃないかって続けようとしたんだが──。

			「明日、村を出る」

			『もうか？』

			「ん。伝えることは全部伝えた」

			『急過ぎないか？　もう少しいても良いと思うんだが』

			「だめ。明日。ここは居心地が良過ぎるから」

			『だったら──』

			「明日」

			　うーん。もう決めているようだな。仕方ない。フランがそう決めたんなら、従うだけだ。

			　それにしても、居心地が良過ぎるか……。

			『また戻ってこような？』

			「ん！」

			　永遠の別れという訳ではないのだ。

			　部屋に戻ったフランは、ベッドにダイブする。

			　かつてないほどに喋ったため、疲れたんだろう。

			　しかし、フランも興奮していたらしい。

			　その目は爛々と輝き、一向に眠る気配はなかった。

			　この村でどんなことがあり、どんな会話をしたのか、俺に話してくれる。

			　そりゃあ、俺はずっとフランと一緒にいるよ？　フランが何をしていたのか、全て分かっている。

			　それでもフランが口に出すのは、この村であったことを忘れないようにするためだろう。

			　声に出すことで記憶を整理し、自分の中により深く刻み込んでいるようだった。

			　そして、疲労に負けたフランが寝落ちしてしまい、可愛い寝息を漏らし始めてしばらく経った頃、家の周辺はいつの間にか静けさに包まれていた。

			　黒猫族たちの宴会が終わったのだろう。

			　時計を確認すると、すでに深夜と言ってもいい時刻だった。

			　当然、フランもウルシもグッスリだ。

			　スースーという可愛い寝息と、グーグーという野太いイビキが交互に聞こえる。

			　しかし、俺が二人の様子を確認してホッコリとした直後であった。

			「……むぅ」

			「……オフ」

			　同時に二人がその身をムクリと起こす。

			　敵襲なのかと思ったが、俺には何も感じられない。フランたちも、その動きに緊急事態特有の鋭さがなかった。

			『どうした？』

			「ん──？」

			「オン？」

			　フランたちも、自分たちが何に反応したのか分かっていないようだ。寝ぼけた目で、周囲をキョロキョロと見回している。当然、何の気配もない。フランとウルシはそのことに首を傾げていた。

			『どうだ？』

			「わからない」

			「オン」

			　何だろう。地震でも起きたとか？　こっちの世界は地震が全然ないみたいだから、日本生まれの俺が無意識に無視してしまうようなちょっとの微震でも、フランたちは過剰に反応するかもしれない。

			「じしん……？」

			「オフ？」

			　本人たちも分かっていないか。

			　一応村を見回ってみようかな。隠密系のスキルを持った魔獣が侵入したりした可能性もあるしね。

			　だが、コッソリ村を巡回した結果、俺には何の異常も発見できなかった。

			　唯一見つけたのは、酒に酔って道端で熟睡する、酔いどれ黒猫たちだけだ。家が分からないので、せめて草の上に運んでおいてやる。

			　何も見つからない。偶然？

			　いや、俺はそうは思えない。

			　フランとウルシが同時に反応しているのだ。

			『もう少し、見て回ろう』

			「ん」

			　しかし、その後も異常は何も発見できなかった。

			　それでも、フランとウルシは落ち着かないようだ。それは俺も同じである。

			　俺以上に野生の勘が鋭いフランたちの違和感を、放置はできない。

			『じゃあ、少し空から見て回ろう』

			「ん」

			「オフ」

			　フランを背に乗せたウルシが、宙を蹴って天に駆け上がった。

			　そのままウルシの背から周辺を見下ろす。だが、今日は空を分厚い雲が覆っている。月も星も陰ってしまい、視界が悪かった。

			『うーん、どうだ？』

			「わからない」

			『ウルシは？』

			「クゥン……」

			　ウルシはどうしても何かが気になっているようだ。鼻をフンスフンスと鳴らしていた。しかし自分が何に反応しているのか自分でも分からず、しきりに周囲を気にしている。

			　そんな時だった。

			『今……』

			　何かが見えた──気がした。

			「師匠？　どうしたの？」

			『一瞬向こうの雲が切れて、月明かりが差したんだが……。何かが動いてなかったか？』

			「向こう？」

			『ああ、ずっと北の方だ』

			　数キロメートル以上離れた、荒野の一角。遮るものがなく、昼であれば遥か先まで見通せるだろう。

			　だが、曇っているうえに、今は夜だ。　

			　フランは目を細めて闇を睨みつけ、首を傾げている。

			　夜目を持っているフランでも、さすがに見ることはできないようだった。

			『ウルシ、もっと近づけ』

			「オン！」

			　ウルシが足を北へ向ける。そのまま数分ほど空を駆け続けた時であった。

			　ほんの数秒間であったが、雲の切れ間から月が顔をのぞかせる。

			「……師匠」

			『……ああ』

			　フランが、擦れた声で呟く。

			　気持ちは同じだ。

			「……見えた？」

			『見えた』

			「グルル……」

			　俺たちの見間違いでなければ、それは大地の上を蠢うごめく、無数の魔獣の姿であった。

			　ゴブリンやウルフの群れとか、そんなレベルではない。

			　見渡す限り、荒野を埋め尽くすように、凄まじい数の魔獣がその歩みを進めていたのだ。

			『もっと近づけ、確かめるぞ！』

			「オン！」

			「あれは、何？」

			『分からん！　だが、尋常な事態じゃないぞ！』

			


			　三分後。

			　全速力で駆けたウルシは、件くだんの魔獣の群れの上空へと到達していた。この距離ならば、明かりなどなくても分かる。

			　無数の気配を感じられた。もはや、群れなどという規模ではない。軍勢だ。優に万を超える魔獣の軍勢が、歩調を合わせて行軍していた。

			　これは、明らかに何者かに統制されている。どこまで支配が及んでいるかは分からないが、少なくともこれだけの数の魔獣を、一切声を上げることのないように黙らせ、整然と行進させるだけの影響力はあるようだ。

			　しかも、その向かう先は南だ。つまり、シュワルツカッツェへと向かっている。

			「どうする？」

			『この群れを俺たちだけで止めるのは厳しいぞ』

			「でも、村の皆を戦わせても無理」

			『それは分かっている。これは軍隊が出動するレベルだ』

			　黒猫族たちに武器を持たせたところで、対抗などできるはずもなかった。

			「ん」

			『だから、村に戻ってまずは警告だ。黒猫族たちを避難させないと！』

			「わかった。それで、今はどうする？　とりあえず、何発かお見舞いしとく？」

			『……いや、やめておこう。数が多過ぎて、個々の力がほとんど探れない。もしかしたら、俺たちでも勝てないような凶悪な魔獣が交じっている可能性だってある』

			　そんな奴らに一斉に向かってこられたら、逃げることしかできないからな。

			　村まで追ってこられたりしたら、最悪の事態だ。

			　黒猫族たちの避難が完了するまで、下手に刺激しない方がいい。

			「わかった」

			『ウルシ、全速力で村に戻れ！』

			（オン）

			「急ぐ！」

			（オンオン！）

			　そうして村に戻ったフランは、そのまま村長の家に急いだ。

			　ウルシはとにかく遠吠えしまくる。

			「オンオンオンオンオーン！」

			　村人を起こすとともに、何か異常事態が起きたのだと知らせるためだ。

			　ドンドンドンドンドン！

			「村長！　起きて！」

			「ひ、姫様ですか？　い、いかがなされました？」

			　すでにウルシの咆哮で起きていたらしく、すぐに眠い目をこすりながら、村長が家から出て来た。

			「緊急事態」

			「は、はい。一体何が……」

			「魔物の群れがこの村に向かってる」

			「ええ？　ひ、姫様でもどうにもならない規模なのですか？」

			「ん。北の荒野を埋め尽くしてる。軍隊が必要」

			「な、なんと！　そのような……。す、すぐに兵士の方々を起こしてまいります！」

			「避難の準備も今すぐ進めて」

			「分かりました！」

			　黒猫族は、フランの言葉を全く疑わないから楽でいいね。これが他の町だったら、なかなか信じては貰えないだろう。

			　ウルシの声に起こされた黒猫族たちも、少しずつ村長の家の前に集まり出した。

			「皆の者！　姫様が魔獣の群れを発見した。その数は、北の平野を埋め尽くす程だそうだ！」

			「ええ？」

			「そ、そんな……」

			　各所から悲鳴が上がるが、村長が一喝する。

			「落ち着け！　今すぐにやってくるわけではない！　まずは手分けして村の者たちを叩き起こせ！　そして、避難の準備だ！」

			「わ、分かりました！」

			「すぐに！」

			「儂らは兵士さんたちのところに行く！」

			　黒猫族たちの手際は中々に速かった。

			　話を聞いた者が他の仲間に事態を触れ回り、協力して避難の準備を進めていく。

			　兵士の詰め所に行くまでに村長から話を聞いたが、黒猫族はとにかく逃げることに慣れているらしかった。

			　この村に落ち着くまでは各地を放浪し、時には魔獣や盗賊から逃げ続けてきたのだ。村を作った後も、年に一回以上は避難訓練を欠かさず行ってきたらしい。

			　戦闘力はなくとも、逃げると言うことに関しては獣人族の中でも有数なのだ。

			「ですが、今回はどうなるか……」

			　避難すると言っても、近くの村へは逃げられない。壁の規模もこの村と変わらないし、万を超える魔獣の軍勢を防げるはずもなかった。

			「せめて、グリンゴートまでは逃げないといけません」

			　逃げる村人と魔獣たちであれば、明らかに魔獣の方が速い。できるだけ早く出発して時を稼いだとしても、どれだけ逃げ続けることができるか分からなかった。

			「まあ、まずは各方面への報告ですな。この周辺の村々や、軍隊のいるグリンゴートへも早馬を飛ばさなくてはなりますまい」

			「ん」

			　ここからは時間との勝負であった。

			「ああ、あれが兵士の詰め所です」

			『もう外にいるな』

			　村が騒がしくなったことを察知して、出動しようとしていたらしい。

			　詰め所の外には、兵士たちの姿がある。

			「おおーい！　お前たち！　緊急事態じゃ！」

			「ああ、村長！　一体何が？」

			「うむ！　実はな──」

			　村長が。フランが伝えた事実を兵士たちに教える。

			「ほ、本当ですか？」

			「魔獣の軍勢だって？」

			　黒猫族ではない彼らは、村長たち程フランを信じることはできないようだ。まあ、当然だけど。

			　懐疑的な表情で、村長とフランの顔を見ていた。

			　しかし、村長は兵士たちに詰め寄ると、強い口調で言い聞かせる。

			「姫様がその眼で確認したと言ってる！　本当じゃ！」

			「いや、しかしですね……」

			「良いから各村とグリンゴートに早馬を走らせるんじゃ！」

			「でも、その軍勢を確認してからじゃないとですね……」

			　やばい、ここで時間を取られるわけにはいかない。仕方ないが少々口を出しておこう。

			「本当。私が信じられない？」

			「そうではありませんが……」

			「責任は私が取る。いいから早くして。これ以上グズグズ言うようだったら……」

			　そう言ってフランが威圧を発動した。脅してないよ？　ただ、上下関係をハッキリさせようとしているだけだ。

			　獣人の中では強い奴が尊敬されるからな。

			　つまり──黙って言う事聞け！

			　フランの苛立ちが伝わったのだろう。兵たちがその場で気を付けをして、頷いた。

			「わ、分かりました！」

			「今すぐ早馬を出します！」

			「グリンゴートには私が行く」

			「よ、よろしいのですか？」

			「ん。その方が速い。この辺の村の避難は任せる」

			「は！　お任せください！」

			　兵士ではなく村長が自信満々に応える。まあ、任せておけばいいか。

			「じゃあいく。ウルシ」

			「オン！」

			　道はもう分かっている。ウルシは全身全霊をかけ、超特急で飛ばした。

			「グル……」

			　ウルシが苦しげに唸るが、速度を緩めようとはしない。

			　一刻一秒を争う事態だと、理解しているのだろう。

			「ガ……フ……」

			　口の端から白いものが零こぼれ落ちるのが見えた。

			　どうやら、胃の内容物であるようだ。

			　限界を超え、吐き戻しながらも、ウルシがその足を止める事はなかった。

			「がんばれ」

			『がんばってくれ、ウルシ！』

			「……グゥゥガアァァァァ！」

			　俺たちにできることは、励ましの声をかけることだけだ。

			　そして、ウルシは一切速度を緩めることなく、シュワルツカッツェからグリンゴートまでを走り抜いたのであった。

			　行きは四時間以上かかった道程を、一時間ほどで走破してしまったな。

			　さすがにいつものように門の手前で降りて、ウルシに小さくなってもらう時間はない。兵士は巨大な狼が闇夜から現れて腰を抜かさんばかりに驚いているが、緊急事態だから許してくれ。

			「ありがとう。ウルシ」

			「オ……」

			『休んでろ。また、帰りも無理してもらうからな』

			「オン」

			　帰りのことも分かっているウルシは、嫌な顔一つせずに影の中に戻る。少しでも体力を回復させてくれているのだろう。

			『ここからは俺たちの仕事だ』

			「ん！」

			　本当は即座に領主の館に突撃したいが、後々面倒なことになっても困る。敵対者だと思われたら、逆に時間を食うことになるだろう。

			　逸はやる気持ちを抑えつつ、フランは兵士に声をかけた。

			「私は黒雷姫。領主に緊急の要件がある。早く通して」

			「あ、ああ。わ、分かりました！」

			　内心はパニックなんだろう。何せ、巨大な狼が現れて命の危機かと思ったら、その背中から美少女が現れて、それが噂の黒雷姫で、何やら凄い威圧感を漂わせているうえに、遥か目上の領主に要件があると言っているのだ。

			　色々と驚き過ぎた兵士は、疑問を口に出す余裕もない様子だった。

			　コクコクと頷くと、急いで門を開けてくれる。

			「ありがと」

			　今日は緊急事態だからな。名声も脅しも、最大限利用させてもらおう。

			　グリンゴートに足を踏み入れたフランは、空中跳躍で家々の屋根を踏み越え、一直線に領主の館を目指した。

			　五分もかからず、町の中心にそびえ立つ領主の館にたどり着く。

			「う、うわぁ！　女の子？」

			「え？　どこから……。君、いったいどうしたんだ！」

			　突如闇夜の空から降ってきたフランに、兵士たちが驚いている。

			　槍を構えつつ、事情を聞こうとする兵士たちだったが、フランはそれに構っている余裕はなかった。

			「ここは領主の館で間違いない？」

			「え？　あ、黒雷姫殿？」

			「ん。それで、ここは領主の館？」

			「は、はい！　そうであります！」

			「領主に緊急の要件がある。会わせて」

			「と、取り次ぎますので、少々お待ちください！」

			「急いでる。一〇分以上経ったら、こっちから会いに行く」

			「え？」

			「急いで」

			「は、はいぃ！」

			　フランが本気であると分かったのだろう。兵士は青い顔で仲間を呼びに行った。残った兵士は、引きつった顔で声をかけてくる。

			「あ、あの？　緊急の要件とは？」

			「領主に直接話す」

			「は、はあ……」

			『そうだ、この町の戦力を聞いておけよ』

			「ねえ。この町に騎士団はある？」

			「はい、領主さま直属の騎士団があります」

			　ほう、それは朗報だ。獣人国の騎士だったら、それなりに強いだろうからな。

			　兵士に騎士団の人数などを聞いていたら、先程の兵士が駆け足で戻ってきた。

			　早いな。まだ五分くらいしか経っていないが。

			「り、領主さまがお会いするそうです！　こちらへ！」

			「ん」

			　兵士に案内されたのは謁見の間ではなく、館の入り口からも近い、小部屋であった。ただ、小さくとも非常に豪奢な造りをしており、俺から見ても金がかかっているのが分かる。どうやら貴人を応対するための部屋であるらしい。

			　そこに寝間着姿の領主がいた。

			　ムキムキマッチョのマルマーノが、貴族ネグリジェを着ているのはコントかと思う程に違和感がある。緊急事態の緊張感がなかったら確実に爆笑していただろうな。

			「おお、黒雷姫殿、四日ぶりですな！」

			「ん。会ってくれてありがとう」

			「いえいえ、黒雷姫殿のご来訪とあらば、この程度何でもありませぬぞ。本当であれば、正装でお出迎えしたかったのですが、緊急事態というお話だったのでこのようなだらしのない格好で失礼いたします」

			　フランだから特別早く対応してくれたみたいだった。

			　こういう、見栄えよりも相手の都合を優先してくれる即決即断の貴族は、好感が持てるね。

			「だいじょぶ。似合ってる」

			「ありがとうございます。して、緊急の要件があるとか？　もしや、暗殺者共の情報が何か手に入りましたか？」

			「ちがう」

			「では、緊急の要件とは？」

			「北から魔獣の軍勢が迫ってる」

			「何ですと？　北から？」

			　寝耳に水の話に、マルマーノが首を捻った。

			「ん。シュワルツカッツェの北の荒野を、南に向かって来てる」

			「数は？」

			「ん……たくさん？　荒野を魔獣が埋め尽くしてる」

			「そ、それは……冗談ではないのですね？」

			「嘘だったら、首をあげる」

			『ちょ、フラン！』

			　何を言い出すんだ！

			（本当だからへいき）

			『そりゃあそうなんだが……。そういうことじゃないんだ！　次から、あんな簡単に首を賭けるとか言うんじゃないぞ！』

			（？　わかった）

			　俺がフランを注意している間に、マルマーノはブツブツと何かを呟いている。

			　ゆっくりと白い髭をしごきながら、情報を整理しているらしい。

			「スタンピードが起きた？　いや、あのあたりにダンジョンなど……」

			　マルマーノの疑問は俺にも理解できた。昔からダンジョンがあれば、グリンゴートの領主が知らない訳ないだろう。だが、つい最近出来たばかりのダンジョンが、万を超える魔獣を生み出せるとも思えない。

			「北には何がある？」

			「何もとしか言いようが……。一応、北東側はエレディア王国、北西側はバシャール王国と面しておりますが、国境線は境界山脈と呼ばれる、人跡未踏の大山脈によって分断されております」

			　山岳地に適応した特殊な魔獣しか生息できない程の、断崖絶壁が続くらしい。そこを越えての行軍は無理だろう。以前、獣人国の特殊部隊が山越えを計画し、頓挫したことがあるそうだ。

			　つまり、多少体力があるといっても、ゴブリンなどの雑魚を含む魔獣の大軍勢では、山を越えて侵入してくることは無理ということでもあった。

			　だからこそ、北には兵力をほとんど置いていないのだ。

			『だとすると、あの魔獣たちがどこからやって来た？』

			　本当に分からなくなった。いや、今はそれよりも、あの軍勢をどうするかだ。

			「軍隊を出動させて」

			「……」

			「どうしたの？」

			　フランの要請を聞いたマルマーノが、暗い表情で俯いてしまう。そして、苦渋に満ちた声で、信じられない言葉を口にするのだった。

			「軍は今すぐには動かせませぬ……」

			　マルマーノが顔を申し訳なさに歪ませながら、フランにそう告げる。

			「なぜ？」

			「三日前、南西の国境線にてバシャール王国との戦端が開かれました」

			　まじか。それは初耳だった。だが、それでマルマーノの言葉の意味が分かった。

			「このグリンゴートからも、半数以上の兵士を派遣しております」

			　つまり、余剰兵力がないってことなのだろう。

			「いない訳じゃない？」

			「現在、グリンゴートに残っている兵士では、とてもではないですが万を超える魔獣に野戦を挑むことなど……」

			　マルマーノがガバッと頭を下げる。

			「申し訳ありませぬ！　ですが、この周辺の村や町の者たちは、このグリンゴート目がけて避難してくるでしょう。魔獣の軍勢を防げるだけの防壁があるのはここだけです。その時に兵がおらず防衛ができぬという訳にはいかないのです！」

			　野戦を挑む兵士が足りていない以上、籠城しかない。そして、城に立てこもると言っても、ある程度の兵士がいなければ籠城もできないだろう。

			「この都市には、土魔術を使える人はいない？　それで大きな壁を作れれば、時間を稼げる」

			「我が国に軍勢を足止めできるほどの大地魔術の使い手は一人しかおりません。ですが、その男はバシャール王国との戦においての中心人物。こちらに呼ぶことは無理でしょう」

			「そう」

			「すぐに他の領地などへ援軍要請を行います。南に集結している軍にも！」

			「どれくらいで来る？」

			「……早くとも、数日はかかるでしょう……。それまでは打って出られません。今、兵を消耗することはできんのです」

			　ギリギリの兵数しかいないのであれば、無駄に消耗したくないという言葉も理解できる。それが納得いくかどうかは別だが。

			　結局、北部の村々を犠牲にしてでも、他の人々を救おうという事だ。領主としては、至極当然の判断である。俺に、それを責めることはできなかった。

			　フランもそれを分かったのか、その場で立ち上がる。

			「わかった」

			「そ、そうですか……。あ、どちらへ？」

			「もうここには用はない。冒険者ギルドへ行く」

			「の、残ってはくださりませんか？」

			　マルマーノとしては、フランにこの都市に残ってもらいたいのだろう。ランクＡ相当の実力者がいるというだけで市民は安心するし、兵士の士気も上がる。実際に防衛でも多大な貢献をするはずだ。

			　数字だけで考えるならば、北部の村々の僅かな人々を見捨てて、この都市に籠城する数万人を救う方が被害は少ない。

			　だが、フランが承知するはずもなかった。

			　マルマーノに向き直り、淡々と告げる。

			「無理。私は同胞を絶対に見捨てない」

			　それは別段、領主への皮肉などではなかった。単純に同族である黒猫族を見捨てたくないというだけの意味だ。

			　しかし、マルマーノにはそうは聞こえなかったらしい。

			　悔し気に顔を歪め、その場で立ち尽くしてしまう。

			　怒らせたかと思ったら、そうではないようだ。どうやら、彼自身の信条としては、今すぐに飛び出して人々を救いたいらしい。だが、領主として優秀な故に、その選択肢を取ることができない。

			「申し訳……ありませぬ！　ほ、北部の村々を何卒よろしくお願い致します……！」

			　マルマーノはその巨体を縮めるように、フランに対して深々と頭を下げるのだった。

			「わかった」

			　フランは、体を震わせるマルマーノの肩を、ポンと叩く。

			「何卒……！」

			「ん」

			　マルマーノに見送られながら屋敷を辞したフランは、その足でグリンゴートの冒険者ギルドへ突撃した。

			　さすがにこの辺の中心都市なだけあって、それなりに大きい。

			「たのもー」

			「ああ、黒雷姫殿。いかがなさいました？」

			「ギルドマスターに緊急の用がある。すぐに会わせて」

			「……分かりました」

			　ここでも黒雷姫の異名が役に立つ。受付嬢は何も聞かずに、即座に行動に移ってくれた。そして、三分も経たずに戻って来て、フランをギルマスの下へと案内してくれる。

			　グリンゴートのギルマスは、真っ白い髭を蓄えた老齢の魔術師だ。進化もしており、かなりの実力者である。

			　前回は軽い挨拶だけで出立してしまったフランが、こんな時間にやってきたことに驚いているようだ。それでも、尋常な事態ではないと判断して、即座に対応してくれたのは有り難い。

			「黒雷姫殿、どうされましたか？」

			「北から魔獣の軍勢が迫っている」

			「は？　どういうことです？」

			　驚くギルドマスターに、フランが全てを説明する。最初は驚いていた様だが、ギルドマスターはすぐに立ち直ったようだ。

			「万を超える、魔獣の軍勢ですと？」

			「冒険者たちに協力してほしい」

			「それは当然ですな。すぐに冒険者を招集しましょう。ですが……」

			　唸りながら、どう対処するか悩んでいる。

			「何か問題がある？」

			「南の国境へ向かった者も多く、現在グリンゴートの冒険者は数が半減しているのです」

			「冒険者は戦争に参加しないんじゃないの？」

			　加入時に冒険者ギルドの規則を軽く読んだが、冒険者は戦争が起きた時に国の徴兵などに応じる義務はないと明記されていたはずだ。

			　冒険者の中には、国同士の争いなど下らない、加担したくないという者も多い。

			　徴兵に応じなくてはならないなどという規則を作ったら、冒険者がギルドから離れていってしまうだろう。戦争不参加の原則については、各国とギルドの間で正式に取り決められているらしい。

			　その代わり、魔獣や盗賊の退治を請け負っているのである。

			　大昔にレイドス王国がその規則を無視して、冒険者を徴兵しようとしたことがあるそうだ。逆らえば処罰すると脅し、無理やり兵士として利用しようとしたのである。そして、それに反発した冒険者たちがレイドス王国から出て行ってしまい、結局戦争には大敗。冒険者ギルドもレイドス王国から撤退し、現在でもレイドスでは冒険者がいないそうだ。

			　それがあってから、各国では冒険者を戦争に利用しようという動きが一切なくなったらしい。

			　勿論、個人個人で契約を結んだり、その国出身で自主的に参加しようという冒険者はごく僅かにいる。アマンダやジャンがそのタイプだな。

			　だが、ギルドを通して無理やり徴兵することはタブーとなっているのだった。

			「国からの依頼ではなく、彼らが自分の意思で向かったのですよ。ここは獣人のための国。それを守りたいのは兵士や騎士だけではないですからな」

			　獣人国は獣人にとっては特別な国だ。現在の王が冒険者でもあり、ギルドと国の関係も良好である。この国出身の獣人冒険者たちが、自主的に戦争に参加しようとするのは当然なのかもしれない。

			「周辺の町村から冒険者を呼び寄せたとしても、軍として行動するだけの人数は集まらぬかもしれません」

			「それでも、少しでも戦力が欲しい」

			「分かっておりますよ。ですが、場合によってはこの都市の防衛に専念する程度の人数しか集まらぬかもしれません。それだけはお分かりください」

			「……ん。分かった」

			「お戻りになられるのですか？」

			　立ち上がったフランに対して、ギルドマスターは声をかける。その顔には引き止めたいと書いてあるが、彼はその後は何も言わなかった。北に黒猫族の村があり、フランは黒猫族。それが分かっているのだろう。

			「ん。ばいばい」

			「ご武運を……」

			


			


			　ウルシの背に乗って再び夜の空へと飛び立った俺たちは、今後の事を相談していた。

			『軍も、冒険者も、すぐには動けない』

			「ん」

			　だが、このまま座して見ていれば、黒猫族たちは魔獣の軍勢に追いつかれ、呑み込まれることだろう。

			　どう考えても、黒猫族の移動速度より、魔獣の足の方が速い。

			　例えば、若い者だけを馬車などに乗せて輸送すれば、逃げ切ることもできるかもしれない。残った者たちの死と引き換えに。だが、フランがそんな選択をする訳が無かった。

			　あの村はフランの夢の一つなのだ。

			　黒猫族の安住の地であり、黒猫族たちの笑顔で溢れる村。

			　シュワルツカッツェに辿り着いてからのフランは、心の底から楽しそうだった。

			　あの村を失いたくないのだろう。

			　フランの気合は凄まじかった。

			『……それでも、今回はな……』

			「どうしたの？　師匠」

			『フラン。黒猫族を逃がすには、俺たちだけで戦うしかない。援軍は、どこからも来ない』

			「ん」

			『それが、危険だってことは分かるな？』

			「わかってる」

			　フランが真剣な顔で頷いた。

			　そう。フランは全てを理解している。理解していながら、逃げる気がない。

			『俺は、できれば今回だけはフランを逃がしたい。今すぐに獣人国から脱出して欲しい』

			「ごめん。師匠。それはできない」

			　俺の言葉に間髪容れず、即答するフラン。その眼差しは、この世のどんな物よりも真っすぐな気がした。

			『はぁ。どうしてもか？』

			「ん！」

			　俺も、分かっている。フランが絶対に黒猫族を見捨てる訳がないと。それでも口に出さずにはいられなかった。

			　恐ろしかったのだ。黒猫族のためだったら、フランが命を懸けて戦うだろうという事実が。怖いのだ。フランを失うかもしれないという事が。

			『済まないな。馬鹿なことを言った。忘れてくれ。ダメだな俺は』

			　何をフランの決意を鈍らせる様なことを……。

			「ううん。師匠はダメじゃない。凄い剣！」

			『フラン……』

			　そうだ。俺は、フランの剣。フランのための剣だ。

			　フランが戦うと決めた。ならば俺がすべきことは、その決意を叶えるために、全力を尽くすことだけである。

			『済まなかった。もう大丈夫だ』

			「師匠が私の事を考えてくれているのは分かってる。ありがとう。でも、私は仲間を助ける！　師匠も力を貸して」

			『おう。任せとけ！』

			「ん！」

			『とは言え……全ての魔獣を殲滅するのは難しいだろう』

			「わかってる」

			　相手が全てゴブリンだったりすれば分からんが、そんな甘くはないだろう。さっき見た魔獣の軍勢の中には、明らかにゴブリンを超える体躯を持つ影がいくつもあった。

			　むしろ、最悪を想定しておくべきだ。それこそ、脅威度Ａ、Ｂの魔獣が複数交じっている可能性もある。

			　重要になるのは、足止めだ。

			　先頭を混乱させて、進軍を遅らせることができれば、村人たちが逃げるための時間を稼げるだろう。

			　それに、肝心なのはその後だ。魔獣たちの進軍を邪魔すれば、当然こちらの排除に乗り出してくるだろう。

			　その時に、どれだけ持ちこたえられるかが重要だった。

			『あと時間稼ぎに有効なのは、魔獣の軍勢を操っている者を排除することだろうな』

			　それがどんな存在かは分からない。

			　ゴブリン・キングのような上位魔獣なのか、それ以外の何者なのか。

			　だが、あれだけ統制がとれている以上、群れの主が存在することは間違いなかった。

			　そいつを発見できれば、色々とやりようが出てくるんだがな……。

			　また、魔獣の軍勢を押し留めきれなくなった場合、黒猫族たちを守りながらどれだけ戦えるだろうか。

			　俺たちは攻撃する事には慣れていても、守りの経験はあまりない。どれだけやれるか、自分たちでも未知数であった。

			「それでもやる。絶対にやらないといけない」

			『ああ、そうだな！』

			　フランが望むなら、俺はその望みを叶えてみせよう。

			　その間も、ウルシは夜空を駆けていた。

			　この後の戦闘のことも考え、行きほどの全速力ではないが、その速度が圧倒的であることに変わりはない。

			　あっと言う間に、避難途中の黒猫族たちの下に辿り着いていた。俺たちの眼下を、黒猫族の避難民たちが固まりながら移動しているのが見える。

			「みんないた」

			『よし、無事に避難を始めているな』

			　街道を南下しているようだ。当初の予定通り、グリンゴートに向かっているのだろう。

			「おりて」

			「オン！」

			　ウルシが、彼らの前に降り立つ。

			　すでにウルシを見知っていた黒猫族たちは、警戒することもなく、笑顔で駆け寄ってきた。

			「おお、姫様！　お戻りになられたのですね！」

			「ん。皆いる？」

			「勿論ですじゃ」

			　先頭を歩いていた村長たちは、ホッとした表情である。フランがいなくて不安だったのだろう。あとは、フランの身を案じてもいてくれたらしい。

			　しかし、俺の想像以上に避難するのが早いな。最悪、まだ村にいるかと思ってたのに。

			　話を聞くと、黒猫族たちは夜明け前には避難準備を済ませ、村を出発したらしい。誰もが大きな家財道具など持たず、背負えるだけの財産と、数日分の食料だけを背負っている。子供たちは大人の壁の内側に入れ、魔獣たちから守っているようだ。本当に逃げることに慣れているようだった。

			　とは言え、老人や子供も交じったその歩みは非常に遅い。グリンゴートまで何日かかるか分からなかった。

			「私は一緒には行けない。大丈夫？」

			「平気ですじゃ。姫様から頂いた武具もすでに配り終えておりますからな」

			「これがあれば、この辺の魔獣程度なら何とかなります！」

			　そう叫ぶのは、サリューシャだ。確かに、彼女や男衆は、フランが渡した武器や防具で武装している。

			　未だに個人個人の能力は低いが、やる気はあるのだし、下位モンスターを追い払う程度は問題なさそうだった。

			「安心してください。姫様」

			「ん。皆をお願いサリューシャ」

			「はい！」

			「私は行く」

			「……お気を付けて」

			　村長も村人たちも、どこへ行くのかとは聞かない。分かっているのだ。フランが魔獣と戦ってくれなければ、自分たちが逃げ切ることができないと。

			　そして、フランが決死の覚悟を固めていることも理解している。

			　だから彼らは笑顔でフランを見送った。自分たちがフランを止めたりするのは、その覚悟に水を差すことだと分かっているからだ。

			「また会いましょう」

			「お待ちしておりますぞ」

			「ん。ばいばい」

			　フランは、静かに頭を下げる黒猫族たちに背を向け、再び夜空に舞い上がった。

			　振り返ることなく、さらに北上する。

			「戻ってきた」

			『だな』

			　眼下に見えるのは、火が消えた様に静かな無人のシュワルツカッツェだ。

			　つい数時間前まで、この村で皆と一緒に飲んで歌っていたとは思えない。人々の笑い声に包まれていたはずの村には、今はただ風の吹き荒すさぶ寂しげな音だけが響いていた。

			「……私たちが皆を守る」

			『ああ、そうだな』

			「そして、村に皆の笑顔を取り戻す」

			「オン！」

			　この村の姿を見て、フランは気合を新たにしたようだ。

			『少し作戦を考えるぞ。いくら何でもこのまま突っ込むのは無謀過ぎる』

			「わかった」

			　とは言え、先制攻撃は魔獣たちが平原にいるうちに行いたい。森林地帯にまで入り込まれると、どうしても見逃す奴らも出てくるからな。隠れる場所のない平原であれば、魔獣どもの動きを把握しやすい。

			　平原で戦うことの大きな問題点は、俺たちが隠れる場所もない事だろう。だが、考えようによっては隠密性の高い魔獣からの不意打ちに対処しやすい場所でもある。何せ、どこにも身を隠せないのだから。

			『魔獣どもの気配が大分南下してきているな』

			　奴らが森林地帯に入り込むまで、そう時間はなさそうだった。

			「急ぐ」

			「オン！」

			『仕方ない。作戦は移動しながら考えよう』

			　やはり一番重要になるのは、魔獣たちを足止めする方法だろう。

			　いかに奴らの足を鈍らせるか。

			　そして、戦闘に突入する前に何かできることはないのか？

			「どうする？　壁を作る？　それとも穴？」

			『うーん』

			　魔獣でも飛び越えられない堀と壁でも作れればいいんだが……。

			　それができるという大地魔術の使い手は、バシャールとの戦争に参加しているらしい。

			　俺たちの土魔術じゃ、そこまで大きな堀を作ることはできなかった。深さも、幅もだ。

			　全力で土魔術を使って、精々が深さと幅が三メートル、左右に五メートルくらいの穴を掘れる程度だろう。下手な物を作ると、迂回しようとした魔物たちが左右にばらける恐れがあった。

			　連続で発動し続ければ長い堀も作れるが、かなり時間がかかるし、相当消耗するだろう。

			　激戦の前には命取りになりかねない。そもそも、何時間も土木作業をする時間もない。

			　地球だと、どうするんだ？

			　軍事知識などほとんどない俺が唯一思い出した言葉が、ゲリラ戦術という単語だった。たしか、大軍に少数で罠などをしかけて、警戒させることで敵の動きを鈍らせるという戦術だったはずだ。

			　兵士はいつ襲ってくるか分からない相手に恐怖を覚え、士気も下がるという。まあ、ラノベと映画の知識だが。

			　ただ、俺たちは罠作成スキルのレベルが低いし、大量の罠は作れそうもない。土魔術も使えば落とし穴は作れるか？　穴を掘って、再度土魔術で表面に蓋をするだけだからな。

			　いや、それは危険か？　魔獣の軍勢を撃退した後、戻って来た黒猫族たちが残った落とし穴の被害を受けるかもしれない。ベトナムの地雷は有名だし、俺たちが考えなしに同じことをする訳にはいかない。

			『やっぱり俺たちが派手に暴れて、奴らを引きつけるしかない』

			「わかった」

			　とは言え、何もしないのも考え物だ。そこで俺たちは、ある物を作ることにした。

			　まあ、気休め程度ではあるが。

			「ストーン・ウォール。ストーン・ウォール」

			『ストーン・ウォール！　ストーン・ウォール！　ストーン・ウォール！』

			「師匠、これでいい？」

			『お、良い感じだぞ。窓にちゃんと見える』

			「ん」

			『よし、俺も。アース・コントロール！』

			　ストーン・ウォールで作り上げた石壁を綺麗に積み上げ、アース・コントロールで適当に繋ぎ目を結合させる。

			　俺たちが村の北部にある森林地帯に大急ぎで作り上げたのは、そこそこの大きさの建造物だった。凱旋門っぽく見えなくもない大きな門と、一見すると砦とりでに見えなくもない石造りの建物だ。外から見るとそう見えるというだけで、中はハリボテだけどね。

			　本当に外見だけなので、全く防衛の役には立たない。そもそも、中は空洞だし、壁も薄過ぎる。

			　だがそれでいいのだ。別にこれに立てこもって戦おうと思っているわけではない。だが、平原で魔獣たちを殲滅できず、森林地帯に入り込まれてしまった時に役に立つはずだった。

			　もし、魔獣たちがこれを発見したら？　無視できないだろう。背後からの挟撃を防ぐためにも、このニセ砦を落とそうとするのではなかろうか？

			　もしくは、一度足を止めて偵察をするか。

			　どちらにせよ、完全に無視して通り過ぎることはないと思われた。どこまで効果があるかは分からないが、ある程度意識させることはできると思う。

			『こんなものかな』

			　あとはここに兵士を配置すれば完璧だ。そんな物がどこにいるかって？　今から作り上げるのだ。

			『じゃあ──ウルシ。頼む』

			「オン！」

			　俺は以前から次元収納に仕舞ってあった、賊やゴブリンなどの死体から比較的状態が良い物を一〇体取り出す。

			　そこにウルシが死霊魔術をかけてゾンビに仕立て上げれば、兵士の完成だ。

			　ゴブリンよりも弱いが、人がいるように見せかけられればそれでいい。こいつらにボロい弓を持たせ、魔獣の軍勢が側に来たら矢を射かけるのだ。弓は五つしかないので、残った奴らには折れた槍や剣を持たせる。偽砦の上で動けば、兵士がいるっぽく見えるだろう。

			　あくまでも、遠距離から見た時に砦に見せかけるための偽装なので、これで十分だった。

			『ニセ砦はこれでいいだろ』

			「じゃあ、行く？」

			『その前に、ここで準備を済ませるぞ』

			「わかった」

			　先に魔術による強化などを全て終わらせてしまうのだ。身体強化系のスキルも起動し、即座に戦闘に入れるようにしておく。

			『どうだ？』

			「力が湧いてくる。いける」

			『そうか！』

			「ん！」

			　準備万端なことを確認し、俺たちは再び飛び立った。

			『先制攻撃を仕掛ける前に気付かれたくない。できるだけ高く飛んでくれ』

			「オン！」

			　俺の指示通り、ウルシはグングンと高度を上げていく。

			　そのまま宙を走り続けると、眼下に魔獣たちを再発見していた。すでに、雲は薄くなり、目視でもその姿を確認できる。

			『うじゃうじゃといやがるな』

			「ゴミのよう」

			『最初は派手に行くぞ。それで出で端ばなをくじく』

			「ん！」

			　俺たちは魔獣の軍勢に先制攻撃を仕掛けるべく、攻撃準備を始めた。

			　魔獣たちに感づかれないように警戒しながら、ゆっくりと確実に、力を練り上げていく。

			『……よし、フラン、待たせたな』

			「私もオッケー」

			「オン！」

			　フランもウルシも準備万端である。

			「覚醒！」

			　フランは、閃華迅雷はまだ使わない。今回は長時間の戦いになるだろう。身を削る様な特攻戦法は使い所が難しかった。

			　それよりも、長く堅実に戦い続けることが重要なのだ。

			『じゃあ、いくぞ！』

			「ん！」

			「グルゥ！」

		

	
		
			第五章　魔獣の軍勢

			


			　フランの覚醒を合図に、俺たちは一気に魔術を解き放つ。

			『これが開戦の狼煙だ！　カンナカムイィィ！』

			「エカト・ケラウノス！」

			「ガルルルァァ！」

			　フランの放った百条の雷が広範囲に降り注ぎ、俺のカンナカムイが魔獣共の先鋒の中央に突き刺さった。ウルシが放ったのは死毒魔術で生み出した猛毒の霧である。

			　エカト・ケラウノスの雷に打ち砕かれる魔獣たちが断末魔の叫びを上げ、カンナカムイの大爆発に巻き込まれた一〇〇を超える魔獣たちは叫び声すら上げられずに消滅した。ウルシの毒霧を吸った魔獣たちは苦し気に唸りながら、激痛に身をよじっている。

			「「「ギャオオオオオ！」」」

			　阿鼻叫喚の地獄と化した平原は、魔獣たちの悲鳴に満ちている。

			　先制攻撃は大成功だ。

			　攻撃を直接食らわずとも、夜空に走った無数の雷光は目撃したはずだ。魔獣たちは確実に混乱し、恐怖している。

			　しかも、混乱は周囲に伝播し、確実に軍勢全体の足が鈍ったのが分かった。

			『次だ！』

			「ん！」

			　ウルシが魔獣の軍勢の上を一周する様な軌道で旋回する。

			　フランはファイア・アローなどの下級魔術を連続して放ち、俺は次元収納から様々な物を取り出すと、高空から魔獣たちに向かって落としていった。

			　俺が転生してから今日までに様々な場所で手に入れた、岩や大木、水に土砂、毒や可燃物等、ダメージを与えられそうな物は何でも放り出す。

			『おいしょぉ！』

			「おー。すごい」

			　特に魔獣たちを混乱させたのが、直径三〇メートルはあろうかという巨大な岩塊である。

			　これは、以前から収納の肥やしになっていた浮遊島の残骸だった。初めてミドガルズオルと遭遇した時に、奴の腹の中でほとんどを放出していたが、まだ数個残っていたのだ。

			　その効果は期待以上であった。これだけ大きな岩がいつ降って来るかという恐怖を与えつつ、純粋に障害物として軍勢の足並みを鈍らせてもいたのだ。

			　すでに先頭にいた魔獣たちは右往左往する事しかできず、軍勢の体を成しているとは言えなかった。ここまでは作戦通りである。

			『お次は正面からぶつかって、足を完璧に止める！』

			「ん！」

			「ガル！」

			　そのまま俺たちは魔獣の軍勢の前に降り立った。

			　大半の魔獣たちは、まだ俺たちに気付いていないだろう。

			　どうやら先頭は弱い魔獣が多いらしい。ゴブリンやオークの様な邪人が多い気もするが、ウルフや牙ネズミのような獣型や、蜥蜴とかげ型に死霊型などその種族は雑多だ。それに、この辺にいる邪人の装備はかなり粗末であった。

			　先日倒したゴブリンたちと違って、ボロ布に棍棒といった、いわゆる邪人の装備と言われて想像する格好だ。

			　もしかしたら先頭の魔獣たちは使い捨ての肉壁的な扱いなのか？　だとすると厄介である。やはりこの軍勢を統率している者には、それなりに戦術を考える頭があるってことだからな。

			『はぁぁぁ！』

			「はぁぁ！」

			　俺とフランは、威圧や覇気を全力で放つ。

			「ギャ、ギャギャ？」

			「ギイ！」

			　魔獣たちが突如出現した強烈な威圧感に怯え、その歩調が乱れた。後ろの魔獣から押されているため足を止めることはないが、明らかに腰が引けていた。

			「師匠、いく！」

			『周りは全部敵だ！　好きなだけやっちまえ！』

			「ん！」

			　そして、俺を抜き放ったフランが、怯える魔獣の軍勢に飛び込んだ。

			　瞬く間にゴブリンやウルフを斬り倒し、先陣に切り込む。

			「しっ！　はぁ！」

			　フランの戦い方は非常に合理的で冷静だ。

			　雑魚は魔石を狙い瞬殺。多少強めの相手は魔石に拘こだわらず頭などを潰す。正直、素材などには拘っていられない。余程珍しい相手でもない限り放置だった。

			　収納することもしない。死骸が積み重なればそれだけでも魔獣の進軍を鈍らせる効果があるかもしれないからな。

			『くらえ！　バースト・フレイム！　ゲイル・ハザード！　サンダー・ウェブ！　バースト・フレイム！　ゲイル・ハザード！』

			　俺はとりあえず数を減らすことを重視して、範囲は広いが威力はいまいちの術を連発した。魔力を数倍込めて威力は増しているものの、所詮は低威力の術だ。ゴブリンは一撃、オークで瀕死、オーガレベルだと生命力二割減。せいぜいがその程度の威力だろう。

			　だが、雑魚を殲滅しなければ今後の避難民たちの逃亡が難しくなる。一ヶ所しか襲えない一匹の巨獣よりも、複数ヶ所に襲い掛かれる一〇〇匹のゴブリンの方が厄介なのだ。

			　そうやって俺が魔術を連発する状況下でも、それを物ともせずに向かって来る魔獣も多い。魔術耐性を持つ魔獣や、運良く他の魔獣が盾となって傷を負わなかった魔獣たちの中でも、特に好戦的な魔獣たちだ。

			　ゴブリンたちが怯えて逃げ惑う中、戦意を失わずにフラン目がけて駆け寄ってくる。

			　しかし、そいつらはフランとウルシの餌食であった。

			「てやぁ！」

			「アオオオオォォーン！」

			　近寄る端からフランに斬り捨てられ、背後から迫るウルシにいつの間にか命を刈り取られていく。

			　ウルシは遊撃に近いポジションだ。フランの死角を警戒しつつ、魔獣たちを背後から襲っている。

			　さらに、ウルシがばら蒔まく毒の霧が想像以上に強力だ。死毒魔術なだけあり、ゴブリンなどの下級魔獣にはひとたまりもない威力があるらしい。転げ回った挙句、その醜い顔をさらに歪ませて、事切れている遺体が目についた。

			　さすがにオーガなどを即死させるほどの毒性はないようだが、毒に侵された個体は確実に動きが鈍っている。

			　大群を足止めするのに、これほど適した魔術はないだろう。

			　改めて、非常に恐ろしい魔術だと分かった。

			　強力過ぎて、他人と一緒に戦っていたり、町中などで気軽に使うことはできないが。

			　正直、フランでも吸えばダメージを受けるだろう。だが、ウルシができるだけ遠くに放っているうえ、俺が常に風の結界で防いでいるので問題はなかった。かなり危険ではあるが、今は殲滅力が重要だからな。

			「はああああ！」

			『サンダー・ウェブ！』

			「アオオオ！」

			　俺たちはその後も、混乱から抜け出し、四方から襲い掛かってくる魔獣たちと戦い続けた。

			　奴らは、未だに俺たちを迂回して進軍を再開しようとはしていないらしい。魔獣の先頭集団はフランを包囲したままだ。邪魔者は倒してから先に進もうってことなんだろう。

			　俺たちにとってはありがたい。

			　ただ、盛大に魔術を連発したせいで、俺の魔力がかなり目減りして来た。そろそろ戦い方を変えなくてはいけないな。

			　無論、フランに振るわれながらも魔力吸収は使い続けていたが、それ以上に魔術に込める魔力の方が多いのだ。

			『少しの間魔術は休みだ。回復に専念する』

			「ん」

			　ここから魔術を控え、フランの補助に回る。

			　後続にいると思われる上位の魔獣を相手にする前に、魔力を回復させておきたいのだ。

			「は！」

			「ギギャ！」

			「ギョオオ！」

			「ふっ！」

			「グロオオ！」

			　魔術の弾幕がなくなったせいで、魔獣たちの攻撃がより激しくなっていく。接近戦では勝てないと悟ったのか、四方から魔術や投石などの遠距離攻撃が雨のように降り注いでいた。

			　それでも、下位の魔獣ではフランに傷一つ付けることはできなかった。

			『フラン、大丈夫か？』

			「ん。へいきっ」

			　いくら全ての攻撃を躱かわし、時おりスタミナヒールで体力を回復しているといっても、精神的な疲労だけは如何ともしがたい。

			　俺は心配になってフランに声をかけたが、フランは平然とした様子で返してくる。強がりではなく、本当に平気であるようだ。今のフランにとってこの程度の戦い、精神をすり減らす程のものではないのだろう。

			　改めてフランの成長を実感するな。

			　以前、天空島のダンジョンに潜っていた頃には、魔獣の群れとの戦いでかなりの疲労を覚えていたのに。

			　勿論、全く疲れていない訳ではないだろう。多少は息が乱れてはいる。だが、まだまだ問題はなさそうだった。アドレナリンが出ているだけではなく、体力配分に気を付けているおかげだろう。

			『先は長い、無理はするなよ』

			「ん！」

			　その後も適度に力を抜きつつ、一体も後ろに通さぬという気迫を持って、フランたちは魔獣と戦い続けた。

			　背後から襲いかかってきたゴブリンの棍棒を半身で躱しながら左肘でその頭蓋を砕き、同時に前から掴みかかってくるオークの足を風魔術で掬すくって転ばせる。横合いから飛びかかってきたウルフの腹を俺で貫きつつ、そのまま逆サイドにいるオオトカゲに向かって放り投げて牽制。その間に、背後に忍び寄ってきたオーガの頭部を蹴りで粉砕する。

			　フランはひと時も止まることなく、魔獣たちを屠ほふり続けた。

			　フランに斬り捨てられた魔獣が一〇〇を超え、その残骸で周囲が埋め尽くされ始めた頃。

			「ガルルルル」

			「ガオオオン！」

			「デカイのいっぱい来た」

			『ここからが本番ってわけか？』

			「じょうとう」

			『おう！』

			　体長四メートルほどもあるトカゲや、緑色の体毛を持つ巨大なライオン、鉄の棍棒を持ったハイ・オーガなど、巨大な魔獣たちが一斉にフランに襲い掛かってくる。

			　雑魚を何百匹ぶつけようが、フランを止められないと悟ったのだろう。

			　その数は最低でも五〇を超えていた。

			　脅威度Ｅ、Ｄという、かなり強い魔獣たちである。単体で、村を蹂躙できるレベルだ。

			　無論、一対一なら絶対に負ける相手ではないが、数がかなり多い。油断はできないだろう。

			　しかも、雑魚たちによる遠距離攻撃は相変わらず続いている。

			『ウルシは陰から数を減らしていけ』

			「オン！」

			『囲まれない様に気を付けろよ』

			　タイマンならウルシが負けるわけない。それでも、袋叩きにあえば危険だろう。

			『遠距離攻撃は俺が防ぐ、フランは近くの魔獣を倒せ！』

			「ん！」

			　フランは臆することなく、巨大な魔獣たちの壁へと突っ込んだ。

			　自らの胴体程もある魔獣の前足を掻い潜くぐり、電柱よりも太い角をスレスレでかわし、魔獣たちの群れの中を舞う。

			「はぁ！」

			「ガロオォォ！」

			「遅い！」

			「キシャアアァ！」

			「そこ！」

			「ギイィ！」

			　さすがにこのレベルの敵を一撃で仕留めることは難しいが、それでも数発あれば倒すことができた。俺、転生したての頃はこのランクの魔獣相手に死にかけてたんだよな。フランだけではなく、俺も強くなったって事だろう。

			　仲間が次々と葬られ、魔獣たちが困惑しているのが伝わってくる。

			　目の前の小さい生き物が自分たちより強いわけがないのに。どう見ても自分たちの餌であるはずなのに。自分たちより速く、自分たちよりも攻撃力があり、莫大な魔力を放っている。

			　時間が経って興奮が冷めれば、魔獣たちにもフランの強さを冷静に感じ取ることができるようになってきたようだ。

			　その瞳に怯えの色が混じりだした。それを見る限り、何者かに精神を縛られて隷属させられているような感じではないらしい。まあ、魔獣たちの主に対する脅威度がより上がったが。何せ、精神を支配せずに、これだけの魔獣を従えている者がいるってことだからな。

			　一番恐ろしいのは、実力で無理やり配下にしていた場合だろう。万を超える魔獣に言う事を聞かせるなんて、どれだけ恐ろしい相手なのか想像もしたくない。多分、脅威度は余裕でＡ以上だ。

			　俺がそんなことを考えている間にも、戦闘は激しさを増していく。あ、別に上の空だったわけじゃないぞ？　並列思考スキルでちゃんと防御を行っていた。

			　魔獣の攻撃は段々と荒くなっているようだ。矢や魔術、石だけではなく、時には魔獣の死体が飛んでくる。仲間の魔獣に当たっても構わないと思っているのか、狙いが適当で逆に読みづらかった。

			　それでも、フランの刃は鈍らない。

			　近寄れば斬り裂かれ、離れれば魔術の餌食だ。

			　次第にフランに襲い掛かって来ていた魔獣たちが数を減らしていく。

			　だが、俺たちの消耗もかなりのものだった。

			　せっかく回復してきていた魔力も再び半減してしまったし、フランも肩で息をしている。

			　特にフランの姿は、知らないものが見れば満身創痍に見えるだろう。自身の流した血や、魔獣の返り血で全身が真っ赤なのだ。装備だけではなく、顔や腕なども赤黒く汚れている。魔獣の血液は赤だけじゃないので、混ざり合うとドス黒く見えるらしい。視界が奪われる危険もあるので、小まめに浄化してやるんだが、すぐに顔が黒くなってしまう。

			　これほどの激戦で消耗しない訳が無かった。

			『フラン、まだ行けるか？』

			「まだまだ！」

			　フランが自分を奮い立たせるかのように、小さく叫んで魔獣たちを睨みつけた。未だに力を失わないその瞳は、その闘志を示すかのように爛々と輝いている。

			　その視線に気圧されたのだろう。魔獣たちが一瞬動きを止めた。

			　相手も、フランがただの少女ではないと改めて理解したようだ。理解されてしまったと言った方がいいだろうか。

			　魔獣を従える何者かは、戦力の逐次投入の愚を反省したようだった。戦い方を変えてきた。

			　やはり、どこかで見ているようだ。もしかしてこの軍勢の中にいるのだろうか？　それとも、予め戦略の指示を受けた指揮官個体がいるのか？　そもそも、魔獣に指示を出す方法も分からんが……。

			　ただ、この魔獣たちが明確に統一された意思の下に行動していることは確かだろう。

			（師匠）

			『ああ、厄介だな』

			　俺たちを取り囲んでいた魔獣たちが、波が引くようにサッと離れて行く。その代わりに、俺たちの目の前に、さらに強力な五匹の魔獣が立ちはだかっていた。少ないと侮るなかれ、他の魔獣たちが霞む程の存在感と、濃密な魔力を放っている。

			　鑑定せずとも分かった。

			　強い。

			　だが、それも納得だ。鑑定の結果、五匹ともが脅威度Ｃの大魔獣であったのだ。多分、この軍勢の最高戦力だろう。

			　単騎でグリンゴート級の大都市を落とせるレベルの魔獣たちだ。それが五体。こいつらが俺たちに発見されることなく進軍を続けていたら、獣人国は未曽有の危機に陥っていたに違いない。

			　外からはバシャール王国、内からは魔獣の軍勢だからな。まるで、獣王がいない時に合わせたかのようだ。

			　もしかして、本当に合わせた？　だとしたら、この魔獣の背後にバシャール王国がいるのか？　分からないことだらけだ。

			　いや、今はそんなことを考えている場合じゃないな。目の前の戦いに集中せねば。

			　厄介なことに、こいつらがそれぞれ違うタイプの魔獣だった。

			　最も巨大な多頭の蛇の魔獣が、グラファイト・ヒュドラ。その名の通り、黒光りする漆黒の鱗を持ったヒュドラだ。全長は二〇メートル以上あるだろう。高速再生能力に加え、闇属性と毒属性、火炎属性のブレスを吐くことができるようだ。六つの首それぞれがフランを呑み込めるほどに大きい。

			　その隣にいる深紅の毛並みの狼が、クリムゾンウルフ。火炎魔術を操る強敵だ。多分、ウルシの種族であるダークネスウルフの火属性タイプだろう。物理的な攻撃力と魔力、体力と速さを高いレベルで兼ね備え、五匹の中で最もバランスがとれているかもしれなかった。

			　もう一体いる獣型の魔獣が、スティール・タイタンベア。名前の通り、鋼鉄の様に硬い皮膚と毛で全身を覆った、一〇メートルを超える巨熊だ。特殊能力は少ないが、単純な防御力とステータスの高さは五匹中トップである。腕力はグラファイト・ヒュドラさえ上回る１２８６を誇っていた。

			　巨熊の隣は、アダマス・ビートルという巨きょ蟲ちゅうだ。見た目はヘラクレスオオカブトを八メートルくらいにしただけなんだが、魔術耐性８という厄介なスキルを備えていた。しかもアダマスの名の通り、その甲殻も非常に硬いらしい。これで高速飛行能力も持っているのだから性質たちが悪かった。

			　最後に、空からフランを見下ろす漆黒の皮膚をした人型の魔獣がデーモン。言わずと知れた悪魔族だ。前にダンジョンで戦った奴が悪魔伯爵だったのに対して、悪魔男爵となっている。ステータスでは伯爵よりも弱いが、こいつはスキルに隙がない。馬鹿なダンジョンマスターのせいで制限があったあの悪魔伯爵よりも、こいつの方が強いかもしれなかった。

			　一体でも危険なのに、それが五体だ。

			　しかも、これまでフランを取り囲んでいた他の魔獣どもが動き始めた。

			　この五体にフランの相手をさせ、他の魔獣たちは進撃する気であるらしい。

			『まずいな』

			　唯一良かったことは、この魔獣たちがダンジョンに関係ある可能性が高いと判明したことだろうか？　デーモンはダンジョン固有種で、特殊な術を使わない限り召喚することはできないらしいからな。

			（どうする？）

			『こいつらと戦いながら、魔獣の軍勢の足止めをし続けるのは無理だ』

			　それは危険過ぎる。全力で戦わなければ勝つ事さえ難しい相手なのだ。

			（じゃあ、速攻倒す）

			『ああ、それしかない。だが、焦るな！』

			「ん！」

			


			　　　＊

			


			「サリューシャよ。暗い顔をしてどうしたんじゃ？」

			「村長……。姫様、大丈夫かな……？」

			「こりゃ！」

			「い、いた！　なにすんのよ！」

			「大丈夫か、じゃと？　大丈夫に決まっとる！」

			「で、でも……」

			「ただお強いだけではなく、進化までされておるんじゃぞ？」

			「だからって、絶対に大丈夫って、どうして言い切れるのよ。もし、敵が凄い強かったら……」

			「馬鹿もん！」

			「いたい！　そんなポカポカ叩かないでよ！」

			「いいか！　姫様は儂らのために戦っておる！」

			「ん……」

			「儂らが、信じんでどうするんじゃ！　姫様なら絶対に大丈夫。そう信じて、待つ！　それが、儂らにできる唯一のことじゃ！」

			「そ、そうなの……？」

			「うむ！　儂らが不安に思うということは、それは姫様のお覚悟に対する冒ぼう涜とくじゃ！」

			「そ、そうか。そうだよな。あの姫様が、魔獣なんかにやられるわけないんだ。何を不安がってたんだろうな」

			「はっはっは！　笑え！　笑って、姫様のお帰りを待て！　それが、あの方に対する最高の信頼の証じゃ！　暗い顔なんぞする必要もない！　何せ、我らが英雄、黒雷姫様なんじゃからな！」

			「は、はは」

			「わはははは！」

			「ははははは！」

			「うむ。そうじゃ！　ほれ、みんなも笑わんか！　わーっはっはっは！」

			


			（……姫様。儂を嘘つきにせんでください。何卒、無事にお帰りを……）

			


			　　　＊

			


			　フランは俺を構えると、五体の魔獣を睨みつけた。威圧するだけではなく、隙はないかと探っているのだ。

			　ここで時間を取られては、先行した魔獣の群れがばらけてしまう可能性があった。そうなっては殲滅は難しい。黒猫族だけではなく、各地からグリンゴートへ向かっているはずの避難民が襲われてしまうだろう。

			　だが、焦って戦って勝てる相手ではない。俺は焦る心を鎮めつつ、作戦をフランたちに伝えた。

			『ウルシはクリムゾンウルフを抑えろ。できるな？』

			（グル！）

			　ウルシは、神狼の眷属という称号を持っている。他の狼に対する威圧効果がある称号なので、同格のクリムゾンウルフ相手でも、ウルシの方が優位に立てるはずだ。

			『フランは悪魔とやり合え。魔術で他の魔獣をサポートされると厄介だ』

			　できれば、面倒なことはされたくない。

			『温存とか言ってられん。危険だと判断したら、閃華迅雷も使うんだぞ？』

			（ん！）

			　フランが次元収納から幻輝石の魔剣を取り出して構えた。

			　フランたちに二体を抑えていてもらう間に、残りの三体は俺が倒す。

			　魔獣たちは、まだ俺の存在には気が付いていない。切れ味の良い魔剣だと警戒はしていても、まさか魔術を放って一人で動くとは思っていないだろう。

			　魔獣どもは突っ込んでくるようなことはなく、フランを囲んで隙をうかがっている。新たな剣を取り出したことで、やや警戒を強めたらしい。

			　慎重なことだな。

			　だが、その逡巡がこちらに貴重な時間を与えてくれるのだ。

			　五匹がこちらの動きを窺っている隙に、集中を高め、魔力を練り上げる。

			『──よし！　行くぞ！』

			「ん！」

			『あああああああ！　カンナカムイッ！』

			　こちらの魔力が急激に高まったことを察知したのか、魔獣たちが咄嗟にフランに跳び掛かろうとしたが、一瞬遅かったな。

			『まずはテメーだ！　デカブツ！』

			　最も的が大きいグラファイト・ヒュドラに、その巨体さえ呑み込む巨大な白雷が降り注ぐ。

			　空間を白く染め上げる凄まじい雷光が収まった後、カンナカムイの直撃を受けた漆黒の多頭蛇の姿は、影も形も残っていなかった。残っているのは、大地に穿たれた巨大なクレーターだけだ。鱗も骨も魔石も、一切残さずに消滅してしまった。

			『厄介な高速再生能力を持っていようが、即死すれば意味ないだろ！』

			　そして、カンナカムイの巻き起こした凄まじい爆風は、他の魔獣たちにも襲い掛かっている。

			　巨大な魔獣とて、油断すれば体を持って行かれそうになるほどの暴風だ。仲間が瞬殺されたことにも動揺したのか、残り四匹はその場で完全に動きを止めてしまう。

			　だが、たとえ転びそうになっても、ここは動かなくてはならない場面だと思うんだがな。こいつら、もしかしたら実戦経験が浅いのかもしれない。戦場でいちいち動きを止めていたら命取りになると分かっていないんだろうか？

			　まあ、そのおかげで、俺たちは大助かりだけどね！

			『もう一匹もらったぁ！』

			「ガオオオオオオ──！」

			　俺が転移からの念動カタパルトで襲いかかったのは、巨体が厄介そうなスティール・タイタンベアだった。

			　一条の飛槍と化した俺が、スティール・タイタンベアの肉体をぶち抜いて魔石を一撃で砕く。

			　仲間の死に気を取られていた熊は全く反応することもできず、滅ぼされたのだった。

			　普通の状態だったら、察知して急所を外すくらいはできたんだろうがな。俺が一人で動くなんて思いもしてなかっただろうし、今の動揺状態では無理だったようだ。

			　唯一反応できていた悪魔も、フランに邪魔されて仲間の援護には向かえなかったらしい。

			　ただ、計算違いなこともあった。完全に虚を衝ついたはずなのに、その防御力のせいで魔石に届いたのは切先ギリギリであったのだ。もう少し皮膚の分厚い場所に突っ込んでいたら、一撃で倒せなかっただろう。改めて相手が雑魚ではないと理解した。

			　しかも、俺だけで動いてスティール・タイタンベアを仕留めた姿はバッチリ見られてしまった。同じ手はもう通用しないだろう。

			　その後、あえて魔獣たちを驚かせるため、スティール・タイタンベアの死体を次元収納に仕舞ってみるが、さすがにもう動きを止めるような真似はしなかった。焦りを滲ませる態度で、咄嗟に散開している。

			　だがすでに二匹を削ることには成功したぞ。当初よりは大分ましになった。俺は一旦フランの下に戻る。

			『この調子で残りもやるぞ！』

			「わかった」

			「オン！」

			　ウルシが、クリムゾンウルフに攻撃を仕掛けた。

			「ガルルルゥ！」

			「ゴガアアア！」

			　ウルシの体格の方が一回り小さいものの、その分俊敏性は勝っている。

			　クリムゾンウルフの噛みつきをヒラリと躱すと、そのまま離れた場所に向かって誘導していく。相手も、同じ狼型のウルシを意識しているらしく、あえてウルシの挑発に乗ったような印象もあった。

			『俺たちは悪魔と蟲を相手にする』

			「ん！」

			　そして、フランが俺を構えて、残った二匹と向かい合う。やはり、魔術を使いこなす悪魔の方を先に仕留めたいところだ。

			「……こない」

			『さすがに警戒されてるな』

			　悪魔たちは距離を取りつつ、魔術などでこちらを牽制してくるばかりだった。

			　こちらも魔術で応戦するが、察知能力の高い悪魔たちには当たらない。

			　一気に勝負を決めに来てくれる方が有り難いんだがな。

			「ゴルアアアァァ！」

			「グルルアァァ！」

			　ウルシの手助けがあれば楽になるんだが、ウルシとクリムゾンウルフの戦いはかなり膠こう着ちゃくしていた。

			　魔力ではウルシ、体力ではクリムゾンウルフに軍配が上がる。総合的に見たら、ほぼ互角だろう。ウルシは影潜りと俊敏さで距離を取りつつ暗黒魔術で削り、クリムゾンウルフは広範囲の火炎と防御無視の突進で一発逆転を狙う。

			　一見するとウルシの方が押しているようだが、クリムゾンウルフは攻撃力特化型なため、一撃をもらうとウルシであっても危険であった。

			　こっちはこっちで、どうにかするしかなさそうだ。

			「ギイイイ！」

			　アダマス・ビートルが一直線に突進してきた。

			　角の切先は、確実にフランの胴体を狙っているだろう。

			「キシャァ！」

			　しかも、その背後には悪魔がいた。アダマス・ビートルの死角をカバーするような位置取りで、こちらの動きを観察しているのが分かる。嫌な位置取りだな！

			　アダマス・ビートルの突進を躱しつつ、悪魔の魔術を俺が弾いた。

			　アダマス・ビートルと悪魔。どちらも動きが速いうえに、飛行能力がある。そいつらが連携してくるのだ。片方を追えば片方が攻撃してくるので、かなり厄介だった。

			　しかも、悪魔よりも脅威度が下だと思っていたアダマス・ビートルがかなり強い相手だった。魔力を背後に放出して推進力を得ることができるようで、ホバリング状態から一転して凄まじい速度で突進してくる。残像が見える程の速度と機動力は、想像以上に危険だった。

			　見てからでは完全な回避が間に合わない程の速さである。スキルで魔力が放出された瞬間を察知して、全力で躱さなくてはいけなかった。

			「シャア！」

			『こいつ、嫌らしいタイミングで！』

			　だが、そっちばかりも見ていられない。

			　一瞬、アダマス・ビートルに視線が向いたのを隙だと考えたのか、悪魔が斬り掛かってくる。手には毒魔術で作り出した武器を持ち、同時に毒魔術を放ってきた。あまり速くはないのでフランなら躱せる──はずだったのだが。

			「ギイイィィ！」

			「ぐぁぅ！」

			　悪魔に気を取られた一瞬の隙に、アダマス・ビートルの突進を食らってしまっていた。突然湧き出たようなアダマス・ビートルの気配を察知して、フランはとっさに体をよじったんだが……。

			　アダマス・ビートルは魔力を放出して推進力を得るだけではなく、角などに圧縮した魔力を纏わせて攻撃力を高めることもできるようだった。戦闘中は張り続けていた障壁を、完全にぶち抜かれてしまった。

			『フラン！』

			　宙を吹き飛ぶフランの右腕、右足がおかしな方向に曲がり、頭部からも大量出血がある。だが、そこはまだましだ。最悪なのが、腹に空いた巨大な穴だった。右わき腹からへそ辺りまでが、アダマス・ビートルの角に抉えぐり取られてしまっている。

			　ピンク色の内臓が露出し、大量の体液がまき散らされた。

			　俺は念動でフランの体を受け止めつつ、大慌てでグレーター・ヒールをかける。しかし、傷が大き過ぎて塞がりきらない。

			『瞬間再生を使うんだ！』

			「ごぷ……っ」

			『聞こえてるか？　フラン！　瞬間再生だ！』

			　フランは激痛に顔を歪めながらも微かすかに頷く。その直後、フランの傷が一瞬で再生し始めるのだった。どうにか、間に合ったらしい。

			　だが、かなりの魔力を消耗してしまった。このスキルも、物理無効と同様にフランとは相性が悪いスキルなのだろう。まあ、俺の様な無機物や、スライムの様な粘体生物と違い、人体は複雑だからな。それを無理やり一瞬で再生する訳だから、そりゃあ魔力の消費も大きいんだろう。

			「ぐぅ……ごふ……」

			　荒い息を吐くフランに障壁を張りながら、声をかける。

			『平気か？』

			「……ん」

			『何が起きた？』

			（あの蟲。急に、出て来た）

			　やはりフランにもそう見えていたか。今の攻撃は、死角を突かれたとかそういうレベルではなく、突然湧いて出たような感じだった。

			　一瞬、転移して攻撃してきたのかとも思ったが、アダマス・ビートルはそんなスキルは持っていない。隠密を持っているが、俺たちの眼を欺けるほどの高レベルではない。

			『さすが高ランクの魔獣だな。一筋縄じゃいかん』

			「でも、勝つ」

			『ああ』

			　フランの闘志は全く衰えていない。この心の強さがフランの一番の武器だからな。頼もしい限りだ。

			　アダマス・ビートルの動きに最大限の警戒を払い、攻撃の謎を突き止める。

			　そう考えていたんだが──。

			「バルオォ！」

			「うざい」

			　悪魔が嫌らしいタイミングで攻撃してきた。

			　こっちの集中力を阻害することが目的の、必殺の威力はないが、防がなくてはならない程度の絶妙な威力の攻撃だ。

			「ギイイイィィ！」

			「くぅっ」

			　そして、再びアダマス・ビートルのぶちかましをもらってしまった。

			　今度は警戒していたので、念動と障壁で直撃を避けることに成功するが、それでも凄まじい衝撃でフランの体が吹き飛ばされる。

			『回復は任せろ。フランは、追撃に備えるんだ！』

			「ん！」

			　再び折れた左腕にヒールをかけつつ、俺は直前の攻撃を思い返す。

			　やはり、直前まで気配は感じ取れなかった。これは、気配を探ることに全神経を傾けなくては回避できないだろう。

			『フラン、一度ヘイストを切るぞ』

			（わかった）

			　俺たちは敏捷性でこちらを大幅に上回る魔獣を相手にするために、時空魔術で加速している。だが、この術にはデメリットもあった。周囲との時間差が生まれるせいで音が上手く聞こえなくなり、他の感覚も多少のずれが生じてしまうのだ。当然、気配察知系のスキルを使うのも難しくなる。

			　今の様な、察知スキルの精度が必要になる場合には邪魔であった。

			『その代わり、フランを頼ることになっちまう。すまないな』

			「ん。へいき。閃華迅雷！」

			　できれば短期決戦用のスキルである閃華迅雷は温存しておきたかった。だが、ヘイストのない状態で、高速移動可能な二匹を相手にするのは難しいのだ。

			「シャイイィイ！」

			　悪魔が再び攻撃を仕掛けてくる。その斬撃を俺で受けようとするフラン。だが、まるで俺の刀身をすり抜けたかのように、悪魔の毒剣がフランの体を抉った。

			「ぐぅ……？」

			『さすが悪魔だな！』

			　単なる斬撃で、障壁を突破された。どうやら毒剣に一瞬だけ魔力を巡らせ、貫通力を高めたらしい。

			　傷自体は大したことないが、猛毒に侵されてしまった。激痛にフランの動きが鈍る。

			　そこに三度攻撃を仕掛けて来たアダマス・ビートル。だが、すでに二回も同じ攻撃にやられているフランは、ただではやられなかった。

			　背後から心臓を狙って繰り出された角攻撃に対し、フランは体を捻ってポイントをずらしていた。右肩を大きく抉り取られ、右腕が吹き飛んだ。

			「あぁぁぁ！」

			　だが、フランは歯を食いしばって、残った左腕をアダマス・ビートルの右目に叩き込む。

			「がぁっ！」

			「ギギィィィィ！」

			　バギンという硬い物が割れる音と共に、蟲の目にフランの左腕が肘まで突き入れられた。

			　そのまま雷鳴魔術をアダマス・ビートルの脳天に叩き込む。

			「ライトニング・ブラスト！」

			「ギギチイイィィ！」

			『ちっ！　高位の魔獣は本当に厄介だな！』

			　悲鳴を上げて体をよじるアダマス・ビートル。だが、硬い頭殻の内側を雷で焼かれたにもかかわらず、アダマス・ビートルは死んでいなかった。

			　生命力は大幅に減ったが、まだ激しく動いていやがる。

			「ギギギガィイイイイイィッ！」

			「うがぅっ！」

			『フラン！』

			　今度は左腕が千切れ飛んだ。アダマス・ビートルが暴れた時に、硬い殻に挟みこまれて切断されてしまったのだ。

			『グレーター・ヒール！　アンチ・ドート！　グレーター・ヒール！』

			「……はぁはぁ」

			　両腕を失ったフランを念動で支えながら、回復魔術を唱え続ける。フランも即座に瞬間再生を使用したおかげで、千切れた腕がすぐに生えた。だが、魔力も体力も消耗が凄まじい。

			　フランを回復しながら、俺は今の攻防に違和感を覚えていた。アダマス・ビートルもそうだが、悪魔の毒剣がおかしい。

			　相手は魔術師タイプの悪魔で、剣術のレベルは６。多少の隙はあったとしても、フランが単なる斬撃を防げないわけがなかった。絶対に何かからくりがあるはずだ。

			　そして、悪魔を再度鑑定して気づく。

			『そうか！　幻像魔術だ！』

			　悪魔は幻像魔術４のスキルを持っていた。多分、俺たちの想像以上に強力な術なんだろう。それこそ、視覚以外の感覚まで騙されてしまうほどに。もう、そうとしか思えなかった。

			　敵として出くわすのは初めてだったので、そこまで強力な術だとは思いもしなかったのだ。まずはこの予想を確証に変えないとな。

			　再び襲って来る悪魔をスキル全開で観察してみる、すると、俺の違和感の正体がハッキリと分かった。やつの体は本物でも、腕から先が幻像魔術で作り出された物だったのだ。

			　この幻覚の凄いところは、本来の腕が完全に隠蔽されているうえ、気配まで偽装できている点だ。風切り音なども、偽の腕から聞こえてくる。フランはまたも騙されかけているが、俺の念動が悪魔の毒剣を弾いた。

			（師匠？）

			『防御は俺がやる、このまま攻撃しろ！』

			「ん！」

			　フランが悪魔に猛攻を仕掛けた。

			　当然、幻像魔術を使って反撃してくるが、それらは俺が叩き落とす。もう騙されんぞ！

			　黒猫族の村でフランやウルシが違和感を感じ取った時に、俺は反応できなかった。やはり野生の勘的な物ではフランたちに負けるらしい。だが、こういった五感を騙すような、幻覚などを相手にすることに関しては俺の方が得意らしかった。

			　まあ、いわゆる五感という物が俺にはないからな。物を見ているのも目じゃないし、触覚は弱いし、どうやって音を聞いているのか自分では分からない。味覚、嗅覚に関してはそもそも存在していない。ないものは騙されようがないということなんだろう。

			「ギイイイィィ！」

			『それも見えてるんだよ！』

			「ギギィッ？」

			　アダマス・ビートルの謎の突進も、もう俺にはバレている。悪魔が幻像魔術で気配を隠していたのだ。幻像魔術は単に偽の映像を見せるだけではなく、気配隠蔽や透明化もお手の物らしい。

			　だが、種が割れれば対処のしようもある。実態がなくなる訳ではないのだ。押された風の僅かな動きなどをスキルで察知すればいい。フランに目を潰されて動きを鈍らせた今のアダマス・ビートルの動きなら、何とか察知することができた。

			　そして、アダマス・ビートルに対して俺は魔術を放つ。やつは魔術耐性を持っているので、攻撃魔術ではない。

			『ターン・シールド！』

			　空間を歪め、敵の飛び道具などを逸らす術だ。

			　アダマス・ビートルの巨体が相手だが、魔力を限界まで込めて念動と併用すれば、突進の進路を僅かにズラす程度の事はできた。

			「グアアア！」

			「ギイイ？」

			　その先には、悪魔の姿だ。

			　別にこれで倒そうとは思っていない。隙を作れればよかった。俺の狙い通り、突然自分に向かってきた仲間を見て、悪魔が慌てたように距離を取る。

			　その隙を見逃すフランではない。

			「はぁぁ！」

			　黒雷と化したフランの斬撃に反応する事ができず、悪魔の上半身と下半身が分かたれた。悪魔は、斬られてからようやく自分が倒されたことに気付けただろう。

			　返す刀で魔石も砕かれる。単純な斬り合いになれば、フランが圧倒的に強いからな。当然の結果だ。

			「ギイィィイ！」

			「速い！」

			　残ったアダマス・ビートルが、今まで以上の速さで突進してきた。いわゆる、奥の手って奴なのだろう。残った魔力全てを一気に噴出することで、自身でも制御しきれないほどの超加速を実現しているようだった。しかも悪魔ごとフランを串刺しにする軌道だ。

			　こいつ、蟲のクセに状況判断が的確だな！

			　だが、悪魔の援護を失ったその巨体は、もはや俺たちから逃れることはできない。再び突進をいなされ、俺の転移念動カタパルトで倒されたのだった。

			『よし！　残りはクリムゾンウルフだけだ！』

			「ん！」

			　悪魔とアダマス・ビートルを片づけた俺たちは、急いでウルシの援護へと向かう。

			　ただ、俺たちが援護するまでもなく、すでに決着目前だったが。

			「グルルオオオオォ！」

			「ガオオォオウゥゥ……」

			　単純な攻撃力や肉体の強さで負けるウルシは、距離を取りつつも死毒魔術でジワジワとクリムゾンウルフの体力を削っていたらしい。

			　クリムゾンウルフの瞳には紫の斑点がポツポツと浮かび、その全身の毛が抜け落ちていたる場所に円形の禿はげができている。呼吸はヒューヒューと荒く、時おり咳をするように息が乱れていた。短時間で体の内側から毒でボロボロにされたのだろう。

			　ウルシも顔の右半分と背中が焼け爛ただれ、右目は完全に燃えて失われて眼窩が露わとなってしまっていた。それでも鋭い殺気をぶつけ合う二匹の姿を見ているだけで、その戦いの激しさが伝わってくる。

			　どちらも満身創痍ではあるが、クリムゾンウルフの方がよりダメージは大きそうだった。パッと見は外傷のあるウルシの方が死にかけなんだが、吐血の止まらないクリムゾンウルフは手遅れのところまで来ている。

			「ガルルルルウゥゥ！」

			　ダメージのせいでクリムゾンウルフの動きが鈍くなってきたところを見逃さず、ウルシの闇魔術がその足を拘束した。逃れようともがくクリムゾンウルフだったが、ウルシは一気に跳び掛かり、その喉笛に食らいつく。

			「ガグルゥ！」

			「ギヒィィィィ……！」

			　こうなっては、もはやクリムゾンウルフに逃れる術はない。

			　首を食いちぎられたクリムゾンウルフが掠れたか細い悲鳴を上げながら、その場に崩れ落ちる。

			　決着であった。クリムゾンウルフは、完全に事切れている。

			「オオオオォォン！」

			　ウルシは横たわるクリムゾンウルフの体に足をかけ、勝利の遠吠えを上げた。だが、すぐにその場に崩れ落ちてしまう。

			「ウルシ！」

			『グレーター・ヒール！』

			　俺たちは大慌てでウルシに駆け寄り、回復魔術をかけた。だが、目が治らない。ウルシは再生があるから時間をかければ治るはずだが、今はそれを待っている時間がない。

			　俺は以前入手した上級ライフポーションを取り出して、ウルシの目に振りかけた。ゆっくりとだが確実に、三〇秒ほどかけて眼球が再生していく。

			『ウルシ、大丈夫か？』

			「オゥン」

			　俺とフランは、誇らしげなウルシをワシャワシャと撫でて褒めてやった。

			『よく勝ったな！』

			「えらい」

			「オン！」

			　本当はウルシもフランも休ませてやりたいが、そんな時間の猶予はない。とりあえずフランにもポーションを一つ飲ませておこう。精神的な疲労以外はこれで何とかなるはずだ。まあ、その精神的疲労が最も厄介なんだが。

			『先頭を追うぞ！　かなり時間をかけちまった！』

			「ん！」

			『あっと、その前に魔石を吸収しちゃおう。かまわないな？　ウルシ』

			「オン！」

			　一応、ウルシが仕留めた獲物だからね。ウルシに確認を取ってから、クリムゾンウルフの心臓付近へと刃を突き立てた。

			　ランクＣ魔獣であるこいつの魔石を吸収できれば──。

			　〈自己進化の効果が発動しました──〉

			『ひゃっほー！』

			　よし！　狙い通りだ！　ここでランクアップできたぞ！　魔力も全快で、自己進化ポイントも手に入った！　この後の戦いが楽になるだろう。

			


			　　　名称：師匠

			　　　装備者：フラン（固定）

			　　　種族：インテリジェンス・ウェポン

			　　　攻撃力：７２６　保有魔力：５５００／５５００　耐久値：５３００／５３００

			　　　魔力伝導率：A+

			　　　自己進化〈ランク14・魔石値９１３３／１０５００・メモリ１３８・ポイント70〉

			


			　俺が久々の進化に歓喜していると、フランが声をかけてくる。おっと、少しはしゃぎ過ぎたな。

			「師匠？　どうした？」

			『ランクアップした！　魔力も回復したし、自己進化ポイントも70手に入ったぞ』

			「おお」

			『それに、フランもウルシもレベルが３ずつ上がってるな』

			　あれだけ倒して３しかと言うべきか、３も上がったと言うべきか。ただ、普通の冒険者が30歳、40歳でも40に到達していない人間が多い事を考えれば、３も上がったと言っていいと思う。

			　しかもフランは新たな称号も得ていた。

			『魔獣の殲滅者か』

			


			　　　魔獣の殲滅者：生涯において、１００、１０００匹以上の魔獣を倒した者に与えられる。

			　　　効果：魔獣との戦闘時、相手の数、強さに応じてステータスが強化される。

			


			　普通は長い時間をかけて手に入れるはずの称号なのだろうが、フランは俺と出会ってから多くの激戦を潜り抜けてきた。特に、先程までの戦いでは様々な種類の魔獣を葬ったのだ。短期間で条件を満たしてしまったらしい。

			『ポイントを何に使おうか──いや、今は魔獣たちを追わないと。道中に考えよう』

			「ん」

			　クリムゾンウルフの死体を収納し、フランが回復したウルシの背に飛び乗った。

			『ウルシ、魔獣の軍勢を追ってくれ』

			「オン！」

			


			　　　＊

			


			「リグダルファ様！　白犀族三〇〇、突撃準備が整いました！」

			「そうか。では、出るとしよう」

			「はっ！」

			　俺の名はリグダルファ。

			　白犀族の族長代理にして、戦地限定の臨時将軍職を拝命している者だ。

			　獣人国において、各種族の代表に臨時の階級を与え、指揮系統に組み込むことはよくあることであった。

			「……やはり、奴らの動きが妙だな」

			「妙、と言いますと？」

			　副族長にして副官であるファーデルトが、俺の言葉を聞いて首を捻っている。

			　俺も、明確に何がおかしいと言えるわけではない。

			　だが、此度のバシャール軍の動きはどこか奇妙に映る。

			　まずは、迅速と言ってもよい軍の展開速度。戦下手と言われたバシャール王国にしては、その動きが速過ぎる。無論、才のある指揮官が台頭した可能性や、過去の失敗に学んだという可能性もあるだろう。

			　だが、それにしては、展開後の動きがお粗末過ぎた。

			　万を超える部隊をあれだけ素早く運用したにもかかわらず、我が国深くには攻め入ってこなかった。

			　まるで膠着状態に持ち込むことが目的であったかのように、国境線を僅かに越えて布陣したのだ。

			　だが、バシャール王国から我が国に攻め込むには、この平原を通る他にない。援軍を待っているにしても、橋きょう頭とう堡ほを確保するためにいくつかの都市や町を落とすべきなのだ。

			　あえて国境線を戦場にした理由が分からない。

			　そして、実際に戦場で相対してみても、その目的が見えてこなかった。

			　末端の兵士は、いつも通りだ。獣人国憎しで、戦意は高くとも、勝利できるとは思っておらず、多少突いてやればすぐに壊乱する。

			　だが、将官たちの指揮からは勝利しようという意欲が見えてこなかった。

			　いや、少し違うな。

			　この場で勝とうとしていない、とでも言えばいいだろうか？

			　何かを待っているような印象なのだ。

			　それが何か分からない。他国に協力を打診しているのか、何か暴力を仕掛けているのか。それとも、国民感情を発散するための無意味な出兵を厭いとい、無気力なだけだろうか？

			「考え過ぎなのでは？」

			「だったらいいのだが……。敵の思惑がどうであろうと、叩き潰してしまえば何もできん。攻勢に出るぞ」

			「はっ！　了解です！」

			「奴らも、まさか部隊の集結が終わっていない状態で、少数での突撃があるなどとは夢にも思っておらんだろう」

			「バシャールの腰抜け共に、我ら白犀族の雄姿を見せつけてやりましょう！」

			「うむ。目指すは、敵右翼の将の首！　遅れるなよ！」

			


			　　　＊

			


			　ウルシの背に乗って、かなり先行してしまった魔獣の群れを追う。

			　その道すがら、俺たちは自己進化ポイントの使い道を相談していた。

			『フランは何に使いたい？』

			「魔力制御？」

			『なるほど。ありだな』

			　以前、気力操作を気力制御にランクアップさせたところ、スキルを使用する時に素晴らしい効果を発揮してくれた。発動も速くなり、威力も増したのだ。

			　なら魔力制御を得れば、魔術でも同様の効果を得られるのではないだろうか？　期待通りの効果があれば、今後の戦闘で役立ってくれるはずだ。

			「師匠は？」

			『俺は魔力吸収だ』

			　依然、自己進化ポイントが足らずにレベル９のままになっているが、マックスにすればさらに効果も高まるだろう。この後、魔獣たちと戦い続けるには必須といえる。

			　そこまで考えて、さらに気になるスキルがあった。それが、先程までの戦闘でいつの間にか手に入れていた生命吸収である。まあ、撃破優先とはいえ、そこそこの数の魔石を食ったのだ。その中に所持している魔獣がいたんだろう。

			　名前からして、魔力吸収の生命力版だ。このスキルがあれば、閃華迅雷のような生命を削るスキルも使いやすくなるに違いない。魔力吸収と合わせて、かなり有用だと思われた。

			『よし、考えている時間もないし、とりあえず今挙がったスキルは全部強化しちまおう』

			「わかった」

			　この後の戦闘で使えるのは間違いないだろうし。

			　まずは魔力操作を魔力制御に上げるのに５ポイント費やす。スキルが一つ上位に進化しただけなのに、その効果は絶大だった。

			「すごい！」

			『ああ』

			　フランにもこのスキルの凄さが分かったのだろう。目を見開いて驚いている。魔力を使うための能力だけではなく、魔力感知などの感度が桁違いに上昇していたのだ。まるで、急に視界が開けたかのような、耳栓を外した直後のような、世界が拡張した感覚だった。この解放感は気力制御の時以上かもしれない。

			『次は魔力吸収を一つ上げてレベルマックスに』

			　〈魔力吸収がレベル10に達しました。魔力強奪がスキルに追加されます〉

			　新しいスキルが生えたな。まあ、これの使い心地は後だ。次は生命吸収を上げてしまおう。

			　〈生命吸収がレベル10に達しました。生命強奪がスキルに追加されます〉

			　こっちもか。吸収率が上がるのかね？

			　この時点で、魔力制御に５。魔力吸収に２。生命吸収に18を費やし、合計25ポイント使用したので、自己進化ポイントの残りは45ポイントだ。

			『他はどうするか……』

			「魔獣を足止めできる魔術？」

			『ふむ』

			　確かに、より魔獣の足を止められる術があると嬉しいんだが……。どの系統の魔術を伸ばせばいいかね？

			「火炎魔術？」

			『そうだな……』

			　雷鳴魔術の次にレベルも高いし、殲滅力も高い。悪くはないか？　ただ、森林火災などに気を付けなきゃいけないだろう。炎が燃え広がって、避難民まで巻き込んだりしたら本末転倒だからな。

			『火事さえ気を付ければ行けるか？』

			「じゃあ、暴風魔術は？　きっと範囲が広い」

			　確かに風魔術は範囲が広い術が多いし、広域殲滅には役立ちそうだ。だが、本当にそれでいいのだろうか？

			　これが、単に魔獣の数を減らして、追い散らせればミッション達成というのであれば、火炎魔術や暴風魔術でも良い。

			　ただ、今回は避難民たちを守ることが目的の戦いだ。極端な話、魔獣を一匹も倒せずとも、避難民たちがグリンゴートに逃げ込むことができるまでその場に釘づけにしていれば俺たちの勝ちだった。

			　なので、迂闊に攻撃を仕掛けて、魔獣の軍勢がバラバラに逃げ散ってしまうのはまずい。特に今の魔獣たちは、俺たちに強い魔獣を倒され、脅威度が低い魔獣ばかりだ。中途半端な手出しは、逃散を誘発させてしまうかもしれない。

			　そうなっては、個別に追う事も難しくなり、避難民たちが逃げて来た魔獣に襲われる可能性が上がるだろう。

			「む」

			　フランが腕を組んで悩んでいる。だが、俺はあることを思いついていた。

			『なあ、大地魔術はどうだ？』

			「大地魔術？」

			『ああ、レベルを上げれば、壁や堀を作れると思うんだよな』

			　グリンゴートでマルマーノも言っていた。この国には、敵を防げるほどの大地魔術の使い手は一人しかいないと。つまり、大地魔術を上手く使えば、単騎で大群に対抗する方法があるということだった。

			「ん！　なるほど」

			『今のポイントなら、最高レベルにもできる。習得するなら今の内だと思うんだよ』

			「それでいい」

			　フランも賛成なようだ。

			『じゃあ、とりあえず土魔術のレベルを上げよう』

			「ん」

			　ポイントを４費やし、土魔術を最高レベルまで上げた。フランの称号に土術師が加わり、俺は大地魔術と砂塵魔術をゲットする。そうか、風と土で砂塵だったな。だが、今は置いておこう。本番はこの次だ。

			『大地魔術のレベルを上げるぞ』

			　とりあえずレベル４まで上げてみる。だが、目当ての術は覚えない。かなり強力そうな術たちは覚えたが、大軍を足止めできそうな術ではなかった。

			　さらにポイントをつぎ込む。残り自己進化ポイントが25となった時、大地魔術６でそれらしき術を習得できたのだった。

			『きた！　多分これだ』

			　レベル６大地魔術、グレイト・ウォール。大きな壁と堀を生み出す術だ。魔力を最大限まで込めれば、かなり巨大な物も造り出せそうな気がする。

			『これなら魔獣どもを足止めできそうだ！』

			「ん！」

			　すでに森に入り込んだ魔獣の軍勢は、だいぶばらけ始めていた。多分、周辺の村を襲うために軍勢を分けるつもりなのだろう。

			　このままでは、広範囲に魔獣が散ってしまい、殲滅することが難しくなってしまう。

			『まずい！』

			「どうする？　攻撃する？」

			　だが、どうも様子がおかしい。魔獣の群れはそれ以上に広がることなく、その場で何故か足を止めていた。何が起きた？　疑問に思っていたら、思い出した。というか、すっかり忘れていた。俺たちが作ったハリボテだ。魔獣の軍勢はあれを囲んで、待機しているらしい。

			　想像以上の効果を発揮してくれたな。ここで一瞬でも魔獣の軍勢が侵攻を止めてくれたおかげで、壁を作る時間が稼げる。

			　俺たちは偽砦のやや後方に降下した。ここを起点に、壁を生み出す。

			『まずは試しに一つ作ってみよう』

			「ん」

			『最大限魔力を込めて──グレイト・ウォール！』

			「おおー！」

			「オフー！」

			　フランたちの驚きももっともだ。俺も集中してなかったら同じように驚きの声を上げていただろう。

			　何と一瞬で、高さ一五メートル、厚さ五メートルはあろうかという壁が生み出されたのだ。しかも、長さは五〇メートル以上は確実だ。

			　しかも、この術の素晴らしいところは、ただ巨壁を生み出すというだけではないところだろう。生み出すために使った土の分、壁の前に堀が生み出されているのだ。

			　グレイト・ウォールは巨大な堀と壁を同時に生み出す術であった。これは凄まじい。

			　最大限の魔力を込めたため、一回で１００以上の魔力を消費したが、俺たちなら連続使用だってできる。一キロメートル以上の壁でも作り出せるだろう。

			　普通の高位魔術師でも、三〇〇メートル程度の壁なら作りだせるだろう。なるほど。確かに上手く使えば、大軍を相手どれる。

			　ただ、壁自体に魔力が込められているわけではないし、自動で補修するような機能もないただの壁なので、高位の魔獣や魔術師が相手だと意外と脆もろそうだ。

			　少なくとも俺たちなら、魔術の一撃で破壊できる。魔獣でも、脅威度Ｄ以上の強さを持っているときついかもな。

			　ただ、今の魔獣の軍勢には、脅威度Ｄ以上のものはほとんどいないだろう。

			　俺たちの足止めをするために向かってきて、倒されてしまっているはずだ。だとすると、質より量の魔獣たちに、この巨壁を突破することは難しいと思われた。

			　これは俺たちに風が吹いてるんじゃないか？

			　あそこで脅威度の高い魔獣たちを排除できたことで、グレイト・ウォールが非常に効いてくるのだ。

			『大量の壁を作り上げる。ただ、今のお試しで魔獣たちには気づかれているだろう。時間はかけられない』

			「じゃあ、どうする？」

			『詠唱破棄と、並列思考を強化する。そうすれば複数の魔術を同時に操れるうえ、それらを同時に起動できる』

			「なるほど」

			　詠唱破棄は、どうしても術の名前だけは口に出す必要がある。だが、その上位スキルである無詠唱なら？　多分、呪文名さえ不要になるのではなかろうか？　それを並列思考の上位スキルで同時に使用すれば、長大な巨壁を一瞬で作り上げる様な真似も可能になるかもしれない。

			『あくまでも可能性の問題だが、どうだ？』

			「ん。それでいい」

			『よし！』

			　まずは詠唱破棄に10ポイント使い、狙い通りの無詠唱をゲットする。こちらは俺の予想通り、念じるだけで術が使えるスキルだった。

			　さらに残っていた15ポイントを全て使う事になったが、並列思考が進化し、同時演算となる。こっちは、俺の予想を上回る能力であった。あまりにも強力過ぎる。同時に一〇程の思考を行っても、全く問題がない。意識が散漫になることもなく、複数の思考を完璧に操れていた。

			　これならカンナカムイの同時起動ができるんじゃないか？　ただ、逆にフランにとっては大分使いづらくなったらしい。軽く使っただけで、頭を押さえて蹲うずくまってしまった。脳が酷使され過ぎてしまうんだろう。

			「むぅ……」

			『フラン、無理するな』

			「ん……」

			『壁は俺が作るから、フランは周囲を警戒していてくれ』

			「わかった」

			『よし──』

			　無詠唱をゲットしたといっても、頭の中で呪文名を呟いたら勝手に術が発動するわけではない。今までのように、魔力の練り上げと集中は必要だ。だが、無詠唱を習得したことによって、魔術の多重起動がよりやりやすくなった。今までは全ての術名を唱える必要があったせいで、完全に同じタイミングでの発動というのは難しかった。しかし、無詠唱を習得したおかげで、完全な同時起動が可能となったのだ。

			『グレイト・ウォール多重起動！』

			　俺がグレイト・ウォールを同時起動した直後、一瞬で超巨大な壁が出来上がっていた。

			　まさに長城と呼んでも差し支えないような、長く巨大な壁だ。

			　深い堀も完備し、その守備力は大都市の城壁並みと言っていいだろう。

			　だが、俺は完全に喜ぶことはできなかった。

			『これはマジでやばいな』

			　計算よりも相当多くの魔力を消費してしまったのだ。

			　無詠唱スキルを使って魔術を発動すると、効率がかなり落ちるようだった。一つ一つの魔術の消費量が上がり、効果が少し落ちてしまう。しかも、起動した後のため、途中で止めることもできない。考えて使わないと、一気に魔力枯渇に陥るだろう。

			　グレイト・ウォールのもう一つの欠点としては、直線の壁しか作れなかった。また、壁自体の形を複雑にいじるのも無理だ。あくまでも大きな一枚壁と堀を作るための術であるらしい。

			　まあ、かなり魔力を込めれば生み出す壁の形を弄ることもできそうだが、今はこれで十分だ。

			　夜の闇の中に突如現れた巨壁は、圧倒的な存在感を醸し出している。魔獣の軍勢は、警戒するようにその動きを止めていた。

			　その隙に、さらに壁を生み出してしまおう。

			『ちょっと行ってくる』

			「ん」

			　俺はフランの手を離れると、高速で移動しながらグレイト・ウォールを同時起動し続けた。

			　魔獣たちは俺の存在を感知できず、勝手に出来上がっていく長城を前に、呆然とし続けることしかできない。

			『よっしゃ！　これで出来上がりだ！』

			　完成したのは、あえて中央に隙間を作った、左右に延びる長城であった。東西に五〇〇メートルはあると思う。まあ、俺の主観だが。

			　中央には、幅一五メートルほどのラッパ型の隙間を、わざと作ってある。いわゆる隘路というやつだ。

			　夜で良かったかもしれない。闇のおかげで、壁が東西にどれほど延びているのか分からないのだ。魔獣たちも先が分からない迂回路よりも、中央の隘路を抜けようとするはずだ。少なくとも、全く攻めずに、いきなり迂回するような真似はするまい。

			　魔獣には夜目が利く奴もいるだろうからどれほど有効かは分からないが、夜目スキルを持つフランでも終わりが見えないと言う程だ。期待はできるだろう。後は、この狭い道に殺到する魔獣たちを、俺たちで防ぎ続ける。三国志で有名なワンシーン、長ちょう坂はんの張ちょう飛ひのように。

			　もし、この隘路を警戒して迂回された場合は？　ここを塞いで、追えばいい。軍勢を割って、隘路組と迂回組に分ける可能性もあるが、その場合はここである程度戦い、その後この隘路をグレイト・ウォールで塞いで迂回組を追う。

			　最も厄介なのが、隘路、東西の三方向に軍を分けようとした場合だが、その場合は隘路を塞いでから、東西どちらかを全力で殲滅するしかないだろう。

			　最悪、俺、フラン、ウルシで分かれる必要もでるかもしれない。

			　まあそれも魔獣たちがどう動くかだ。

			『さて、奴らはどう判断する？』

			「む。こっちくる」

			　突如として壁が出現したことで、魔獣たちは焦ったのだろう。

			　一斉に動き出していた。ハリボテ砦を無視して、一気に壁へと突進してくる。砦がハリボテであると見破ったというよりは、力任せに突破する方を選んだのだろう。まあ、もう準備は万端なので構わないが。

			　隘路に向かって殺到する魔獣たちとは別に、壁に向かって遠距離攻撃を放つ魔獣もいた。壁を破壊できれば、一気に進軍できるからな。当然、試すだろう。

			　だが、俺が作り出した壁を破壊する威力はなく、表面が崩れただけであった。

			　壁の分厚さを理解した魔獣たちは、隘路に戦力を集中させて、力づくで突破することに決めたらしい。先方の魔獣たちが一斉に向かってきた。

			『くるぞ！』

			「ん！」

			　魔獣たちが全軍で隘路に向かってくるように仕向ける為、いくつか小細工をしていたんだが、そんなものなくても大丈夫だったかもな。

			　一応、隘路の入り口が目立つように魔術の明りを灯したり、立ちはだかるフランがあえて汚れたままの格好をしたりしていたんだけどね。ああ、フランが汚れたままなのは、こちらが消耗していて、倒せるかもしれないと魔獣たちに思わせるためだ。

			「はぁぁ！　師匠！」

			『おう！　近くは任せる！』

			　隘路には魔獣が溢れ返って、闇雲に前に進もうとしている。それを俺とフランが押しとどめている形だ。剣と魔術で魔獣たちを倒し、隘路に蓋をしている。

			　仲間の死骸を踏み越え、後から後から押し寄せてくる魔獣だったが、俺たちの後ろに抜ける者は皆無であった。

			　ウルシはどうしたかって？　ウルシはここにはいない。今は、魔獣の偵察部隊を狩りに行ってるのだ。

			　俺が壁を作る直前、魔獣たちは少し待機していた。勿論、大きく戸惑ったあまり、足を止めてしまったということもあるだろう。だが、全体が一斉に足を止めたと言うことは、指揮官からそういった指示が出たのだと思われた。

			　ただ意味もなく足を止める事はないだろう。魔獣たちの中に、偵察部隊のようなものが存在している可能性があった。そういった要員がいなければ、全軍で突撃するか、もっと砦を警戒して遠回りをすると思うのだ。

			　この壁での戦いも、ここでフランを釘付けにする間に、壁の両端がどこまで続いているか、偵察を放っている可能性があった。

			　ウルシの任務はその偵察魔獣たちを仕留めて、情報を分断することである。もしそんなものが存在していないのであれば、それで構わなかった。ウルシの姿がないほうが、魔獣たちがフランに襲いかかってくる確率が上がるのだ。

			「はぁぁぁ！」

			『そこは通さんよ！』

			「ギャオオオ！」

			「ふん！　甘い！」

			『爆はぜろ！』

			　雑魚を相手に、無双する俺たち。

			　魔力制御スキルを取得したおかげで、魔力感知の精度もかなり上がった。そのおかげで、魔獣の軍勢に強力な魔獣がいないことも分かっている。少なくとも、脅威度Ｃ以上の魔獣はいない。Ｄの魔獣も多分いないだろう。

			　ただ、残っているのが全て雑魚とはいえ、数の多さは脅威だ。それに、隠密系のスキルで隠れている可能性もあるので、気は抜けない。しかもそれでいて、やり過ぎないように注意する。あまりにも圧倒的に勝ち過ぎると、ここの通過を諦めてしまう可能性があるのだ。

			　魔術は最小限で、剣での戦いに終始する。俺も、防御重視の戦い方だ。どうしても俺たちをかわして抜けようとする奴だけを狙って、魔術を放つくらいである。

			「くっ！」

			『おい、フラン！　いくら何でもわざと攻撃を受けるな！』

			「へいき！」

			　魔獣たちに、このまま力攻めをすれば勝てそうだと思わせなきゃいけないとはいえ、フランはゴブリンの剣をわざと受けたりしていた。

			　防具の上からなので軽い打ち身程度だが、さすがにこれはやり過ぎじゃないか？　勿論、致命傷にならない攻撃を選んで、致命傷にならない部位で受けているし、すぐにヒールで癒してはいるが……。

			　だが、フランは俺が言っても止まりそうもなかった。黒猫族を逃がすために、できることは何でもするという覚悟なのだ。

			　因みに、先程ゲットしたばかりの魔力強奪、生命強奪はかなり強力なスキルだった。何と周囲の相手から、手を触れずに力を吸収できてしまうのだ。魔力吸収、生命吸収が接触型の単体用スキルだったのに対して、こちらはエリア指定の無差別型であった。

			　ただ、一定範囲全てが効果範囲となってしまうため、味方も巻き込んでしまうのが厄介だろう。まあ、今のように単騎で戦う場合は問題ないが。

			　俺はフランの装備品扱いであるため、俺がその能力を使ってもフランから奪う事にはならないのも良いね。

			　すでに、グレイト・ウォールを使うために消費した魔力は回復できている。

			　そのまま一時間近く戦い続けただろうか。あとちょっとで夜が明けるだろう。

			　魔獣たちはどこかでこの隘路を避けて迂回すると思っていたんだが、未だに大半の魔獣がこの場に留まり続けて、戦い続けている。

			　だが、ついに魔獣たちの動きが止まった。もう数が半減しているしな。おかげで俺の魔石値があと少しでもう一度ランクアップ目前だ。

			『次はどうする──っ！』

			　フランがこの隙に魔獣たちに向かって突撃しようとした直後。

			　ゾクリ。

			　剣の身でありながら凄まじい悪寒を感じて、俺は咄嗟にショート・ジャンプを使っていた。

			　ドドォン！

			　転移した俺たちの目に飛び込んできたのは、今までフランが立っていた場所に直径五メートルほどのクレーターが生み出されている光景だ。そのクレーターの中央には、一本の矢が刺さっている。

			　間違いなく、あの矢が原因だろう。

			「師匠、助かった」

			『ああ、一体どこからの攻撃だ？』

			　雑魚魔獣たちのさらに後ろから射られたことは確かだ。しかも恐ろしいほどの速度だった。あと数瞬、転移が遅れていれば、フランは大ダメージを食らっていたはずだ。間違いなく、俺たちの障壁を貫くだけの破壊力があった。

			　長距離からの狙撃。しかも速度も威力も申し分ない。

			　ゴブリン・アーチャーレベルが放てる攻撃ではないだろう。

			『……どこから──』

			（えっ……？　う、そ……）

			　謎の射手の気配を探る俺たち。

			　そして、絶句した。

			　何と、魔獣たちの背後に、いつの間にか新たな気配が多数出現していたのだ。

			　しかも、その魔力や存在感は信じられない程に強力である。

			　最も弱い奴でも、脅威度Ｅ。半数以上は脅威度Ｄを超えているだろう。

			　そんな強者が、大雑把に数えてもおよそ一〇〇〇体。

			　整然とした隊列を組んで、平原に布陣していた。

			　それはまさしく軍隊である。上り始めた朝日に輝く、汚れ一つない白銀の鎧。完全に統率されていなければ不可能な、一糸乱れぬ隊列。同じ部隊であることが疑いのない、統一された装備。

			　先程まで戦っていた魔獣たちを軍勢などと言っていたが、こちらは正に軍隊。そうとしか形容できなかった。

			　白銀の鎧を着こんでいるのが邪人でさえなければ、感嘆の溜息でも漏らしていただろう。

			　そう、その部隊は、邪人によって構成された、邪人の軍隊であった。ホブゴブリン、ハイオーク、ミノタウロス。それらが同じ武装に身を包んでいる。

			『馬鹿な……。ようやく……ようやく魔獣どもの数が減って来て、殲滅できる目途が立ちそうだったんだぞ？』

			（たくさん）

			『もしかして、今まで相手をしていたのは単なる先遣隊……？　こいつらが、本隊なのか？』

			（強いのばかり）

			『フラン、行けるか？』

			　ここへきて、魔獣の群れなど霞むほどの相手の出現に、俺はフランに声をかけた。心が折れてなければいいんだが──。

			（勿論、どんな敵が来ても絶対に勝つ。それだけ）

			　さすがフランだ。その答えを期待していた俺もいた。フランなら、絶対にそう言ってくれるだろうと思っていた。

			『そうだな』

			（ん！）

			　黒猫族を救うには、ここで倒れるわけにはいかないのだ。

			『絶対に──』

			「勝つ！」

		

	
		
			第六章　戦乙女と無貌の騎士

			


			　突如出現した邪人の軍隊。

			（みんなを守るために、奴らを倒す）

			『ああ！』

			　俺たちはその姿を見て闘志を燃やしていた。ただ、気になることもある。

			（やつら、どうやって来た？）

			　そう、あれほど勇壮な軍隊が、どうやって俺たちに気づかれずにここまで来たかという事だ。

			『気配は感じなかったが……』

			（ん）

			　だが、魔獣たちとの激戦の最中だったんだ。単に俺たちが気づけなかった可能性もある。

			『もしくは、何らかの術かスキルだな』

			　俺たちは邪人の軍隊を観察してみた。

			　最前列でパイクを構えるのはホブゴブリン・スピアラーたち。

			　その背後にはホブゴブリン・アーチャー、ホブゴブリン・マジシャンの姿も見える。

			　続くのはハイオーク・ウォリアー、ハイオーク・シールダー、ハイオーク・ブレイダー、ハイオーク・スナイパー達だ。

			　さらに後ろにはミノタウロス・ソルジャー、ミノタウロス・ランサーがいる。これが主な構成員だろう。

			　ホブゴブリンたちが脅威度Ｅ。オーク、ミノタウロスたちが脅威度Ｄ。だが、そのさらに後ろに位置する場所にはより強力な、指揮官の親衛隊と思われる者たちが陣取っていた。

			　ミノタウロス・ハイマジシャン、ミノタウロス・ハイソードマン、ミノタウロス・アックスマッシャーたちは脅威度で言えばＤだが、限りなくＣに近いＤであるらしい。

			　何せ、ハイマジシャンたちは火炎魔術などの上位魔術を使うし、ハイソードマンなどは剣聖術を所有している。

			　そのミノタウロスたちの中でも頭一つ大きいミノタウロス・ダークパラディンは、文句なしの脅威度Ｃだった。斧ふ聖せい技と盾聖術、暗黒魔術を使うというトンデモ性能だ。それが四体も並んでいる姿は、壮観ですらあった。

			　だが、こいつらでさえ指揮官ではない。

			　ミノタウロスの作る壁の中に、弓を射たと思われる指揮官がいた。その隣は副官だろうか。

			　鑑定をした俺は、背筋が凍る様な感覚を味わっていた。

			　統制のとれた高位邪人の軍隊だけでも厄介なのに、指揮官たちの能力が群を抜き過ぎている。

			　意地を張る必要のない戦場であれば、俺はフランを無理やりにでも逃がしていただろう。それほどまでに、強過ぎた。

			


			　　　名称：ワルキューレ・キリングアーチャー

			　　　種族：妖精・天魔　

			　　　Lv：66

			　　　生命：１３５２　２３８７　腕力：６８２　敏捷：１３３９

			　　　スキル：威圧６、隠形３、隠密10、風魔術７、弓技10、弓聖技５、弓術10、弓聖術５、恐怖耐性７、警戒４、気配察知５、気配遮断７、幻影魔術６、剣技８、剣術８、剛力６、混乱耐性７、再生８、指揮８、状態異常耐性６、槍技10、槍聖技４、槍術10、槍聖術４、属性剣７、覇気４、光魔術４、魔力感知６、魔力放出６、暗視、気力制御、士気熱狂、痛覚鈍化、不動心、浮遊、歩行補助、魔力自動回復、魔力操作

			　　　固有スキル：戦乙女

			　　　称号：進軍の戦乙女

			　　　装備：戦乙女の槍、戦乙女の弓、戦乙女の装束

			


			　　　名称：デュラハン

			　　　種族：死霊・魔獣　

			　　　Lv：１

			　　　生命：１５８８　魔力：６９３　腕力：７８１　敏捷：５８７

			　　　スキル：威嚇５、隠密４、火炎魔術３、気配察知６、恐怖９、気配遮断３、剣技10、剣聖技２、剣術10、剣聖術２、剛力８、瞬間再生３、状態異常耐性９、盾術10、盾聖術４、盾技10、盾聖技４、精神異常耐性９、属性剣７、火魔術10、魔術耐性６、魔力感知８、魔力吸収７、雷鳴耐性４、暗視、気力操作、痛覚無効、魔力操作

			　　　称号：無貌の騎士

			　　　装備：邪神石の騎士剣、抗魔鋼の全身鎧、抗魔鋼の盾、障壁の指輪

			


			　種族がワルキューレにデュラハンという、ファンタジーの中でも強者とされる種族である。どちらも脅威度Ｃ以上は確定のステータス。ワルキューレはＢ、デュラハンも下手したらＢに片足を突っ込んでいる、二体とも隙のないバランス型だ。

			　特にワルキューレの強さが凄まじい。見た目は金髪ロングの美少女だ。朝日を反射して輝く金色の鎧は荘厳ささえ感じさせる。神々しくさえあり、モンスターにはとても見えなかった。なのに、この距離でさえ感じ取れる程の威圧感を放っていた。

			　対するデュラハンは漆黒のフルプレートアーマーを着こんだ大柄な人型のモンスターだ。よくある頭部を小脇に抱えた姿ではなく、普通に首の上に頭が乗っている。外れるかどうかは分からないが。全身が隙間なく完全に覆われているため、顔の造作や性別などは分からない。隣にいるワルキューレが目を離せなくなるような存在感と躍動感を備えているのに比べ、デュラハンは異常に影が薄かった。

			　だが、逆にそれが恐ろしい。あれほどのステータスを誇りながら、隠密性に優れているということなのだ。

			　そして、脅威なのはステータスの高さだけではない。それぞれに厄介な能力を備えている。

			　ワルキューレの固有スキル『戦乙女』は、武術スキルの補助、反応速度の上昇効果という地味だが強力なスキルだ。さらに、称号である『進軍の戦乙女』が恐ろしい力を秘めていた。

			


			　　　進軍の戦乙女：条件を満たした戦乙女に与えられる称号。

			　　　効果：１００名以上の軍勢を率いた時、戦乙女の持つ隠密系、移動系スキルの効果が軍勢全てに及ぶ。直接指揮しない場合、その効果は大幅に減少。

			


			　これが、俺たちに察知されずに邪人の軍勢がここまで現れたからくりだろう。

			　何だこの壊れ性能は！

			　直接指揮しない場合と注釈が入っていることから、その配下であると認められれば、離れた軍勢に対しても効果があると思われた。魔獣の軍勢にも効果があったのか？　まあ、効果が大幅に下がっていたおかげで俺たちは気づいたが。ただ、もしかしたらその効果がなければもっと早くに発見できていたのかもしれない。

			　デュラハンの持つ無貌の騎士の称号は、再生の強化と、吸収系スキルの効果上昇だった。地味だが、滅ぼしづらいってことだ。

			　ワルキューレを脅威度Ｂと言ったが、個体としてはＢでも、軍勢指揮能力があることを考えたらＡかもしれん。その配下の強さに左右されるだろうが……。

			　今は、間違いなく強力な配下を率いている。

			「ふむ。中々の反射速度だ。雑魚とは言え、この数の魔獣たちを単騎で食い止めるだけはある。我が矢を初見でかわすとは」

			　風魔術を使っているのだろう。ワルキューレの声がこちらに届く。

			「誰？」

			　こちらも同じ様に風魔術を使って質問を返してみた。

			「魔術も使うか。まあいい。私はミューレリア様が下僕。軍勢を司る戦乙女なり」

			「ミューレリア？　それが今回の首謀者？」

			「さて、どうだろう？」

			「……何でこんなことをする？」

			「やはり何も知らないのだな。どちらにせよ、ここで死ぬ貴様には関係のない事だ。大人しくその首を差し出すというのであれば、苦しまずに逝かせてやるが？」

			「それはこっちの台詞」

			「魔獣たちと夜通し戦い続けて消耗した君が、我らに勝てると思うかね？」

			「思う。楽勝」

			「ふははは、いいな！　それでこそ、外に出て来た甲斐があったというものだ！　獲物は活きが良くなくては！　せいぜい我らを楽しませてくれよ！」

			　戦闘狂かと思ったら、どちらかというと狩人タイプ？　勝てる戦いが好きなタイプっぽい。

			「アーチャー部隊！　矢を射よ！」

			　ちっ。もっと会話して情報を引き出したかったんだが、これ以上は無理か！

			　だが、こいつらのボス、多分ダンジョンマスターだと思うが、そいつの名前がミューレリアという事は分かったな。

			　ワルキューレの号令により、弓を持った邪人たちが整然とした動きで一斉に弦を引き絞った。そして、全く同じタイミングで矢を放つ。そして、それが死闘の始まりであった。

			『まずはこっちを塞がないと！』

			　俺は矢の防御をフランに任せ、グレイト・ウォールを使って隘路を塞ぐ。あの邪人軍を相手にしながら、魔獣の侵攻を防ぐのは不可能だ。だから、ここから先に行かせない様にと思ったんだが……。

			「獄炎の強矢！」

			　ワルキューレが放った一本の火矢が、俺たちから少し離れた場所の壁に飛んで行くのが見えた。

			　見た目はただの火矢。しかし、その鏃やじりに膨大な魔力が込められているのが分かる。

			　同時に大爆発が起き、壁の一部が破壊されて吹き飛んだ。

			　どうやらただ爆発を引き起こすだけではないらしい。

			　高温と破壊力を前方に収束させることで、貫通力を高めているようだった。

			　分厚い壁を衝撃が貫き、完全に崩れ去っている。ゴブリンどころか、オーガでさえ通り抜けられるだろう。

			『ちっ！』

			　再度グレイト・ウォールを使用して崩落個所を修繕しようとしたんだが──。

			「ふははは！　獄炎の強矢！」

			　ワルキューレの矢で再び破壊されてしまった。

			『こんな短い間隔で撃てんのかよ！』

			　やばい、これはどうにもならない。

			　いくら壁を修復したところで、一発で破壊されてしまうだろう。

			　俺が歯噛みしていると、魔獣たちがその穴に向かって進軍し始めた。

			『くそっ！』

			「いかせない！　くっ！」

			『ちくしょう！　フラン！　矢に気を付けろ！』

			「ん！」

			　魔獣の侵入を防ごうとする俺たちに、ワルキューレや邪人たちからの遠距離攻撃が降り注ぐ。それを回避しながらも、魔獣たちに攻撃を仕掛けるんだが、なかなか成果は上がらなかった。

			　もうこれ以上は、魔獣と邪人を同時に相手取ることは難しいだろう。

			　今も邪人からの激しい遠距離攻撃を躱すことで精いっぱいなのだ。

			　魔獣は諦めるしかない……？　いや、それはできない。フランの願いに反する。

			　何かできないか？　何か？

			　俺は同時演算をフル回転させて、最適な道筋を探した。

			　ワルキューレがいる限り、壁で魔獣どもを閉じ込めることはできない。ならば、できる限り魔獣の数を減らす。もしくは殲滅するしかない。

			　俺の手持ちでも最も広範囲を攻撃できるのは、一〇〇の雷を降らせるエカト・ケラウノスだ。これを広範囲に連続してばら蒔けば、かなりの魔獣を倒せるだろう。雷の一本一本が下位の魔獣を粉砕する威力があるうえ、周囲を麻痺させる効果まであるのだ。

			　だが、仮にも上位の魔術だ。三〇〇〇以上の魔獣を殲滅するために撃ちまくっていたら、あっという間に魔力が枯渇してしまう。魔獣だけならばそれでも何とかなったかもしれないが、その後に邪人たちとの戦いが控えているのだ。

			　魔石値はもう少しで貯まるので、魔石を大量に吸収できればいいんだが……。わざわざ一体一体吸収していったら、どれだけ時間がかかることか。

			　その間に、大量の魔獣たちが壁を越えて行ってしまうだろう。

			　魔石も食えて、広範囲を攻撃できる方法……？　そんなもの──。

			　いや、あるな。今の俺なら、やれるんじゃないか？　俺は意識を集中して、形態変形を発動させてみた。

			　想像以上に、自分の刀身を操ることができる。魔力制御、気力制御を得たおかげで、スキルの制御力が信じられない程に強化されているようだった。

			　これなら行けるぞ！

			　その前に、魔力を使っちまおう。何せ、ランクアップすれば全回復するのだ。余らせておくのは勿体ない。

			『はぁぁぁ！　食らえ！』

			　俺はエカト・ケラウノスを連続して発動させた。

			　魔獣の軍勢の後陣に向かって五〇〇本近い雷が降り注ぐ。狙いを定める余裕はないが、あの様子であれば相当な数を葬れただろう。直撃して粉々になる魔獣や、至近距離で落雷を受けて黒焦げになる魔獣たちの姿が見えた。

			　さらに、邪人たちにも一発放っている。これはダメージよりも、目くらましの意味が強いが。少しでも削れたら御の字だろう。

			　直近の魔獣ではなく、後方の魔獣に攻撃したのはあえてだ。

			　あえて、近くの魔獣たちは残した。なぜならば、近場の魔獣はこの後俺の餌になってもらわないといけないからな。

			『フラン、しばらく自力で耐えてくれ！』

			「ん！」

			　俺はこっちに全力集中だ！

			　俺は警戒や察知系のスキルも全てオフにし、形態変形に全ての力を注ぎ込む。

			『はぁぁぁぁ！　魔石、よこせぇぇ！』

			　そして、俺は形態変形を全力で発動させた。ただ、変形させるのは刀身ではない。

			　武器がなくなったら、フランが危険だからな。

			　俺が操るのは、柄から垂れ下がる組紐だ。もともと、形態変形では刀身ばかりを操って来たが、柄や紐も、俺の一部だ。再生すると、刀身と一緒に飾り紐なども再生する。

			　だったら、操ることもできるはずだった。

			　組紐が俺の意思に応えて、一〇本もの鋼糸へと姿を変えた。

			　だが、これで終わりではない。さらに魔力とイメージを注がれた鋼糸は、天へと伸びる木の枝々のように、枝分かれしながら横へ横へとどこまでも伸びていく。

			　一本の飾り紐が一〇本に分かれ、一〇本が一〇〇本に、一〇〇本が一〇〇〇本にと、その数を増やしながら、鋼糸は戦場を覆うかのように伸び続けて行った。

			　無論、その道々で魔獣の魔石を貫き、食い荒らしながら。

			『くっ、そろそろ限界か……ぎぃ……ぐが！』

			　魔力よりも、俺の処理能力の問題だ。脳もないのに、頭が焼き切れるような感覚があった。いやむしろ脳もないのにそう感じてしまう方が、ヤバいのではなかろうか。

			『だが……来たぞ！』

			　魔力を喰らい、血肉とする感覚が全身を駆け巡る。

			『本日二回目のランクアップだ！』

			　大量の魔獣の魔石を吸収した結果、魔石値が一気に貯まったのだった。

			　再びのランクアップで、自己進化ポイントを75も入手したぞ！

			　だが、喜んでばかりもいられない。

			『ちっ……これ以上、形態変形を維持するのは難しいか』

			　俺の意思に反して、変化させた鋼糸が劣化し、崩れ始めている。限界だということなんだろう。

			　しかし、最後にもう一発、ぶっ放してやる。

			『はぁぁっ！　スタン・ボルト！』

			　蜘蛛の巣状に広がる鋼糸を通して、五〇発ほどのスタン・ボルトを同時に放った。それにより、糸に触れている魔獣も、そうでない魔獣も、広範囲にわたって麻痺してその場に倒れ伏す。

			　エカト・ケラウノスの連発からの、鋼糸攻撃。そして最後の広範囲スタン・ボルト。一連の攻撃によって一〇〇〇匹近くの魔獣が倒され、一〇〇〇匹以上が行動不能に陥っていた。

			『何とかなったか……』

			（師匠、大丈夫？）

			『……あ、ああ』

			　全身から力が抜けるような感覚があった。剣の体になってから久しく覚えていなかった、虚脱感とか倦怠感といった感覚に近いだろう。

			　スキルや魔術の多重起動によって、限界を超えた反動なのだろうか？　これは、同時演算に頼り過ぎると手痛いしっぺ返しを食らうかもしれないな。本当なら、同時演算の詳しい検証をしたいところだが……。

			『今はそんなこと言ってる場合じゃないしな。使える物は全部使って、限界くらいは超えてみせないと』

			　じゃないと、フランが俺の代わりに無理してしまうだろう。

			　エカト・ケラウノスでの牽制が効いたのか、邪人たちからの攻撃もやんでいる。しかし、時間が経てばすぐにでも再開するだろう。今の内に、残りの魔獣をどうにかせねば。

			「ギャギャウゥ……」

			「ヒィン……」

			「バロオォオ……」

			　フランの周辺からは魔獣が排除され、ぽっかりと空白地帯が出来ている。だが、残った魔獣たちは怯えた様な悲鳴を上げるだけで、向かって来ようとはしなかった。それどころか、フランが軽く目を向けるだけで、後ずさりする。

			　残った魔獣たちとは離れ過ぎていて、こちらから攻撃し辛いな。もう一度、魔術攻撃をするしかないか？

			　俺が攻撃の準備を整えていると、不意にワルキューレの声が響いた。風魔術で拡声しているのか、戦場に響き渡っている。

			「さすがだな！　さしもの我も、少々驚いたぞ？」

			　一撃で魔獣たちが壊滅状態に陥ったはずなのに、ワルキューレは未だに余裕だった。邪人たちの被害が少なかったからか？　ただ、怒りがないわけではないらしい。その怒りはフランではなく、味方である魔獣たちに向いているようだが。

			「雑魚ども！　貴様らには失望しかないわ！　単なる露払いとはいえこの体たらく、ミューレリア様の配下として恥ずべき惰弱さ！」

			　容赦ないワルキューレの言葉に、魔獣たちが項うな垂だれる。

			「貴様らには、もはや何の期待もせぬ！　せめて、無駄に死ぬ前に強敵に一矢報いて死んでいくがいい！　それがミューレリア様の御為である！」

			　配下に死ねという酷い言葉だ。普通ならば、士気はだだ下がり、最悪は反逆する者さえ現れるかもしれない。

			　だが、魔獣たちは逆らうどころか、雄叫びを上げてやる気をみなぎらせていた。

			「ゴオオオォォォ！」

			「ギャウウウゥゥ！」

			「ブラァァァァァ！」

			　ミューレリアの為という部分に反応した様だ。その言葉を聞いた瞬間、明らかに気配が変わったからな。

			　魔獣たちの目にはフランに対する強い憎しみと、決死の覚悟が見て取れる。自分たちの死は確定した。ならば、この小娘に全てをぶつけ、一矢報いる。血走ったその目が、そう語っている。

			　そして、魔獣たちが一斉に向かってきた。

			『こいつら！　まじで死ぬのが怖くないのかよ！』

			　片っ端から魔術で薙ぎ払っても、その歩みは一切止まらない。死兵となった魔獣たちの足は、一切鈍らなかった。

			　もう、恐怖で混乱させることは無理だろう。

			　包囲が少しずつ狭まり、一切止まることなく剣を振るい続けるフランの動きには疲労の色が見え始める。

			　だが、フランの顔から微笑みが消えることはなかった。

			「私にきてくれるなら、望むところ！」

			　魔獣たちがフランに襲いかかってくる限り、黒猫族たちの下に向かわれる心配はない。そのことを純粋に喜んでいるのだ。

			「らあああぁぁぁぁ！」

			　自らを鼓舞するように、フランが一際大きく叫びながら、魔獣たちを薙ぎ払う。

			　このまま魔獣たちを殲滅できれば、残るは邪人だけだ。絶望的な戦いに光明が差してきた。

			　だが、そうそうこちらの思惑通りに事が運ぶわけがない。

			「っ！　矢が！」

			『このタイミングでか！』

			　フランが消耗するのを待っていたのだろう。

			　邪人の軍隊から矢を射かけられていた。

			　さすがに上位種族なだけあり、その矢嵐はかなりの威力があった。しかも、仲間の魔獣ごとフランを射ている。魔獣たちを足止めに使うつもりらしい。

			『障壁が削られるな──フラン！』

			「がっ！」

			　鋭い殺気を察知したフランが、その場で上半身を捻った。その瞬間、フランに飛びかかっていた魔獣の胴体と、フランの左肩が粉々になって爆ぜ飛ぶ。

			「うぐぅ……」

			『今治す！』

			　俺は咄嗟に念動を使い、吹き飛んだ左腕を掴み、フランを連れて短距離転移を行った。

			　俺たちが直前までいた場所に、矢が突き刺さって爆発を起こすのが見える。

			『フラン、腕を繋げるぞ！』

			　千切れた左腕を治癒魔術で接合しながら、俺は数度の短距離転移を行った。的を絞らせないためだ。

			（何、された？）

			『ワルキューレの矢だ！』

			　ワルキューレが魔獣をブラインドに使い、矢を放ってきたのである。それも、山なりではなく、一直線に。射線上にいる一〇体近い魔獣を貫通して来たのに、全く速さが落ちなかった。俺たちがほとんど反応できなかった程の速さだ。それこそ、ヒットポイントを僅かにずらし、心臓への直撃を避けるのが精いっぱいだった。

			　くそっ、今日だけで何回目だ！

			『良く反応したな！』

			「……なんとなく？」

			　やはりフランの勘は凄い。

			　だが、次も確実に回避できるとは限らない。それどころか、今の神速の矢を連発されたら、近づくことさえできずに遠間から穴だらけにされてしまうだろう。

			　俺はワルキューレに狙われないように攻撃を透過できる時空魔術のディメンジョン・シフトと転移を小まめに発動させながら、フランに提案した。

			『フラン、感覚系のスキルを上げよう。反応速度を上げないと、何もできずに殺されるぞ』

			「ん。任せる」

			『上げるスキルは俺が決めていいのか？』

			「師匠の好きにして」

			　フランの信頼を裏切らないためにも、ここはしっかりと有用なスキルを選ばねば！

			　迅速かつ確実に！

			　俺は同時演算をフル活用して、自らの持つスキルの中からこの場に適したスキルを選び出した。

			『これだ！』

			　選んだスキルは危機察知。

			　自己進化ポイントを16ポイントつぎ込んでレベルマックスにする。同時に、察知強化のスキルを得ることもできた。さらに警戒に12ポイント費やし、こちらもレベルを最大まで上昇させる。どちらも、自らに迫る危険を察知するためのスキルだ。

			　だが、強化はこれで終わりではない。生半可な相手ではないのだ。むしろ、やり過ぎなくらいでちょうどいい。

			　俺は、先程クリムゾンウルフから手に入れたばかりの反応速度上昇１にも、18ポイント使用することにした。実は狙っているスキルがあるのだ。

			『よし！　きたきた！』

			　残りポイントは29に減ってしまったが、俺の予想通りのスキルを得ることができた。

			『超反応スキルだっ！』

			　このスキルはフランが閃華迅雷使用時にも発現するが、効果が非常に高い。それこそ、俺が全く反応できていない攻撃などにも、黒天虎時のフランであれば察知できているのだ。また、以前にゴドダルファがこのスキルによって、圧倒的に速さで優っているはずのフランの攻撃に対応して見せたこともあった。

			　このスキルが普段から使えるようになれば、俺たちの察知能力は大幅に高まるだろう。

			『見える！』

			「おお！　師匠凄い！」

			　直後に、ワルキューレの放った矢を念動で叩き落とすことに成功した。かなり集中していなければならないが、先程の様に全く見えないというレベルではない。

			　これで、ようやくスタートラインに立ったという感じだが。

			　それにしても、転移する間隔を僅かに空けただけで、もう矢を直撃コースで放ってくるとは……。

			　察知能力が高過ぎだろう！

			「しっ！」

			『フランもやるじゃないか！』

			「ん！」

			　フランなど、手の甲で矢の側面を叩くことで、ワルキューレの矢の軌道を逸らしていた。

			　俺以上に、見えているらしい。

			『反撃開始だ』

			「ん！」

			　フランが改めて俺を構え直す。すると、ワルキューレが哄こう笑しょうを上げながら、相変わらずの上から目線で叫んだ。

			「はははは！　やるではないか！　確実に取ったと思ったのだがな！」

			「そっちも」

			「腕を失いかけた直後にその言葉。強気ではないか。いいぞ！　ただ蹂躙するだけではつまらぬからな！」

			　ワルキューレは楽し気に叫びながらも、次々と矢を放ってくる。

			　例の神速の矢ではないのだが、剣で払っただけで爆発する矢、透明な矢、大きく弧を描く軌道の矢など、簡単には躱せない物ばかりだ。

			　ゲットしたばかりの察知系スキルたちを以てしても、三本に一本はかなりのダメージを受けてしまう。もしこのスキルを得ていなかったらと思うと、ゾッとした。きっと、今頃フランは大怪我を負っていただろう。

			　ここに、あの神速の矢を織り交ぜられたら、かなり危険なはずなのだが、撃っては来ない。簡単に放つことはできないようだな。

			　とは言え、このまま防御だけをしていてもいつか負けることは確実だろう。

			　まあ、俺もフランもそこは分かっているのだ。

			『待たせたな！』

			（ん！）

			　フランが時間を稼いでくれている間、俺は準備を整えていた。

			　フランが体を張って生み出してくれた時間を、無駄にすることはできん！

			『──食らえ！　カンナカムイィ！』

			　無詠唱をゲットしたはずなのに、思わず叫んでしまった。その方が気合が入るからか？

			　これで決める！　その決意の下、俺は全身全霊を込めてカンナカムイを二重起動した。

			　そう。極大魔術を同時に放ったのだ。

			　ただでさえ凄まじい負荷のかかるカンナカムイの同時起動はさすがに無理があったのか、形態変形を限界を超えるまで使った時と同じような──いや、それを上回る凄まじい悪寒に襲われる。

			『ぐが……っ！』

			　だが、俺は歯を食いしばる──ような気持ちで意識の集中を切らさずに、何とか術を放った。

			　かなり遠いが、魔力制御スキルのおかげで射程も伸びている。今の俺ならここから奴らを狙うことができた。

			　術は問題なく発動し、ワルキューレの頭上に巨大な雷が落ちる。奴が弓を引き絞った瞬間を狙ってやった。少しでも反応が遅れてくれれば！

			　二つの極雷が重なり合ってより迫力を増した雷の龍が、ワルキューレの体を呑み込もうと、天から大地へと降り注いだ。

			　殺った！　いくらワルキューレといえど、あの雷を食らっては──。

			　勝利する前に、勝ち誇ったのがいけなかったのだろうか。

			　俺が気付いた時、いつの間にかデュラハンがワルキューレの背後にいた。影が薄過ぎだろ！　全く気付かなかった。

			　身長が一六〇センチそこそこのワルキューレに対して、デュラハンは一八〇以上ある。その状態で大きな盾を頭上にかざせば、ワルキューレを完全に覆い隠すことができた。

			　その瞬間、カンナカムイがその巨体を呑み込んだ。

			　両方、一気にやれた──などとは毛頭思わない。

			　デュラハンの防御力は凄まじかった。盾聖術に加えて、魔術耐性、抗魔鋼の盾と鎧、障壁の指輪。しかも俺たちに合わせたのかっていうピンポイントで、雷鳴耐性も持っていた。

			　それだけ揃っていれば──。

			『ああなるよな』

			　いや、それどころか、俺の想像を遥かに上回りやがった。

			『ヒュドラを一撃で葬る最強の術だぞ？　それをあっさり防ぎやがって……！』

			　デュラハンの全身からブスブスと白い煙が上がっている。ＨＰも半減している。だが、それだけだ。直後には、瞬間再生であっさりと回復されてしまっていた。デュラハンの魔力がごっそりと減りはしたものの、俺の消耗とでは割に合わない。

			　武闘大会で糸使いのフェルムスを倒した、カンナカムイと黒雷招来の重ね掛けと遜色ない威力だったはずだ。直撃すれば、ワルキューレでも葬れる自信があったのに……。

			　デュラハンによって威力をかなり殺されてしまったようで、周辺への被害も少なく、爆発も起きなかった。

			『くそ！　いくらなんでもあの程度っていうのは──』

			「師匠、あれ」

			『む？』

			　フランが何かに気づいたようだ。指差す方を見てみる。すると、ミノタウロス・ダークパラディン、ハイオーク・シールダーたちが黒焦げになって倒れるのが見えた。ハイオーク・シールダーは全ての個体が死んでいる。ミノタウロス・ダークパラディンは二体が死に、残った二体も瀕死だ。

			　どういうことだ？　デュラハンによって威力を殺されてしまったせいで、オーク達まで巻き込んだはずはないんだが。それに、他のオークやミノタウロスたちはピンピンしている。

			『もしかして、ダメージを移したとかそういうことか？』

			　どんな仕組みかは分からないが、邪人たちの一部が、カンナカムイの雷撃を肩代わりして受けたようだった。厄介な邪人を一〇〇匹以上減らせはしたが……。無理して大魔術を放った割には、納得できない戦果でもあった。

			「ふ、ふは、ふははは。まさか、まさか極大魔術を使うとは！　やるではないか！」

			「──」

			　ワルキューレが冷や汗をかきながら、恐怖を誤魔化すように哄笑を上げる横で、デュラハンは無口に佇んでいる。そして、そのまま近くにいた魔獣に手を伸ばした。

			「ギョォ？　ガヒャ……！」

			「──」

			　どうやら魔力を吸収しているようだ。さらにもう一体に手を伸ばす。不味いな、魔力吸収を持っているデュラハンにとったら、魔獣どもは魔力タンクみたいなものだ。これで、闇雲にカンナカムイを連発して、向こうの魔力枯渇を狙う訳にもいかなくなった。

			　それに、もうカンナカムイを当てることは難しいだろう。

			　ワルキューレとデュラハンが先程までとは違い、一ひと所ところに留まらず常に動き始めたのだ。カンナカムイの発動工程は、術の起動、僅かな溜め、発動という感じだ。そして、一度放たれれば避けるのは難しい。何せ雷だからな。

			　だが、術の起動直後の僅かな溜めを感じ取り、逃げることは不可能ではなかった。俺たちならできるし、ワルキューレやデュラハンにもできるだろう。カンナカムイは威力は最強クラスだが、逃げ回る小さい相手に当てるのは難しい術だった。

			『遠距離じゃ話にならない。近づこう。そうすれば弓もある程度封じられる』

			（わかった）

			　フランもワルキューレたちのように、的を絞らせないように小刻みに動き始める。

			　そして、そのまま前傾姿勢でワルキューレのいる方向に駆け出した。

			　突如躍り込んできたフランに対して、魔獣たちの対応は素早い。一斉にフランを囲んで、飛び掛かってきたのだ。だが、今のフランを押し留めることなど、できはしなかった。

			　フランは魔獣たちの攻撃を斬り払い、厄介なワルキューレの矢は俺の転移ですり抜け、さらに魔獣の軍勢を斬り裂きながら奥深くへと入っていく。

			　転移の使用は最低限だ。ワルキューレ級の相手だと、転移を見せ過ぎると対応されるからな。本当なら奥の手にしておきたいんだが、魔獣や邪人たちの攻撃を躱しながら、ワルキューレの矢まで躱すのはさすがに難しい。

			　だが、近づいてしまえば超接近戦で弓は使えないはずだ。いや、使えても、遠距離ほど危険な相手ではなくなるはずだった。

			　問題は、あのレベルの敵を相手に、接近戦を挑んで勝ち目があるのかだが……。遠距離では活路を見いだせない以上、近距離戦に希望を求めるしかなかった。

			　一瞬、雷鳴魔術以外の魔術をカンストさせて、一か八か有効な術を覚える可能性に賭けようかとも思ったが、さすがにこの局面で貴重な自己進化ポイントを使って賭けに出るほど無謀ではない。

			　試すなら剣に関係があるスキルだろう。

			　いや、待てよ。剣王術のレベルは上げられないか？　接近戦を挑む覚悟を決めた以上、剣王術を強化するのはありだろう。

			　そう思ったんだが、剣王術をレベルアップさせることはできなかった。指定はできるんだが、無情なアナウンスが聞こえてくる。

			　〈スキルの取得条件を満たしていません〉

			　剣王術の上のスキルは存在しているようだが、俺では獲得することができないらしい。となると剣聖技だが……。これはワンチャンある。

			　先程のワルキューレの攻撃は弓聖技だと思われる。ならば、剣聖技もかなり期待は持てる。

			　フランに提案してみると、賛成してくれた。フランも同じことを考えていたらしい。

			『じゃあ、剣聖技に18ポイントをつぎ込む！』

			「ん！」

			　その瞬間だった。

			　〈剣聖技が10に達しました。剣技強化がスキルに追加されます〉

			　〈条件を全て達成しました。ユニークスキル、剣王技がスキルに追加されます。また、全ての剣技スキルが剣王技に統合されます〉

			　〈剣王技、剣王術を獲得しました。ユニークスキル、剣神の祝福を獲得します〉

			　〈フランが剣神の祝福を獲得しました。職業、剣王が解放されます〉

			　凄まじい勢いでアナウンスが流れる。やばい、聞き逃しそう！　だが、重要なことは一つ。

			　剣神の祝福を得たということだろう。

			　その瞬間、明らかにフランの剣の腕が進化したことが分かった。より剣の理に近づいたとでも言おうか……。構えてすらいない状態でも、ハッキリと分かった。フランの手に俺の柄が吸い付くような感じがする。これは、剣である俺じゃなきゃ分からない感覚だろう。とにかく、剣としてフランがより良い使い手になったことが、理解できたのだ。

			


			　　　剣神の祝福：剣を握っている際、戦闘行為に関して祝福が得られる。

			


			　何かアバウトだ。だが、とにかく戦闘中に強くなるってことだろう。どれくらいなのか分からないので完全には当てにできないが、今は有り難い。それに、神様の祝福だ。お粗末な効果ではないだろう。

			「なんだ？　急に動きが良くなった？」

			　少なくとも、ワルキューレが驚く程度には強化されたらしい。

			「我が僕しもべどもよ、その娘を倒せ！」

			　焦りとまでは行かなくとも、その表情に今まで以上の真剣さが見られる。

			　だが、フランの変化は剣の腕が上昇しただけじゃないぞ？

			「剣聖技・サークル・インパクト」

			　習得したばかりの剣聖技だ。

			　フランの体がその場で一回転し、周囲に群がっていた魔獣たちを斬り裂く。似た技は剣技にもあったが、剣聖技になって凄まじく強化されていた。回転速度、範囲、威力。全て倍といった感じだ。

			　剣技強化も相まって、想像以上の威力を発揮していた。

			　周辺にいた二〇匹ほどの魔獣が、一撃で上下真っ二つである。

			「ソード・ソニック！」

			　こちらも、剣技・ソニック・ウェイブの上位互換技だった。射程が大幅に伸びている。衝撃波で魔獣たちが吹き飛ばされ、道ができた。魔獣がその隙間を埋めようと向かって来るが、フランの方が一足早い。その道に身を躍らせ、一気に魔獣たちの群れを突破したのだ。

			　目の前には邪人の軍隊。

			　ここからはより激戦となるだろう。

			『このままワルキューレに突っ込むぞ！』

			「ん！」

			　仲間たちを守るため。

			　フランは俺を振りかぶり、さらに加速する。

			「たぁぁ！」

			「ギャギォ！」

			　フランが進路を塞ぐホブゴブリンを斬り捨てた。いくら強くとも、さすがにホブゴブリンではフランの相手にならない。

			　相手にならないんだが──。

			「ちっ」

			『こいつら、うぜー！』

			「ギャギョオ！」

			「ゲギャギャ！」

			　邪人たちがフランを囲み、雄叫びを上げる。だが、それは普通のゴブリンやオークが発しているような、いわゆる意味のない叫びではないことは一目瞭然だ。

			　俺には理解できないが、どう考えても邪人同士で意思疎通を図り、連携をとっている。個々の強さは大したことがなくても、その練度の高さは凄まじかった。

			　圧倒的強者のフランを前にしても、怯えた様子がなく、周囲の邪人と連携をとって攻撃をしてくる。フランが追えば下がり、背後に気を取られた瞬間には、正面から槍が伸びてくる。決して個々で戦おうとはしない。

			　しかも、自分が斬られて助からないと判断した瞬間、命を捨ててフランに抱き付こうと飛びかかってくるのだ。

			　ダンジョンの魔獣であるからなのか、練度の高さ故か、それともワルキューレの士気熱狂スキルの効果なのか。フランを殺すためには、自らの命などいらないとでも思っているかのようであった。

			　槍技や弓技を使う邪人どもの攻撃は熾烈を極め、魔力強奪と生命強奪で奪う以上に、俺たちの消耗は激しい。

			　細かい傷がフランの全身に穿たれ続け、その端から生命強奪とヒールによって治癒されるのを繰り返しているような状態だ。

			「っ！」

			「良く避けたな！　やはり反応速度が上がっているようだ！」

			　僅かでも隙を見せればワルキューレの矢が襲って来る。土魔術で作った台の上から、こちらを狙っているのだ。反撃してやりたいが、その隣にはデュラハンがいた。

			　適当な攻撃は全て防がれるだろう。こちらが無駄に消耗するだけだった。

			「ふむ。そろそろこちらの損害も馬鹿にならん。少々本気を出すぞ？」

			　今まで遊んでいたのは分かっているが、いよいよ来るか？　だが、ワルキューレは矢を放つことはせず、おもむろに口を開いた。

			「それにしても、お主はなぜここまで戦う？」

			「？」

			「ある程度魔獣の数も減らしただろうに、わざわざ命を懸けて戦う理由は何だ？　誰かに雇われているのか？　それにしても、正面からいちいち戦う理由が分からん。しかも、こちらを本気で殲滅しようとしているようにも思えん」

			「ここは通さない」

			「ふむ？」

			「皆は、私が守る」

			　フランの短い言葉でも、ワルキューレはピンときたらしい。大きく頷いている。

			「そうか黒猫族か」

			「……ん！」

			「村落の同族を逃がすために命がけで足止めをしようとは、泣けるではないか！　くはははは」

			　その言葉とは裏腹に、ワルキューレの顔には嘲るような色があった。そして、衝撃の言葉を口にする。

			「なあ、ミューレリア様の配下が、ここにいる者たちだけだと思っているのか？」

			「！」

			「くくく、私の率いるこの隊とは別に、さらに二隊が東西から南下中だ。目標はグリンゴート。私たち程ではないが、それなりの指揮官が率いている。お仲間が追い付かれてなければ良いがなぁ？」

			「っ！」

			「何せ向こうは強襲部隊。数は少ないが、騎獣兵を中心にした高速移動部隊だ」

			　フランの焦りが手に取るように伝わってくる。やばい、奴は確実にフランの動揺を誘いに来ている。これで焦ったら、ワルキューレの思う壺だ！

			（師匠、あいつの言葉は……）

			『本当だ。嘘はない。だが、焦るな！　どちらにせよ、俺たちは助けに行けない！　それよりも、国の軍隊や冒険者が助けに行ってくれることを祈ろう！　だいたい、いくら速くてもまだ追いつけている訳がないんだ！』

			　さすがにまだ距離があるだろう。というか、フランを落ち着かせるためにはそう言うしかない。

			「分かった。お前を速攻で倒して、助けに行けばいい」

			『フラン！　それが向こうの狙いだ！　こっちの攻撃を雑にさせるためにあえて教えたんだ！』

			「さて、それでもまだ時間稼ぎをするかな？　ああ、そうそう。国の軍隊とやらを当てにしているのであれば、期待はせんことだ。魔力を食えば良い我らと違い、人間の軍隊は輜し重ちょうやら何やらと色々必要だからな。まだ出撃さえしていないだろうよ」

			「……お前を殺して、皆を助ける！」

			「やってみるがいい！」

			　くそ、完全にフランのスイッチが入っちまった！　こうなったらもう止まらない！　俺がどこまでサポートできるか……！

			「閃華迅雷！」

			　やばい、本気で速攻で片を付けるつもりか！

			　フランは後先を考えず、閃華迅雷を発動した。

			　生命強奪、魔力強奪は常に切らせないだろう。

			　この状態で俺が横から口を出しても、フランのリズムを崩してしまう恐れがあった。

			　だったら、好きにやらせた方がいい。

			　俺が自暴自棄になったわけじゃないぞ？　むしろ、勝算は高いとさえ考えている。

			　本能の赴くまま、殺意と戦意の赴くままに、敵に対して牙を突き立てる。それは獣人としての本来の戦い方でもあるのだ。

			（師匠！　転移！）

			『分かった！』

			　フランの指示通り、奴らの直上に転移する。

			　だが、その瞬間フランをワルキューレの矢が貫いた。空間の揺らぎみたいなものを感知できるのか、完全に転移する先が読まれている。

			　しかし、それも織り込み済みだ。ディメンジョン・シフトも同時に発動しているのだ。危機察知と警戒、反応を上昇させた恩恵は当然俺にもある。

			　今までは全く感知できなかった神速の矢に、タイミングよくディメンジョン・シフトを合わせられるほどに。

			　ただ、この術を使いまくっていたらすぐに魔力が枯渇する。そう頻繁には──少なくとも長期戦を覚悟している場合には多用できないだろう。短期で決着をつける覚悟を決めたからこそ、出し惜しみせずに使っているだけだ。

			「はぁぁぁ！」

			「時空魔術を使いこなす相手がこれほど厄介だとはなぁ！」

			　ワルキューレの顔から、余裕の笑みが消えた。

			　今のフランの動きは、それほどに凄まじいのだ。

			　超高速移動と短距離転移を織り交ぜ、全方位から襲い来る攻撃を全て躱している。それでいながら、ワルキューレとも互角以上に斬り結んでいるのだ。

			　これが、獣人か。血気に逸はやった無謀な猛攻に見えるのに、その裏では冷徹な狩猟本能が相手を観察している。どうすればワルキューレを殺せるのか、冷静に獲物の仕留め方を考えているのだ。

			　これを理性ではなく、本能で行えることが恐ろしい。

			　獣人族の強さの一端を垣間見た気がした。

			　実際、フランは相手の油断を誘うように、戦いを進めている。

			　ワルキューレの攻撃を紙一重で回避し、わざと掠り傷を負う。そうすることで、自分は全力ギリギリで、これ以上の力はどうやっても絞り出せない。そう思わせたのだ。

			　そうして全身に傷を負いながらも、フランは静かに力を溜めていた。ワルキューレに気づかれぬよう、密かに、ゆっくりと。

			　そして、フランがほんの一瞬だけ速度を上げたことにより、ワルキューレの動きが乱れた瞬間。

			　まさに一瞬の隙。

			　それをフランは見逃さなかった。

			「剣王技・天断！」

			　振るうのは、覚えたばかりの剣王技。

			　上段からの、袈裟斬りである。

			　剣王技は、何とこの技一つしかなかった。だが、逆に言えば一つで十分という事なんだろう。

			　速さ、威力、どちらも空気抜刀術を超えている。さらに、時間の加速までついているらしい。

			　時空魔術ではなく、いわゆる潜在能力が一時的に引き出されたことにより、反応速度が異常に上昇したために起こる現象のようだが。

			　空気を切り裂く感覚というのを、初めて理解した気がする。それほどに、この一刀は鋭い。

			　強化やスキルなしでこれだ。

			　単に剣王技をそのまま放っただけで、俺はその鋭さに身震いした。

			　分かる。この攻撃は必ず決まる。

			　ワルキューレの隣にいたデュラハンの視線だけが動くのが感じられた。その腕がピクリと動いている。ワルキューレを庇かばうために何かしようとしているんだろう。だが、俺たちが速過ぎて、反応が全く追いついていない。

			　刃はすでにワルキューレの肩口に吸い込まれ、その鎖骨を断ち切り、心臓へと迫るところだった。

			　引き伸ばされた思考であっても、追いつかない程の速さ。

			「がっ……！」

			　俺はそのままワルキューレの心臓を両断した。

			　そして、その勢いのままその体を分断する。魔石を切った感触が確かにあった。それは間違いないんだが……。

			　何故か魔石を吸収できなかった。

			　どういうことだ？

			　一瞬疑問に思った直後、俺たちの目の前で信じがたい光景が巻き起こる。

			「！」

			『馬鹿な！』

			　何と、確かに斬り捨てたはずのワルキューレの死体の傷が、一瞬で修復されたのだ。

			　ワルキューレは瞬間再生を持っていない。いくら何でも、心臓ごと体を真っ二つにされ、こんな風に再生できるとは思えなかった。だが、間違いなく、俺たちの目の前でその信じ難い現象が起きている。

			　同時に、数メートル離れた場所にいたミノタウロス・ダークパラディン二匹が、その体から血を吹き出した。かなりの量の魔力が、俺に流れ込んでくる。ワルキューレの魔石ではなく、ミノタウロスたちの魔石を吸収してしまったようだった。

			『そうか！　さっきカンナカムイを防いだ謎のダメージの肩代わりだ！』

			　デュラハンだけではなく、ワルキューレも使えたらしい。一体どういう絡繰りなんだ？

			「く、くははは。剣王技とは！　や、やるな！　肝が冷えたぞ！　本当になぁぁ！」

			　ワルキューレが俺たちから距離を取りながら笑っている！　だが、言葉通り、その顔には確かな恐怖が見て取れた。実際に死にかけたせいなのか、カンナカムイに驚いていた時よりも確実に恐れを抱いている。

			　だが、それが何だ？　千載一遇のチャンスを得て、僅かな恐怖を与えただけ？　ちくしょう！　ミノタウロス・ダークパラディンを倒したが、全く割に合っていない！

			　ワルキューレを守るようにデュラハンも後退し、邪人たちがフランに一斉に攻撃を仕掛けてくる。

			『これで距離を取られたら、また矢でチクチクと攻撃されるぞ！』

			「そこを、どけぇぇぇぇ！」

			「ゲギャギャ！」

			「ギョギョギァ！」

			　フランの威圧を受けてなお、邪人たちに乱れはなかった。ワルキューレの命を守るため、壁となって立ちふさがっている。

			　時間は、刻一刻と過ぎようとしていた。

			「ああああ！」

			


			　　　＊

			


			　フランがワルキューレと死闘を繰り広げる地より、遠く離れた南方の森林地帯。

			　そこでもまた、激しい戦いが行われていた。

			「ガルルルッ！」

			「この犬畜生がぁ！　俺様の邪魔をしやがってぇ！」

			　相対するのは、悪魔に率いられた一〇〇を超える邪人の軍勢と、一匹の狼である。

			　いや、邪人たちはすでに軍隊と言えるほどの体裁を保てていないだろう。確かに、戦闘開始時には一〇〇を数えたその軍勢は、すでに五〇を切っていたのだ。

			　対する漆黒の狼も、無事では済まない。

			　邪人たちも、ただ倒されているわけではなかった。相打ち覚悟で、狼にダメージを与えているのだ。数で勝る邪人たちを蹂躙する代わりに、狼はその身に数多の傷を負っていた。

			　両者の戦いは、激しいの一言だ。

			　邪人たちの多くは武装しており、一目でただの雑兵ではないと分かった。実際、多くの個体が魔術を操り、まるで人の軍隊のように陣形を駆使して戦っている。すでに半壊と言っていいほどの犠牲を出しながらも、未だに士気を保っていること自体が邪人たちの練度の高さを物語っていた。とても、ホブゴブリンやハイオークといった、粗暴で短気な種族とは思えない。

			　そんな普通ではない邪人たちに対し、互角以上の戦いを繰り広げる狼も、また普通の魔獣ではない。

			　ダークネスウルフ。見る者が見れば、この狼が高位の魔獣であると理解しただろう。しかも、この狼はユニーク個体と呼ばれる、種族の中でもさらに選ばれた、強力な存在であった。

			　影から影を渡りながら、暗黒魔術と爪牙によって、邪人たちを屠っていく。

			「このままでは、ミューレリア様に与えられた使命が……」

			　悪魔が、歯ぎしりをしながら呟く。相当、追い詰められているのだろう。その全身から怒気を発し、自身でさえ抑えきれぬ漆黒の魔力を周囲に振りまいている。

			「邪人どもぉ！　そいつを抑え込め！　死んでもな！」

			「ギャギャ！」

			　酷い命令を下す悪魔。だが、邪人たちはその命令に即座に従った。

			「ギャオオオ！」

			「ギガ！」

			　何と、数匹の邪人が捨て身で狼に跳び掛かると、その邪人たちごと、周囲の者たちが攻撃を加えたのだ。

			　邪人の軍勢が、悪魔に対して忠誠心や恐怖心を抱いている様子はない。だが、邪人たちはその言葉に、完全に従っている。悪魔の主──ミューレリアという者の及ぼす支配が、それほどに強力であるということなのだろう。本来であれば自身のことしか考えない、欲望と破壊の権化である邪人の群れを、これほどまでに統率の取れた軍隊に生まれ変わらせるほどに。

			「グルゥ……ガアアアァァァ！」

			　しかし、それでも狼は強かった。複数の邪人にしがみ付かれながらも、包囲網を強引に突破したのだ。

			


			

			


			　その後も攻撃の手を緩めることなく、邪人たちの数を減らしていく。死兵となった邪人たちは、相打ち覚悟で狼に傷を与えていくが、それでも狼は止まらなかった。

			　夥おびただしい量の血で大地を汚しながら、獅子奮迅の戦いを続ける。

			　この狼は、なぜ逃げ出さないのだろうか？　その圧倒的な速さを以てすれば、邪人の軍隊など簡単に振りきれるだろう。この場で、命を削りながら戦う理由が、この一匹の魔狼に存在しているというのだろうか？　縄張りを守るため？　上位魔獣としての誇り？　餌であると認識していた邪人たちに反撃され、むきになっている？

			　どの理由も違う。

			「くそぉ！　あの都市を落とさなけりゃならないのによぉぉ！」

			「グルルルル！」

			　漆黒の魔狼と、悪魔。奇しくも両者が共に視線を向けたその先に、彼が戦い続ける理由はあった。

			　グリンゴート。

			　多くの獣人が住まう都市にして、狼の主の庇護する者たちが逃げ込んでいる場所だ。

			　狼──ウルシは、あの都市を何があっても守らなくてはならなかった。命令されているわけではない。無理やり戦わされているわけではない。主たちの笑顔を守るために、彼は自らの意思でここにいた。

			　剣の主と、小さい主。彼らの守りたいものを、共に守る。それは、ウルシにとって命を懸けるに値する理由なのだ。

			　このままでは、ウルシを突破することはできないと悟ったのだろう。

			　悪魔が、覚悟を決めた顔になった。

			「……犬っころ！　光栄に思え！　テメェは俺様の奥の手で葬ってやるよぉ！」

			　悪魔の放つ魔力が、増大していく。だが、相当な無理をしているのだろう。同時にその顔が急速にやつれ、生命力も異常な早さで減っていく。

			　生命力を魔力に変換しているのだ。

			「グルル……」

			　その危険性を感じ取ったのか、ウルシが警戒するように唸り声を上げた。

			「邪人ども、アレを使え！」

			「グル？」

			　悪魔が命じた瞬間だった。何と、ウルシの周囲にいた邪人たちが、漆黒の閃光を放ち、大爆発を起こした。奥の手である、自爆スキルを使用したのだ。

			　その一発一発が、小さな家屋程度ならば吹き飛ばすほどの威力を秘めているだろう。

			　さしものウルシも、それが悪魔の狙いだと分かっていても、防御行動をとらずにはいられなかった。

			「くらえぇぇ！　イビル・ウェッジィ！」

			　悪魔は残った力全てを推進力に変え、一気に加速する。その速さは、燕つばめさえ霞むほどであった。

			「もらったぁぁ！」

			　未だに立ち上る爆炎に、自ら突っ込む悪魔。そして、全身が焼け爛れるのも厭わず、ウルシにその右腕を叩き込んでいた。

			　さしものウルシも、この攻撃を回避することは不可能だ。

			「死ねぇ！」

			　全身の魔力と邪気を集約した邪気の爪が、ウルシの顔に突き立てられていた。悪魔自体は人と変わらぬサイズであるため、一見すると巨体を誇るウルシに大したダメージはないように思える。

			「ギャイイイィィン！」

			　だが、それは間違いだ。

			　痛々しい、ウルシの悲鳴が木霊こだまする。

			　邪気と呪いを複合させた悪魔の攻撃は、ただダメージを与えるものではなかったのだ。それは、呪詛として相手の体を蝕み、死する時まで激痛を与え続けるという、外法であった。

			　まともな人間であれば、使用するのを躊躇するような術である。まあ、悪魔が躊躇うわけはないのだが。

			　邪気がウルシの全身を覆い、その生命力を急速に奪っていく。

			　誰が見ても、ウルシは危険な状態だった。

			　このまま戦い続ければ、命が危うい。それが自分自身で分かったのだろう。

			　ウルシは、その場で動きを止め──全力で悪魔に襲いかかった。

			「がぁぁ！　この野郎！　この期に及んで……！　命が惜しくねぇのか！」

			「ガアアアアアア！」

			　ここで逃走を選択し、安静にしていれば命は助かるかもしれない。しかし、ウルシはその選択肢を選ばなかった。

			　ここで自らが逃げてしまえば、悪魔が野放しになる。それはグリンゴートの陥落を意味していた。

			　だったら、命を擲なげうってでも悪魔を始末する。それが、ウルシの判断だった。

			「ガルルオオォォォォッ！」

			　ウルシの巨大な咢あぎとが、悪魔の胴体に食らいつく。

			「くそがぁぁ……！　だが、そこまで深く呪詛が入っちまえば……テメェは……」

			　ウルシの牙によって胴体を噛み砕かれ、悪魔の全身から力が抜け落ちる。

			「くそ……」

			「グル……」

			　悪魔の死に際の言葉に、嘘はなかった。

			　ウルシの四肢はゆっくりと力を失い、その場で膝を折って座り込んでしまう。もう、踏ん張る力さえ残っていないのだろう。

			　即死ではないが、周囲には邪人がまだ残っている。ウルシの命がここで失われることに、間違いはなかった。

			　その顔に浮かぶのは、悔しげな表情だ。悪魔に負けたことが悔しいのだろうか？

			　否。ウルシの脳裏に浮かぶのは、大好きな主たちの顔だ。この先、自分はもう彼らの役に立つことができない。それが悔しいのだ。

			　ウルシは、すでに視力を失いかけているのだろう。すでにその焦点が合っておらず、その視線は何もない虚空を見上げている。

			　そんなウルシに止めを刺そうと、邪人たちがゆっくりと近寄ってくるが、ウルシにはもはや何もできない。殺されるのを待つだけ──のはずだった。

			「そいつに汚い手で触るんじゃない！　邪人ども！」

			「ギャギャオォオ！」

			「ギィィィィ！」

			　邪人たちを蹴散らし、救出する人物が現れなければ。

			「よく戦ったな！　ウルシよ！　お前のおかげで、グリンゴートは救われたぞ！　大金星だ！」

			「グ……ル……」

			「待てよ。今治してやる！」

			　ウルシには、自分の鼻面を撫でながら、ポーションを振りかけている人物のことが見えていないだろう。しかし、ウルシは狼の魔獣である。死にかけているとしても、その鼻は人間を遥かに超える嗅覚を備えている。

			　目が見えずとも、その人物のことが分かったのだろう。

			「あとは任せな」

			「オフ……」

			　ウルシは心の底から安堵した表情で、意識を手放した。

			「こんなに早く、邪人を斬る機会がくるとは……。運がいいねぇ。さて、邪人ども。私の糧となってもらうよ？」

			


			　　　＊

			


			　フランと邪人たちの戦いは、先程とは全く違う様相を見せていた。

			　こいつらを早く殲滅して避難民の救助に向かいたいフランと、それを邪魔するワルキューレたちという構図だ。

			「どけぇ！」

			「ギャギャ！」

			「ギョアァ！」

			　剣神の祝福を得たフランは、邪人たちを凄まじい速度で葬りながら、一直線にワルキューレへと向かっていく。転移と閃華迅雷を併用した今のフランの速度は、ワルキューレたちをも大きく上回り、度々目の前までは接近する。

			　だが、フランの攻撃はどうしても大振りの、威力を重視した物になりがちで、デュラハンに防がれることが増えてしまっていた。そして、デュラハンがフランの攻撃を身を挺して防いでいる間に、ワルキューレは大きく距離を取ってしまう。

			　それがさらにフランの焦りを加速させていた。また、無理な攻撃をすることによって生まれた隙は、ワルキューレの格好の餌食である。致命傷は避けてはいるが、明らかに被弾率が増えていた。

			「ぐぅぅ！　この！」

			『フラン、落ち着け！』

			（ごめん……でも！）

			　ダメージの移し替えさえなければ短期決戦を挑めるんだが……。

			　その絡繰りが完全には解明できていなかった。一応、当たりはつけている。奴らのダメージを部下に肩代わりさせる謎の現象、あれは盾技によるものだと思うのだ。

			　鑑定したところそれっぽい効果の道具は持っていないし、スキルにも身代りや移し替えができそうなものはない。ならば、称号か、武技の効果だと思われた。事前に魔術などでその効果が付与されていた場合、それも特殊な状態として表示されるだろう。

			　となると、最も怪しいのは盾技、盾聖技である。これまでダメージを食らっていたミノタウロス・ダークパラディンは盾聖技、ハイオーク・シールダーは盾技を持っていた。盾系であれば仲間を庇ったり、ダメージを肩代わりするスキルがあってもおかしくはないだろう。

			　実際、現在デュラハンへの致命傷を肩代わりして命を落としているミノタウロス・ハイソードマン、ハイオーク・ウォリアーも、共に盾技を持っていた。

			　ただ、この予想が当たっているとすると、かなり厳しい戦いが予想された。残った邪人の半数ほどが、盾技を持っているのだ。どの程度のレベルがあれば、肩代わりする技を使えるかは分からないが、残った奴らが全部使えるとしたら？　あと何十回攻撃を成功させればいいか分からない。

			　普通の剣技の傷で何十体も同時に殺せるのであれば話は別だが、一、二体が肩代わりをして死んで終わりである。

			　先に邪人を殲滅しようかとも思ったが、ワルキューレとデュラハンがそれを許してはくれない。奴らから目を離した瞬間を絶対に逃さず、手痛い攻撃を繰り出してくるのだ。

			　本当に追い込まれて来た。もう、スキルと魔術を全力で使い続けていても、生命力の回復が追い付かなくなってきている。だが、閃華迅雷を解いたら、一気に均衡が崩れてしまうだろう。無理をしてでも、使い続けなくてはならない。

			　しかし、忌々しいことにワルキューレの攻撃は熾烈さを増してきた。何と、デュラハンごとフランを攻撃するという暴挙に出やがったのだ。だが、デュラハンの傷は他の邪人が肩代わりしてしまう。ダメージを負ったのは大爆発を起こした矢によって吹き飛ばされた、フランだけであった。

			　即座に立ち上がって身構えるフランを、ワルキューレが愉快そうに眺めている。

			「あはははは！　焦っているな！　お前がそうやって苦戦している間にも、仲間が殺されているかもしれんぞ？」

			『フラン、奴の挑発だ！　無視しろ！』

			「……ぐ」

			　憤怒の表情でワルキューレをにらみつけるフラン。強く噛みしめられた歯の擦れる音が聞こえてくる。このままではフランが暴走するかもしれん。

			　仕方ない。

			　ここはもう、奥の手を使うしかないだろう。スキルテイカーだ。これで、奴らのスキルを奪う。

			　ここまで使用を躊躇っていたのは、どのスキルを奪ったらいいのか迷っていたからだ。ワルキューレもデュラハンも、基本スペックが高いうえに、スキルのバランスもいい。正直言ってこれさえ奪えば無力化できるというスキルが存在していなかった。

			　それでもあえて候補を挙げるとしたら、ワルキューレの弓聖技か、デュラハンの盾聖技である。無力化とまではいかなくても、戦力を大幅に削れるだろう。そして、スキルを奪われて混乱しているうちに、勝負をかけるのだ。ダメージを邪人が肩代わりするのであれば、それができなくなるまでとにかく攻撃を叩き込み続ければいい。

			『問題はどっちのスキルを奪うかだが……』

			　俺がフランにどちらにするか相談しようとした、その時だった。

			「ほらほらほらほらぁ！」

			「くぅ……あぅ！」

			　まずい、奴の挑発のせいで動きが雑になったところを狙われた！

			　しかも転移先が読まれている？　フランの隠密が乱れているのか！

			「ぐぁ！　ぎぃ！」

			　フランの右足が弾け飛び、左わき腹が抉り取られる。即座に再生しても、再び足をもがれ、腕を叩き折られた。魔力効率など完全に無視して、フランを仕留めに来たな！

			『フラン！　再生を切らすなっ！』

			「ぐぅぅ……！」

			　フランの動きが目に見えて鈍り始めた。

			　闘志は失っていない。それどころか、ワルキューレに対する殺意は今まで以上だろう。

			　だが、血を失い続け、激痛を我慢し続けることは、幼い体に自分が思っている以上の負担を与えていた。精神は折れていなくとも、肉体が限界を迎えつつあるのだ。

			「あああああ！」

			『まずい！　フラン、落ち着け！』

			　一瞬、フランがガムシャラに突進しそうになった。相手が雑魚ならそれでもいい。だが、ワルキューレ相手にはそれはダメだ！

			　肉体だけではなく、精神的にも限界が近い。

			　どうする？　ここは転移を使って戦場を離脱し、別動隊を先に仕留めにいくか？

			　ダメだ。ここでワルキューレを見逃すということは、獣人国の中に捕捉不可能なうえに高速で行軍する邪人の軍隊を解き放つということなのだ。グリンゴートでさえ、無事に済むとは思えなかった。

			　いっそ、残りのポイントを有用そうなスキルに全部振って、賭けに出ようかと悩み始めたその時だ。

			（師匠、何か来るっ）

			『ああ、俺も感じた！』

			　南西の方角から、かなり強い魔力を持った何かが高速で近づいてきていた。その速度はウルシの全力疾走よりも速いだろう。向こうの援軍か？　だが、北からではなく南西からなんだよな。

			　ワルキューレたちを観察してみると、奴らもこの魔力を捉えて動揺しているようであった。どうやらワルキューレたちへの援軍ではなさそうだ。

			「くる！」

			『上だ！』

			　両者が攻撃を止めて身構える中、それは蒼空より舞い降りた。

			「クオオオオオォォォンン！」

			「ワイバーン……いや、ドラゴンだと？」

			　ワルキューレが呟く通り、それは赤い鱗のドラゴンであった。

			　大きさは体が二メートル強、翼長は七、八メートルほどだろう。

			　赤竜は空中で力強く羽ばたきながら、戦場を睥へい睨げいしている。その金色の瞳は、まるで獲物を探しているかのように鋭かった。

			　最初の咆哮を聞いた時点で、魔獣たちが怯えて縮こまってしまっている。邪人たちも騒然とした様子で、その動きを止めていた。

			　それでもすぐに正気を取り戻して、対空用と思われる陣形を取ったのはさすがだな。

			　竜としては小型の個体だが、ステータス的には脅威度Ｃはある。しかし、その存在感は強烈だった。脅威度以上の、目を離せない何かがある。さすがドラゴン。小型であっても、その風格は健在だ。

			　だが、俺もフランも、その竜に対して必要以上の警戒心は抱いていなかった。フランはむしろ笑みさえ浮かべている。何故ならば──。

			「焼き払え！　リンド！」

			「クオオオオォォ！」

			　邪人に対して炎を浴びせかけた赤竜の上に騎乗している人物に、見覚えがあったのだ。

			　白いベリーショートヘアに、白い肌。こちらを見下ろす、内に秘めた激しさを具現化したような真紅の瞳。

			「苦戦しているようだなフラン！　援軍はいるか？」

			「メア！」

			　それは、蠍獅子の森で出会った謎の少女メアであった。

		

	
		
			エピローグ

			


			　突如戦場に現れた赤い竜。

			　その背中には、見知った少女の姿があった。

			　蠍獅子の森で出会った美少女、メアだ。相変わらずの自信たっぷりな表情で、上空から戦場を見下ろしている。

			　従者であるクイナもいた。そして、騎乗している赤竜の名前はリンド。メアの魔獣武器に宿った竜の名前だ。

			「リンド！　もう一発お見舞いしてやれ！」

			「クオオォォォッ！」

			　メアの命令を聞いたリンドは、大きく開いたその咢から真紅の炎を吐き出した。炎は広範囲に広がり、邪人や魔獣たちを同時に二〇体以上焼き払う。

			　それを見たワルキューレが弓を引き絞るのが見えた。狙いはリンドだ。邪人たちの脅威であり、良い的であるリンドを先に落とそうというのであろう。

			「師匠！」

			『大丈夫だ』

			　ワルキューレもフランも気づいていないようだが、俺は確信していた。あの矢は絶対に当たらない。

			「大層な登場の仕方だが、残念だったな！　もう退場だ！」

			　ワルキューレはそう叫んで矢を放つ。間違いなくリンドの胴体に命中するコースだった。必中を確信したワルキューレが会心の笑みを浮かべる。

			　だが、その矢はリンドをすり抜けると、明後日の方向に飛んで行ってしまうのだった。

			　驚きの表情を浮かべるワルキューレとフラン。

			「な、何が……！」

			（幻影？）

			『そうだ。幻像魔術、それも恐ろしく使い方が上手だ』

			　俺たちも散々苦しめられたが、あの幻像はそれ以上のできだった。

			　幻像のメアが、勝ち誇った表情を浮かべながら叫ぶ。

			「フランよ！　助太刀致す！」

			「メア！　私よりも、邪人の別動隊を止めて！」

			　そんなメアに対して、フランはそう懇願した。いつものフランからは想像もできない、悲痛な叫びだ。だが、メアがその言葉を笑い飛ばす。

			「ははは！　安心しろ！　別動隊とは、東と西から南下していた二隊のことであろう？　すでに一隊は殲滅済みだ！　数の多かったもう一つの部隊に関しても、すでに我以外の者たちが対処している！」

			「ほんとう？」

			「うむ、安心するがいい！　西の邪人どもは全て我が経験値にしてやったわ！　おかげでレベルが相当上がったぞ？　リンドもほれ、このように大型化しおった！」

			「クオオオオオ！」

			「さらにグリンゴートの領主に話を付けて、避難民の護衛部隊を出させた。すぐにグリンゴートの部隊と合流できるだろう！」

			　メアの言葉を聞いたフランは、安堵の表情で大きく息を吐き出した。虚言の理の発動は間に合わなかったが、俺もメアの言葉は嘘ではないと思う。彼女の言葉には不思議な説得力があった。安心させる力っていうのかね？　メアが平気だと言えば、本当に平気なのだと信じることができた。

			　逆に、ワルキューレの表情からは余裕の色が消える。メアの言葉が嘘ではないと悟ったようだ。

			「馬鹿な……ミューレリア様より与えられた邪人の軍勢が倒されただと……？　西回りの部隊には、デュラハンと悪魔が付き従っていたのだぞ？　特にデュラハンは、かなり強い個体だったはずだ！」

			「確かにいたな。かなり強かったが、我ら二人がかりの攻撃は、さすがに防ぎきれなかったようだぞ？」

			「二人がかり？」

			　ワルキューレが訝し気に目を細める。

			「ああそうだ。二人だ」

			　そう言って不敵に微笑むメアの背後から、あの人物の姿がいつの間にか消えていることに気がついた。確かに先程までリンドに相乗りしていたのに。どこに行った？

			「良いのか？　戦乙女よ。そんなに無防備でおったら──」

			　メアが言い終わらない内だ。

			「ぐがぁぁぁぁぁ！」

			　ワルキューレが突如悲鳴を上げた。

			　顔を歪めながら激痛に身をよじるワルキューレが、慌ててその場を飛び退る。

			　そのワルキューレの傍らに、いつの間にか細い人影が寄り添っていた。何とその人物が、ワルキューレの胸を抜き手で貫いたのだ。

			


			

			


			　強いとは思っていたが、あれほど強かったとは……。

			「メアお嬢様の侍女、クイナと申します。お見知りおきを。それにしても、心臓を潰しても無傷とは面妖な」

			　メアに仕える暗殺メイド、クイナである。

			　いつ忍び寄ったのか、俺たちも全く気付かなかった。だが、何をしたのかは分かる。幻像魔術と、固有スキルである夢幻陣を組み合わせたのだろう。リンドやメアたちの幻像を作り上げたのも、クイナである。

			　その幻像は、クイナほどの達人が効果的に使えば、初めてで見抜くことなど不可能だ。完璧な初見殺しである。

			　まあ、今は相手が悪かったが。

			　クイナの魔力がゴッソリと減ったのが分かった。涼しい顔をしているが、必殺の一撃だったのだろう。それを防がれても冷静なのはさすがだな。

			　いや、待てよ？　前回会った時も、冷静な顔して内心はビックリしてたよな。今回も俺には分からないだけで、実は焦っているんだろうか？

			「ふはは！　さすがクイナ！　まったく焦っておらんな！　普段は小うるさい奴だが、戦場では頼りになるわ！」

			　やっぱ冷静だったらしい。いやー、全く見分けがつかんわ。クイナはこんな場合でもワルキューレに対して優雅に一礼をしてから間合いを取り直した。

			「くそ！　ここに来てこのような邪魔が入るとはな！」

			「ふははは、残念だったな！　だが、我がライバルを傷つけた貴様は、ただでは済まさんぞ！」

			「お嬢様の唯一に近い友達ですからね」

			「唯一は余計だ！　それに友ではない！　ライバルだ！」

			「そのような強がりを……。確かに、お嬢様が大好きな色である黒の名を冠する異名を自分よりも先に与えられたフランさんに対して、複雑な気持ちを抱かれるのは仕方ありませんが」

			「全部説明するな！　だが、黒雷姫だぞ？　ずるいじゃないか！」

			「お嬢様はどれだけがんばっても、白炎姫とか、狂獣（白）とか、白い暴れん坊とか、その手の異名が付くのがオチです」

			「……その異名、褒めておるか？　ディスっておらんか？」

			「申し訳ございません。つい本音が」

			「ちょっとは言い訳しろ！　まあいい。ともかく、ライバルであるフランに勝つのは我である！　邪魔な貴様は本気で潰してやろう！」

			「素直じゃないんですから」

			「う、うるさい！　ともかく、行くぞ！」

			　そう叫んだメアはリンドの上から飛び降りるのだった。
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